















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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はじめに




　皆みなさまこんにちは、丹藤武敏たんどう・たけとしです。

『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』の三巻かんをお届とどけします。

　まずは、手に取っていただいたことに感かん謝しやを。

　本書は『ブレイド』シリーズの第三巻となっております。第一～二巻の内容を踏まえたうえで書かれていることもありますので、ご了りよう承しようください。

　さて、本書について説明いたしますと、この本はＴＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』（以下、『ＡＲ２Ｅ』）のリプレイとなっております。

　ＴＲＰＧやリプレイについて解かい説せつしますが、ご存ぞんじの方は読み飛ばしても構かまいません。

　ＴＲＰＧというのは、〝テーブル・トーク・ロールプレイング・ゲーム〟（Table Talk Role-Playing Game）の略りやく称しようです。このゲームは、司会進行役のゲームマスター（以下、ＧＭ）と数名のプレイヤーで行なう遊びです。プレイヤーは各自がひとりのプレイヤーを担たん当とうし、ＧＭが語る物語の中で行動を宣せん言げんして冒ぼう険けんを繰くり広ひろげていきます。コンピューターゲームのＲＰＧをルールに沿そってみんなで遊ぶという感じでしょうか。

　そして、ＴＲＰＧを実じつ際さいに遊んだ様子を読み物として文章に書き起こしたものを〝リプレイ〟と呼よびます。これを読めば、ＴＲＰＧの雰ふん囲い気きを楽しむことができるという代しろ物ものです。

　この『ブレイド』は、剣けんと魔ま法ほうのファンタジー『アリアンロッドＲＰＧ』の舞ぶ台たいであるエリンディル大陸の東方を舞台にしたリプレイです。我われ々われのよく知る昔の日本や中国、モンゴルのような文化を持つ世界です。

　なお、『アリアンロッドＲＰＧ』は二〇一一年７月に『ＡＲ２Ｅ』へとバージョンアップされました。それに合わせて本シリーズも、この巻から『ＡＲ２Ｅ』のデータを使用しています。『エリンディル東方ガイド』掲載のデータについては、まだ『ＡＲ２Ｅ』用の物は発表されていませんが、『ＡＲ２Ｅ』に合わせたデータのコンバート指針がウェブ上でサポートされています。本書もその指針にしたがってデータを使用しています。コンバート指針のアドレスはこちらになります。

ＵＲＬ：http://www.fear.co.jp/ari/index.htm




　さて、『ブレイド』に話を戻もどしましょう。主人公のアオイ・オトハは、東方の国ダイワを統すべるタイクーン、アオイ・カゲユキの妹。彼かの女じよは、病やまいが重じゆう篤とくとなった兄のため、お隣となりの超ちよう大たい国こくセーリア大だい帝てい国こくへと渡わたり、病の正体が〝呪のろい〟であることを突つき止とめました。

　故こ国こくダイワに戻ったオトハたちを待ち受けるものとはなにか？

　是ぜ非ひ、ご自身でページを捲めくって確たしかめて見てください。







前回までのあらすじ




　エリンディル東方の島国、ダイワ群ぐん島とう国。戦せん乱らんやまぬこの国を統すべるタイクーン、アオイ・カゲユキは才気に恵めぐまれるも、生来の病弱ゆえに志こころざしを果たせずにいた。その妹アオイ・オトハは、お付きのリン、セーリア出身の料理人チンエン、西方から渡わたってきた吟ぎん遊ゆう詩人のユーノスとともに〝烈風!!　世直し隊〟を結成、世直しを行なっていた。

　そんなとき、兄は意い識しき不明の重じゆう篤とくに陥おちいってしまう。医者も匙さじを投げた兄を救うべく、伝説の医い術じゆつ書しよ『登とう龍りゆう極ごく医い書しよ』を求めてセーリア大帝国に渡り、拳けん法ぽうの聖せい地ちショーリン館の試練に挑いどんだ。この試練を乗のり越こえ、医術書を手にしたオトハは、兄の病が魔ま獣じゆうタマモの呪いであることを突つき止とめる。

　兄の呪いを解とくために必要なのは、三つの宝ほう石せき。そのひとつ太陽石が、大だい皇こう帝てい主しゆ催さいの御ご前ぜん大料理大会の優ゆう勝しよう者しやに与あたえられると聞き、チンエンが出場を決意。だが、チンエンの兄テイエンを名乗る料理人が材料を独どく占せんする。だが、セーリアの隣りん国ごくであるタルタル・ハン国に渡り、希少なタルタル豚ぶたを手に入れ、この叉ちやー焼しゆーを使った炒飯ちやーはんで大会に勝利する。

　一方、ダイワではカゲユキが目覚め、その傍かたわらで寵ちよう姫きタマ姫があやしく笑うのだった。
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆夏の初めに




　前回、〝おんみつ姫〟ことオトハとその一行は、ダイワを離はなれ、大陸へと渡った。

　そしてまた、一路ダイワへと戻ってくる。

　タイクーン、カゲユキの病びよう状じようを悪化させているものの正体も判はん明めいした。
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『ブレイド』も、いよいよ佳か境きようへ向けて話が進みはじめて来たというところ。




　前巻の話を、ざっと整理してみよう。

　オトハたちは海を隔へだてたセーリア大帝国へ渡り、その奥おく地ちにある拳けん法ぽうの聖地・ショーリン館で試練に挑いどんだ。

　その後、セーリア大皇帝が主催する御ご前ぜん料理大会に出場した。このとき、伝説の食材タルタル豚を求め、さらに北のタルタル・ハン国まで行っている。

　期間にして、ひと月ほどの出来事だろうか。

　行って戻ってくるまでの移い動どう距きよ離りを考えると、かなり慌あわただしい旅だったと思う。

　物語全体の〝佳境〟の前に、ここらで息いき抜ぬきがあってもいいのではないだろうか。

　しかも、五話収しゆう録ろく時期が近づいていた頃ころ、現げん実じつ世界では真夏日が続いていたのである。

　ギラギラとした太陽を浴びるたびに思い出す、夏休みという言葉───。




　夏休み……。嗚呼ああ、なんと甘かん美びな言葉だろうか。

　社会人になってから、学生時代のような長期休きゆう暇かは久ひさしく味わっていない。

　せめて、セッションの中でその気分だけでも味わうことができたなら。

　そんな気持ちが原動力となって、今回のシナリオは完成した。

　そして迎むかえた収録当日。その日も、暑い日であった───。




＊　＊　＊




　では、本ほん編ぺんの前にＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室に集まった五人の面々について説明しよう。




◆小こ島じまめぐみ

　オフィスワタナベ所しよ属ぞくの女じよ性せい声せい優ゆう。声優のお仕事は『ふしぎ星☆のふたご姫』のファイン役など。清せい純じゆん派は声優だが、「ふぃあ通」のラジオドラマでは、三下犬いぬ娘むすめベネットを熱ねつ演えんし、幅はば広ひろい芸風を見せる。これまでＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社のリプレイにも何度かプレイヤーとして参加してもらっているが、ファンブルを連発するという奇き特とくなダイス運の持ち主である。

　本リプレイでは、〝おんみつ姫〟こと、主人公のアオイ・オトハを担当。




◆菊きく池ちたけし

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社専せん務む取とり締しまり役やく副社長。通つう称しよう〝きくたけ〟。『アリアンロッド』や『セブン＝フォートレス』を手がけたゲームデザイナーにして、『アリアンロッド・リプレイ・サガ』をはじめ、数々のリプレイを送り出してきたベテラン中のベテラン。

　本リプレイでは、セーリアから送おくり込こまれた密みつ偵ていにして料理人のチンエンを担当する。




◆久保田悠羅くぼた・ゆうら

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社開発部長。『ＡＲ２Ｅ』のシステムデザイナー。数々のデータ作成に関かかわりつつ、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・セカンドウィンド』の執しつ筆ぴつも手がける。

　本リプレイでは、暗黒武ぶ術じゆつを使うネコ耳のカンナギ、リンを担当する。




◆田中信二たなか・しんじ

〝かわいそうな田中〟略りやくして〝かわたな〟の愛あい称しようで知られるＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の社員。編へん集しゆう長ちようからＤＴＰ、そのうえリプレイ執筆までこなす社内でもとりわけ忙いそがしい人。現在、『アリアンロッド・サガ・デスマーチ』シリーズが絶ぜつ賛さん展てん開かい中である。リプレイのプレイヤーとしても多数出しゆつ演えんしており、主人公を演じれば格かつ好こいいセリフを次々繰くり出だすが、変人も得意。

　本リプレイでは、西方から渡ってきた吟ぎん遊ゆう詩人ユーノス・ローリングスターを担当する。




◆丹藤武敏たんどう・たけとし

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社所属のライター。本書の執筆者にしてＧＭ。時じ代だい劇げきや歴史物が大好物であるため、『ブレイド』執筆にあたり、その趣しゆ味みを遺い憾かんなく発はつ揮きできているのでテンションが高めである。リプレイのＧＭをやっていると何故なぜかダイス目が低いことが最近判明した。




＊　＊　＊




ＧＭ：えー、皆みなさんおはようございます。

一同：おはようございまーす。

ＧＭ：それでは、『ブレイド』第五話の収録を始めたいと思います。

小島：はーい。

ＧＭ：にしても、暑い日が続きますねえ。

小島：（激はげしく頷うなずきながら）ですよねー！

菊池：そうだね、こういう暑い日は外に出歩かず遊べるＴＲＰＧが一番だ（笑）。

久保田：冷れい房ぼう利きいている室内から出たくないよね。

田中：まあ、そのうえで節電に心こころ掛がけたいところではありますが。

ＧＭ：本当は海とか山とかに行くことができればいいんですが……。

菊池：（しんみりしながら）いいかい？　我々に、そんな時間はないんだよ？

ＧＭ：は、はい。心得ております（笑）。

菊池：……で、今回はどんなネタを仕し込こんできたんだね？

ＧＭ：菊池さん、俺おれのシナリオはネタ仕込み前ぜん提ていですか!?

菊池：だってそうだろう。前回、どれだけネタ仕込んであったよ？

田中：拳法の聖地であるはずのショーリン館にいたのは、ジャクソンとか開運仙せん人にんとか変へん態たいばかりだった……。

久保田：その次は、料理の食材を奪うばうモヒカンがヒャッハーする『北ほく斗との拳けん』ネタばっかりだった……（笑）。

ＧＭ：は、はい。

菊池：ほら、振ふり返かえればネタまみれじゃないか。

小島：あははは。

ＧＭ：こ、これも皆さんに喜んでもらおうと思ったからであって……。

小島：たんどーさんのネタには期待してるですよ！

ＧＭ：ああ、ありがとうございます小島さん。

小島：あとダジャレも期待です！

ＧＭ：ぶっ───!?

久保田：ああ、また心の傷きずが（笑）。




　ＧＭの心の傷について知りたい方は、『ブレイド』一～二巻をお読みいただきたい。




小島：いつでも笑う準じゆん備びはＯＫです！

ＧＭ：そんなキラキラした眼めを向けないでいただきたいっ！（一同爆ばく笑しよう）

田中：すげえ、容よう赦しやねえ。

久保田：どんどんハードルが上がっていくよね。

ＧＭ：ともあれ、今回予告、いきます！




●今回予告

　セーリアから、一路帰ってきたオトハたち。




小島：そうですそうです、前回のラストで帰ったんですよね。

久保田：そうそう、タイクーンの病が呪のろいだということがわかり、それを解くために必要なアイテム、太陽石をゲットしたんだったね。




　だが、帰ってきたらカゲユキは回かい復ふくしていた。




小島：ええええええ～!?（一同爆笑）

田中：えっ、タイクーン治っちゃったの？

小島：なんのために行ったんだー！（笑）

菊池：苦労してセーリアまで行ったのに、……治ったのかよ。




　これには鬼おにのサクザも苦笑い。
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一同：苦笑いじゃねえええええ～!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

田中：まあ、この状じよう況きようは苦笑いするしかないけどさ……。

菊池：ひでーな、この今回予告。突つっ込こみどころばっかりだ（笑）。




　急きゆう遽きよ、降ふって湧わいた夏休み。

　オトハたちは、ウツミヤ藩はんへ招しよう待たいされた。

　今では、立りつ派ぱな観光地に復ふつ興こうしてた。




小島：ああ、ウツミヤ藩。ホーックックって笑う領りよう主しゆがいたところですね！

ＧＭ：ええと、その。はい……（笑）。

久保田：また、あそこかぁ。

小島：夏休みって、これはちょっと嬉うれしいですね。エンジョイしよう！




　しかし、そこで大切な印いん籠ろうが盗ぬすまれた。

　そしてウツミヤに現あらわれる偽にせおんみつ姫たち。

　そこには義ぎ賊ぞくウサ耳小こ僧ぞうが盗ぬすみ出だした一〇〇万Ｇをめぐる、親と娘の無念があった。

　オトハ率ひきいる〝烈風!!　世直し隊〟は、印いん籠ろうを取とり戻もどし、見事悪を成敗できるのか。




小島：印籠が盗まれちゃうの!?　やだ！

ＧＭ：やだと申されましても（笑）。まあ、場合によっては盗まれないかもしれません。

菊池：でも、印籠が盗まれて偽にせ物ものが出るのは時代劇の定番っぽいよね。

田中：ところで、おんみつ姫〝たち〟って言ってますけど……。

小島：〝たち〟？　ということは、いっぱい出るんですか偽物!?

久保田：おんみつ姫スーパーフェニックスとかおんみつ姫ビッグボディとか？（一同爆笑）

菊池：なんでキン肉マンネタなんだ（笑）。

田中：それに、ウサ耳小僧とか、一〇〇万Ｇとか……盛もり沢だく山さんですな。

菊池：こんな大量のネタ、消化しきれるのか。

ＧＭ：は、頑がん張ばります（笑）。

田中：個こ人じん的てきには、一〇〇万Ｇのくだりが気になりますね。

小島：欲ほしいの？

田中：いえ、ユーノスが初登場した『レジェンド』を思い出します。

一同：ああ！




　一〇〇万Ｇの借金を返へん済さいするために奮ふん闘とうする貧びん乏ぼう姉妹を主役としたリプレイシリーズ『レジェンド』、好こう評ひよう発売中です。




ＧＭ：まあ、その辺も併あわせて楽しんでいただければと。では、タイトルを───。




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』

　第五話「ドキッ、おんみつ姫だらけの夏休み」

　ポロリもある……かも！




小島：もう一回言ってください！　もう一回！（爆笑）

ＧＭ：えー、「ドキッ、おんみつ姫だらけの夏休み」です。

菊池：やっぱりネタまみれじゃないか！　つーか、ポロリってなんだよ！

ＧＭ：いやまあ、〝ドキッ〟にかかる枕まくら詞ことばみたいなもんです（笑）。

田中：今どき、このネタ通じるのかな？




　昔、『ドキッ！　アイドルだらけの水泳大会　ポロリもあるかも？』とか、そんな感じのＴＶ番組があったのです。おおらかな時代ですね。




菊池：しかし、ポロリとか無む駄だに期待を煽あおって何もなかったとき、どう責せき任にん取るつもりだ？

ＧＭ：……うっ！

小島：そもそも、何がポロリなんですか、何が！

ＧＭ：ええと、その……首、とか？

小島：首っ!?（爆笑）




●ハンドアウト

ＧＭ：それでは、ハンドアウトの発表に移うつりたいと思います。

菊池：にしても、ひどい今回予告だった（笑）。

田中：ハンドアウトも油ゆ断だんできませんよ。

菊池：そうだな。隙すきあらばネタ仕込んでくるからなー。

ＧＭ：ではまず、オトハのハンドアウトから。




◆アオイ・オトハ用ハンドアウト

コネクション：御ご紋もんの印籠　　　関係：大切なもの

　セーリア大帝国から帰ってきたら、兄のカゲユキは治っていた。




田中：ほんと、何度聞いてもなんというか……。




　拍ひよう子し抜ぬけするオトハに、サクザはすまなそうに夏休みを用意してくれた。

　向かった先は、かつて世直しに訪おとずれたウツミヤ藩。今は、立派な観光地に復興していた。

　海水浴や高級ホテルで楽しんだのはよいものの……あろうことか御紋の印籠をなくしてしまった。これはまったくもって一大事。早くなんとかしなければ。




小島（以下、オトハ）：わたし、印籠なくしちゃうんですか？

菊池：きっと、浜はま辺べで遊んでるときか温おん泉せんに入っている間に盗とられたんだろう。

オトハ：あー、海や温泉かぁ。そりゃ気もゆるみますよねー。

久保田：遊びすぎです（笑）。

ＧＭ：その辺は、オープニングでいろいろと。では、次はリンのハンドアウトです。




◆リン用ハンドアウト

コネクション：アヤメ姫　　　関係：幼おさな馴な染じみ

　アヤメ姫はリンの幼馴染みであり、いまはいろいろあってウツミヤ藩の藩はん主しゆになっている。

　落おち込こんでいたウツミヤ藩の経けい済ざいも、その手しゆ腕わんによって回復し、夏の観光シーズンを迎むかえて盛せい況きようだという。

　ひょんなことから降って湧いた夏休み、今回はウツミヤで過すごすことになった。




久保田（以下、リン）：アヤメ姫、経済立て直したんだ（笑）。

田中：いや、すごい手腕だ。謎なぞのクノイチ。

リン：謎のクノイチは関係ないから！（一同笑）




アヤメ姫

　リンの幼なじみで、現在オトハが世直しした結果、ウツミヤ藩の藩主になっている。

　父ウツミヤ・タカノシンが企たくらんだタマ姫暗殺の計画を、謎のクノイチとして密みつ告こくした。おとなしいように見えて、実にアグレッシブな姫ひめ様さまである。

[image: ]




菊池：しかし、アヤメ姫まで根回しして夏休みを用意したみたいだな（笑）。

田中：みんなで結けつ託たくしてオトハさんを慰なぐさめようとしてますね。

オトハ：でも、せっかくの夏休みだし楽しまないと（笑）。

リン：楽しみすぎるのもどうかと（笑）。

ＧＭ：次、チンエンのハンドアウトです。




◆チンエン用ハンドアウト

コネクション：仮か面めん料理人　　　関係：腐くされ縁えん

　セーリアで出会った謎の人物、仮面料理人。兄の仇かたきなのか、それともタダのヘタレなのか。

　ともかく、その男が何故なぜかダイワの観光地にいる。なんでも、タマモの呪いを解く三つの宝石のうちのひとつ〝知ち賢けん玉ぎよく〟の在あり処かについて心当たりがあるようなのだ。




菊池（以下、チンエン）：また出てくるのかよ、あいつ！（笑）

ＧＭ：いやあ、重要な登場人物なので。




仮面料理人

　セーリア大帝国で出会った人物。その素す顔がおを仮面で隠かくしている。チンエンの兄テイエンを殺したという人物を思わせる特とく徴ちようをしているが、その正体は不明。謎なぞめいた発言をするものの、チンエンに料理勝負であっさり負けたりと基き本ほん的てきにヘタレである。
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リン：でも、三つの宝石について知ってるらしいですよ？

チンエン：タイクーンの呪いを解くのに、太陽石、金こん剛ごう眼がん、知賢玉が必要って話だったな。

田中：そのうちのひとつ、太陽石は手に入れてますね。

チンエン：でも、もうタイクーン治っちゃったんだから、いらないんじゃないのか？（笑）

オトハ：い、言われてみれば！（一同笑）

ＧＭ：また必要になってくる、そういうことですよ。

チンエン：そんなこと言われても、信用ならん（笑）。

ＧＭ：まあ、信じてください。では、最後はユーノス。




◆ユーノス・ローリングスター用ハンドアウト

コネクション：ウサギ屋の姉妹　　　関係：借り

　すっかり観光地となったウツミヤ藩、そこで夏休みを過ごすことになった一行。

　その海の家で、甲か斐い甲が斐いしく働くヴァーナの姉妹と出会った。

　姉は白ウサギのおキツ、妹は黒ウサギのおカヨ。

　そんな姉妹たちと、あることがきっかけで意外な形で関わるようになるのであった。




田中（以下、ユーノス）：こっちのコネクションは、姉妹ですか。

ＧＭ：そうです、ヴァーナの兎族アウリラの姉妹ですね。

ユーノス：リゾートで働く姉妹ですか。いいですねえ。

オトハ：だんだん夏休みっぽい気持ちになってきましたよ。

ＧＭ：この暑い日が続く中、セッションの間だけでもリゾート気分を味わえればと。

オトハ：素す晴ばらしいです！

ＧＭ：というわけで、ハンドアウトは全員分終わりました。




●キャラクターの成長

ＧＭ：さて、ここで発表です。いよいよ『アリアンロッド』が新しくなりました！

オトハ：リニューアルするんですね！

リン：第二版はん『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』となりました。これまでプレイされて蓄ちく積せきされてきたノウハウを生かし、より遊びやすくより楽しくを目指して、データやルールを再さい構こう築ちくしております。コンバートの指し針しんもウェブでサポートしていきます。

ＧＭ：というわけで、今回からルールは『ＡＲ２Ｅ』を使用していくことになります。

オトハ：『東方ガイド』のデータはどうなるんですか？

チンエン：ウェブにコンバート指針がアップされてるから、それに則って使えば問題ないよ。

ユーノス：オトハさんの御紋の印籠とか、レジェンドデータはどうなります？

リン：レジェンドデータは、コネクションとして取ることになりました。対象は伝説名をそのまま書いてもらって、関係を「レジェンド」と書いてください。そうすると［目的］が空くことになりますから、取り直しですね。

ユーノス：「関係：レジェンド」……ちょっと面白いですね（笑）。

リン：くわしいルールは『エリンディル西方ガイド』に掲載予定です。




　プレイヤーたちは『ＡＲ２Ｅ』のデータを見ながらコンバートに取りかかる。

　あれやこれやと相談し、できあがったのは───。




▼アオイ・オトハ（12レベル）の場合

ＧＭ：それでは、オトハさんから。お願いします。

オトハ：はい、12レベルになりました。クラスはウォーロード／サムライ。【ＨＰ】[image: ]、【ＭＰ】80。フェイトは５点です。

ＧＭ：ちなみに、ライフパス周りのルールが変更になってますが。

リン：あらたに、東方用ライフパスを用意してあります。出自によって、一般スキルが取得できるようになりました。

オトハ：はい、なので出自を［武術指南］から［高こう貴きな出しゆつ自じ］にしました。これで、《インサイト》を取得したので、嘘うそを見み抜ぬきます、ずばっとまるっとお見通しです（笑）。




《インサイト》

　嘘やハッタリを見抜くなどの【精せい神しん】判はん定ていに、＋１Ｄする一いつ般ぱんスキル。




ＧＭ：ああ、本ほん格かく的てきに嘘を見抜けるようになったんですね。

チンエン：そのセリフにデータ的な裏うらづけが。誰だれにでも騙だまされそうなタイプだったのにな。

ＧＭ：世直しの旅をしているうちに、人を疑うたがうことを知ったという（笑）。

オトハ：だって、悪いヤツいっぱいいるんだもん！

リン：変なヤツもいっぱいいますけどね、このシリーズ（笑）。

オトハ：目的は［正義］です。世直しするので！

ＧＭ：それはわかりやすい。

オトハ：あと、スキルもいろいろ変わってるんですね。

ＧＭ：そうですね。成長のルールも変わりましたから。

リン：成長は、三つのうちから成長のパターンをひとつ選ぶことになりました。




①種族スキル、一般スキル、クラススキルの中から３レベル分取得する。

②種族スキル、一般スキル、クラススキルの中から２レベル分の取得と、クラスチェンジ。

②種族スキル、一般スキル、クラススキルの中から２レベル分の取得と、フェイトの上じよう昇しよう。




オトハ：なので、スキルの構こう成せいもちょっと変わってます。

ＧＭ：（キャラシートを見ながら）なかなか、そつなく取ってますね。

オトハ：新しく《ファストセット》（＊）《ストラグルクラッシュ》（＊）《スラッシュブロウ》（＊）《バトルコンプリート》（＊）《トゥルーアイ》（＊）《ハイボルテージ》などを取りました。

ＧＭ：前から持っていた《レイジ》と《トルネードブラスト》の効こう果かが変更されております。ご確かく認にんのほどを。

オトハ：《レイジ》が武ぶ器き攻こう撃げきに［ＳＬ（スキルレベル）×10］するスキルになってますね。前は、受けてるダメージだったんですけど。

リン：あと、使用した武器は壊こわれるようになりました。それと《トルネードブラスト》がモブを全滅させるだけではなく、ダメージを与えられるようになりました。

オトハ：その代わり、《スピリット・オブ・サムライ》がＳＬ個の刀を取得できるようになったので、小こ烏がらす丸まるを予よ備びでもうひと振ふり持ってます。あとは、生命の呪じゆ符ふを持ってます。こんなところかな。

ＧＭ：わかりました。





（＊）《ファストセット》　ムーブアクションで「タイミング：マイナーアクション」のスキルひとつを使用できるウォーロードのスキル。

（＊）《ストラグルクラッシュ》　単体の対象に二回攻撃を行なうウォーロードのスキル。

（＊）《スラッシュブロウ》　ダメージを上昇させるウォーリアのスキル。

（＊）《バトルコンプリート》　攻撃の命中判定を振り直すウォーロードのスキル。

（＊）《トゥルーアイ》　ダメージを軽減するサムライのスキル。
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▼リン（12レベル）の場合

ＧＭ：では、リンの報ほう告こくを。

リン：はい、リンでーす。レベル12でございます。クラスは、パラディン／カンナギ。【ＨＰ】[image: ]、【ＭＰ】[image: ]、フェイト５点となっております。

ＧＭ：【ＨＰ】も三ケタのまんまですね。

リン：《モアタフネス》（＊）を３レベルで取っているので、【ＨＰ】15点追加されています。

ＧＭ：なるほど。

リン：そして、出自ですが［幸運の星］から［領主］にしました。目的は［修行］です。

ユーノス：そういえば、リンはとある藩の姫ひめ君ぎみだったという設せつ定ていでしたね。

リン：そうなのです。そして、《ハンティング》を取得しました。




《ハンティング》

　自身の【ＨＰ】を２Ｄ＋［ＣＬ（キャラクターレベル）×２］点回復する一般スキル。シーン終しゆう了りよう時に使用、一シナリオに一回使し用よう可か能のう。




オトハ：《ハンティング》……獲え物ものを狩かって【ＨＰ】を回復するスキル？

リン：そうです。これで鷹たか狩がりします、狐きつね狩がりします。

オトハ：そういえば、前巻でカニも狩っていた（笑）。

リン：あとは紅葉もみじ狩がりとかキノコ狩かりとか。悪あく党とうも狩りましょう。

一同：悪党も!?（爆笑）

チンエン：……一いつ瞬しゆん過か激げきな言葉なんで驚おどろいたけど、それって今までどおりだよな（笑）。

ユーノス：ああ、言われてみれば。

リン：スキルを取り直した結果、《クイックヒール》（＊）《レイズ》（＊）《アフェクション》《アディショナルブロウ》３レベル《シャインストライク》《パニッシャー》（＊）と、かなりいろんなことができるようになっております。

オトハ：リンすごーい！

ＧＭ：回復の能のう力りよくと攻こう撃げき力りよくが同時に上がっている……というか、《コールゴッド：タケフツ》で毒を与えておいて、次の《アディショナルブロウ》３レベルでとどめ……恐ろしい。




《コールゴッド：タケフツ》

　ダメージを与あたえた対象に、任にん意いのバッドステータスを与えるカンナギのスキル。《セイクリッドダンス》の効果中のみ使用可能。




《アディショナルブロウ》

　バッドステータスを与えた対象を攻撃する際さい、ダメージに［ＳＬ×２］Ｄを追加するモンクのスキル。




チンエン：毒与えたところに追い打ちとかか。たしかにエグいな（笑）。

ユーノス：さすがは闇やみの武術。

リン：ほほほほほ。





（＊）《モアタフネス》　【最大ＨＰ】を追加するモンクのスキル。

（＊）《クイックヒール》　イニシアチブプロセスで《ヒール》を使用するアコライトのスキル。

（＊）《レイズ》　戦闘不能を回復するアコライトのスキル。

（＊）《パニッシャー》　ダメージに【精神基本値】を追加するパラディンのスキル。
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▼チンエン（12レベル）の場合

ＧＭ：じゃあ、次はチンエンです。

チンエン：うむ。ワタシはソーサラー／チューシの12レベルとなり、【ＨＰ】94、【ＭＰ】[image: ]となった。フェイトは５点。

ＧＭ：まあ、そこの基き本ほんは変わらずですね。

チンエン：それで、ライフパスの出自なんだが、前は［風ふう来らい坊ぼう］だったんだ。

ユーノス：そういえばそうでしたね。

チンエン：で、今回新たな出自表で［間者］を選んだ。これで名実共に暗殺密偵の一族となったよ。これで取得した一般スキルは《ビジランテ》。




《ビジランテ》

　隠密状じよう態たいや隠かくされたものを発見する際の【感知】判定に＋１Ｄする一般スキル。




ＧＭ：隠れたヤツがいても「むっ、そこだ！」とかやれるんですね。かっこいい。

チンエン：そうそう。目的は［人捜し］だよ。兄の仇を追っているってことでね。

ユーノス：そうでしたね。

チンエン：で、一般スキルは他にも《モンスターロア》（＊）《バイタリティ》《トレーニング：知力》を取っている。

ＧＭ：《バイタリティ》もですか。

チンエン：だって、前回ｂｏｂさんのカラーイラストで肉体の厚あつみがすごいことになっていただろう？　だから肉体を鍛きたえ直したんだよ（笑）。

ユーノス：たしかに、性せい格かくが変わったとかいうレベルではなかった（笑）。

チンエン：まあ、肉体もパンプアップした。その代わり、サモナーを経由しないデータになったから《ガーディアン》（＊）と《クウェリィ》（＊）がなくなってしまった（笑）。

ＧＭ：リビルドしたら、サモナーを経けい由ゆしなくなったんですね。

チンエン：うん。リンと相談したら、リンが《ガーディアン》に代わる《アフェクション》（＊）というスキルが取れるということだったから、こっちは攻こう撃げき型がたにした。

ＧＭ：なるほど。

チンエン：で、そこで相談があるんだが。

ＧＭ：はっ、なんでしょう？

チンエン：ほら、せっかく晴れてデータ的にも密偵となり、セーリアに行って帰って来たわけなので、弟で子しとか部下とか欲ほしくなったんだよ。

ＧＭ：……弟子か部下、ですか？

チンエン：ああ。御前料理大会にも優ゆう勝しようし、一子相伝の我わが暗殺料理術の一族が盛もり返かえしたという意味でも。

ＧＭ：セーリアで再さい会かいして「お懐なつかしゅうござる、当主」みたいな感じですかね？

チンエン：そうそう、別にデータ的にどうこうというわけではないんだが。

ＧＭ：演えん出しゆつの一いつ環かんと言うことですね。まあ、いいんじゃないですかね。情報収集するときなんかの演出に使うといいんじゃないですか？　ギルドサポートの《情報網》の時の演出なんかに使うとか。

チンエン：おお、ありがとう！　弟子は一〇人いてワタシに忠ちゆう誠せいを誓ちかってくれるんだ。

リン：十本箸ばしとかそんな感じ？

チンエン：料理だから包丁にしよう。十本包丁……いや、十じつ徳とく包ぼう丁ちようと呼よばれている（笑）。

リン：それじゃただの便利ツールだ（笑）。

チンエン：ふっ、いずれ劣おとらぬ魔ま人じん揃ぞろいさ。

ＧＭ：わかりました、認みとめましょう。あくまでも演出だけですが（笑）。





（＊）《モンスターロア》　エネミー識別の判定に＋１Ｄする一般スキル。

（＊）《ガーディアン》　ダメージを軽減するサモナーのスキル。

（＊）《クウェリィ》　ＧＭに直接質問して答えを聞くことができるサモナーのスキル。

（＊）《アフェクション》　ダメージを０にするアコライトのスキル。
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▼ユーノス・ローリングスター（12レベル）の場合

ＧＭ：では次、ユーノス。

ユーノス：はい。ユーノス・ローリングスターです。スカウト／バードの12レベル。【ＨＰ】は[image: ]、【ＭＰ】[image: ]。フェイトは９点。

オトハ：フェイト９点も！

ユーノス：ボクの場合、攻撃がからっきしなので、スキルを伸のばすよりもフェイトを伸ばす方が有ゆう効こうなんですよ。

オトハ：なるほどー。

ユーノス：で、出自は［滅ほろびた民族の血］だったのですが、今回は［任意］を選びました。

ＧＭ：ほう、［任意］を。

ユーノス：なので、ボクはこれで出自［天使］を主しゆ張ちようできます！（一同笑）

オトハ：えっ、天使って言っちゃっていいんですか!?

ＧＭ：まあ、［任意］ですからねえ。あくまでも自じ称しようの範はん囲いということで（笑）。

ユーノス：そして取った一般スキルは《ブラフ》。




《ブラフ》

　はったりを言ったり嘘をついて騙だますなどの【精神】判定に＋１Ｄする一般スキル。




チンエン：天使ってのは嘘やはったりだったのかよ！（一同爆笑）

ユーノス：ははは、そんなことはありませんよ？

リン：……と、こういうときに＋１Ｄのボーナスがあります（笑）。

ＧＭ：天使は天使でも、ペ天使ってヤツですね。

一同：ペ天使っ！（笑）

ユーノス：さすがたんどーくん。上手うまいことを言う。

オトハ：否ひ定ていしないんだ（笑）。

ユーノス：まあ、一部事実ですからね（笑）。スキルの構成もそんなに変わっていませんね。覚えたのは、新たに追加された《タウント》のみです。




《タウント》

　セットアップフェイズで【感知】と対象の【精神】と対決を行なう。勝利すると、相手にバッドステータス逆ぎやく上じようを与えるシーフのスキル。




　なお、逆上を受けているキャラクターは、逆上を与えたキャラクター以外を対象としたメジャーアクションの判定にマイナス２Ｄされる。




ＧＭ：げええええ、ユーノスを狙ねらわないとなんないのか！

リン：敵てきからすると、ユーノスってサポートは強力だけど狙う価か値ちないんですよねー（笑）。

ＧＭ：倒たおしたとしても支し援えんの効果が消えるわけでもないし、そのうえ回かい避ひは《バタフライダンス》（＊）で高い。もうＧＭからしたらウザいことこのうえない（笑）。

ユーノス：はっはっはっ、ウザいからといって狙わないでいると、判定のダイスはマイナス２Ｄです。

ＧＭ：んんんー、ウザいから狙わずにはいられないのか（笑）。

オトハ：なるほど、こういう戦い方もあるのか（笑）。

チンエン：ある意味、これも究極だ。

ユーノス：ちなみに《カノン》（＊）は使い勝手が前に比くらべると上がりました。フェイトを１点消費して、他人のダイスロールに＋１Ｄできます。一シーンに一回ですが。まあ、こんなところですね。

ＧＭ：わかりました。





（＊）《バタフライダンス》　回避判定に＋１Ｄするシーフのスキル。

（＊）《カノン》　対象がフェイトを使ってダイスロールのダイスを増やしたとき、対象の判定に＋１Ｄするバードのスキル。
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●ギルドサポートの決定

ＧＭ：では、ギルドサポートを決めましょう。

オトハ：ギルドサポート？

ＧＭ：前の版で、ギルドスキルと呼ばれていたものです。

オトハ：あー、なるほど！

ＧＭ：いくつか効果が変わっている物もあるんですが、〝烈風!!　世直し隊〟が持っているもので効果が変わっているのは、《限げん界かい突とつ破ぱ》ですね。

リン：前は１ラウンド間、判定とダメージに＋ＧＬ（ギルドレベル）だったのですが、今回から判定に＋１Ｄ、ダメージに＋２Ｄになりました。

ＧＭ：あと、《高機動部隊》は【行こう動どう値ち】だけが上がるようになって、【移動力】に関係しなくなりました。

オトハ：ほうほう。

ユーノス：【移動力】に関係なくなったのですね。

ＧＭ：【移動力】は算出方法が変わって、【行動値】が関係しなくなりましたから。

ユーノス：なるほど。

リン：というところで相談なのですが……この前取得した《再さい行こう動どう》（＊）を持っていくとして、また何かを置いていかねばなりません。

ユーノス：《蘇そ生せい》（＊）《陣じん形けい》（＊）《祝福》（＊）《限界突破》までは鉄板……《高機動部隊》を置いていくか、もしくは《情じよう報ほう網もう》（＊）と《緊きん急きゆう招しよう集しゆう》（＊）のふたつを置いていくことになりそうですね。

チンエン：今回は《情報網》が重要そうだ。偽物がいっぱい出るみたいだしなぁ（笑）。

オトハ：そっか、そのうえ印籠なくすみたいだから持ってないと！

リン：そういえば、そんな今回予告でしたね。苦笑いとかポロリとか、突っ込みどころの方に気を取られてましたが（笑）。

チンエン：それに、《情報網》は十徳包丁の演出にも使えるからな。

ユーノス：ああ、弟子たちが聞き込みに駆け回ったりしてくれるんですね。

オトハ：じゃあ、置いていくのは《高機動部隊》でいいかな？

リン：それで決まりですね。あとは消しよう耗もう品ひんの類たぐいを買って、準備は終わりです。

ＧＭ：では、準備が終わったところで、オープニングを始めましょうか。





（＊）《再行動》　全員が行動済になったとき、ギルドのメンバーを未行動にするギルドサポート。

（＊）《蘇生》　【ＨＰ】を全快するギルドサポート。

（＊）《陣形》　セットアップで戦闘移動を行なうギルドサポート。

（＊）《祝福》　【ＭＰ】を全快するギルドサポート。

（＊）《情報網》　任意の能力値で情報収集の判定が行なえるギルドサポート。

（＊）《緊急招集》　ギルドメンバーを登場させるギルドサポート。









ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆帰ってきてはみたけれど




　ダイワから、セーリアへ。そしてセーリアからダイワへ。

　兄、アオイ・カゲユキの呪のろいを解とく方法を見つけたオトハたち〝烈れつ風ぷう!!　世直し隊〟は、今ダイワの地へ戻もどろうとしていた。

　船上からは、にぎやかな港も見える。

　ダイワを離はなれてひと月ほど。帰ってきたことを実感するオトハであった。




ＧＭ：では、オープニングを始めます、全員登場。皆みなさんは、海の上。船上の人となって、ダイワへ帰ってきたところ。今、ちょうど港が見えてきたところ。

リン：ダイワ、何もかも懐なつかしい……。

オトハ：おお、ダイワの港じゃ！　やっと戻もどってこられた。……やっとって言ったけど、実じつ際さいどれくらい経けい過かしてるんですか？

ＧＭ：カゲユキが重じゆう篤とくになってから、一ヶ月ほどが経過しております。

チンエン：それは不安だなぁ。

リン：心配でございますね。

オトハ：うむ、急いで帰らなければ。兄上ー！　待っていてください。今すぐ参ります。

ユーノス：しかし、タイクーンの呪いを解くには、この太陽石のほかにあとふたつの宝ほう石せきがいるということですよ。

オトハ：そうであったな。しかし、それはそれとして兄上のことは心配じゃ。

ＧＭ：そんなことを思っているうち、船は港に着きます。

オトハ：着いたー！　急いで下おりよう。早く兄上に会いたいのじゃ。

ＧＭ：では、桟さん橋ばしを渡わたって船を下りていきます。で、港には大おお勢ぜいの人が行き交かって世間話をしているんですが、そこでふと気になる話が耳に入ってくるのですよ。

オトハ：おっ？

ＧＭ：「いやー、タイクーン様のご病気が良くなったらしいな」「ああ、一時はどうなることかと思ってたけどよ」という会話です？

オトハ：……幻げん聴ちようか？　いま何か聞こえたか？

チンエン：ワタシも港に下りましょう。で、気になる話をしているそこの庶しよ民みんを呼よび止とめ……「今、なんと言いました？」と。

ＧＭ：「はぁ？　何だい、あんたは？」

チンエン：いや、我われ々われは旅から帰ってきたばかりでしてねえ。ダイワで何が起こっていたのか、とんと知りませんので。

オトハ：そうなのじゃ。あにう……おっと、タイクーン様のご病気が治ったという話をしていたじゃろ？　今言っていたことは、まことか？

ＧＭ：「そうよ。ずっとご病気だったらしいが、良くなったっていう噂だぜ」

オトハ：ん～？　リン、これはどういうこと？

リン：さ、さぁ……？

ＧＭ：「まっ、これでご政せい道どうも少しは落ち着くんじゃないかねえ」

オトハ：……うーん。でも、わたし的には半はん信しん半はん疑ぎじゃ。

リン：ともかく、急ぎましょう姫ひめ様さま。

オトハ：うむ。

ＧＭ：では、寄より道みちもせずに、オオドの城しろへと急ぐのでありました。




　兄カゲユキが回かい復ふくしたらしい。

　そんな噂を聞いて、一路オオドの城へと戻もどるオトハ。

　船旅の疲つかれもなんのその。脇わき目めも振ふらず、城へとやってきたのだが……。




ＧＭ：では、オオドのお城です。ばーっと広い大広間に百官たちが集まり……。

オトハ：兄上ー！　ご無事ですかー!?

ＧＭ：おっ、いきなり？

オトハ：襖ふすまを勢いきおいよく開けてやってくるぞ。ばーん！

ＧＭ：すると、ずらーっと家臣たちが頭を下げている中……奥おくの座ざには、半分体を起こしたカゲユキが、優やさしげな笑えみを浮うかべて「やあ、オトハ。相変わらず元気じゃな」と。

オトハ：おろ～。本当に、元気……？

リン：どうやら、どうやら噂は本当のようですね。

ＧＭ：そうすると、サクザが「姫ひめ様、お静かに！」と、脇にやってきて言います。

オトハ：お、おう。

ＧＭ：「いや、心配をかけたなオトハ」

オトハ：い、いえ。そのう……。兄上こそお体はもうよろしいので？

ＧＭ：「ああ、おかげで今はすこぶる気分がよい。これも、タマ姫の看かん病びようのおかげじゃ」と言うと、脇に控ひかえていたタマ姫が恥はずかしそうに顔を伏ふせます。
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オトハ：あっ、タマ姫が看病していたんだ。

ＧＭ：ええ、医者も匙さじを投げ出す病気でしたが、カゲユキが重じゆう篤とくに陥おちいって以い降こう、タマ姫はずっとつきそって看病していたとのことです。

オトハ：さすがじゃなぁ。その話を聞くと素す直なおに感心する。

チンエン：マスターシーンでは、毎度毎度妖あやしいけどなぁ（笑）。

ユーノス：それはプレイヤーは知っていても、ＰＣは知らないことですしねえ。

ＧＭ：「それよりサクザから聞いたぞ？　お前は、武む者しや修しゆ行ぎように出かけていたと」

オトハ：えっ!?

ＧＭ：すると、サクザが必死な表ひよう情じようで、話を合わせてっていう身み振ぶりをしてますよ（笑）。

リン：ああ、そうですね。セーリアに渡っていたなんて言えませんものね。

オトハ：あっ、そうか。爺じいがそう取とり繕つくろってくれたのか（笑）。

ＧＭ：はい。世直しとかセーリアに渡ったなんて話をすると、カゲユキも心配しますし。

ユーノス：まあ病やみ上がりだしね。

ＧＭ：「武ぶ芸げいに励はげむのもよいが、お前も年とし頃ごろなのだから、もう少ししとやかさを持たんとな」と、カゲユキは冗じよう談だんめかして言います。

オトハ：はぁ……。じゃあ、こうちらっと爺を見て。

ＧＭ：これにはサクザも苦笑い（一同笑）。

リン：ここで!?（笑）

オトハ：もっといい誤ご魔ま化かし方もあるじゃろ～。

チンエン：しかし、タイクーンの様子は、とても瀕ひん死しの重病人だったとは思えないよね？

ＧＭ：そうですね。数日前に目覚めたばかりでまだ本調子ではないようですが。

オトハ：その、兄上も元気そうで何よりです……。

ＧＭ：すると「ははっ、これもタマ姫の看病のおかげじゃな」「まあ、そんな上様」みたいな、なんかこうふたりからラブラブな空気が。

オトハ：ラブラブ～!?（一同笑）

ユーノス：そりゃあまあ、瀕死の状じよう態たいのタイクーンを、ずっと看病して治ったというのなら、ラブラブにもなろうってものですよ。

オトハ：そうじゃな。

チンエン：しかし、この空気だと太陽石とか出しにくいですねー。

オトハ：……うん、正直出しづらい（笑）。

ＧＭ：すると、タマ姫は「オトハ様。せっかくの上様とのご面会ですが、あまり上様にご無理をさせるわけにはいかないのです。そろそろお休みになりませんと」と言います。

オトハ：そうであった。兄上、せっかく良くなったのですからお身体を大切にしませんと。

ＧＭ：で、一方で。「上様のご容よう態だいが落ち着くまでは、このマツヒラ・サダノブが、しっかりとご政道の手た綱づなを握にぎらせていただきます」と、サダノブが重臣たちの前で宣せん言げんします。

オトハ：むっ、〝知ち恵えサダ〟か。




マツヒラ・サダノブ

　現タイクーン・カゲユキが厚い信しん任にんを置く若わか手て改かい革かく派はの筆ひつ頭とう格かくのエルダナーン。知恵のサダノブ、略りやくして〝知恵サダ〟と言われるほどの切れ者。
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ＧＭ：「オトハ様も、上様に無用なご心労を駆かけぬよう」と、釘くぎを刺さします。

オトハ：くう～、やっぱりあいつ嫌いやなヤツじゃ！

チンエン：言外に、小こ娘むすめはさっさと行けみたいな感じだな。「ここは我われらに任まかせて、姫様とサクザ殿は静かにしていていただこう」というところだろう。

ＧＭ：重臣たちが見ている手前、露ろ骨こつな態たい度どは取りませんけどね。

オトハ：でも……何も言えないですよね？

リン：まあ、向こうからしたら上様が重篤の時に、どこふらついていたんだってことになりますからねえ……。

オトハ：わたしは、兄上のためにセーリアまで行ってきたのに～。

ユーノス：しかし、タイクーンはその前に回復したわけで。

チンエン：いいことずくめではあるんだけどな（笑）。

オトハ：……なんかしっくりこない。

ＧＭ：えー、ではタイクーンは「皆みなの者、ご苦労であった」と言うと───ギギギ、ギギギギギっと、こんな感じで去っていきます（←操り人形っぽい動き）。

オトハ：なんだその不自然な動きは[image: ]っ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：昔から『サンダーバード』の物もの真似まねは特とく技ぎのひとつでして、ええ。

リン：今どきわかんないって！　似にてたけど！（笑）

チンエン：つーか、どう見ても操あやつられてるじゃねえか！（笑）

ＧＭ：でも、そんなタイクーンの異い変へんに気づけるのは、あなたたちだけです。

ユーノス：……ああ、そうか。エキストラたちには気づけないと。

ＧＭ：はい。

オトハ：兄上は、その操り人形みたいな動きで下がるのか（笑）。

チンエン：それもまあ、元気になった証あかしみたいに思われてるんだろう。

ＧＭ：……で、重臣たちも下がっていき、残るはサクザと姫様一行だけになりました。

リン：では、別の部屋ですな。

ユーノス：なんというか、皆の晴れやかな表情に比くらべたら、こちらの落おち込こみっぷりといったらありませんよね？

ＧＭ：重臣たちはよかったよかったと喜んでますが、サクザとしてはもう立場がないという。

オトハ：爺、これは一体どういうことじゃ！

ＧＭ：「その、正直すまんかった」（一同大爆ばく笑しよう）

オトハ：すまんかったですむかぁ～!!（柄つかに手をかけつつ）

リン：姫様、落ち着いて（笑）。

オトハ：兄上は原げん因いん不明の病やまいで臥ふせっていたのではなかったのか？

ＧＭ：「それはですな。この数日で上様のご容態が急に良くなりまして。一時はワシも駄だ目めかと思ったほどだったのですが……」

リン：おババ様は何かおっしゃってましたか？　上様のご病気を呪いだと見立てたのは、他ほかならぬおババ様ですよ？

ＧＭ：「いや、特にこれといって」

リン：おババ様、米送るだけか！（一同笑）

チンエン：……ええとですね。サクザ殿どの。実はワタシ、セーリアの尚しよう膳ぜん太たい監かんの命を受けこの地にやってきた密みつ偵ていなのです。

ＧＭ：「なんと」

リン：ここで正体を明かすのですか？

チンエン：うん、明かす。そうしないと話にならん気がしてきた。で、その密偵が遣つかわされた理由は何かというと……。

ＧＭ：「……うかがおう、チンエン殿」

チンエン：この国のタイクーンがご病気であり、大たい乱らんが起こったら我わが国くにとしても大変なので、様子を見てきてくれと言われてきたのです。

ＧＭ：「そうであったか」

チンエン：しかし、もうこれはダイワで大乱が起きる様子もないということですな。

ＧＭ：「まあ、上様が快かい癒ゆされた以上、その心配はたしかにない」

チンエン：───というわけで、それを報ほう告こくするとお役御ご免めん、お別れになります（笑）。

オトハ：なんとー!?

ＧＭ：「まあまあ、せっかくダイワに戻ってきたのだから、そちの骨ほね休やすめぐらいは許ゆるしてくれるであろう？」

ユーノス：まあ外国の使節ですからね。密偵であることを明かして名乗られた以上、無む下げに帰すってわけにもいかないでしょう。

チンエン：まあ、そういうことなら、帰る前に少し骨休めをさせてもらいましょう。

ＧＭ：上様が元気だって伝えてくれれば、セーリアもダイワも丸く収おさまると。そういうわけで、両国の永ながらくの友好を。

チンエン：うむ。

リン：こんなところで、両国の会談が（笑）。

ユーノス：うーん、ボクとしても伝説を見み届とどけるつもりだったんですが……その前にタイクーンが自力で回復されちゃったんですね（笑）。

オトハ：兄上が治ったってことは……わたしも代わりに世直ししなくていいってこと？

ＧＭ：まあ、これからはカゲユキ本人がバリバリ働くでしょうしね。

リン：……ということは、みんな用よう済ずみ？

ユーノス：じゃあ、なんですかね？　つまり───。




〝烈風!!　世直し隊〟、解・散！




オトハ：あれー!?（一同爆笑）

チンエン：おい、まだオープニングだろう！

ユーノス：このやるせない気持ちを曲に込こめ、ぽろろーん（笑）。

オトハ：解かい散さんなの？　あれー!?

ＧＭ：「まあ、その。まだそうと決まったわけでは……」

リン：そうですよ姫様。上様が急に回復したというのも、なんだか妙みような話ですし。まだやるべきことはあるはずです。

オトハ：それは確たしかにそうじゃな。

ＧＭ：「どうですかな、姫様。ここはひとつ、長旅のご静養に向かわれては？」

オトハ：静養？　ああ、夏休み！

ＧＭ：「実は、アヤメ姫からご招しよう待たいの手紙が届とどいておりまして」

チンエン：あの謎なぞのクノイチから？

リン：それは言わないであげてください（笑）。




　ふと、目を逸そらしてしまうリンであった。




オトハ：ウツミヤ藩はんか。なんか懐かしいな。

リン：ウツミヤ藩といえば観光名所もいろいろありますし。

チンエン：〝烈風!!　世直し隊〟も解散したことだし、打ち上げというのも悪くない。

オトハ：まだ解散しておらぬ！（笑）

チンエン：そうか。じゃあ、とりあえず今は〝烈風!!　観光隊〟として夏休みを満まん喫きつしようではないか（笑）。

オトハ：観光隊！　それはよいな！　……いや、よいのか？

リン：よくないと思います（笑）。

ユーノス：吹ふき抜ぬける風のごとく観光を（笑）。

オトハ：ほ、ほら！　世直ししたウツミヤ藩が今はどうなってるかは気になるし。

リン：そうそう。それを調べるのも世直しのひとつの姿すがたでございます。

ＧＭ：「さすがは姫様。爺はそう言うと思っておりましたぞ！」

一同：適てき当とう言うなよ!?（爆笑）

オトハ：サクザぁ～!!（柄に手をかけつつ）

チンエン：全然思ってなかっただろう、お前！

ユーノス：……なんか、駄目な爺じいさんに成り下がってませんか？（笑）

リン：夏休みという名目で、あたしたち追おっ払ぱらっているようにしか見えませんね（笑）。

ＧＭ：「いや、そういうわけではござらぬ！」

チンエン：どういうわけなんだよっ!!（一同笑）

ＧＭ：さて、ここでサクザの声のトーンがシリアスに変わります。「……確かに、上様は回復なされた。喜ばしいことじゃが、どうも合点がいかぬ」

ユーノス：ほう、というと？

ＧＭ：「うむ。目を覚まして以来、時折心ここにあらずと言ったときがあってのう」

オトハ：ぼーっとしているってこと？

ＧＭ：「それに、回復したというのに政せい務むをサダノブに任まかせたきり。以前なら、病の身を押おしてでもご自身でなさろうとしておったのに……」

リン：それに、まるで何かに操られているような気配が（笑）。

オトハ：そうなのじゃ！　あの動きはあやしかった！

リン：『サンダーバード』っぽかったですし（笑）。

ＧＭ：「色々と不ふ審しんなことはある。姫様たちには、しばらく城を離れてもらった方が安全……という考えもある」

オトハ：そうか、離れて様子をうかがうということじゃな。

ＧＭ：「そのとおりにございます。それに、ウツミヤ藩には気になる伝でん承しようがあると、おババ様が言うておりました」

オトハ：おババ様が？

リン：それを早く言ってもらわないと！

オトハ：で、伝承というのは？

ＧＭ：「ウツミヤ藩の初代藩はん主しゆは、御ご初しよ代だい様とともにタマモを封ふうじたという伝承があり、そのとき持っていた知ち賢けん玉ぎよくという宝石を家か宝ほうとしているとかで……」

一同：知賢玉!?

オトハ：何故なぜそれを早く言わんー！

ＧＭ：「───話す機会を待っておったのでござる」

オトハ：……む？

ＧＭ：「上様が操られているかもしれぬという一大事。このお城の中でも、誰だれが敵てきかはわかりませぬゆえ」

リン：ああ、それは一理ありますね。

オトハ：なるほど！　ほら知恵サダとかあやしいし！

ユーノス：単に、オトハさんが気に入らないだけでは？（笑）

リン：私怨はいけませんよ、姫様（笑）。

チンエン：いや、実際タイクーン様の代わりにあいつが政務を仕切るんだろう？　あやしいのは確たしかだな。

ユーノス：まあ、言われてみれば。後は、やはりタマ姫が……。

オトハ：タマ姫なら、直ちよく接せつ話してみようと思う！

一同：おおっ！

ＧＭ：では、次のシーンはタマ姫とオトハが会うシーンにしましょう。







◆Opening 02◆憂うれいの姫ひめ君ぎみ




　しゃっしゃっしゃと、小さな茶室に茶ちや筅せんで茶を点たてる音が響ひびく。

　タマ姫の手前は優ゆう雅がで、茶席の心得などないオトハも見み惚ほれるほどだった。

　さて、どこから話をしたものだろう───。




ＧＭ：それでは、オトハとタマ姫のシーン。オトハが話をしたいということを伝えると、快こころよく茶席の用意までしてくれました。

オトハ：茶席かぁ。堅かた苦くるしいのは苦手だけど……。

ＧＭ：タマ姫とふたりだけですから、あまり人の目を気にしなくても大だい丈じよう夫ぶですよ。で、お茶を点てながら「オトハ様とは、いつかこうしてお話ししたいと思っていました」と。

オトハ：こちらこそ。ありがとうございます。

ＧＭ：「いえいえ。上様もお元気になられて何よりです」と、ふふっと笑みをこぼします。

オトハ：さっきサクザに聞いたのですが、治った経けい緯いがよくわからないのです。タマ姫が、ずっと看病されていたとか？

ＧＭ：「ええ、まさに奇き跡せきでした」にっこり微笑ほほえんでそう答えますよ。

オトハ：奇跡かー。

リン：奇跡じゃしょうがないですね（笑）。

ＧＭ：「世直しをしようという、上様の志こころざしの強さでございましょう」

オトハ：そう言われると、じーんときちゃうなぁ。

ユーノス：そりゃあタイクーン自身の力ですよなんて言われた日には、それを否ひ定ていするわけにもいきませんよね。

ＧＭ：「これから、上様は良い世を作られるでしょう。そう、戦せん乱らんのない良い世を……」

オトハ：なんか意味深じゃな……。

ＧＭ：「オトハ様も、しっかり上様を助けてあげてくださいね」と、オトハの手を取り、じっと目を見て言います。

オトハ：うっ、真ま面じ目めな顔には弱い。……タマ姫もずっと兄上のお傍そばにいて欲ほしいのじゃ。

ＧＭ：「ええ、ずっといますとも」

オトハ：…………。

ＧＭ：「そういえば、オトハ様はこれから夏休みだそうで。上様のことはこのわたくしと、サダノブ様にお任せください。オトハ様は、ゆっくりご養生なさいませ」

オトハ：留る守すの間、兄上を頼たのみますぞ。ええと、そのまますごすごと部屋から出ていきます。

ユーノス：オトハさん、何にも追つい及きゆうできてませんよ？

オトハ：だって、ずっと看病してもらってるし……なんかキツイこととか言えない雰ふん囲い気き。

チンエン：ずっと側にいるとか話してるけど、彼かの女じよ、正室ではないんだろ？

ＧＭ：そのとおり。単なるタイクーンのお気に入りです。実家はお取とり潰つぶしになっているので、後うしろ盾だては何もありません。

チンエン：しかし、他の重臣たちはきっとタマ姫の味方だよなぁ。タイクーンを看病するために、ずっと傍かたわらにいたというし。

ＧＭ：そうですね、株かぶは上がってますよ。

チンエン：逆ぎやくに、オトハさんの株はどうなってるのかな？

ＧＭ：「上様が大変な時に留守にするとは何を考えておられるのか」という意見が多いです。

オトハ：あああ～（笑）。

リン：理由を知っているのは、サクザ殿とか一部の方だけですものねぇ。

オトハ：わかった。とりあえずここは……。

一同：ここは？

オトハ：ともかくウツミヤ藩にゴーじゃ！

ＧＭ：では、ウツミヤ藩に向かったところでシーンを終了します。







◆Opening 03◆ウツミヤふたたび




　青い空から、太陽がさんさんと下界を照らしている。

　季節は、夏まっさかり。

　オトハたちは、ふたたびウツミヤを訪おとずれるのだった。




ＧＭ：では、ウツミヤ藩にやってきました。季節は夏真まっ盛さかり、観光シーズンでございます。

一同：わー！

オトハ：……と盛もり上あがってはみたものの、実はまだ釈しやく然ぜんとしない（笑）。

リン：ああ、姫様がまだ落おち込こんでおられる。

ＧＭ：そうこうするうちに、以前に訪おとずれた峠とうげの団だん子ご屋が見えてきますよ。

オトハ：あ、あれは！

チンエン：たしか、団子一個こ五Ｇだった団子屋！

リン：せっかくなんで覗のぞいていきましょう。

オトハ：ごめん、団子を頼たのむ。

ＧＭ：「はい、団子でございますね」と、女将おかみが団子を持ってきます。「おや、いつぞやの……」とオトハの顔を見て思い出したようですよ。

オトハ：おお、覚えておったか女将。

ＧＭ：「ええ、覚えていますよ。さ、どうぞ」今度はちゃんと串くしに四個刺ささってますよ。

一同：おお！

オトハ：（ぱくっと食べて）うむ、おいしい。

ＧＭ：ちなみに、値ね段だんも適てき正せい価か格かくに是ぜ正せいされています。

チンエン：ほうほう、それは。世直しの意味があったようですね。

ＧＭ：「いやー、藩主がアヤメ姫様になりましてから盛せい況きようで。ほら、旅行く人たちもみんな楽しそうな表情ではないですか」と、女将が言うと観光客気分な人たちがずらずらと。

チンエン：アロハや麦わら帽ぼう子しかぶっているって感じ？

ＧＭ：そうですね。ダイワなので、浴衣ゆかたとかもっと東方っぽい感じの方が多いですけど。

オトハ：きっと、街も賑にぎわっておるのだろうな。

ＧＭ：はい、あの狂きよう乱らん物ぶつ価かで閑かん散さんとしていたウツミヤが、嘘うそのように賑やかになっています。

リン：これも、姫様の世直しの成果ですよ。

オトハ：わたしのやってきたことは、無む駄だではなかったのだな。




　ちょっと感かん慨がい深げなオトハ。

　自分がやったことの意味を実感したのだから、さもありなん。




チンエン：うむ、ワタシも最近はオトハさんと共に旅をすることで、料理の腕うでも上がったんじゃないかな～と思うようになりましてね（笑）。

オトハ：そ、そうか！

ユーノス：いやあ、ボクもよいサーガがかけそうな気がしているんですよ、ええ。

オトハ：今日は、みんなが優やさしい気がする（笑）。




　皆、オトハの心の傷きずを癒いやそうと優しくなるのであった。




ＧＭ：で、感心して街を見回っていると、オトハたちがやってくると聞いてアヤメ姫一行が出で迎むかえてくれます。

オトハ：おおっ、ひさしぶりじゃな！

ＧＭ：「ようこそおいでくださいました。オトハ様、リン様」と、アヤメ姫は深々と頭を下げます。

リン：先日は、いろいろお世話になりました。

ＧＭ：「ご一行様も、お変わりなくお元気で」

オトハ：うむ元気じゃ。そなたも元気であったか？

ＧＭ：「もちろんでございます。おかげさまで、街にも活気が戻もどりました」

リン：そのようですね。観光客も大勢来ますし。

チンエン：ていうか、藩主としてなかなかの手しゆ腕わんだな。

ＧＭ：「我わが藩は、現げん在ざい観光産業の振しん興こうに力を入れておりまして。最近その成果が出てきましたので、オトハ様たちにも楽しんでいただけたらと」

オトハ：おお、それはありがたい！　ところで、ホーックックの人……お父上は元気か？

ＧＭ：「ええまあ。元気に隠いん居きよ中ですよ。時折空を見上げ、ホーックックとひとりでつぶやいては楽しそうに笑っております」（笑）。

リン：ダメになってるじゃないですか！

チンエン：耄もう碌ろくしてしまったか（笑）。

オトハ：……ま、まあ、笑っているなら何よりじゃ、うん。

ＧＭ：「そういえば姫様。なんでも異い国こくの地で長旅をしてきたとか」

チンエン：おや、ワタシたちがセーリアに渡ったことをご存じとは。

ＧＭ：「サクザ様から事情をうかがい、よろしくと頼まれました。大変な旅だったそうで」

オトハ：うむ。わりと無む駄だ足あしではあったが（笑）。

ユーノス：姫様が自じ虐ぎやく的てきだ（笑）。

リン：とにかく、姫様はお疲れなのですよ。

ＧＭ：「なるほどなるほど。最近、藩内ではキンゾウ旅館という旅館が評ひよう判ばんでございます。そこでしたら、お忍しのびでもゆっくりできるかと」

オトハ：おお、旅館も用意してくれたのか。

リン：手回しがいいことです。

ＧＭ：アヤメ姫から紹しよう介かい状じようを渡わたされますよ。

ユーノス：これがあれば、その旅館で自由に飲み食いできるとか（笑）。

ＧＭ：いや、あくまでも格かく安やすで利用できるというものです。

オトハ：む～ん、タダではないのか。

ＧＭ：費用の方は心配なさらず。サクザが用立ててくれてますから。オトハのお財さい布ふに、たんまりと旅費や小こ遣づかいを入れてくれました。

ユーノス：サクザさん、悪いことをしたと思ってたんですねえ（笑）。

チンエン：まあ、せっかくなのだから使わせていただこうじゃないですか。

リン：では、泊とまりはそこにすることにして……海水浴ができるのですよね？

オトハ：おお、海！

ＧＭ：では、旅館に行く前に海に行きますか？

オトハ：行く行く！　海じゃ～！　シーンチェンジ！

ＧＭ：は、了りよう解かいです。




＊　＊　＊




ＧＭ：そうそう。ここで水着のリクエストをするとイラストにしてもらえる可か能のう性せいがありますよ（笑）。

オトハ：（即そく答とう）スクール水着で！

一同：おっ？

ＧＭ：スクール水着（笑）。ダイワにあるのかという問題はさておき、本当にそれでいいんですか？

オトハ：起き伏ふくに乏とぼしいわたしのスタイルを生かすのはスクール水着しかないのじゃ。持ち味を活いかして人気ゲットじゃ！

ＧＭ：……オトハさんが言うのでしたら、じゃあ、それで（笑）。

オトハ：そんでもってリンは、きっと白のきわどいビキニとかじゃな。

リン：わかりました。姫様が望むのであれば（笑）。

ユーノス：ボクはブーメランパンツあたりで手を打ちましょう。

チンエン：ワタシは、こう体のラインにぴっちり合った縞しま々しまのレオタードだな。せっかくムキムキマッチョになったのだから。

ＧＭ：それぞれに個こ性せいが出て、悪くないですね。では次のシーンを始めましょう。







◆Opening 04◆夏だ海だ水着だ海水浴だ




　白い砂すな浜はまと青い海───。

　熱く照りつける夏の太陽の下、観光客も大勢集まっている。

　さっそく水着に着き替かえ、海に向かうオトハたちであった。




ＧＭ：さんさんと照りつける太陽、白い砂浜、青い海！　というわけで海辺のシーン開始！

オトハ：海じゃー!!

ＧＭ：観光産業に力を入れているというアヤメ姫の言うとおり、浜はま辺べは大だい盛せい況きようで、人、人、人。いろんな屋台も出て賑にぎわっております。

オトハ：おおー。わたしはもうおおはしゃぎじゃよ。食べて、飛んで跳はねて、カッコイイ武ぶ士しにナンパされたりするのじゃ！（笑）

ＧＭ：スクール水着の子こ供どもをナンパする人がいますかね？

オトハ：あっ！（笑）

ＧＭ：声をかけられるとしたらリンでしょうけど……。

リン：はぁ。あたしはそういう方々は相手にしませんね。丁重にお断ことわりし、しつこい場合はちょっと殺気の利きいた視し線せんで対たい応おう。

オトハ：なるほど。リンらしい（笑）。

ユーノス：ボクは野外ライブでもして小こ銭ぜにを稼かせいでます。

チンエン：ワタシも屋台を出そう。麦むぎ藁わら帽子かぶって、安くおいしいセーリアの屋台料理を作って広めよう。

ＧＭ：ユーノスにもチンエンにも、きっちりとお客がつきますね。

チンエン：異国の地の人々から評ひよう価かされるっていうのは、嬉うれしいもんだなぁ。

ユーノス：そうですねぇ。

チンエン：……暗殺料理術じゆつの使命とか、だんだんどうでもよくなってきた。

オトハ：悟さとり始めているな（笑）。

チンエン：忙いそがしく働きながら、ごそっと荷物に足が当たってしまって、おや、なんだこの荷物は？　と目をやると……そこには『登とう龍りゆう極ごく医い書しよ』の写本が。

ユーノス：ありましたねえ、そんなものも。




『登龍極医書』

　セーリアの拳けん法ぽうの聖せい地ちショーリン館に安置されていた、あらゆる病やまいとその治ち療りよう法ほうが書いてあると言われた伝説の医い術じゆつ書しよ。オトハたちは、タイクーンの病を治すため、この書物を求めてセーリアまで渡ったのである。




リン：持って帰って来ちゃったんですね。

チンエン：タイクーンが治った今、もう無用の長物。海に捨すてよう（遠くへ投とう擲てき）。

オトハ：まてーい！　キャーッチ!!（笑）

ＧＭ：おお、取った！

オトハ：何も捨てることはないじゃろう。

チンエン：新しい生き方のために過か去こを吹ふっ切きろうと思ってね（笑）。

ＧＭ：……さて。あなた方がそんなことをやっていると、だんだんと客がとある海の家に流れていきますよ。

チンエン：なに？　ワタシより美味うまいとは許ゆるせません。様子を見に行こう。

ＧＭ：そうすると、「いらはい、いらはい。ラムネもよーっく冷えてるよー」と、ラーメンなんかを作っている仮か面めん料理人がいます。

一同：お前かーっ!?（大爆笑）




仮面料理人

　セーリアでチンエンたちが出会った謎の人物。何故なぜか、チンエンの兄テイエンを殺したという人物の特とく徴ちように合がつ致ちする部分が多いうえ、兄は生きていると伝えた。チンエンとの料理勝負に敗北したが、見事に開き直った男である。




オトハ：（大爆笑しながら）あははははははは！　きた、きたよ！

チンエン：なんでこんなところにいるんだよ!?

ＧＭ：「……ふっ、そろそろ来る頃ころだと思っていた」

ユーノス：そうなんですか？　つまり、こんな状じよう況きようになることを見み越こしてやってきたと。

ＧＭ：「まっ、ラーメンでもどうだ？」

チンエン：メガネをかけるか。……ラムネもつけてもらおう。

オトハ：あっ、わたしもラーメン食べるぞ！

ＧＭ：するっとすすると、ちゃんと海の家っぽい味がします。

チンエン：ああ、微び妙みように伸のびてるラーメンが美味いって感じか（笑）。

ＧＭ：「ちゃんと、泳いだあとに残るしょっぱさも考こう慮りよして、味も薄うすめにしてある」

チンエン：ぬぬう。しかし、なぜお前がここに。旅行か？

ＧＭ：「そんなわけがあるまい。このウツミヤ藩には、知賢玉が家宝として伝わっている」

チンエン：知賢玉……、それと金こん剛ごう眼がん、太陽石を揃そろえると、タイクーンの呪いが解とけるという話だったな。わざわざ、そのことを伝えに来たと？

ＧＭ：「さてな。だが、お前たちには必要のはずだ」

チンエン：だが、それはタイクーンが治った今、無用の長物だ。

ＧＭ：「お前はタイクーンが本当に回復したと思っているのか？」

ユーノス：あなたがそれを言ってもなー。

ＧＭ：「え、信じないの？」

ユーノス：だって、あなた料理勝負のとき思いっきり嘘ついたでしょ？（笑）

チンエン：まったくそのとおりだ。信用する理由がない。見事な料理の技わざがあるなら、そんな奴やつが嘘をつくわけがないと言えるんだが……こいつ料理も大したことないし（笑）。

オトハ：……リン、あの者は何が言いたいんだろう？（笑）

リン：上様が治ったのは、本当じゃないと言いたいのでは？

オトハ：でも、治ったのは見たわけだし。操あやつられてるっぽいけど。

ＧＭ：「それがタマモの呪いの恐おそろしいところだ」

オトハ：そなたは何を知っているのじゃ？

ＧＭ：「今はまだ語るときではない───」

一同：またか─────っ!?（爆笑）

リン：いつもそればっかりですね、この人（笑）。

チンエン：おい、ちょっと待てよ！　お前が信じられるかどうかの瀬せ戸と際ぎわだろ？　今語らないでいつ語るんだよ！（笑）

ＧＭ：「だからっ、このウツミヤ藩には宝ほう玉ぎよくがあるのっ！」

リン：口調が壊こわれてきましたね（笑）。

チンエン：その宝玉は必要ないって言ってんだろ！

ＧＭ：「そのうち必要になってくると言ってるんだ！　はぁはぁ……」

ユーノス：うーん。その言葉を信じたいが、彼かれには説得力というものがまるでない（笑）。

ＧＭ：で、そんな問答をしていると「あら、お客さんですか？」とウサ耳の女の子がふたり、奥からやってきます。

ユーノス：あ、ボクのハンドアウトの子たちか（笑）。

ＧＭ：一五歳さいくらいのお姉さんと、一三歳ぐらいの妹って感じですね。姉はショートカットで白い耳をした活動的な感じの子で、妹は黒い耳のおかっぱの大人しそうな雰囲気です。

ユーノス：ほう。姉妹ですか……。

ＧＭ：ですね。そして、妹の方が「料理人さんのお知り合いですか？」と、尋たずねてきます。

チンエン：知り合いと言えば知り合いだが……仮面よ、彼かの女じよらはお前の雇やとい主ぬしか？

ＧＭ：「そうだ。今世話になっている」

リン：いろんなところで世話になっていますね、あなた（笑）。

オトハ：この海の家のオーナーなのじゃな。

ＧＭ：「はい、わたしたち姉妹で経けい営えいしています」

オトハ：わたしと同じくらいなのに、偉えらいのう。名はなんと申す？

ＧＭ：すると妹の方が「〝黒ウサギの〟おカヨです」と名乗り、姉が「〝白ウサギの〟おキツっていうんだよ」と、名乗ります。
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ユーノス：ほう、おカヨさんにおキツさん。

ＧＭ：「こちらには、観光ですか？」

オトハ：うむ。先ほど着いたのじゃ。

ＧＭ：「では、お泊とまりの方はもうお決まりで？」

リン：キンゾウ旅館という旅館をご紹しよう介かいいただきました。

ＧＭ：そうすると、おカヨは「はぁ、やっぱり……」と残念そうな顔をします。で、おキツは「キンゾウ旅館に泊まるって、金持ちなんだねえ」とふてくされたように言います。

チンエン：……なんか、この海の家いきなりケンカ売ってきてないか（笑）。

ＧＭ：「ああ、すいませんすいません！」と、姉の不作法を妹は必死に詫わびます。

ユーノス：（妙に優やさしげに）いえいえ、お気になさらず。

リン：お姉さんは、ひねくれた感じですねえ。

ＧＭ：「姉は、お金持ちを見ると僻ひがみっぽくなるところがありまして」

オトハ：貧びん乏ぼうだったりするのかな？

ＧＭ：着てるものは質しつ素そですね。

ユーノス：むぅ、貧乏姉妹ですか（しみじみ）。

ＧＭ：「ともあれ、どうかごゆっくり。ウツミヤはよいところですよ」

オトハ：うん、そのようじゃな。

ＧＭ：「アヤメ姫様の苦労が実られて、いろいろ繁はん盛じようするようになりまして」

オトハ：がんばってるのじゃな、アヤメ姫。

チンエン：もしかして、君たちは旅館でも経営しているのかね？

ＧＭ：「ええ、まあそんなところで。で、お宿が決まってないようでしたらと思ったのですが、余よ計けいなお世話でしたね」と、妹は力なく笑います。

ユーノス：妹の方が苦く労ろう性しようっていうのは、どこかの貧乏姉妹を彷ほう彿ふつさせますが。

オトハ：残念ながら、先約があってのう。そっちには泊とまってやれぬのじゃ。

ＧＭ：「いえいえ、お気になさらず。またの機会に」

チンエン：あとは泳ぎに行こう。浮うき世よのことは忘わすれよう。

ＧＭ：あ、ちなみにビーチセット一式を貸かし出だしてくれますよ。

オトハ：お、では浮うき輪わを（笑）。




　いろいろ気にかかることがあるものの、オトハたちは海を満喫した。

　夏の強い太陽を浴び、海の中を縦じゆう横おう無む尽じんに泳ぎ、屋台の食べ物を味わう。

　そうして遊んでいるうちに、日は沈しずみ始めてきたのだった。




ＧＭ：では、夕方です。皆さんが十分海で遊ぶと、そろそろ夕日に空が赤く染まってきたというところ。他の観光客も、引き上げていきますね。

オトハ：ふー、泳いだ泳いだ。

ＧＭ：例のウサ耳姉妹の海の家も、店じまいを始めています。

オトハ：……えっ、仮面料理人も帰っちゃうの？

ＧＭ：ええ、まあ。そそくさと片づけをしています。

オトハ：せっかくだから、仮面料理人にも話をしてみよう。おぬし、いつまでここにいる予定なのじゃ？

ＧＭ：「そうさな、風の吹ふくまま気の向くまま」

ユーノス：適当ですねえ、いつも。

チンエン：一体、貴き様さまは何者だ？　何を企たくらんでいる？

ＧＭ：「私は、ただの料理人。それ以上でもそれ以下でもない」と、料理道具を仕し舞まい、ウサ耳姉妹と一いつ緒しよに去っていきます。

チンエン：その背せ中なかをずっと見送っていると、懐なつかしい気持ちになったりはするのか？

ＧＭ：ああ、どこかで覚えがあるかもしれません。

チンエン：あの背中は、もしや……。くそう、全然嬉うれしくねえよ！（一同笑）

ＧＭ：というわけで、海水浴を満喫したあとは、宿しゆく泊はく先さきのキンゾウ旅館に向かいます。







◆Opening 05◆豪ごう華か旅館で一泊ぱくのはずが




　オトハたちがやってきたのは、キンゾウ旅館。

　この界かい隈わいでも、一番目立つ豪華な旅館である。

　その佇たたずまいは、豪華を通とおり過すぎて悪あく趣しゆ味みの部類に達していた。




ＧＭ：それでは、紹介状にしたがってキンゾウ旅館に向かいます。まあ、遠くからでもわかるド派は手でな旅館ですね。このウツミヤでも一番の規き模ぼのようです。

リン：こちらですね、姫様。

オトハ：うむ。なにやら豪ごう勢せいな旅館だのう。

ＧＭ：そりゃあもう。屋根には金のシャチホコがあって、看かん板ばんも目が痛いたいくらいにごてごてと装そう飾しよくしてあります。

オトハ：豪勢なのはよいが、なんか落ち着かない宿じゃな（笑）。

ユーノス：夜になると、ライトアップとかすごいんですね。

チンエン：きっと、ここのオーナーは成なり金きんですな（笑）。

ＧＭ：皆さんがロビーに入ると、やっぱり内ない装そうも豪華です。西方から取とり寄よせたとおぼしきシャンデリアが天てん井じように吊つるしてあって、高そうな壺つぼとか絵画が無む節せつ操そうに並ならんでいます。

オトハ：うわぁ……。

ＧＭ：で、そこにアロハなシャツみたいな着物を着て、グラサンをして金の指輪やネックレスをじゃらじゃらつけた中年の親爺おやじがやってきます。

ユーノス：さらに金歯がキラーンと。

ＧＭ：ええ、額ひたいもテカテカとすごく脂あぶらぎった感じです。

オトハ：ひぃ[image: ]。こういうタイプは生理的に受けつけぬ！

リン：姫様、そういうことはあまりお口に出さない方が（笑）。

ＧＭ：「ようこそおいでくださいました。あたくし、このキンゾウ旅館グループのオーナーの、キンゾウと申します。アヤメ姫からのご紹介ということで、格安の料金で最高のお部屋を用意させていただきました」

オトハ：うむ、世話になるな……。

ＧＭ：「温おん泉せんもございます。当館自じ慢まんのコラーゲン風ぶ呂ろで、お肌はだもつるつるになりますよ」

一同：コラーゲン風呂……（笑）。

ＧＭ：「海の幸山の幸満まん載さいした夕の膳ぜんは、板前が腕によりをかけておりますから」

チンエン：この旅館、有名人にはサービスをするようだな。

ＧＭ：そうですね。本来なら料金は無茶苦茶高いのですが、招しよう待たい状じようをもったＶＩＰであるあなたたちは特別優ゆう待たい価格でご案内って感じです。

チンエン：まあそれを満喫させてもらうか。

オトハ：では、温泉じゃー。

チンエン：じゃあ、ワタシは疲つかれた体を癒いやすためにもマッサージも頼たのもう。

ＧＭ：そうすると、若わかいお姉さんが数人でチンエンをマッサージしてくれますよ。

チンエン：それはいい、まさにＶＩＰ待たい遇ぐうだな！

ＧＭ：「お荷物の方はお部屋に運ばせていただきますので、ごゆっくり堪たん能のうしてくださいませ」と、キンゾウは皆さんが温泉に行く間に荷物を運んでおいてくれます。




　かぽーん───。

　オーナーのキンゾウが自慢するだけあって、温泉はそれはもう立りつ派ぱなものであった。

　獅し子しの彫ちよう刻こくの口からは、大だい浴よく槽そうに滔とう々とうと湯が溢あふれている。

　湯気の向こうに浮うかぶのは、若わか々わかしく白い肌のシルエットであった。




ユーノス：ここは、湯気の向こうに白い肌の悩なやましいシルエットが浮かぶ……が、実はボクであったというネタを入れなければ！（一同笑）

リン：基き本ほんですね。

ＧＭ：ユーノスのお約束のネタは別として、温泉はものすごく広いです。

オトハ：思わず泳いでしまいそうじゃ（笑）。

リン：姫様、いけませんよ（笑）。

チンエン：じゃあ、ワタシはサウナなんか浴びたあとにマッサージを受けよう。

ＧＭ：チンエンの方にはマッサージ師しのお姉さんたちがやってきて「お客さん、いい体してますねえ」と感心しながら身をほぐしてくれます。

チンエン：ははは、料理人は体が資し本ほん。筋きん肉にくを自じ在ざいに動かしてみせましょう。モリモリ。

オトハ：チンエン……一巻かんの面おも影かげもない……（笑）。

リン：あたしは、姫様とゆっくり温泉を楽しみます。

オトハ：リンと一緒に湯船につかって、じーっと胸むな元もとを見ていよう。

リン：姫様、じろじろ見ないでいただけると（笑）。

オトハ：世の中は不公平じゃな……。

ＧＭ：でまあ、温泉を満喫し、脱だつ衣い場じようで浴衣に着替えて部屋に戻ろうかってところですかね。

オトハ：ふむふむ。あとは山の幸海の幸が待っておるのじゃな（笑）。

ＧＭ：そうそう。すると、オトハさんの前から、たくさんの洗せん濯たく物ものを抱かかえた仲なか居いさんがやってくるんですよ。足取りがよろよろしていて、ぶつかりそうです。

オトハ：おっ？　危あぶなっかしいのう。

ＧＭ：オトハさん、【感知】で判はん定ていしてください。

オトハ：【感知】？　２Ｄ＋３じゃ。（ダイスを振ふる）ダイス目は６、合計９じゃ。

ＧＭ：……９ですか。（ダイスを振る）すると、仲居さんが洗濯物をばさーっとぶちまけそうになるんですが、うまく避よけられます。

オトハ：おっと、危ない危ない。気をつけるのじゃぞ。

ＧＭ：「あっ、どうもすみません」と言って、その仲居さんはそそくさと去っていきます。

オトハ：むーん、まだ仕事に慣なれていないのか。

ユーノス：なんか悪い予感がするんですが……（笑）。

ＧＭ：オトハたちが温泉から上がると「夕の膳がご用意できております」と、宴えん会かい場じように案内してくれますよ。

一同：おおっ！

オトハ：わざわざ宴会場での食事か！

ＧＭ：宴会場では、山盛りの山海の幸、どでかい舟ふな盛もりや豚ぶたの丸焼きなんかがどーんと並んでます。

オトハ：すばらしいのう！




　目もくらむばかりのご馳ち走そうの山、山、山……。

　贅ぜいのかぎりを尽つくした、キンゾウ旅館自慢のフルコースである。




ＧＭ：で、食事を堪能したのちに、オトハはあることに気づきます。

オトハ：ほう、あること？

ＧＭ：印いん籠ろうとお財さい布ふが、いつの間にかなくなってます。

オトハ：えっ、印籠が!?　ていうか財布までっ!?

ユーノス：ああ、印籠が盗ぬすまれたー……って、財布も？

リン：印籠が盗まれるのはハンドアウトに書いてあったとおりですが……お財布も？

チンエン：ちょっと！　ちょっと待て！　なんで財布までないんだ!?

ＧＭ：……達たつ成せい値ち、ですかねえ（笑）。

オトハ：あーっ！

ユーノス：達成値、９でしたもんね。

オトハ：リン、リン！　ない、ないのじゃ！

リン：何がですか、胸むね？（一同笑）

オトハ：かちーん！　それもだ、それもじゃが！

ユーノス：それもって、あなた（笑）。

オトハ：とにかく、みんなに相談しよう。印籠とお金がない！

チンエン：印籠はともかく、お金がないのか。特別優待だから、調子に乗ってマッサージとかいっぱい呼よんでるんだけど……（笑）。

ユーノス：ここだと、お金がないという部分が一番厳きびしいと思いますよ！

チンエン：あんなオーナーがいる宿で金を失なくすのは、命の危き険けんを感じる（笑）。

ユーノス：何か、あやしい人物とか見かけませんかね？

ＧＭ：えっ？　うーん、では【感知】で判定してみてください。

ユーノス：【感知】ですか？　（ダイスを振る）では、21ですよ。

ＧＭ：高っ!?　……そうすると、窓まどの外に人ひと影かげがひゅんと飛んでいったのを見つけます。

ユーノス：あやしい人影！　とりあえず窓の方にタッタッタッと駆かけ寄よります。

ＧＭ：その人影は、ウサギの耳をつけていたような。

ユーノス：ええー!?　それって昼間会った、海の家のウサ耳姉妹ですよね？

ＧＭ：そうとは限かぎりませんよ？　ウサギ耳した兎族アウリラは、少なくないですから（笑）。

リン：ウツミヤにも、兎族は大勢おりますからねえ。

ＧＭ：まあ、見えたのはほんの一いつ瞬しゆんで、もう影は見えなくなります。

ユーノス：あの身のこなし。只ただ者ものではないですね……。

オトハ：うーん、どうしよう。

リン：その、姫様とすれ違った仲居さんがあやしいのでは？

オトハ：仲居さん、どんな顔であった？

ＧＭ：顔は、運んでいた洗濯物に隠かくれて見ていません（笑）。

オトハ：ああ～、なんということじゃ！

ＧＭ：で、そうこうしていると、オーナーのキンゾウがやってきますよ。「どうですか、当旅館のサービスは」と。

一同：きた──────!!（爆笑）

オトハ：（うろたえながら）う、うむ。満足であるぞ！

ＧＭ：「そうでございますか。にしては、お顔の色が優すぐれないようですが？」

オトハ：気のせいじゃ。あくまでもきのせいじゃー（あせあせ）。

ユーノス：この成金の権ごん化げのようなオーナーに金がないというのがばれたら、なんとなくボクたちはタダではすまない気がしますよ？（笑）

チンエン：ああ、同感だ（笑）。

ＧＭ：「こういう話もなんですが……ご料金の方を先さき払ばらいでいただけませんかねえ？」

チンエン：えっ、先払いなのか!?

ＧＭ：「いやあ、先日宿代を払わず踏ふみ倒たおした輩やからがいまして。お客様を疑うたがうわけではございませんが、しばらくはその対たい策さくで先払いをしていただくことにしたのですよ」

ユーノス：な、なんというバッドタイミング！

オトハ：リ、リン！　なんとか誤ご魔ま化かして！

リン：えっ、あたしが!?

ユーノス：なんという無茶振ぶり（笑）。

ＧＭ：「……もしや金がない？」キンゾウの表情が、だんだん鬼おにのようになっていきます。

オトハ：うわぁ……。

ユーノス：その、ちゃんとあったのですが今は見当たらず……。

ＧＭ：「黙だまれ、ド畜ちく生しよう─────っ！」

ユーノス：ド畜生!?（笑）

ＧＭ：これまで揉もみ手でをしていたキンゾウが豹ひよう変へんします。「いいか、金ってのは、文明が築きずき上あげた最高のツールだ！　それを持ってないだと？　この野や蛮ばん人じんがあぁぁぁっ！」

オトハ：野蛮人って……（笑）。

チンエン：うーん、ではこの精せい霊れいのサラダを宿代の代わりに納おさめていただけませんかね？　結けつ構こうな値段するんですよ。

ＧＭ：ぱーん！

一同：はたき落としたー！（笑）

ＧＭ：「宿代を物ぶつ納のうだと？　これだけのサービスを受けておいて？　貴様、原始時代からやってきたのか！　金だ、金を払はらえ！　金、金、金だよ金ぇぇぇぇっ！」

チンエン：こ、こいつ……（笑）。

オトハ：きょ、狂きよう気きすら感じるぞ！

リン：宝石とか、もっと価か値ちあるものを渡さないと駄目ってことですか？

ＧＭ：いえ、あくまでも現げん金きんです。キンゾウは一〇〇〇Ｇの価か値ちがある宝石よりも、一〇〇Ｇの現金を愛するタイプですので。

ユーノス：筋すじ金がね入りの金の亡もう者じやじゃないですか！（一同笑）

ＧＭ：で、いつの間にか皆さんを屈くつ強きような黒服たちが取り囲んでおります。

ユーノス：な、なんですかこの人たちは!?

チンエン：……ワタシたち、生きて帰れるのかな？（笑）

ＧＭ：「もしアヤメ姫の紹介じゃなかったら、タダでは済すまさないところだったがな。出て行け！」と黒服たちに荷物ごと、夜の外へぽーんと放ほうり出されます。

オトハ：なんという扱あつかいじゃ！

リン：お金なくしたんですから、仕方ありませんけど……。

オトハ：……仕方ない、他の宿を探さがそう。




　キンゾウ旅館を追い出されたオトハたち。

　新しい宿を探そうとも、今はシーズン真っ盛り。どこも満室であった。

　そんな中、部屋が空いてそうな宿を見つけるのだが……。




ＧＭ：では、宿を探しているのですが、どこも満室では入れません。

リン：これは、下手をしたら野宿するしかありませんね。

オトハ：せっかく夏休みで来たのに～。

ＧＭ：ですが、一軒だけ空いてそうな『ウサギ屋』という看板を掲かかげた宿を見つけます。

オトハ：ウサギ小屋？

ＧＭ：いえ、ウサギ屋です（笑）。まあ、ウサギ小屋のようにこぢんまりとしてますが。

チンエン：旅館っていうか民宿って感じだな。訪ねてみるかな？

オトハ：うん。ガラガラガラ。ごめん、誰かおらぬか？

ＧＭ：「はい、いらっしゃーい。お客さん？　何年ぶりだろう！」と、テケテケ奥から駆かけてきます。

リン：よくもってますね（笑）。

ＧＭ：そうすると、海の家で出会ったウサ耳の姉妹がやってきますよ。

オトハ：おお、そなたたちは。

ユーノス：〝黒ウサギの〟おカヨさんと、〝白ウサギの〟おキツさんですね。

ＧＭ：はい、そのとおりです。で、おカヨが「……あの、もしかして財布を落として宿のあてがないとか？」

チンエン：……ん？

オトハ：んんん？　どうしてわかるのじゃ。

ＧＭ：するとおキツが「ほら、キンゾウ旅館に泊まるって言ってたじゃないか。そんなお金持ちが、ウチみたいな旅館にやってくるのはそういう事じ情じようなんじゃないかい」と。

オトハ：なかなか鋭するどいのう。

リン：でも、この姉妹……。

チンエン：あ・や・し・い！（笑）

ＧＭ：「……あの、何か？」と、おカヨが怯おびえたように聞きます（笑）。

チンエン：こちらの事情を知っていたかのようなセリフがなぁ。

リン：ほかを当たりましょうか。あるいは野宿とか。

オトハ：うーむ……。

ユーノス：大だい丈じよう夫ぶですよ、皆さん。この方たちはあやしくなんかありません。

チンエン：ほう、それは何故だね？

ユーノス：健けな気げに助けあって生きている姉妹ですよ？　悪い人のはずがない。

リン：ユーノス、それはあまり理由になっていないような（笑）。

ユーノス：いいえ！　十分な理由です。

チンエン：いつものユーノスとは別人のように強ごう情じようだな。

ユーノス：ええ。ボクは西の果てで、似にたような姉妹と出会いましたから。

オトハ：あ～、コロシアムで一いつ緒しよに戦った『貧乏姉妹』じゃな。

ユーノス：はい。

ＧＭ：ああ、それは確かにユーノスがこだわる理由も理解できますねぇ。

ユーノス：なので、ここはボクに免めんじて、こちらの姉妹の世話になりませんか？

リン：どうします、姫様？

オトハ：うむ、ユーノスの言い分ももっともじゃな。人を疑うたがいすぎておった。ここは正直に話そう。おぬしたちが推すい測そくした通り、財布をなくして泊まるところがないのじゃ。

ＧＭ：「それはお困こまりですね」

リン：とりあえず、一晩ばん泊めていただけませんか。

チンエン：もちろん、タダとはいいません。逗とう留りゆうしている間、厨ちゆう房ぼうでの労働はワタシが一手に引き受けましょう。何なにを隠かくそう、ワタシは皇こう帝ていの御ご前ぜん料理試合の優ゆう勝しよう者しやでしてな。

ＧＭ：「本当ですか！」

チンエン：自慢するのはなんですがね。ハッハッハッハ！

ＧＭ：「では、一晩と言わずお財布が見つかるまで泊まっていってください」

オトハ：おお、ありがたい！

ＧＭ：では、おキツがみなさんの荷物を持って部屋まで案内してくれますよ。小さな部屋ですが、男女ふた部屋とも掃そう除じは行いき届とどいてます。

オトハ：なかなか綺き麗れいに整えられておるのう。

ユーノス：いやー、キンゾウ旅館よりはよっぽど落ち着きますよね。

ＧＭ：派は手でな景色はないですが、それなりに風ふ情ぜいはあります。で、おキツが寝ね床どこを準じゆん備びしながら「お財布なくすなんて、大変だったねえ」と。

オトハ：うう、返す返すもすまぬ。ところで、この旅館は姉妹ふたりでやっておるのか？

ＧＭ：「そうだよ。おとっつあんもおっかさんも、ずっと前に亡なくなったからね」

オトハ：それは悪いことを聞いた。すまぬ。

ユーノス：……健気だ（涙なみだを拭ぬぐうような仕草）。

リン：宿代の方は、お財布が見つかり次し第だい払いますので。

ＧＭ：「きっと大丈夫さ。あんたたちの財布は、ウサ耳小こ僧ぞうが取り返してくれるよ」

一同：ウサ耳小僧？

チンエン：それは、何者かね？

ＧＭ：「昔、出たっていう義ぎ賊ぞくの話だよ」

オトハ：義賊……。つまり、世直しをする盗賊か。

ＧＭ：「そうさ。悪い金持ちから盗んで、貧しい人に施ほどこすんだよ」と、どこか誇ほこらしげな笑えみをおキツが浮うかべたところでシーンを終しゆう了りようします。







◆Opening 06◆誓ちかいのウサ耳姉妹




　旅館ウサギ屋には、姉妹たちが暮くらしている部屋がある。

　そこには、彼女たちの父親の遺い影えいが掲かかげられていた。

　姉、〝白ウサギの〟おキツは、何かを決意した瞳ひとみで報告をするのであった。




ＧＭ：では、マスターシーン。みんなが寝ね静しずまった夜、ウサギ屋の姉妹が暮らす部屋のシーンです。

ユーノス：ほう。

リン：ユーノスの目が光った！（笑）

ユーノス：ああは言いましたが、やっぱりこの姉妹、どこかあやしいですからね。

ＧＭ：で、部屋には仏ぶつ壇だんというか、故こ人じんを弔とむらう祭さい壇だんがあると思ってください。

チンエン：『アリアンロッド』に仏壇とかねえよって思ったが、ここはダイワだった。そういうものがあっても、おかしくないんだな（笑）。

ＧＭ：その祭壇には、腕を組んでいる兎族アウリラの中年男だん性せいの遺影が掲げられています。

リン：きっと、ウサ耳姉妹のお父さんですね。

ＧＭ：ええ、こう腕を組んでいて、職しよく人にん風な感じですね。

オトハ：そう言えば、ずっと前に亡くなったって言っていたのう。

リン：亡くなったお父さんに、何かご報告でしょうか？

ユーノス：健気ですねえ。

ＧＭ：その遺影の前で、おキツが手を合わせているんです。「今度こそ、おとっつあんの無念を晴らしてあげるからね」と、何かを決意したような表情をしています。で、そのおキツの後うしろ姿すがたを、妹のおカヨが「ああ、お姉ちゃん……」と、不安そうな顔をしながら見守っているというシーンです。

ユーノス：うーん、これはやはり……。

リン：あやしいですねえ。

オトハ：訳わけありのようじゃな。

ＧＭ：というところで、シーンを終了します。

チンエン：おっと、たんどー君、たんどー君。

ＧＭ：はっ、なんでしょうか？

チンエン：そういえば、ポロリはまだないな（笑）。

ＧＭ：そんなこと、気にしないでください（笑）。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆財さい布ふが戻もどる朝




　そして、朝がやってきた。

　なんやかんやで、ウサギ屋に泊とまることになった一行。

　まだ夢ゆめうつつのオトハとリン、その部屋に何者かが忍しのび込こんできたのだが───。




ＧＭ：では、朝です。ウサギ屋の、リンとオトハの部屋です。

オトハ：う～ん、ねみゅい～。

リン：すやすや～。

ＧＭ：夜が明ける直前ですから、まだみんな眠ねむっています。では、オトハとリンは【感知】を振ふってください。

リン：（ダイスを振ふる）ダイス目５、10。ぐぅ[image: ][image: ]。

オトハ：こっちは、12じゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）こっちは18。じゃあ、ふたりとも、ぐっすり寝ねてます。誰だれかが部屋に忍び込んだような気がしますが、まあ眠ってましたからね（笑）。

オトハ：ぐうぐう（笑）。

ＧＭ：で、ちゅんちゅん、ちゅんちゅん、と雀すずめの鳴き声が聞こえて目が覚めます。

オトハ：む～、まだ眠ねむいの～。

ＧＭ：……と思って、ごろっと転がってみると、枕まくら元もとには財布が置いてあります。

オトハ：あれ？　ぱち！　リン、リンリンリンリン！　財布が戻もどってきたー！

リン：……はい？

オトハ：財布が戻ってきたのじゃ！

リン：戻ってきたのは、お財布だけなんですか？

ＧＭ：ああ、お金もちろんありますよ。金きん額がくはそのまま。中身に手をつけられた様子はありません。

オトハ：ちゃんと中身もあるのじゃ、リン。

リン：姫ひめ様さま～、寝ね言ごとは寝てから言ってください（笑）。

オトハ：寝言じゃない！　ほら、ちゃんとある。

リン：あらあらまあまあ。それはようございました。で、肝かん心じんの印いん籠ろうの方は？

オトハ：そうだ、印籠は？

ＧＭ：印籠は見当たりません。

オトハ：ないのか～、残念じゃ。

リン：せっかくですから、ユーノスとチンエンにも財布が見つかったことを伝えましょう。隣となりの部屋で寝ているふたりを起こしにいきます。

ユーノス：じゃ、リンさんが襖ふすまを開けると、男子部屋では、きっとお互たがいパンチし合いながら眠ってたりするんです（笑）。

チンエン：寝ねぼけながらな。

リン：あら、仲がよろしいこと（笑）。

ユーノス：寝ぼけ眼まなこをこすりながら起きましょう。ほほう、財布が見つかったと。

チンエン：もそもそと起き出して話を聞こう。

オトハ：朝、起きたら枕元に置いてあったのじゃ。

リン：きっと、親切な方が見つけてくださったんですよ。

オトハ：世の中捨すてたものじゃないのー。

チンエン：枕元にこっそり置いてくれる親切な人か……。

ユーノス：いいじゃないですか、戻ってきたんですし。

リン：ともかく、お財布が置いてあった周囲を調べてみましょう。わざわざ届とどけてもらったのはありがたいんですけど、手がかりにつながるものがあれば。

ＧＭ：痕こん跡せきですか。とりあえず寝てた時にぽとっと置かれた感じですね。

リン：……外から入ってきた様子もない？

ＧＭ：そういう様子もなさそうです。すると、ウサ耳姉妹がやってきて「おはようございます。お食事の準じゆん備びができてますよ～」と呼よびにきます。

ユーノス：おやおや、これはこれは。

オトハ：財布が見つかったのじゃ。誰だれかが届けてくれたみたい。

ＧＭ：すると、〝白ウサギの〟おキツが布団ふとんを仕し舞まいながら「きっと、ウサ耳小こ僧ぞうが届けてくれたんだよ」と。

オトハ：ウサ耳小僧が？

リン＆チンエン：あ・や・し・い！（笑）

ＧＭ：「だ、駄だ目めよお姉ちゃん。よその人にそんな話をしたら！」と、妹のおカヨが、あわあわと慌あわてておキツに言って調理場の方に引ひっ込こめさせます。

ユーノス：……財布が見つかったんですから、いいじゃないですか。

チンエン：ふむ、そうだな。先に朝食をいただくとしようか。せっかくだからね。

ＧＭ：で、用意されたのは焼き海苔のりと焼き魚だけの朝食です。

チンエン：まあ、繁はん盛じようはしてないようだし、多くは望まん。

オトハ：では、いただきま～す。




　焼き海苔と焼き魚、それに味み噌そ汁しるがついただけの朝食をいただく。

　キンゾウ旅館の贅ぜいを尽つくした夕ゆう餉げから一転して簡かん素そな食事となったが、こちらの方が落ち着けるというものである。




ＧＭ：で、朝食を食べ終えたところで、この旅館を訪たずねてくる一いち団だんがあります。

オトハ：およ、誰じゃ？

ＧＭ：どうやら、アヤメ姫ひめとその家け来らい衆しゆうのようです。

オトハ：おお、アヤメ姫が。

ＧＭ：「オトハ様たちがキンゾウ旅館を追い出されたあと、こちらに逗とう留りゆうしていると聞きましたもので……」

リン：そうです。実は姫様がお財布を落とされまして。

オトハ：違ちがう、印籠と一いつ緒しよに盗ぬすまれたのじゃ！

ＧＭ：それを聞くと、アヤメ姫は「じゃあ、やっぱり……」と、納なつ得とくがいったというような顔をします。

リン：……やっぱり？

ＧＭ：「実は昨夜の夜。おんみつ姫が出たという噂うわさがありまして」

オトハ：おんみつ姫？　どこかで聞いた……ん[image: ]!?　おんみつ姫とな？

ＧＭ：「よもやオトハ様たちではと、確たしかめに参ったのです」

リン：いえ、姫様はずっとここでお財布を無くされて傷しよう心しんしておりましたが。

オトハ：そうじゃ、印籠も見つからないし。

ＧＭ：「今、ウツミヤの町中で話題になっておりますよ。おんみつ姫が出た、と」

オトハ：わたしは、熟じゆく睡すいしておったぞ！

ユーノス：一体、何をしたんですか、そのおんみつ姫は？

ＧＭ：「何でも、恵めぐまれない人にお金をまいて配ったと」

オトハ：似にたような話をどこかで。昨夜ウサ耳小僧という者の話を聞いたぞ！

リン：アヤメ姫。そのお話、詳くわしく聞かせていただけませんか？

ＧＭ：「それが、かわら版ばんやら噂うわさ話ばなしで情じよう報ほうが飛び交かっている状じよう態たいでして、わたくしも詳しいことはよくわからないのです」

リン：とりあえずそのかわら版を手に入れてみましょう。

ユーノス：それに、もしかしたら印籠に関かかわる情報があるかもしれませんね。

オトハ：じゃあ、さっそく街に向かうのじゃ。




　そそくさと身み支じ度たくをして、街に出た一行。

　辻つじでは、かわら版屋が立って、しきりに何かを喧けん伝でんしていた。




ユーノス：号外号外ーって奴やつですね。

ＧＭ：「昨夜、このウツミヤにもおんみつ姫が出たよー」と言っているようです。

オトハ：読もう読もう。なんと書いてあるのじゃ？

ＧＭ：「怪かい盗とうおんみつ姫現あらわる!!」と。

一同：怪盗!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：記事は、わりとおんみつ姫について好意的に書かれていますよ。

リン：怪盗なのに（笑）。

ＧＭ：このウツミヤでは、先代藩はん主しゆの圧あつ政せいをおんみつ姫が糺ただしたという話が、まことしやかに語られていますから。

リン：ああ、それは一部事実ですものね（笑）。

オトハ：そういえば世直ししたもんね、わたし。

ＧＭ：で、記事には、おんみつ姫がキンゾウ旅館に忍び込んで金を盗ぬすみ出だし、恵まれない人人にお金を撒まいて配ったとあります。

ユーノス：あのキンゾウ旅館ですか。そりゃあいい。

リン：あの旅館、やっぱりあくどいことやってたんですか？

ＧＭ：キンゾウには、旅館の用地買ばい収しゆうに関わる不正や、ライバル旅館をあの手この手を使って蹴け落おとしているとか、黒い噂が絶たえないようです。

ユーノス：まあ、そうでしょうね。

ＧＭ：当のキンゾウ旅館は、記者会見で「おんみつ姫が入ったなど根も葉もないデタラメ！　うちのセキュリティは万ばん全ぜんです！」と公言したそうです。

ユーノス：盗とう賊ぞくが忍び込んでお金取られちゃったとなったら、評ひよう判ばんがた落ちですもんね。

チンエン：しかも、おんみつ姫が正せい義ぎの味方扱あつかいされてるこの地じゃ、自分を悪人って認みとめるようなものだからな。

リン：でも、その怪盗おんみつ姫のことについて、あたしたちも独自に調べてみる必要がありますね。

オトハ：そうじゃな。このままだと、わたしが泥棒したことにされてしまう（笑）。

ＧＭ：これから、おんみつ姫について詳くわしく調べるのであれば、二～三日ウツミヤに逗留して情報収しゆう集しゆうをするという形になります。

オトハ：なるほど。

リン：もしかしたら、印籠の手て掛がかりがあるかもしれませんね。

ユーノス：さっそく調べますか。

ＧＭ：では、次から情報収集をするシーンとなります。







◆Middle 02◆ニセおんみつ姫を追え




　ウツミヤの地に、おんみつ姫が現あらわれた。

　いや、たしかにおんみつ姫であるところのオトハは来ているが、身に覚えはない。

　そもそも、印いん籠ろうも失っている。ともかく、情報を集めるのだ。




ＧＭ：では、全員登場です。現げん在ざい、ウツミヤの街に出てきたわけですが、おんみつ姫に関する情報は、ウツミヤのいろんな場所で情報収集を行なって得ることができます。

チンエン：エリアに分かれてたりするのか？

ＧＭ：そのとおり。海水浴場がある海辺の観光地、街の裏うら路地、そして土産物とか売っている商店街。あとは、ウツミヤの住民が暮くらす住じゆう宅たく街がいの四つのエリアです。それぞれ難なん易い度どが設せつ定ていしてあり、【知力】か【幸運】で判はん定ていすることになります。

リン：まあ、あたしたちには《情じよう報ほう網もう》がありますからね。

ＧＭ：で、エリアごとの難易度ですが、観光地は難易度10。裏路地が12、商店街も12。住宅街は14となっています。情報収集の判定は、ひとり一回としましょう。

ユーノス：エリアが四つですから、手分けをして判定一回ずつということになりますね。

ＧＭ：ちなみに、判定するのはひとり一回ですが、判定しない人もシーンに登場しても構かまいません。

ユーノス：あっ、同行はできるんですか。それなら、サポートもできるし一緒に登場した方がよさそうですね。

リン：では、まずはどこから回りましょうか？

チンエン：ワタシは【知力】が12もある。ファンブルしなければ、どこでも成功ですよ。

オトハ：わたしは、住宅街が面おも白しろそうかな。

リン：あたしは、海に行きましょう。観光地に行きます。

チンエン：じゃあ、裏路地はワタシが行こう。部下の十じつ徳とく包丁に活かつ躍やくしてもらうか。

ユーノス：ボクは商店街ということで。




▼ユーノスの情報収集──商店街

ＧＭ：じゃ、商店街から判定していってもらいましょうか。

ユーノス：では、【精せい神しん】で判定。ぽろろーん♪　（ダイスを振る）……達たつ成せい値ちは16。

ＧＭ：では、「覆ふく面めんをした謎なぞの女じよ性せいが、夜な夜な商店街の屋根の上を跳とび回まわる姿すがたが見かけられている」という情報が得られました。

ユーノス：……その女性が、おんみつ姫だと？

ＧＭ：じゃないかと噂されています。

ユーノス：ちなみに、ウサ耳はあるんですか？

ＧＭ：ウサ耳という情報はありません（笑）。

リン：……それは、おんみつ姫ではなく〝謎のクノイチ〟なのでは？（笑）

一同：ああ（笑）。

オトハ：……でも、アヤメ姫は最近政せい治じで忙いそがしいようじゃぞ？

ユーノス：きっと、政治でのストレスが溜たまって、その解かい消しようのために屋根の上を跳び回っているのでしょうね。

チンエン：どんなストレス解消だよ（笑）。

ユーノス：まあ、現げん状じようは謎の〝覆面おんみつ姫〟ですよね。




▼チンエンの情報収集──裏うら路ろ地じ

ＧＭ：次は裏路地の情報収集です。治安はまあ、あんまりよくなさそうな雰ふん囲い気きです。

チンエン：なら、さっそくワタシの一〇人の弟子たち……十徳包丁を放って情報を集めさせよう。そこいらのチンピラをぶちのめして、情報を集めさせよう。

ＧＭ：では、その指し揮きを執とるという形で判定をどうぞ。

チンエン：では、【知力】で、……18。

ＧＭ：成功ですね。すると、その辺のチンピラを締しめ上あげた十徳包丁からは「裏路地では、夜な夜なおんみつ姫と名乗る辻つじ斬ぎりが出しゆつ現げんしている」という情報がもたらされます。

一同：辻斬りぃ～!?（一同笑）

オトハ：わたし、そんなことしてないし！

チンエン：まあ、偽にせ物ものということか。もう少し詳しい情報はないの？

ＧＭ：なんでも、「我われこそはおんみつ姫なり」と名乗る、身みの丈たけは二メートルほどで筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの巨きよ漢かんであるとか。

オトハ：全然違うわぁっ!!（一同爆笑）

ユーノス：な、なんというか……。

チンエン：突つっ込こみどころ多いな、おい（笑）。

リン：一体、どういうことなんでしょうね？

チンエン：もっと情報を集めてみないとわからんな。




▼リンの情報収集──海辺の観光地

ＧＭ：では次、海辺の観光地です。

リン：はーい。あたしがやります。

チンエン：リンの場合、水みず着ぎ姿すがたで寝ねそべっていれば自然と情報が集まりそうだな（笑）

オトハ：悩のう殺さつボディに釣つられて、男どもがやってきそうじゃな。

リン：他の人が情報収集してる中、あたしは水着に着き替かえてのんびりしましょう（笑）。

ＧＭ：そうすると、いかにもナンパ目的って感じのチャラい男たちが集まってきますよ。

リン：じゃ、【精神】で判定。（ダイスを振る）あら高い。24。

ＧＭ：ペラペラ喋しやべりますよ。「おんみつ姫って有名じゃん。この変の観光地じゃあ昼ひる頃ごろになると、魔ま法ほうのステッキを持った謎の美少女おんみつ姫が現あらわれ、人々の希望を奪うばうという怪かい人じんを倒たおし去っていくぜ」と話してくれます。

オトハ：誰だそれ──────っ!!（一同爆笑）

チンエン：今度は魔法少女かよ。

ユーノス：ちょっと待ってくださいよ！　まったく隠おん密みつしてないじゃないですか！

ＧＭ：ああ、それはおんみつ星という星からやってきたからだそうです。

一同：おんみつ星!?（一同笑）

リン：……もう、何がなんだか（笑）。

チンエン：謎のクノイチ、辻斬り、魔法少女といろいろいるな、おんみつ姫。

リン：全部外れっぽいですね（笑）。

チンエン：その中でも、辻斬りが一番穏おだやかじゃない。

オトハ：ていうか、少しもわたしと被かぶってないというのはどういうこと!?（一同笑）

リン：言われてみれば（笑）。印籠を持っていたとか、そういう情報はないんですか？

ＧＭ：その辺の細かい情報は今のところ伝わってないですね。

リン：なるほど、実じつ際さいに調べないとわからないってことですね。

ＧＭ：では、次に行きましょう。




▼オトハの情報収集──住宅街

ＧＭ：では、ウツミヤの住民が暮らす住宅街です。

オトハ：じゃ、ここはわたしが調ちよう査さするのじゃ。《情報網》があるおかげで、【器用】で判定できるからな。（ダイスを振る）……18なのじゃ。

ＧＭ：では、住民に聞きき込こみをすると「ウサ耳をした少女が、金貨をばら撒まきながら逃にげていった」という情報が得られます。

オトハ：およ？

ユーノス：それって、かわら版に載のっていた〝怪盗おんみつ姫〟のことなんでは？

ＧＭ：そのようですね。「捕とり方かたが追っていたが、その身のこなしは、伝説のウサ耳小僧のように鮮あざやかであった」という情報が出ます。

オトハ：これは意外と有力な。なんで逃がしちゃったんだろう？

ＧＭ：まあ、18出ているから情報をおまけしましょう。「捕り方は、アオイ家の御ご紋もんが入った印籠を見せられたので、思わず平へい伏ふくした」らしいです。

オトハ：なんということじゃ、わたしの印籠が！

チンエン：どう考えても、この印籠を持ったウサ耳のヤツが本命だな。

ユーノス：でも、印籠を追うのも大事ですが、〝辻斬りおんみつ姫〟なんてのもいますよ？

オトハ：たしかに辻斬りは放ほうっておけない（笑）。

リン：下手をしたら、姫様の悪行になってしまいます。

オトハ：本当じゃ、まったく！

ユーノス：逆ぎやくに、謎のクノイチや魔法少女は別に放っておいてもいいんじゃないですかね？

チンエン：まあ、とりあえず一いつ旦たん合流して情報を共有しよう。

リン：じゃあ、あたしは魔法少女おんみつ姫の話を（笑）。

チンエン：いやいや、ワタシは辻斬りと聞いてますよ？

ユーノス：いやいやいや、夜な夜な現あらわれる謎の覆面姿だと（笑）。

オトハ：みんな何を調べてきたのじゃ───！（一同笑）

チンエン：では、オトハさんはどのような情報を？

オトハ：おんみつ姫は、まるで義ぎ賊ぞくウサ耳小僧のごとく金貨をばら撒き、御紋の印籠を使っておるのじゃ。こやつこそあやしい。

リン：姫様、それはデマです。

チンエン：ありえないありえない。非ひ科か学がく的てきだ（笑）。

リン：きっと魔法少女が本物ですよ。

ユーノス：いやいや、もしかしたら辻斬りかもしれません（笑）。

オトハ：みんなしっかりしろー！（一同笑）

ユーノス：は、すいません。

チンエン：つい、面白くなってしまった（笑）。

リン：しかし、何故なぜこんなに皆みながおんみつ姫と名乗るのでしょう。

ユーノス：ここではおんみつ姫が有名だからじゃないですか？　見た人も「あっ、あれが噂のおんみつ姫だ」って噂するんじゃないですか？

オトハ：なるほど。そのせいでこんな事じ態たいになってるんじゃな。

チンエン：まあ、辻斬りと謎の覆面の方は、夜になると現われるらしいし、とりあえず夜まで待ってみよう。

リン：その間、仮か面めん料理人さんでもまたからかいに行きますか？（笑）

チンエン：ああ、そうか。海辺の観光地に行けばそれこそ〝魔法少女おんみつ姫〟が出現するらしいし、そっちの正体も確かめておこう。

リン：昼は観光地、夜は裏路地か商店街ですね。

ＧＭ：なるほど。じゃあシーンを変えましょう。







◆Middle 03◆魔法少女おんみつ姫、素す敵てきに出現




　観光客が大おお勢ぜい集まる、昼の海辺。

　そんな中で、突とつ然ぜん絹きぬを裂さくような悲鳴が響ひびく。

　出てきたのは、怪人。ウツミヤを恐きよう怖ふのどん底に叩たたき落おとすのであった。




ＧＭ：では、昼の海辺。先日皆みなさんが遊んだときのように、観光客が集まり、海の家や屋台が並ならんで盛せい況きようですね。とりあえず、登場は自由です。登場したい人は？

オトハ：はいはーい！

ユーノス：登場しまーす。

チンエン：ワタシも登場しよう。

リン：それではあたしも。後は、例のおんみつ姫の出現を待ちましょう。

ＧＭ：では、そんな平和な光景なのですが、急に「はーっはっはっはっ！」と甲かん高だかい笑い声が響ひびき渡わたります。

オトハ：な、何事!?

リン：とりあえず、そっちの方に行ってみましょう。

ＧＭ：そうすると、子こ供どもたちがきゃーきゃー悲鳴を上げていて「このウツミヤのビーチはテレビアブが頂いただいたアブぅ！」と、頭がテレビ、体がアブの怪人が出現してます。

一同：テ、テレビアブ!?（笑）

チンエン：なんでそんなもんがいるんだよ！　デストロンか！

ＧＭ：何言ってるんですか、エリンディルにはハサミガメとかいるんですよっ！

チンエン：そ、そうでしたね……（笑）。

リン：もう～、菊きく池ちさんがダイナストカバルとか出すから（笑）。




　エリンディルは実に素敵な世界です。




ＧＭ：テレビアブは「さあ子供たち、泣け、わめけ、叫さけべ！」と暴あばれていると、どっかのお姉さんが「きゃー、みんな大変よー！　悪の組そ織しきがテレビアブを送ってきたわー！」と大変わかりやすく説明してくれます。

ユーノス：えっ、お姉さん？　なんで？

ＧＭ：「みんな、大きな声で姫を呼よぶのよ！」っていうと、子供たちが集まってきて「おんみつ姫ー！」「んー、声が小さいぞ」「おんみつ姫ー!!」と叫さけび、ちょっと離はなれたところが、パーンと爆ばく発はつしてピンクの煙けむりが立ち上ります。

リン：ヒーローショーかよっ!?（一同笑）

ユーノス：ああ、遊園地で僕ぼくと握あく手しゆみたいなヤツか。

ＧＭ：「そこまでよ悪あく党とう！」という声とともに、なんか魔法のステッキとフリフリのフリルが付いた衣い装しようで着き飾かざった女の子が出現。「ウツミヤ藩はんの平和を乱みだす悪いヤツは、魔法少女おんみつ姫がお仕置きよ！」と、決めポーズで立ってます。

オトハ：……あんぐり口開けて見てます（笑）。

リン：ていうか、姫様より派は手でですね（笑）。

チンエン：ていうか、まったく隠密してないだろ。

オトハ：リンが聞いたのは……このおんみつ姫か？

リン：ええ、まあ……（笑）。

ＧＭ：そしてこう、戦せん闘とう員いんをバッタバッタと薙なぎ倒たおす殺陣たてをひととおり披ひ露ろうすると「悪党め！　この印いん籠ろうが目に入らぬか！」と印籠を見せます。

オトハ：あっ、印籠！　印籠じゃ！

リン：まさか、ここに印籠が？

ＧＭ：その印籠ですが、ピルルルル～と音が鳴ってピカピカ光ります（笑）。

ユーノス：おお、光る！　動く！　音が出る！　的な。

オトハ：その印籠ちがーう！（一同笑）

ＧＭ：「いくわよ、印籠ダイナマイッ！」と、怪人に投げつけるとポーン！

一同：投げたー!?（大だい爆ばく笑しよう）

リン：しかも爆発した!?

チンエン：あれが魔法少女おんみつ姫の必ひつ殺さつ技わざか。

ＧＭ：怪人テレビアブは「ぎゃー、やられたー」と、やられていきます。

オトハ：そうか、印籠はああいう使い方が！

リン：ないですから（笑）。




　あくまでも、御紋の印籠は皆のダメージを１ラウンド中＋２Ｄするデータです。




ＧＭ：「はーい、おんみつ姫変身印籠セットは一Ｇからだよー」と屋台でも売ってます。

リン：しかも売ってるし！（笑）

オトハ：リンー、あれ買ってー。

リン：なんでですか！（一同笑）

オトハ：だって、印籠がないと手持ちぶさたでさびしいし（笑）。

ＧＭ：そうするとバイトの兄ちゃんっぽい人が「本ほん公こう演えんは明日からになりまーす。ありがとうございましたー」と挨あい拶さつします。

一同：…………（笑）。

ユーノス：これ、以前にオトハさんが世直ししたときの話に尾おひれがついて、劇げきにしちゃったって話ですか？

ＧＭ：どうも、演じているのは旅芸人一いち座ざのようですね。

リン：ああ、やっぱり（笑）。

チンエン：つまり、ユーノスのお仲間か。悪さもしてないし、いいんじゃないか。

オトハ：まあ、街の活かつ性せい化かに繋つながるならば（笑）。

ユーノス：せっかくですから、ちょっと話を聞いてみますか。

ＧＭ：すると、役者たちに「いいねいいねー。よかったよー」と声をかけている関係者らしき人物が目に入ります。

ユーノス：その人に声をかけてみましょう。すみませーん。

ＧＭ：「おや、何かしら？」

ユーノス：……えっと、男だん性せいですか？

ＧＭ：はい、男性に見えますよ。物もの腰ごしはお姉っぽいですが（笑）。

オトハ：さっきの芝しば居いについて、教えてほしいのじゃが。

ＧＭ：「えっ？　あなた知らないの？　おんみつ姫ショーよ」

オトハ：おんみつ姫ショー？

リン：あたしたち、こちらについたばかりなもので。

ＧＭ：「ああ、そうなの。最近評判なのよね」

ユーノス：そうなんですか。実に素す晴ばらしいパフォーマンスでした。

ＧＭ：「ああら、わかってくれた？　あたし、この一座で演えん出しゆつ兼けん脚きやく本ほんやってるんだけど、こういうゲリラ的パフォーマンスで本公演を盛もりあげるのよ。あと、地元の玩具おもちや屋さんとタイアップして商品も売ってるわけ」

オトハ：さっきの印籠変身セットじゃな（笑）。

ユーノス：実は、ボクは伝説になるような歌を作るのが夢ゆめでしてね。ちょっとお話を聞かせてもらえませんか？

ＧＭ：「あら、同業者？」

ユーノス：まぁ、そんなところです。

ＧＭ：「なんか、この藩におんみつ姫って人が現われて世直ししたっていう噂があるじゃない？　で、そこにピーンとインスピレーションに来ちゃったのよね。おんみつ星からやってきたプリンセスが、正体を隠かくして怪人相手に大だい活かつ躍やくする……おかげで、公演は大ヒットよ」

ユーノス：……噂で聞いただけの話を膨ふくらませたわけですか。

チンエン：大した想そう像ぞう力りよくだな。

ＧＭ：「この旅芸人界のロジャー・コーマンと言われたあたしにかかれば、どんな噂話もヒット作にしてみせるわ」

チンエン：誰のことだよ！（一同笑）

ＧＭ：「あなたたち、みんななかなかの容よう姿しじゃない？　よかったら、あたしがプロデュースしてスターダムにのし上げてあげるわよ！」

一同：いらんっ！（笑）

ＧＭ：「あら、そ。残念。それじゃまたね」と、彼は去っていきます。

オトハ：変な奴やつじゃったな……。

チンエン：ともあれ、ここは外れだな。

リン：では、辻斬りか謎の覆面が現われるという夜まで待ちますか。

ユーノス：その前に、ウサ耳小僧について情報収集できますか？　もしかしたら、地元の人から聞けるかもしれません。

ＧＭ：そうですね。ウサ耳小僧について情報収集するのであれば、【知力】か【幸運】で難易度15の判定に成功する必要があります。

チンエン：ここはお任まかを。ワタシはファンブらなければ成功ですよ。

オトハ：さすがチンエン。

チンエン：少しは密みつ偵ていらしい活躍を見せないとね。ほい！　（ダイスを振る）17で、成功。

ＧＭ：では、ウサ耳小僧についての情報が得られます───。




　ウサ耳小僧───

　それは一〇年前に活動した伝説の義賊である。

　悪あく徳とく商人や重じゆう税ぜいを課すダイミョウ、不正を働く重臣たちなど、悪事によって金を稼かせぐ者たちを相手に盗ぬすみを働き、貧まずしいものに施ほどこすという庶しよ民みんの味方であった。

　しかし、とある悪徳商人から一〇〇万Ｇの大金を盗み出したが、さすがの義賊も大金に目がくらんだのか、これを施すことなくそのまま姿を消したという。




ユーノス：もしかして、それで名声が地に落ちたみたいな感じ？

ＧＭ：そんな感じですね。所しよ詮せん、義賊ウサ耳小僧も金の魔ま力りよくには勝てなかったと。

ユーノス：なるほどねえ。

ＧＭ：このウツミヤだと、海の家で〝白ウサギの〟おキツが子供たちにウサ耳小僧の話を語っているのがよく目もく撃げきされております。

ユーノス：ウサ耳小僧が金に目がくらんだなんて、そんなことなーいみたいな感じ？

ＧＭ：そこは、本人に確たしかめるのが早いでしょう。

オトハ：じゃあ、会いにいくか。

ＧＭ：では、そのまま海の家に行くってところで、シーン終しゆう了りようです。







◆Middle 04◆ウサ耳娘むすめと夏の恋こい




　ウサ耳姉妹が経けい営えいする、海の家。

　ちょうど客が少ない時間帯で、子供たちが集まっていた。

　子供たちが輪を作っている中心にいるのは、〝白ウサギの〟おキツ。

　語るのは、稀き代たいの義賊ウサ耳小僧の話である。




ＧＭ：では続けます。次のシーンプレイヤーはユーノスです。場所は、ウサ耳姉妹が経営する海の家です。全員登場としましょう。

ユーノス：海の家は、どんな様子ですか？

ＧＭ：ちょうど、お客さんがすいてきた時間ですね。そこに、おキツが子供たちを集めて話をしてます。「みんな、ウサ耳小僧の話をするよー」と。

チンエン：子供たちは「えー、またその話？」って感じ？

ＧＭ：そんな感じですね。「姉ちゃんのこれが始まると長いんだよなー」「でも。最後にお土産もあるし、聞いとくかぁ」と。

ユーノス：お土産目当てで集まってくるのですか。

チンエン：きっと、ラムネとかかき氷を奢おごったりするんだろうな。

ＧＭ：それと、お菓か子しとかが出るみたいですね。で、おキツは「ウサ耳小僧はねえ。悪いやつから金を盗ぬすんで、恵まれない人に施ほどこしていたんだ」

オトハ：わたし、真しん剣けんに最後まで聞くぞ。

リン：姫様が本気になられた。

オトハ：だって、ラムネやかき氷もらえるんじゃろ？

リン：姫様……（一同笑）。




　さすがオトハさん、食べ物への欲よつ求きゆうはブレないのであった。




チンエン：で、話が続くわけか。

ＧＭ：はい。「ウサ耳小僧は、最後の大仕事に取りかかったのさ。悪徳商人が用意した盗ぬす人びと殺しの金蔵も見事に破って一〇〇万Ｇの大金を盗みだしたんだ。……でも、土ど壇たん場ばで手下に裏うら切ぎられ、その金を奪うばわれちまったんだ。世の中じゃウサ耳小僧が金に目がくらんで独ひとり占じめしたことになってるけど、そんなことはないんだよ」と、子供たちに語ります。

チンエン：ウサ耳小僧はそんなことをする人じゃないんだ、と。

ＧＭ：「でも、ウサ耳小僧だって、ただ裏切られたわけじゃあないのさ───」

チンエン：むっ？

ＧＭ：「実は、手下の裏切りを察知して、半分の五〇万Ｇはどこかに隠したって話だよ」

一同：なんだってー!?

リン：ここにきて、まさかのウサ耳小僧埋まい蔵ぞう金きん説！（笑）

オトハ：五〇万は騙だまされて奪われたけど、残り半分はどっかに隠したと！

ＧＭ：「その辺の事じ情じようは、まだ闇やみに包まれたままなんだよ」

チンエン：その辺が重要なんじゃないか！

ユーノス：きっと、メガネをかけた小生意気そうな子供が「そこで五〇万だけでも配れば英えい雄ゆうになれたんじゃないですかねー」とか言うんですよ（笑）。

ＧＭ：「こ、このガキぁ、事情も知らないで！」

ユーノス：事情？

ＧＭ：「え？　いや、なんでも。ははっ」

リン：誤ご魔ま化かした（笑）。

ユーノス：まあ、力ちから尽つきたとか事情があったのかもしれませんね。

チンエン：で、子供たちはラムネと菓か子しをもらって帰っていくと。

ＧＭ：そんな感じです。「終わった終わったー、ラムネもらって帰ろうぜー」って。

チンエン：なんか悲しいな（笑）。

オトハ：のう、おキツ。今の話は、まことか？

ＧＭ：「あくまでもそんな噂があるってだけさ。ふふん」

ユーノス：それにしては、妙みように熱の入った演えん技ぎでしたね。

ＧＭ：「そ、そうかい？」

オトハ：キュピーン！　あやしいのじゃ！

ユーノス：ああ、あの目はー!?

オトハ：《インサイト》発動！

ＧＭ：「どきっ」

ユーノス：あの目で、オトハさんはあらゆる嘘うそを見み抜ぬいてきた！

チンエン：使うのは今日が初めてだけどな（笑）。

リン：どっちかというと、騙されることが多そう（笑）。

オトハ：ほんとは、事情を知っているのではないか？

ＧＭ：わかりました、判定しましょう。

オトハ：（ダイスを振る）あっ、低い！　【知力】で13!?

ユーノス：これはまずいかも。ＧＭの目はっ？

ＧＭ：……ダイス目３で、７（一同笑）。

ユーノス：そうだった、たんどー君は目が悪いんだった。

チンエン：さすが、安心のクオリティ（笑）。




　我われながら、どうにもならないダイス目である。




ユーノス：ともかく、オトハさんが見み破やぶったわけですね！

ＧＭ：ええ、事情を知らないというのは嘘で、何か隠しているようです。

リン：事情も知らないでって言ってましたものね。

チンエン：明らかにウサ耳小僧の関係者だな。

オトハ：おキツよ。おぬしはウサ耳小僧と親しい関係にある者ではないのか？

ＧＭ：「……えっ!?　う、うちのお父さんはただの旅館の旦だん那なだよ？」

チンエン：（眼鏡めがねをクイッとかけて）いつ我われ々われが父親の話をした！

ＧＭ：びくうっ!?（笑）

オトハ：わたしは父の話などしておらぬ。何か隠しておるな？

ＧＭ：「や、やだな……。隠かくし事ごとなんて、なんにもないよ？」

オトハ：あくまでもシラを切るのじゃな？

リン：まあ、《インサイト》は嘘を見み破やぶるだけで、問とい詰つめることはできませんしね。

チンエン：しかし、明らかにウサ耳小僧の関係者ってのはわかった。

リン：おキツさんとおカヨさんは、やっぱりウサ耳小僧の……。

ＧＭ：「なんだいなんだい！　いきなり現われたかと思ったら、あたしのことを詮せん索さくして。一体、どういうつもりさ」

ユーノス：……フッ、どうやら事情がおありのようですから、深くは聞きません。あなたの心の鍵かぎが開くまではね、ポロローン。

ＧＭ：「あたしの、心の鍵を？」

ユーノス：ボクもウサ耳小僧に負けないくらい、閉とざされた心の鍵を開けるのには自信がありましてね。歯がキラーン☆

チンエン：何言ってんだこいつ……（笑）。

ＧＭ：「あたしの心をノックした人、あんたが初めてさ……」とくん。

一同：ときめいた────!!（大爆笑）

リン：まさかの胸むねの高鳴り!?

ユーノス：プレイヤーとしては冗じよう談だん交じりに言ったんですが……なんか、マトモに初めて女性から好意を寄よせられてる。

ＧＭ：や、俺おれも適当に反はん応のうを返したんで、別に恋に落ちたりするわけではないのですが。

オトハ：いいじゃんいいじゃん！　だって夏だし！（笑）

リン：まあ、夏ですものねえ。

オトハ：サマーバケーションとくればアバンチュールじゃろ？　いいじゃないかユーノス！

ユーノス：そうか～、夏だもんなぁ。恋の季節だもんなぁ。

ＧＭ：じゃあ、そうします？

ユーノス：そうしますか。

オトハ：夏だし！




　ユーノス。地上に降おりた天使。

　おキツ。健けな気げに生きるウサ耳のエンジェル。

　そのふたりが出会ったとき、まぶしい太陽がふたりの心を無む防ぼう備びにする。




チンエン：なんだそのポエム？（笑）

ＧＭ：いや、なんとなく（笑）。

ユーノス：こう、一緒にビーチを駆かけますか。「逃にがさないぞ、ウサギさん」みたいな。

ＧＭ：「早く捕つかまえて。あたしの気持ちが冷めないうちに！」

ＧＭ＆ユーノス：（仲むつまじく砂すな浜はまを駆かけながら）「「あはははは～」」

チンエン：バカップルじゃねえか！（一同爆笑）




　なしくずし的に、光の速さで恋が成立。

　さすがは、夏。
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ユーノス：ふー、こんな素敵な恋ができるとは。夏っていいですね。

オトハ：じゃろ？

リン：……て、展てん開かいが早すぎてついていけない（笑）。

オトハ：細かいことはいいんじゃよ！　それと、おキツに質しつ問もんじゃ。

ＧＭ：おキツはユーノスに熱い視し線せんを送りながら頷うなずきます。「うん、なんだい？」

オトハ：おぬしは、ウサ耳小僧が好きなのか？

ＧＭ：「そりゃあ伝説の義賊だからね。あたしは、ウサ耳小僧がみんなに誤ご解かいされたままなのが悲しいのさ」

オトハ：なるほどな。

チンエン：しかし、盗みは盗み。悪いことではあるが。

ＧＭ：「ふん！　金持ちっていうのは絶ぜつ対たいどこかで悪いことしてるのさ！　金持ちめ！　金持ちめ！　搾さく取しゆしやがって！」（一同笑）

リン：……この子、金持ちに対して相当屈くつ折せつした感かん情じようを持ってるようですね（笑）。

オトハ：だから、盗みを悪いと思ってないのかもしれぬ。

リン：あっ、なるほど！

ユーノス：ところでおキツさん。最近はおんみつ姫という怪盗が現われ、まるでウサ耳小僧のような活躍をしているという話じゃありませんか。

ＧＭ：「ああ、おんみつ姫ね。別にいいんじゃなーい？」と、なんだか気に入らないって感じで答えてますね。

リン：やっぱり、ウサ耳小僧でないと嬉うれしくないんでしょうか？

オトハ：まだ心の鍵は、すべて開いてないようじゃな。

チンエン：すっかりバカップルになっていたような気もするが……（笑）。まあ、今日は勘かん弁べんしておくとするか。

ユーノス：じゃ、今日は失礼しますよ。ボクの可愛かわいいウサギさん。

ＧＭ：「あんた、もう帰っちゃうのかい？　夏は、短いんだよ？　……ウサギは、すぐに逃げちゃうんだよ!?」と───。

ユーノス：フッ、逃がさないさ。ボクは狩人かりゆうどだからね。

チンエン：こいつら……（笑）。




　ユーノスとおキツ。

　ＧＭが想定していない場所で、妙に盛もり上あがってます。




ＧＭ：で、ちょっと後ろの方で見守っている妹のおカヨが「ああ、お姉ちゃんにも夏が」と、複ふく雑ざつな表ひよう情じようを浮うかべたところでシーン終了ですね。







◆Middle 05◆覆面おんみつ姫追つい跡せき劇




　夜となって、寝ね静しずまるウツミヤの街───。

　空には、まあるいお月さん。その月を背せ負おって、屋根に立つ覆面姿の女性。

　あれは誰だ？　おんみつ姫か？　いや、謎のクノイチだ！




ＧＭ：それでは、夜となりました。さて、どのように行動しますか？

チンエン：商店街から裏路地にかけて探たん索さくし、皆で偽おんみつ姫の出現を待とう。

ＧＭ：では、皆さんは夜も更ふけて人気がなくなった夜の街を巡めぐっています。場所は、ウツミヤの商店街。今こ宵よいは月が大きな晩ばんですね。そして、その月を背負うように現あらわれる影かげ───。

オトハ：来た！　さっそく来た！

ＧＭ：覆面をして、屋根の上を華か麗れいに跳とんでおります。

リン：えーと、アヤメ姫。何やってんですか、こんなとこで（笑）。

ＧＭ：「……はっ！　見つかった!?」リンに気づいた影は、思わず逃にげ出だします。

ユーノス：なんで逃げんだよ！（一同笑）

チンエン：とにかく、追うか。

ＧＭ：追うのであれば、ＦＳ判定となります。




　ＦＳ判定とは───。

　フォーカスシステムを使用した判定のこと。一度の行為判定では結果を求められないような判定……抜ぬきつ抜ぬかれつの追跡や時間内に複ふく数すうの手順が存そん在ざいする爆ばく弾だん解かい体たいなど、一連の判定で処理したい時に使用する。

　ラウンド進行で行なわれる。ＰＣはＧＭが定めた能力値と難易度による進行判定をし、この判定の達成値と難易度の差分によって進行値が求められ、進行値が完了値に達すると判定成功となる。くわしいルールは、『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ上級ルールブック』に掲載されている。




オトハ：なるほど。追おい詰つめたり追い抜かれたりするのか。

ＧＭ：そういうことです。実際にやってみましょう。

チンエン：こういうのは、実際やってみると理り解かいが早い。

ＧＭ：今回のＦＳ判定、タイトルは「謎の覆面おんみつ姫を追いかけろ」です。終了条じよう件けんは３ラウンド。判定は【敏びん捷しよう】、難易度10。完かん了りよう値は12です。参加人数は四人となります。

オトハ：判定をして進行値を出して、12まで溜ためれば覆面おんみつ姫に追いつけるのじゃな。

ＧＭ：そういうことです。ちなみに達成値が低いと進行値が下がることがあります。ＦＳ判定はラウンド進行になりますので、【行動値】を申告してください。




・行動値

ユーノス　　　　12

リン　　　　　　12

チンエン　　　　10

オトハ　　　　　10
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ＧＭ：では、ユーノスとリン、チンエンとオトハの順ですね。セットアップは特にありませんね？　では、ユーノスとリンから。

ユーノス：なら、《アンプロンプチュ》（＊）です。呪じゆ歌か判定で判定できるのですよ。「アヤメ姫ぇー、逃にげないでくださーい」わわわ～♪　（ダイスを振る）達成値は27！

ＧＭ：難易度が10、達成値27。差が17で進行値４。で、進行値３でイベントが起こります。

オトハ：おっ、なんか起こるのか？




　ＦＳ判定では、進行値の進行度によってイベントが発生する場合がある。

　イベントによって、難易度や判定する能力値、終了ラウンドなどが変へん更こうされることもある。




ＧＭ：「……はっ!?　まだ追ってきている？　えい、煙けむり玉だま！」

ユーノス：ええーっ!?

ＧＭ：ポーン。突とつ如じよ煙えん幕まくがかかります。発見して追跡するためには、以後、進行判定は難易度12の【感知】となります。

チンエン：【感知】が高いのは、リンか。ワタシは待機しよう。

リン：逃がしませんから！　（ダイスを振る）……あ、ダメです。達成値は10でした。

ＧＭ：10だとマイナス２。進行値に変化なし。

リン：ああ、追いつかなーい。

チンエン：ワタシの【感知】は４。ちょっとつらいのでオトハに支援してもらおうかな。

オトハ：ほう、助けることもできるのか。




　ＦＳ判定中、参加者は支援判定を選せん択たくすることもできる。

　この判定に成功すると、次にＦＳ判定を行なう者の達成値が＋２される。

　なお、支援判定は失敗しても進行値に影えい響きようはない。




ＧＭ：オトハが今できるのは【感知】で判定をして追っかけるか。支援判定をして次に判定するチンエンの達成値を上げることを選んでもいいです。

リン：で、支援判定は基き本ほん、ＦＳ判定の難易度と一緒です。

オトハ：なるほど。ということは【感知】で支援判定するんじゃな。

ＧＭ：そうです。

チンエン：ちなみに、ワタシは【感知】が４しかない。

オトハ：わたしは３じゃ。

リン：なら、支援をした方がいいかもしれませんね。

オトハ：じゃあ支援判定で。チンエン、あっちじゃあっち！　（ダイスを振る）おっ、ダイス目11。達成値は14じゃ！

ＧＭ：おお、じゃあチンエンの達成値に＋２がつきます。

オトハ：チンエン、目標は南三〇度！

ＧＭ：なんという正せい確かくな助言（笑）。

チンエン：では、弟で子しの十徳包丁たちが追うのだ。（ダイスを振ふる）よし、達成値は14。

ＧＭ：お、成功しました。進行値は１上じよう昇しよう。

チンエン：結けつ構こう手こずってるぞ、我々（笑）。

ＧＭ：現在の進行値は５で、１ラウンド目終了。





（＊）《アンプロンプチュ》　判定を呪歌判定で行なうバードのスキル。






▼第２ラウンド

　第２ラウンド目、リンの支援判定が失敗、それでもユーノスが達成値16で成功し、進行値７に達っした。しかし、ここでイベントが発生、覆面おんみつ姫が高く飛び上がって屋根の上に移る。進行判定は難易度12の【筋力】に変わる。

　しかし、オトハが達成値19を叩き出し、進行値は＋４されて11。あと１点分となる。

　ここで不安定な屋根の上を走って追いかけるというイベントによって、進行判定は難易度14の【敏捷】に変更。【敏捷】が低いチンエンは進行値が下がることを懸念して行動を放棄し、第２ラウンドが終了する。現在、進行値は11である。




▼第３ラウンド

ＧＭ：では、３ラウンド目。これが最後です。

リン：さあユーノス、飛ぶのでーす！

ユーノス：フッ、５以上で成功ですからね。ではいきますよ！（ダイスを振る）……17！




　屋根の上を疾しつ走そうする覆面のおんみつ姫。その前に、ふわりと着地する白い翼つばさの天使───。

「さあ、そこまでですよ」

　ユーノスは、悠ゆう然ぜんと勝利のリュートを掻かき鳴ならす。




ユーノス：ふっふっふっ、ダイワの天てん狗ぐと呼ばれたボクから逃にげられるとお思いか。

リン：もう天狗でいいんですか（笑）。

ＧＭ：「……どうやら、ここまでのようですね」とうとう観念したようです。

リン：まったく。何をしているのですか、あなたは。

ＧＭ：「わたくしが、あなたたちの知り合いだとはかぎりませんよ!?」

ユーノス：いや、だってあなたアヤメ姫でしょ？　一巻かんで、正体明かしてますよね。

ＧＭ：「……たしかに、謎のクノイチは正体を明かしました。しかし、わたくしは謎のクノイチ二号っ！」（←シャキーンとポーズを取りつつ）
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一同：二号っ!?（爆笑）

リン：たしかに、それは仮面ライダー二号の変身ポーズですけど！

チンエン：よくわかるな、あんた（笑）。




　リンを演えんじる久保田悠羅くぼた・ゆうらは結構な特とく撮さつファンである。




ＧＭ：「謎のクノイチ二号なら、その正体はわかりますまい！」

一同：わかるわ───!?（爆笑）

ユーノス：な、何を言ってるんですか、あなたは!?

リン：だから、アヤメ姫なんですよね？

オトハ：この瞳ひとみに嘘はつけまい！　《インサイト》！

ＧＭ：「はっ!?　まるで心の奥おく底そこまで見み透すかされるような……。ま、参りました」

オトハ：おや、逃げたわりには素直じゃな（笑）。

ＧＭ：まあ、追いついたら情報渡す予定のイベントですので。

オトハ：なるほど（笑）。

チンエン：まあ、判定するまでもないってことか。

リン：で、何故なぜこのようなことを？

ＧＭ：「実は、このウツミヤの平和を守るため、日々パトロールするのが日課でして」

ユーノス：藩主みずから。いや、その心がけは立りつ派ぱですけど（笑）。

ＧＭ：「それと、印籠を無くしたという方がいらっしゃると聞きおよびました」

オトハ：どきっ（笑）。

ＧＭ：「それで、わたくしも探さがしてみようかと」

ユーノス：ああ、麗うるわしき友ゆう情じようというわけですね。

チンエン：それなら何も逃にげなくていいじゃないですか。

ＧＭ：「いや、その追われると、つい……。わたくし、謎のクノイチですので」

リン：二号でしょ（笑）。

ＧＭ：「そうでした、わたくしは謎のクノイチ二号でした」

リン：アヤメ姫、本当に変わられましたね……（笑）。

チンエン：こんなんが藩主で大だい丈じよう夫ぶか、この藩？（笑）

ユーノス：いや、見方を変えれば領りよう内ないをみずからの目で確かめ、しっかりと治めているといえますよ。経けい済ざい振しん興こうさせた手しゆ腕わんもありますし。

リン：で、アヤメ姫は事情をご存ぞんじのようで、印籠の手掛かりなど見つけられましたか？

ＧＭ：「それが……探してみたものの、あまりよい結果はなく」

リン：そうですか。

ユーノス：まあ、用よう件けんはこんなところでしょうか？

オトハ：あっ、いや！　宝ほう石せきのことを聞かないと。

チンエン：そういえばそうだった！　仮面料理人も言ってたな、ウツミヤ藩では代々知ち賢けん玉ぎよくを家か宝ほうとして持っていると。

オトハ：アヤメ姫、実はあなたに聞きたいことがあるのじゃ。かくかくしかじか～と、知賢玉について聞いてみるぞ。

ＧＭ：「知賢玉……たしかに、当ウツミヤ藩の藩はん祖そより代々受うけ継ついだ家宝があるとの話ですが、父からは何も聞いておりませぬ」

オトハ：聞いておらんのか？

リン：まあ、家か督とくを継いだのもあのゴタゴタですからね。それに、初代タイクーン様以来のお宝ですから、ずっと昔の話ですし。

ＧＭ：「わかりました、帰って父に問とい質ただしてみましょう」

オトハ：うむ、頼たのむぞ。

リン：夜は危あぶないですから、もうお城しろにお戻もどりください（笑）。

ＧＭ：「そうですね。なんでも辻斬りが出るという話も聞いておりますから」

チンエン：ああ、その話も知っているのか。

ＧＭ：すると「きゃー！　辻斬りだー！」という悲鳴が上がります。

チンエン：げっ！　なんというタイミング！

ユーノス：アヤメ姫、ここはボクたちに任まかせてお帰りください。いや、マジで。《カバーリング》しきれませんし。

ＧＭ：「わかりました。皆みなさまにお任せします」と謎のクノイチ二号はその場を去りました。

チンエン：ワタシたちは、辻斬りの方に行きますか。

ＧＭ：悲鳴が上がったのは、やはり裏路地の方ですね。

オトハ：では、行くぞ！

ＧＭ：というところで、シーンを終了します。







◆Middle 06◆辻つじ斬ぎりおんみつ姫ひめの恐きよう怖ふ




　夜の裏うら路ろ地じに悲鳴が響ひびく───。

　急ぎ駆かけつけたオトハたちは、尋じん常じようではない殺気が満ちているのに気づく。

　闇やみから現あらわれたのは、身みの丈たけ二メートルを超こえる、辻斬りおんみつ姫だった。




ＧＭ：では、全員裏路地にやってきました。道には灯あかりもなく、不気味な感じです。

オトハ：で、辻斬りは？

ＧＭ：そこには、提灯ちようちんを取り落としてガタガタ震ふるえる被ひ害がい者しやがいて。向こうの暗がりから、爛らん々らんと目を輝かがやかせた巨きよ体たいが、ふしゅるるる～ぅと獣けものくさい息を吐はいてやってきます。

ユーノス：ちょっ、なんですかそれ!?

オトハ：に、人間……？（笑）

ＧＭ：月明かりに照らされた巨体は、身の丈二メートル強はあろうかという筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの男です。それが鉄てつ塊かいのような大たい剣けんを引きずりながら、のっしのっしと歩いてきます。まあ、オトハみたいな振ふり袖そでまとってますが。

チンエン：ただの変へん態たいじゃねえかっ!?（一同爆ばく笑しよう）

リン：一いつ瞬しゆんその姿すがたを想そう像ぞうして、いやな気持ちになりました（笑）。

ＧＭ：「我わが名はおんみつ姫。貴き様さまの命をいただいていく！」

一同：どこがおんみつ姫だ───っ!!（爆笑）

オトハ：わたし、あんなんじゃないよ～!?

リン：いやまあ、それはわかってますけど……（笑）。

ユーノス：しかし、なんでまたこんな変態が。

ＧＭ：ん～、夏だから？（一同笑）

チンエン：夏関係ねえだろ！

リン：というか、夏の夜の怪談って感じですね（笑）。

オトハ：ともかく待て───い！　そこまでじゃ！

ＧＭ：すると、辻斬りおんみつ姫はぐいっとオトハの方を向きます。まるで、獲え物ものを横取りされた肉にく食しよく獣じゆうのような不ふ機き嫌げんな顔になります。

オトハ：こ、こわっ!?

リン：というか、何故なぜおんみつ姫を名乗るのです！

ＧＭ：「…………」その質しつ問もんには答えようとしません。にいっと黄色がかった歯を剥むき出だしにして、舌したなめずりをします。

ユーノス：いちいち人間離ばなれしてますね、描びよう写しやが（笑）。

チンエン：まあ、答えないのなら倒たおしてみればいい。

ユーノス：つまり、戦せん闘とうですか？

ＧＭ：そのとおり。「がああああああ～っ!!」と雄お叫たけびをあげて襲おそいかかってきます。




▼第１ラウンド

ＧＭ：では、戦闘になります。敵てきは、辻斬りおんみつ姫一体。ＰＣのエンゲージから一〇メートル先にいます。【行こう動どう値ち】を申告してください。こちらの【行動値】は10です。




・行動値

ユーノス　　　　　　12

リン　　　　　　　　12

チンエン　　　　　　10

オトハ　　　　　　　10

辻斬りおんみつ姫　　10

[image: ]




チンエン：つまり、こちらが先手か。

オトハ：こいつ、なんでおんみつ姫って名乗ったのじゃ。ほんとに許ゆるせないのじゃ！（笑）

ＧＭ：では、セットアップからですね。

ユーノス：では、ボクのセットアップからですね。《クイックソング》（＊）＋《エチュード》。さあ、皆みなさんいきますよー。ダメージ＋20点です～♪

チンエン：そうか、今回は魔ま法ほうのダメージだけじゃなく物理ダメージにも効こう果かが乗るようになったんだったな。

ユーノス：そのとおり。チンエンさんだけではなく、みんながボクの曲にメロメロになるのですよ。（ダイスを振ふる）成功です。シーン中ダメージ＋20！

ＧＭ：では、次はリン。

リン：はい、《シャインストライク》を使っておきます。

オトハ：わたしは、セットアップはなし。

チンエン：次はワタシか。ここでメガネをかけて、ワタシからオレに人じん格かくチェンジしよう。まずは《ファストイート》。このタイミングで料理を食える。「弟子ども、オレの料理をこれへ」と言うと、十じつ徳とく包丁たちが魔法の肉にく団だん子ごをすさまじい速度で仕上げ、オレに食わしてくれるのだ。するとみるみる肥ひ大だい化かしていくオレの筋きん肉にく！

ユーノス：すごい、チンエンさんがパンプアップした!?（笑）

ＧＭ：みるみるマッチョになる。たしかに魔法の肉団子だ（笑）。

ユーノス：なんか危き険けんな薬物入ってませんか、それ？

チンエン：（喉のどを肉が圧あつ迫ぱくしてるような声で）ぐふぉふぉ～。

ＧＭ：こっちはセットアップはなし。ユーノスとリンから行動をどうぞ。

ユーノス：では、ボクは待機します。さあ、リンさんどうぞ。

リン：いきまーす。ムーブで全力移い動どう！　そして《ペネトレイトブロウ》（＊）。ドンッと一気に間合いを詰つめて、肘ひじから体ごとぶつかりにいきます！　てい！　（ダイスを振る）あ、低い!?　命中は13！

ＧＭ：お、それは避よける目がある！

リン：いえいえ、クラッチクローの効果で回かい避ひにはマイナス１Ｄが入りますわ。

ＧＭ：うおー、そうだったあっ！　……回避できませんでした。

リン：はい、というわけで。《シャインストライク》の効果も込こみで、ダメージロールが64＋２Ｄで【物理防御力】無視です。

ＧＭ：それは痛いたい!?

リン：（ダイスを振る）あら、ダイス目２。66点ダメージ。鍛きたえられない部位はいくらでもありましてよ。ヒョウッ！（手を突つき出だす）

ＧＭ：この筋肉を抜ぬけてくるとは！　だが、こいつは超ちよう頑がん丈じよう！

リン：どうやら、【ＨＰ】は高いようですね。壊こわし甲斐がいがあります。

ＧＭ：では、次はチンエンかオトハの番ですね。

チンエン：オレが状じよう況きようを有利にしよう。ムーブアクションで《ランニングセット》を使用。これでマイナーアクションのスキルひとつを使用できるので《クラッシュバリア》（＊）。さらにマイナーで《フードファイト》を使い、轟ごう炎えん豆どう腐ふをモリモリと食う！

ＧＭ：や、やべー。

チンエン：で、最後は《アースバレット》（＊）だ！　そおら、充じゆう実じつの肉体から繰くり出だされる魔法をくらえーい！　（ダイスを振る）……あ、クリティカル。

ＧＭ：ぶふー!?　ぎゃあ、駄だ目めだ。

チンエン：……[image: ]点の【魔法防御力】無視ダメージ。オレの調理した極熱の麻婆まーぼ豆腐が、貴様の身体にまとわりついて離はなれないのだ！

ＧＭ：[image: ]点？　「ああはぁっ～!?　熱い!?　やめろやめろ、まとわりつくなぁ！」

チンエン：かつ、［スリップ］。そして［スリップ］すると《デモンズウェブ》の効果によって、あらゆる判はん定ていにマイナス１Ｄだ。我が料理の闇に沈しずむがいい！

ＧＭ：それはキツイ……！　では、オトハさんです。

オトハ：では、ムーブで移動してエンゲージ。マイナーは《スマッシュ》、そのあとメジャーで《ストラグルクラッシュ》！　命中いきます！　（ダイスを振る）達成値は30！

ＧＭ：そんなんマイナス１Ｄされてるから無理です。ド命中です（笑）。

オトハ：全部合わせて、84＋８Ｄのダメージロールじゃ。

ＧＭ：そ、それは死ねそう……。

ユーノス：とりあえず《ディスコード》（＊）しときましょう。オトハさんを称たたえて歌います。

オトハ：（ダイスを振る）……ダイス目は25じゃ。

ユーノス：それに、24を足してください。

オトハ：うん、それを合計すると[image: ]点なのじゃ！

ＧＭ：だが、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は40点ある！　……それでも痛いけど！

チンエン：ほう、まだ生きてるか？

ＧＭ：まだ生きてますとも！

リン：なら、二発目でございますよ姫ひめ様さま。

オトハ：うん、てい！　（ダイスを振る）命中は27！

ＧＭ：回避できません！

オトハ：二回目の攻こう撃げきは84＋10Ｄ。さらに《スラッシュブロウ》で＋６Ｄして、84＋16Ｄのダメージロールじゃ。えい！　（ダイスを振る）……今度は、[image: ]点！

ＧＭ：なんというダメージ！　……だが、耐たえている！

ユーノス：おおっ!?




　オトハが繰くり出だす渾こん身しんの二連撃を、辻斬りおんみつ姫は強きよう靱じんな肉体で耐えきった。

　おのれの肉体が誇ほこらしいのか、にいっと太い笑えみを浮うかべる。

　同時に、めりめりと筋肉が音を立てて膨ぼう張ちようを開始、反はん撃げきが始まった───。




ＧＭ：では、いよいよこちらの番！　ムーブアクションでオリジナルのスキル、《マッスルポージング》を使用。転んだまんま、腹ふつ筋きんをアピールするべく、ブリッジ！

ユーノス：ちょっ、ポージングって！（笑）

ＧＭ：効果は、メインプロセスの間【筋きん力りよく】を20に変へん更こう！

ユーノス：【筋力】20!?　まずい、《スマッシュ》だけでダメージ＋20が確かく定ていしますよ!?

ＧＭ：マイナーで《スマッシュ》。メジャーで《ストラグルクラッシュ》！　対象はオトハ。

オトハ：もしかして、ブリッジしたまま？

ＧＭ：ええ、まあ［スリップ］は解かい除じよされてませんしね。ブリッジしたまま、がさごそとオトハに近ちか寄よって攻撃するのです。

ユーノス：それはキモいっ!!（一同笑）

オトハ：く、来るなあぁぁぁぁぁっ～!?（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）ともかく、こっちの命中は25！

オトハ：なら《ストライクバック》（＊）じゃ！

リン：それです姫様！　《ストラグルクラッシュ》は、一発目が外れると二発目が発生しません。ですから《ストライクバック》で《スタイル：シンエイ》使うと、相手の攻撃くらわないうえにＨＰロス60点を与あたえられるのです。

オトハ：うむ！　というわけで、行くぞ。えーい、こっちくんな！（笑）

ユーノス：ちなみに、オトハさんの命中は？

オトハ：命中は、16＋４Ｄだから、これで25を超こえればいいのじゃな。

ＧＭ：それなら余よ裕ゆうで出るじゃん！

オトハ：おぬしの技わざは見切ったわ～！　（ダイスを振る）ダイス目は13だから、29！

ＧＭ：くう～、かわされた！　《ストラグルクラッシュ》二発目不発～！

ユーノス：ブリッジで近づいて、起き上がろうとしたところを……。

ＧＭ：刀でぶしゅっと！（一同笑）

オトハ：フッ、見切っておったわ（笑）。

ユーノス：では、待機組のボクが《ジョイフルジョイフル》（＊）。オトハさん、とどめを刺さしちゃってください。それがサムライの情なさけというものです。（ダイスを振る）成功。

オトハ：では、マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《ストラグルクラッシュ》で。

リン：この攻撃、コストはあたしが肩かた代がわりしますね。《ソウルメイト》（＊）を使います。

オトハ：ありがとう、リン。じゃあ命中判定！　せいっ。（ダイスを振る）32！

ＧＭ：避よけられないんです……。

オトハ：（ダイスを振る）ダメージは[image: ]点じゃ。

ＧＭ：……今ので、累るい計けい[image: ]点越こえました（笑）。

オトハ：ま、まだ倒たおれないの？

ＧＭ：はぁはぁ言いながらまだ耐えてますよ。

リン：じゃあ、二発目。引いん導どうを渡わたしてやってください。

オトハ：（ダイスを振る）。あ、低っ。今度は28。

チンエン：もうダメージ振ふっちゃいなさい。絶ぜつ対たい当たるんだから。

オトハ：ダメージロール84＋10Ｄで、成敗！（ダイスを振る）

ＧＭ：（ダイス目を見て）げっ、高い!?

ユーノス：だって夏ですからね（笑）。

チンエン：だから夏関係ないだろ！

ＧＭ：夏は、いろんなものを狂くるわせますね（笑）

オトハ：ダイス目は42、ということで[image: ]点！

ＧＭ：……おっ？　超ちようギリギリ生きてるじゃん！

オトハ：なんでー!?　そんなに悪くなかったのに！

ＧＭ：しかし、超ちようフラフラ（笑）。

チンエン：一いち応おう聞くが、降こう伏ふくはせんのかね？　２ラウンド目にいったら、間ま違ちがいなくリンに血祭りに上げられるぞ？

ＧＭ：ああ、本当だ（笑）。一応、降伏するかどうか【精せい神しん】で判定してみますか。……てか、こいつ無む駄だに【精神】高けえんでやんの！（笑）

チンエン：まあ、いろいろタフそうだからな（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）……成功してる。「お、俺おれは、ボロボロになっても……やる！」

リン：その言やよし！

ユーノス：……哀あわれな。ボクは、帽ぼう子しをそっと下げて視し線せんを隠かくします（笑）。

リン：ならば、全身の骨ほねという骨を極きめ抜ぬいて差し上げましょう。

ＧＭ：ああ、いくら筋肉の鎧よろいを誇ほこっても、関かん節せつ技わざは防ふせげないという……。

[image: ]




　そこから先の展てん開かいは、チンエンの言葉どおりであった───。

【ＨＰ】数点しか残ってないうえ、リアクションのダイスを合計マイナス２Ｄ減へらされている現げん状じよう、リンの攻撃をクリティカルで回避するという希望すら摘つみ取とられていた。




　リンが組みついた瞬しゆん間かん、骨がいくつもひしゃげていく、何ともいえぬ音が響ひびき渡わたる。

　辻斬りおんみつ姫の最期であった───。




リン：（ダイスを振る）ダメージは81点の【物理防御力】無視ですが、耐たえられます？

ＧＭ：む、無理……。

リン：なら、四し肢しの関節はもちろん、頭ず蓋がい骨こつから尾びてい骨こつまで丁てい寧ねいに極めます。古流殺法！

ユーノス：怖こえー（笑）。

リン：うふふ、顎あごの関節だけは外さないでおきましょう。情じよう報ほう聞きたいですしね。

チンエン：無残だ……（笑）。

ユーノス：なんか、人間が見事に折りたたまれていくみたいですね……。

リン：大だい丈じよう夫ぶ、すぐによくなる程てい度どに手て加か減げんはしてあります♪

一同：嘘だーっ！（笑）

リン：（ツッコミを意にも介かいさず）さてさて、あなたは何故このようなことを？

ＧＭ：「俺はただ、雇やとわれただけなんだ……」

一同：雇われた!?（笑）

チンエン：ただの変態だと思っていたが、意外だったな。

オトハ：一体なんのために？

ユーノス：おんみつ姫の評ひよう判ばんを落とすために雇われたってことじゃないですか？

リン：なるほど。こんなのがわたしだと言われたら最悪じゃ（笑）。

オトハ：誰だれの差し金じゃ？

ＧＭ：「キンゾウだ。俺はあいつに雇われ、おんみつ姫と名乗って辻斬りをしろと……」

ユーノス：ほおー、キンゾウさんに雇われてこんな嘆なげかわしいことをしていると。

オトハ：おのれキンゾウ。不ふ届とどき者じゃな！

リン：でも、キンゾウがそんなことをして何の得があるんでしょうね？

ユーノス：うーん、動機はいろいろ考えられますが。

ＧＭ：「……くわしいことならキンゾウに聞きな。アジトなら知っている」

チンエン：おっ、素直に話すようだな。

オトハ：殊勝なヤツじゃな。では、そのアジトの場所を教えよ。

ＧＭ：キンゾウ旅館から、ちょっと外れた場所にある屋や敷しきだよ」

オトハ：ふうむ。旅館を経けい営えいしながら、そんなアジトも持っておるのか。

リン：あやしいですね。

ユーノス：キンゾウについて調べられます？

ＧＭ：ならば、【知力】で判定してもらいましょうか。

リン：こちらには《情じよう報ほう網もう》があるので、どんな能のう力りよく値でも大だい丈じよう夫ぶですわ。

オトハ：じゃあ、わたしが【器用】で判定するぞ。

ＧＭ：では、どうぞ。

オトハ：（ダイスを振る）おお～、クリティカルじゃ！

ユーノス：すばらしい、どういう演えん出しゆつにしますかね？

リン：この男から聞き出したことにします？

オトハ：そうしようか（笑）。雇われただけとか言っていたが、きっと裏の顔も知っておるのだろう。さあ、キンゾウについて知っていることを、洗あらいざらい吐はくがいい！

ＧＭ：「……キンゾウはただの商人じゃねえ。裏では、相当悪いことをやっている。金のためならなんでもする男だ。というか、金のためにしか行動しないと言ってもいい」

ユーノス：よっぽどですね、それ。

チンエン：まあ、見るからに成金で金の亡もう者じやだったからな（笑）。

ＧＭ：「一〇年前から商売を始め、急に成長した商人だが、その元手になった金は、どこからか盗ぬすみ出だした五〇万Ｇだと言うぞ。噂うわさじゃあ、あいつは〝黄こ金がね虫むしの〟キンゾウっていうウサ耳小こ僧ぞうの手下だったとか……」

オトハ：なんとー！

リン：〝黄金虫の〟キンゾウ……それが盗賊時代の名前ですか。

チンエン：いかにもなふたつ名だな（笑）。

ユーノス：おキツの話が本当だとすると……あのキンゾウこそがウサ耳小僧を裏うら切ぎり、五〇万Ｇをせしめた部下のようですね。

ＧＭ：ウツミヤの生まれではないので、アヤメ姫もその素す性じようはよく知らないようです。

ユーノス：つまり、アヤメ姫が観光産業振しん興こうのために誘ゆう致ちして、つい最近あの金ピカ旅館を建てたってことなんですか？

ＧＭ：そういうことです。

チンエン：まあ、経済振興を急ぐあまり業者の選別は後回しになったんだな。

ユーノス：どっちにしろ、悪いのはキンゾウですよ。

リン：そのキンゾウのアジトに行って裏を取ってみましょうか。

オトハ：うむ。本物のおんみつ姫のやり方を見せてる（笑）。

チンエン：その前に、回かい復ふくをしておこうか。皆みなも【ＭＰ】結けつ構こう消費しただろ？

ユーノス：ああ、そうしてもらえるとありがたいです。

チンエン：まずは料理を食べていってはどうかね。《ダムウェイター》を使おう。これは、料理の効果をＳＬ体にできる。自分を対象にはできないけどな。対象をオトハ、リン、ユーノスの三人に変更して豊ほう穣じようのデザートを使用。【ＭＰ】が５Ｄ点回復するぞ。

一同：おおー、すごーい。

チンエン：戦いのあとはデザートを、ことり。（ダイスを振る）17点回復！

ユーノス：んんー、また料理の腕うでを上げましたねチンエンさん。

チンエン：演出的には十徳包丁がやってる。オレは偉えらくなったので、店てん舗ぽのプロデュースに回って指し示じをするだけだ。

ＧＭ：妙みように生々しい表ひよう現げんはやめてください（笑）。

チンエン：フッフッフ。俺も部下にあーんと食べさせてもらおう。【ＭＰ】19点回復だ。

オトハ：ついに自分で食事することすら放ほう棄きした……（笑）。

ユーノス：なんという堕落。

ＧＭ：では、シーンを閉とじるとしましょうか。





（＊）《クイックソング》　セットアッププロセスでバードのスキルを使用するバードのスキル。

（＊）《ペネトレイトブロウ》　白兵攻撃で対象の防御力を０とするモンクのスキル。

（＊）《クラッシュバリア》　魔法攻撃で対象の防御力を０にするソーサラーのスキル。

（＊）《アースバレット》　〈地〉属性の魔法攻撃を行なうメイジのスキル。

（＊）《ディスコード》　対象のダメージロールを増やすバードのスキル。

（＊）《ストライクバック》　攻撃に対してリアクションで反撃するサムライのスキル。

（＊）《ジョイフルジョイフル》　行動済の対象を未行動にするバードのスキル。

（＊）《ソウルメイト》　対象のスキルのコストを肩代わりするレジェンドスキル。









◆Middle 07◆キンゾウの正体




　キンゾウ旅館から離はなれた一角にある、大きな屋敷。

　夏草が茂しげり、誰も住んでいないと思われるその場所に、かすかに灯あかりが漏もれている。

　オトハたちは、音を立てずにその屋敷に忍しのび寄よっていた。




ＧＭ：では次のシーン。まだ夜は明けていません。例の旅館から離れたところに、無人になったという大きな屋敷があるんですが、実はそれがキンゾウのアジトだということです。皆さん、その前までやってきました。

チンエン：庭先あたりで、深い草むらの中に隠かくれているんだな。

リン：どんな様子でしょう？

ＧＭ：窓まどには鎧よろい戸どがはめられていますが、かすかに灯りが漏れているようです。

リン：なるほど、中には誰だれかいるようですね。

オトハ：やはり、天てん井じよう裏うらに忍び込むところじゃな！

リン：嬉うれしそうですね、姫様（笑）。

オトハ：これあってのおんみつ姫じゃ（笑）。

ＧＭ：忍び込んで中の様子を探さぐるのであれば、難なん易い度ど12の【敏びん捷しよう】の判定に成功する必要があります。

ユーノス：失敗すると全員見つかっちゃう？

ＧＭ：失敗した人は侵しん入にゆうできず、ファンブルしたら見つかるとしましょう。

オトハ：【敏捷】なら。（ダイスを振る）うん、16で成功。

リン：（ダイスを振る）15で成功。

ユーノス：ボクは18で成功。

チンエン：……あ、駄目だ。

ユーノス：きっと、鉄てつ鍋なべとかがガンガン鳴ってしまったんですね。

チンエン：では、ワタシは十徳包丁たちと一いつ緒しよに裏うら庭にわあたりで待ってよう。

ＧＭ：チンエン以外の三人は、忍び込むのに成功しました。

オトハ：では。天井裏に入って、がたり。




　オトハ、リン、ユーノスは、その屋敷に近づいて薄うす暗ぐらい天井裏に忍び込んだ。

　声が聞こえる部屋の天井板を外す。

　すると、灯りの中でごろつきをしたがえたキンゾウが愚ぐ痴ちをこぼしていた。




ＧＭ：すると下の部屋ではキンゾウが大おお勢ぜいのガラの悪い連中をしたがえてますよ。で、「まったく忌いま々いましいったらありゃしない、このおんみつ姫騒そう動どうはよぉ。まさか、あのウサ耳のコソ泥どろが、御ご紋もんの印いん籠ろうなんかを見せるなんてなぁ」と、いらいらして愚痴ってます。

ユーノス：おっ、今ちょうどおんみつ姫の話題ですね。

オトハ：御紋の印籠……ということは、わたしの印籠じゃ！

リン：ということは、やっぱりウサ耳の怪かい盗とうおんみつ姫が持ってたんですね。

ユーノス：そういえば、もうひとり偽にせ物ものがいたんでしたね。これまでの連中がみんな濃こいキャラばっかりだったせいで、すっかり忘わすれてましたよ（笑）。

ＧＭ：「まあ、おんみつ姫が義ぎ賊ぞくだって祭り上げられるとこっちも困こまるから、手は打たせてもらったがね。今いま頃ごろあの辻斬りも、また何人かやってくれるだろうよ」

ユーノス：まあ、そういうことですよね。

ＧＭ：「変な旅芸人も噂を広めてるしな。これであたしの正体もバレねってものよ」

チンエン：キンゾウの部下も「さすがはお頭かしら！」と持ち上げたりして（笑）。

ＧＭ：「おいおい、今のあたしはオーナー。お頭なんて呼よぶんじゃないよ」

チンエン：（部下になって）「へへ、こりゃあすんません」

ＧＭ：「まあ、このあたしがウサ耳小僧から五〇万Ｇをせしめた〝黄金虫の〟キンゾウだってことは、お釈しや迦か様さまでも───」

リン：エリンディル東方にお釈迦様はいない！（笑）

ＧＭ：「……アーケンラーヴ様でも気がつくめえ」と（一同笑）。




　リンのプレイヤーはアリアンロッドの世界設せつ定てい担たん当とうです。

　今思ったんですが、だったらもっと他ほかにツッコむべき場所があるかと（笑）。




チンエン：（部下になって）「しかし残りの五〇万はどこに消えちまったんですかねえ？」

ＧＭ：あっ、ナイスな質問ありがとうございます。すると、キンゾウはしたり顔で「それだよ。そいつに心当たりがあるんだよ」

チンエン：（部下になって）「ついに見つかったんですかい！」

ユーノス：ここで、部下たちがざわざわと。

ＧＭ：キンゾウは自信たっぷりに「この前忍び込んできたコソ泥は、おそらくウサ耳小僧の娘むすめさ。だったら隠し場所を知っていても、おかしくねえだろう？」とニヤリと笑います。

オトハ：つまり、キンゾウは怪盗おんみつ姫……ウサ耳小僧の娘を狙ねらっている？

リン：そのようですね。

ユーノス：そしてウサ耳小僧の娘は、ボクが最近知り合ったどこかの誰かのような気がしてなりません（笑）。

オトハ：〝白ウサギの〟おキツだな。

ＧＭ：「あの娘、五〇万Ｇをあたしから取りかえそうって腹はらだ。だが、そうはいかない。あたしの金かね蔵ぐらには、ちょいと細工がしてあるのさ」

チンエン：（部下になって）「なるほど、罠わなを仕し掛かけるんでやんすね」

リン：（部下になって）「で、その罠はどんな？」

ＧＭ：「そいつはお前たちにも言えないね」（笑）

ユーノス：さすが、大事な情報は漏もらさない（笑）。

チンエン：信用するのは、金だけみたいだな。

ＧＭ：「それに、あいつはなんでか知らないが御紋の印籠を持っているんだ。あの印籠を使えば、今よりもっともっと稼かせぐことができる───」

オトハ：まずい!?　こんなヤツに印籠が渡わたったら大変なことになるのじゃ！

リン：これは、見み過すごせませんね……！

ＧＭ：「じゃあ、今日の稼かせぎを報ほう告こくしてもらおうか」とキンゾウが言うと、部屋に金貨がざしゃあとぶちまけられます。

オトハ：おや？

ＧＭ：そして、おもむろに全ぜん裸らになり───ゴロゴロと金貨の上を転げ回ります。「んんん～、この感かん触しよくだぁ～」と恍こう惚こつの表ひよう情じようを浮うかべながら。

オトハ：うわぁ……。

ユーノス：変態だ、変態がいる!?（笑）

ＧＭ：金貨を一いち枚まい一枚手に取りながら「ん～、お前はキャサリン。こっちのお前はジェニファーだ」と愛おしみながら名前をつけてます。

ユーノス：まずい、筋すじ金がね入りの変態だ!?（一同笑）

リン：……そもそも、なんで西方風の名前なんでしょうか（笑）。

チンエン：そういう趣しゆ味みなんじゃないか？

ユーノス：……正直、この場で脳のう天てんかち割わった方が世界が平和になると思うんですが？

オトハ：でも、チンエンがいないしなー。

リン：それに、こちらにはまだ印籠がございません。

オトハ：あっ、そうであった！

チンエン：今、ここでキンゾウをぶった斬ぎっても、タイクーンの姫ひめ君ぎみを名乗る小こ娘むすめが突とつ然ぜん旅館の経けい営えい者しやキンゾウを襲おそっただけになってしまう（笑）。

リン：それに、このままだと印籠がキンゾウに渡ってしまう可か能のう性せいがあります。

ＧＭ：本来の印籠のデータは皆さんのダメージを＋２Ｄするだけですが、もしかしたらそのような結果となる可能性もあるかもしれませんねー。

オトハ：うん、ここは一いつ旦たん退しりぞこう。そしてあのウサ耳姉妹に事情を聞いてみよう。

ＧＭ：では、シーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle 08◆そんなあなたは黒ウサギ




　一行は、急いでウサギ屋に戻もどった。

　このままでは、おキツが捕つかまり印籠もキンゾウの手に渡ってしまう。

　しかし、旅館で待っているのは、妹〝黒ウサギの〟おカヨの方であった。




ＧＭ：では、みんなでウサギ屋に戻ってきたシーンです。ウサギ屋では、妹のおカヨがひとりで働いているようです。

オトハ：おカヨ、姉のおキツはどこにおるのじゃ？

ＧＭ：「そ、そのう、姉は今は……」と、しどろもどろで答えます。

リン：姫様、ひと足遅おそかったようです。

ＧＭ：「ご、ごめんなさい～！」

オトハ：何故なぜおぬしが謝あやまる？

ＧＭ：「わたしは、姉のやっていることを知っていながら黙だまってましたから……」

オトハ：ということは、おキツが印籠を盗ぬすんだことも知っておるのじゃな？

ＧＭ：「はい、あなたたちが海の家に現あらわれてから、姉はずっと狙ってました……」

オトハ：じゃ、キンゾウ旅館でわたしがぶつかった相手はやっぱり？

ＧＭ：「……はい、変へん装そうした姉なんです。キンゾウ旅館に泊とまるような金持ちなら、ちょっと困こまらせてやってもバチは当たらないと」

ユーノス：……あなたのお姉さんは金持ちに対して誤ご解かいしまくってます（笑）。

オトハ：ともかく、事情を話してくれるな？

ＧＭ：「は、はい！」

チンエン：こっちの方はわりと素す直なおだな。

ＧＭ：「わたしたちの父は、ウサ耳小僧と言われた者でございます……」

オトハ：そうであったか。

ＧＭ：「一〇年前の大仕事を最後に、足を洗あらうつもりで一〇〇万Ｇを盗ぬすみ出したのです。ですが、父は手下に呼よんだキンゾウに裏うら切ぎられて命を落とし、半分の五〇万Ｇを奪うばわれてしまったのです。残り半分は、裏切りを察していた父が隠したのですが」

オトハ：おキツが、子こ供どもに語っていたとおりじゃな。

ユーノス：つまり、おキツさんは父親の無念を晴らそうと？

ＧＭ：「そのとおりでございます。世間では、ウサ耳小僧もとうとう金に目がくらんだことになっていますが、決してそうではありません。姉は、父に成り代わってキンゾウから五〇万Ｇを取り返し、一〇〇万Ｇに手をつけてなかったことを示しめしたいのでございます」

ユーノス：たしかに五〇万だけばらまいても、残りは懐ふところに入れたと言われちゃいますしね。

リン：キンゾウ旅館で盗みを働くのは、そのためだったんですね。

ＧＭ：「キンゾウの評判を少しでも傷きずつけられれば、意い趣しゆ返がえしになるだろうと」

チンエン：いや、いい子なんだろうけど……どこか倫りん理り観かんがおかしくないか？（笑）

ＧＭ：「姉は、そういう性せい格かくなんです！」

チンエン：どういう性格だよ（笑）。

ＧＭ：「その、素直なところはあるんですが、思おもい込こんだら視し野や狭きよう窄さく気味になっちゃうところがあって。わたしは止めたんですけど、力およばす……」

ユーノス：……あなた、何気にすべてをお姉さんのせいにしようとしていませんか？（笑）

チンエン：「すべて姉が悪いんです」と、さりげなくアピールをしているような（笑）。

ＧＭ：「そ、そんなことは！　……ただ、わたしは関かかわっていないだけで」

チンエン：おい（一同笑）。

リン：黒い！　わりと腹はら黒ぐろいですよこの妹！

オトハ：さすがは〝黒ウサギ〟じゃな（笑）。

ＧＭ：いや、素直でいい子のつもりなんですよ？

オトハ：〝つもり〟って（笑）。

ユーノス：でも、印籠を盗んだのは何故なぜです？

ＧＭ：「偶ぐう然ぜんです。姉が財さい布ふと一緒に手に入れたそうで。お財布は返すことにしたのですが、姉はあの印籠のおかげで助かったと言いまして、返すのを惜おしんだのです」

ユーノス：試ためしてみたら効果抜ばつ群ぐんだったんで、こいつはいいって感じなんですかね。

リン：あなたたちは、あの印籠がどういうものか、わかっているのですか。

ＧＭ：「特別なものなんですか？　姉もよくわかってないようでしたが……」

オトハ：気づいておらんようじゃ（笑）。

リン：まあ、都合がよいので黙ってましょう。して、印籠の在あり処かは？

ＧＭ：「おそらく、姉が持っているはずです」

リン：案の定ですね。

オトハ：よし、おキツを助けて印籠も奪だつ還かんするぞ！

ＧＭ：「……お願いします、姉を助けてやってください！　わたしは、どんなお裁さばきでも受けますから！」おカヨは深々と頭を下げます。

チンエン：おっ、黒いと思ったら健けな気げなことを言うじゃないか。

ユーノス：うんうん、やはり清く貧まずしい姉妹に悪い子はいませんよ！

オトハ：なるほどな。わかった。任まかせよおカヨ。悪いようにはせん。

ＧＭ：「あ、ありがとうございます！」

オトハ：ではゆくぞ、皆の衆しゆう！　世直しじゃ！

一同：おう！







◆Middle 09◆跳とんで火に入る夏の白ウサギ




　厳げん重じゆうな警けい戒かいが敷しかれている、キンゾウ旅館の金かね蔵ぐら周辺。

　夜よ闇やみに紛まぎれて忍び込む、ひとつの影かげがあった。

　体のラインが浮うかび上あがる装しよう束ぞくに身をまとうのは、ウサ耳小僧の娘おキツ。

　あやしくも美しい、怪かい盗とうの姿である。




ＧＭ：では、マスターシーン。場所は真夜中のキンゾウ旅館、金蔵周辺です。見み張はりが照明を照らして警戒している中、体にぴっちりフィットした衣い装しようをまとった少女がひとり、シュタッと降おり立たちます。

オトハ：おっ、怪盗ウサ耳小僧！

ＧＭ：正せい確かくには、その娘であるおキツです。今のウツミヤでは、怪盗おんみつ姫として知られているわけですが。

オトハ：そうかー。印籠持っておるわけだしな。

ＧＭ：彼かの女じよは見張りが照らす照明をかわしながら大きな金蔵に接せつ近きん。そしてその扉とびらにかかった鍵かぎを、鮮あざやかな手て並なみで解かい錠じようしていきます。

リン：おや？　キンゾウが仕し掛かけをしたという金蔵があっさりと。

ユーノス：あえてウサ耳小僧を捕とらえるための罠かもしれませんね。

ＧＭ：きぃーっと扉を開けると、薄暗い金蔵の中に赤い光の線が網あみの目のように張はり巡めぐらされています。

オトハ：赤外線センサーみたいなヤツ？

ＧＭ：そんな感じのものだと思ってください。その網の目を縫ぬうように、身をくねらせて進んでいくおキツ。妙にセクシーな格かつ好こうになったりして（笑）。

チンエン：ああ、あるある。四つんばいになったり赤外線またいだりしてな（笑）。

リン：どこにアピールしてるんですか（笑）。

チンエン：きっとここからポロリがあるんだろう。




　ないです。




ＧＭ：つーか、まだ期待してたんですか（笑）。

チンエン：当たり前だろ。なんにもなしでは終わらないよな？

ＧＭ：も、もちろんですよ（笑）。順調にトラップを突とつ破ぱし、千両箱が積んである場所に来るのですよ。で、そこでおキツは、あるものにふと気づきます。

オトハ：あるもの？

ＧＭ：はい、古びた手ぬぐいです───。




「これは……」

　おキツには、その手ぬぐいに見覚えがあった。

　父、ウサ耳小僧が生前愛用し、ほっかむりにも使っていたものだ。

　おもわず、手を伸のばしてしまい───。




オトハ：あー、おキツ～！　それは罠じゃー！

リン：マスターシーンなのでその声は届とどきません（笑）。

ＧＭ：おキツが手ぬぐいを手に取った瞬間、網でぴしっと捕まり吊つり上あげられてしまいます。

オトハ：なんと捕つかまったぞ！

ＧＭ：で、警けい報ほうが鳴ってキンゾウとその部下がやってきます。「くーっくっくっ、飛んで火にいる夏の虫とはこのことよ。怪盗おんみつ姫……いや、ウサ耳小僧だったかな？」

チンエン：さすがキンゾウ、基き本ほん中の基本のセリフを吐はく（笑）。

ＧＭ：キンゾウは「くそー、放せー！」と暴あばれるおキツを見ながら「うんうん、いい声で鳴くわ。グフフ！」と。

オトハ：おキツが危あぶない!?

ＧＭ：「さすがのお前も、この金蔵は破やぶることができなかったようだねえ。さあ、観念して残りの五〇万Ｇの在り処を吐いてもらおうか。……吐かせる方法はいろいろあるんだよ？」

ユーノス：手下どもも「えっへっへっ」と。いけない、なんて下品なヤツらだ！

チンエン：おおっ、ここでポロリをやるのか。勇者だな、たんどー君は（笑）。

ＧＭ：やりませんって！（笑）　「くそ、放しやがれ！　……そうだ印籠、あたしにはこの印籠があるんだ！」と、おキツは咄とつ嗟さに印籠を突つきつけます。

オトハ：それわたしの印籠！　……でも、こいつらに効きくの？

ＧＭ：そうすると、キンゾウは「あーっはっはっはっ！　お前のような小娘が、そんなものを使ってもなんの意味もないのさ。そりゃ、最初は驚おどろいたがね」

ユーノス：やっぱり効きかない（笑）。

リン：そりゃあ、正体ばれてるのに使っても意味はないですし。

ＧＭ：「タイクーン家のご威光は怖いが、お前みたいなこそ泥は怖くはないんだ。そいつは、こっちで使わせてもらうよ」と、キンゾウは印籠に手を伸のばそうとします。

オトハ：はいはいーい！　登場、登場したいです！（笑）

ＧＭ：はい、どうぞ！

オトハ：では……待て待てーい！

ＧＭ：「───ぬ、なんだ!?」




　凜りんとした声が、金蔵の中に響き渡る。

　思わずキンゾウが振ふり向むくと、闇やみ夜よにカッと浮かび上がる四つの影は───。

　ご存ぞんじ、おんみつ姫と〝烈れつ風ぷう!!　世直し隊〟！




オトハ：おぬしらの悪事。ずばっとまるっとさくっとお見通しだ！

ＧＭ：ここでおキツがユーノスを見て「あ、あんたは……!?」

ユーノス：ふふ、おいたが過すぎたようだね、ウサギさん。

チンエン：なんだよそのセリフ（笑）。

ユーノス：だが、ボクが来たからにはもう安心さ。

ＧＭ：キンゾウは叫さけびますね。「ここに乗のり込こんでくるとは、あんたたち一体何者だい!?」

オトハ：名乗るほどの者でもない！　……印籠ないからね（笑）。

リン：そうですね、そのためには印籠を回かい収しゆうしないと。

ユーノス：おキツさん、その印籠をオトハさんへ！

ＧＭ：おキツは「わかったよ、えいっ！」と印籠を投げます。

オトハ：ぱしっ。おおう、印籠！　お帰り、わたしの愛いとしい権けん力りよく！（一同爆笑）

リン：姫っ！（貫ぬき手てでツッコミ）

オトハ：げあっ！（血を吐く仕草）　……ともあれ印籠が戻った！　リン、いつものヤツ！

リン：はいはい、受け取って……ええい、皆の者控えおろ～！　この紋もん所どころが目に入らぬか！　このお方をどなたと心得る～以下省しよう略りやく！（笑）

ＧＭ：「……ま、まさか本物のおんみつ姫!?　何故このようなところに！」

オトハ：ふっ、知れた事！　それはな……。

ＧＭ：「それは？」

一同：…………。

オトハ：だって夏だし!!（一同爆笑）

ＧＭ：「理由になってねぇぇぇぇっ!?」




　おんみつ姫、バージョン夏である。




ＧＭ：さすがにキンゾウたちも、相手が本物のおんみつ姫だと知ると慌あわてて頭を下げます。

ユーノス：こっちはちゃんと紹しよう介かい状じようとかもあったのに追い出されましたからね！（笑）

ＧＭ：「追い出してすみませんでしたー！」と平伏するキンゾウ一味。

チンエン：やはり権力には弱いようだ（笑）。

リン：さっ、今のうちにおキツさんを。

ユーノス：お任まかせを！　網を切ってあげましょう。

ＧＭ：では、おキツは脱だつ出しゆつすると「べ、別に、あんたの助けなんてなくったって大だい丈じよう夫ぶだったんだからねっ！　んもう、怖こわかったんだぞ！」

リン：ツンなのかデレなのかはっきりしてください（笑）。

ユーノス：はっはっは、遅おくれてごめんスイートハニー。

リン：では、姫様。この者に罪状を叩たたきつけてやってください！

オトハ：うむ。〝黄金虫の〟キンゾウ！　過か去この悪事とおんみつ姫を騙かたっての辻斬り、その他もろもろの罪許ゆるしがたし。おとなしくお縄なわにつけーい！

ＧＭ：すると、平伏していたキンゾウは「……すべてお見通しってことかい。なら、しょうがない。あたしも〝黄こ金がね虫むしの〟キンゾウと呼よばれた男よ。腹は決めたよ」と頭を上げます。

オトハ：むっ？

ＧＭ：「お前ら、最近流行している、おんみつ姫の偽物だね？」

オトハ：お前が流行はやらせたんじゃろが～!!（一同笑）

リン：少なくとも、辻斬りおんみつ姫はこいつの差し金ですね。

ＧＭ：「たとえそうであっても、印籠さえ奪うばってしまえば偽物のひとり！」

チンエン：おっ、こいついいところを突ついてきたな！（笑）

オトハ：口で言ってもわからぬか？　ならば剣けんで成敗いたす！

ＧＭ：「ほほう、やるっていうのかい。この最強の金蔵の前に」

一同：最強の金蔵!?（一同笑）

ユーノス：金蔵が最強ってどういう意味ですか？

リン：さあ？（笑）

ＧＭ：キンゾウは、積み上げられた千両箱にぴょーんと飛び乗り「この五〇万Ｇと金蔵がお前たちの相手だ！」と叫びます。すると、ゴゴゴゴッ……と、金蔵全体が震しん動どうし、でかい金庫からがきょーんと巨きよ大だいなアームが出しゆつ現げんします！

ユーノス：……つまり、戦闘用金蔵!?

ＧＭ：「見よ！　これぞ戦う金蔵……戦闘用金蔵ゴーレム!!」さらに無数のビットを展開！

ユーノス：そんなもんまで……（笑）。




　巨大なふたつのアームは腕を、赤く光るコアはひとつ目を。

　金蔵にもかかわらず、それらが動くとひとつ目の巨きよ人じんを思わせた。

　それを守るように浮うかぶ、無数のビット。

　これこそがキンゾウ自じ慢まんの戦う金蔵……金蔵ゴーレムであった。




ＧＭ：というわけで、クライマックスフェイズとなります！

オトハ：よおし。おんみつ姫、いざ参る！







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆激げき闘とう！　戦う金かね蔵ぐらＶＳおんみつ姫ひめ




　巨きよ大だいなアームを振ふり立たてて、オトハたちを潰つぶそうとする金蔵ゴーレム。

　その鉄の腕うでに守られたキンゾウは、金の力を誇こ示じしている。

　だが、オトハは……おんみつ姫は金の力なんかには負けられないのだ！




ＧＭ：では、クライマックス。場所は引き続き金蔵の中です。皆みなさんの目の前には、まずキンゾウ、そして巨大アームをがっきょんがっきょんさせている金蔵ゴーレム。そして、金蔵ゴーレムが発進させた数々のビットが浮ふ遊ゆうしているという状じよう態たい。

オトハ：おキツはもう大だい丈じよう夫ぶじゃな？

ＧＭ：ユーノスが逃にがしましたから、その後は自力で避ひ難なんしてます。

オトハ：うん、なら安心じゃ。

ＧＭ：では、戦せん闘とうに移うつります。




▼第１ラウンド

ＧＭ：戦闘配置ですが、まずＰＣのエンゲージから五メートル先にビットのモブが三グループのエンゲージ、そこから五メートル先……つまり、ＰＣから一〇メートル先にキンゾウと金蔵ゴーレムのエンゲージがあります。

オトハ：まずは、目の前のビットを片かたづけるのが先じゃな。

ＧＭ：では、【行こう動どう値ち】の申告。まずキンゾウですが23もある。

一同：はええ!?

ＧＭ：金蔵ゴーレムが10。ビットは20です。




・行動値

キンゾウ　　　　23

ビット×３　　　20

ユーノス　　　　12

リン　　　　　　12

チンエン　　　　10

オトハ　　　　　10

金蔵ゴーレム　　10

[image: ]




ＧＭ：それでは、セットアップ。キンゾウは、《ゴールドタワー》というオリジナルのスキルを宣せん言げん。じゃらじゃらと金貨の塔とうが出しゆつ現げんします。

ユーノス：な、なんだそれは？

オトハ：そんなもの出してどうするつもりじゃ！

ＧＭ：これはキンゾウのいるエンゲージに【ＨＰ】[image: ]のオブジェクトとして配置します。このオブジェクトがある間、ＰＣ全員の判はん定ていにマイナス１Ｄ。

ユーノス：それは、金の力でボクたちの力が封ふうじられているということ!?

ＧＭ：そのとおり！　「うわはははは、これが金の力だ！」と、キンゾウが高笑いすると、黄金の輝かがやきが皆みなさんの心を浅ましくさせます（笑）。

[image: ]

オトハ：あ、浅ましくなんかならんのじゃ！

リン：そうです、あの金貨のタワーを崩くずしてしまえば！

ＧＭ：ちなみに、このスキルを使うと金蔵ゴーレムの所持金が五万Ｇ消費されます。この金蔵には五〇万Ｇがあります。

チンエン：こいつ金を消費して戦闘するタイプか！

ユーノス：文字どおり、金の力で攻こう撃げきしてくるんですね（笑）。

リン：この五〇万Ｇを使い切った場合、本当になくなってしまうのですか？

ＧＭ：金は消費されますが、キンゾウから取り返す五〇万Ｇはなくならないのでご安心を。で、次。ビットはセットアップで使うものはありません。

ユーノス：では、ボクは《クイックソング》からの《エチュード》。呪歌判定は２Ｄになっちゃうんですが（ダイスを振ふる）大だい丈じよう夫ぶ、成功です。ラララ～、お金より愛～♪

リン：これでダメージ＋20。

ＧＭ：「何を言う！　お金にだって愛はある！」

ユーノス：ねえよっ!?（一同笑）

ＧＭ：「家族を愛する者がいる、異い性せいを愛する者がいる、同どう性せいを愛する者がいる。動物を愛する者だってモノを愛する者だっている！　……なのに何故なぜ、お金を愛することを差別するんだ！　愛にはどんな形があってもいいじゃないかっ!?」

ユーノス：あなたの愛の形は迷めい惑わくなんですよ！（一同笑）

オトハ：正しく生きていれば、お金を愛しても構かまわぬが……（笑）。

リン：では、あたしの番ですね《インペレイティブ》（＊）を宣言。《セイクリッドソング》（＊）を使ってから、《チャネリング》（＊）で《セイクリッドダンス》（＊）！　判定は１Ｄ減ってますが（ダイスを振る）ほら平気、成功。

オトハ：わたしは、セットアップはなし。でも、ここでギルドサポートの《陣じん形けい》を宣言じゃ。五メートル先のビットにエンゲージ！

リン：あたしも突つっ込こみます。

ユーノス：そして、ボクとチンエンは多分左右にばっと一メートルずつ離はなれ、エンゲージを切っておきましょう。

チンエン：で、ここでオレは《ファストイート》。魔法の肉にく団だん子ごをむしゃむしゃと。

ＧＭ：では、セットアップ終しゆう了りよう。続きまして【行動値】23のキンゾウから。マイナーで、オリジナルのエネミースキル《ゴールドレイブ》を使います。ぴきーん！　これで、攻撃の対象を四体に変へん更こう、そして金蔵ゴーレムの所持金を三万消費。で、これまたオリジナルのスキル《ゴールドレイン》で、射程一〇メートルの特殊攻撃。命中前に金蔵ゴーレムの所持金を五万Ｇ消費し、金の雨が降ふり注そそぎます。ダメージの有う無むにかかわらず、命中したらバッドステータス［毒（10）］！

リン：［毒（10）］ってことは……クリンナップで50点受けてしまいますよ!?

オトハ：50点!?

ＧＭ：「ははははは！　金は魂たましいをも腐くさらせる毒でもあるんだよ」

チンエン：なら愛するなよそんなもん!?（一同爆ばく笑しよう）

ユーノス：そんな毒も、夢ゆめと希望の前には無力……《インタラプト》！

一同：おおお～っ！

オトハ：ユーノスの歌がお金の毒を消した！

ユーノス：ぽろろーん♪

ＧＭ：行動終了か。では次、ビットです。ビットはムーブアクションで《金蔵チャージ》というオリジナルのスキルを使用します。

一同：《金蔵チャージ》？

ＧＭ：はい、一回につき五万Ｇ金蔵ゴーレムの所持金を増ふやします。

ユーノス：ああ、チャージってそっちか。つまりばら撒まいた金を回かい収しゆうするのか。

ＧＭ：キンゾウが魔ま法ほうの通話機出して「ああー？　甘あまいんだよ！　ちゃんと取り立てんだよ！」とか連れん絡らくすると、ビットの三回分のチャージで一五万Ｇ増える予定です。

オトハ：なんてことじゃ、こいつを倒たおさないと取り立てられて泣く人がいる！

チンエン：しかも金が無む限げんに増ふえていく。ビットからやった方がいいかもしれん。

ＧＭ：では、ビットは普ふ通つうにビームを撃うちます。チンエンに向かってビーム！

チンエン：ほっ、この鋼はがねの肉体にそのようなビームが通用すると思っているのか？

ＧＭ：（ダイスを振る）お、目はいい。命中は27です。

チンエン：あ、もう無理。１Ｄしかないんで避よけようがない。

ＧＭ：（ダイスを振る）58点、〈光〉属ぞく性せい魔法ダメージです。

リン：《プロテクション》！　（ダイスを振る）あら、18点だけ軽けい減げん。

チンエン：27点抜ぬけてきた。大丈夫、まだ生きてる。

ＧＭ：もう一発チンエンに撃うっておくか。《金蔵チャージ》ののち、ビーム！　命中22！

チンエン：避けられん。

ＧＭ：ならば60点！

リン：《プロテクション》をもう一発……19点軽減。

チンエン：くらったのは28点。うん、まだ生きてるぞ。

ＧＭ：ここまで減へらせば次の攻撃にも期待ができる。次、三発目も同じく《金蔵チャージ》ののち、チンエンにビーム！

チンエン：集中攻撃だな。オレを撃っている場合か？

ＧＭ：ここは撃ってる場合とみた。だって、落とせそうだもん！　命中は26です。

チンエン：いいだろう、避けはしない。

ＧＭ：……今度は57点です。

リン：《プロテクション》は……今度は22点軽減。

チンエン：22点ダメージ……うっ、まだ生きてる。

ＧＭ：では、次ですね。ユーノス。

ユーノス：ららら～、とりあえず歌って待機。リンさんどうぞ。

リン：はい。ムーブで離り脱だつ。五メートル先のキンゾウと金蔵ゴーレムにエンゲージ！

ＧＭ：おおー、なるほど。

リン：で、マイナーが使えないから《ペネトレイトブロウ》でキンゾウを攻撃。いきます！（ダイスを振る）　命中は18。１Ｄ減っているから低いですね。

ＧＭ：キンゾウは回かい避ひで３Ｄ振れる！　……が、クラッチクローで結局１Ｄ減っちゃうのか。（ダイスを振る）ぶー、ファンブル!?

リン：ならば、ここで《パニッシャー》。ダメージが増ふえます。さらにフェイトを２点使用して合計71＋４Ｄのダメージロール。けええええっ！　（ダイスを振る）よし、ダメージは86点の防御力無視！

ＧＭ：だが、ここで黄金の輝きがー！　《ゴールドバリア》！

リン：なに!?　お金の輝きが？

ＧＭ：このオリジナルスキル、パッシヴで金蔵ゴーレムの所持金の千分の一だけ、キンゾウが受けるダメージを無む効こう化かします。

チンエン：えっと、今いくらあるんだ？

ＧＭ：五二万Ｇ……[image: ]点まで無効です（笑）。

リン：なんですって!?

ユーノス：これはもう金蔵ゴーレムを狙ねらうしかありませんね。なんていやらしい敵てきだ、戦い方にまでまったく品がない！

ＧＭ：ともかく次です。オトハ、チンエンですね。

チンエン：ここはオレからいこう。まず、ムーブアクションで《ランニングセット》でマイナーの《クラッシュバリア》を使用。で、マイナーで《マジックブラスト》、単体の対象を範はん囲い（選せん択たく）にして《アースバレット》！　フェイトを２点使おう。対象は金蔵ゴーレムとキンゾウ、そして金貨のタワーだ！　（ダイスを振る）命中は33！

ＧＭ：（ダイスを振る）くっ、キンゾウも金蔵ゴーレムも避よけられない。金貨の塔は元よりオブジェクトなので回避せず。

チンエン：よし！

ユーノス：ここは《ディスコード》を乗せましょう。フェイトも３点使って、８Ｄ追加！

ＧＭ：では、ダメージをどうぞ。

チンエン：……オレは94点。

ユーノス：こっちは34点です。

チンエン：……ということは、[image: ]点の〈地〉属性の魔法ダメージ。【魔法防御力】は無視だ。

ＧＭ：[image: ]点以下なのでキンゾウにダメージはいきません。

チンエン：それは想定どおり。金蔵ゴーレムは？

ＧＭ：金蔵ゴーレムはオリジナルのスキル《金蔵コイン》の効果で、ダメージやＨＰロスを受ける代わりにエネミーの所持金が、失われるＨＰ×一〇〇〇Ｇ減げん少しようします。

ユーノス：つまり……一二万八〇〇〇Ｇが吹ふっ飛とぶわけですか（笑）。

リン：金蔵ゴーレムは、所持金がなくなれば死ぬのですね？

ＧＭ：そのとおりです（笑）。で、残り所持金、三九万二〇〇〇Ｇ。

チンエン：ということはあれだ、鉱こう物ぶつ属性の魔法なので、積み上げた金貨が土くれになっていくんだな（笑）。

ＧＭ：で、金貨の塔は【ＨＰ】[image: ]なので吹っ飛びます。「あ、あたしの金がぁぁぁぁっ!?」これで判定へのマイナス１Ｄの効果も無くなります。

チンエン：オレの狙ねらいは、むしろこっちだからな。

リン：では、姫ひめ様さまどうぞ。

オトハ：よし、ムーブでこのビットとエンゲージして、《トルネードブラスト》じゃ！

リン：今回から、命中したらＣＬ＋１以下のレベルのエネミーは戦闘不能、それ以外にはダメージになりました。

オトハ：なので戦闘不能にならなかったときも考えて、マイナーで《スマッシュ》を宣言して攻撃じゃ。（ダイスを振る）うん、命中は35！

ＧＭ：それは高い！　（ダイスを振る）……全員命中です。

リン：これで命中しましたから、戦闘不能になるかどうか。

ＧＭ：ビットは13レベル。なので戦闘不能です！




　羽虫ように群むらがるビットに向かう、オトハ。

　白はく刃じんが一いつ閃せん、二閃と電光石火の早はや業わざでひるがえり、あっという間にすべてを払はらい落とす。

　その業わざ前まえ、見事のひと言に尽つきる。




ＧＭ：チャキンチャキンチャキーン！　あっという間にビットは全ぜん滅めつです。

オトハ：……フッ、つまらぬものを斬きってしまった（笑）。

ＧＭ：では、最後は金蔵ゴーレム。ムーブでスリップを解かい除じよ、マイナーで《スマッシュ》を宣言し、リンに対して《トリプルブロウ》（＊）！　アームがガシャガシャと三回殴なぐってきます。

リン：はい、来なさい！

ＧＭ：まずは一発目！　（ダイスを振る）高い！　４Ｄ振ってダイス目16。命中は31！

リン：それは（ダイスを振る）……クリティカル！

ＧＭ：何!?　やったと思ったら、びきびきびきびきっとアームを止めた！

リン：上じよう段だん回し受けで、払いのけます。

ＧＭ：この巨大なアームを止めただと!?　ならばもう一発！　今度も高い、33！

リン：（ダイスを振る）今度は回避失敗～。

ＧＭ：ふっふっふっ、こっちのダメージロールは75＋７Ｄ！　（ダイスを振る）ぶっ!?　７Ｄ振って１が四つも……。

オトハ：おお、さすがはたんどーさん！　ギャグもダイス目も冴さえてますね！（笑）

ＧＭ：く、くおぉぉぉ～……このイヤミは小島さんが言うと刺ささる！　突つき刺さる！（笑）

チンエン：よくやった、ＧＭの心はボロボロだ。ダイス目にも影えい響きようあるはずだ（笑）。




　ＧＭの心を攻撃しても、ダイス目には影響ないと思います。多分……。




ＧＭ：結局、７Ｄ振って18、ダメージは93点の物理。

リン：……82点くらいました、それを《ソウルバスター》（＊）です！　あたしを殴ってきたアームを掴つかみ、関節を極きめて、えい！

ユーノス：機械の関節を極めた!?

リン：関節があるかぎり、あたしからは逃のがれられない（笑）。

ＧＭ：なので82点もろにくらうのか。このＨＰロスを八万二〇〇〇Ｇの損そん失しつに変へん換かん、えーっと、残り所持金、三一万Ｇ。

オトハ：きっと、リンに極められたアームの修しゆう理り費ひじゃな（笑）。

ＧＭ：では、三発目！　（ダイスを振る）命中は28です。

リン：……ダイス目３、回避失敗。

ＧＭ：叩たたき潰つぶしてやる！　（ダイスを振る）おっ、今度はまずまず。[image: ]点！

リン：さっき82点もくらってますから、それは死んじゃいます。

ユーノス：なら、《蘇そ生せい》ですよオトハさん！

オトハ：うむ、《蘇生》！

リン：これで【ＨＰ】が全ぜん快かい。受けるダメージは【物理防御力】を引いて90点。さらに《プロテクション》……あ、高い。24点軽減。受けたダメージは66点。最初の一いち撃げきをクリティカルしてなかったら、《アフェクション》まで飛んでいましたわ。

ユーノス：では、待機していたボクは《ジョイフルジョイフル》！　オトハさん。この欲よく望ぼうにまみれた醜みにくい金蔵を叩たたき壊こわしてください！

オトハ：うむ、まずムーブで金蔵ゴーレムとキンゾウにエンゲージ。《スマッシュ》《ストラグルクラッシュ》で金蔵ゴーレムを攻撃じゃ！　（ダイスを振る）うー、命中は低めで26。

ＧＭ：（ダイスを振る）それでも、回避は高くないので回避はできませんでした。

オトハ：ではダメージ！　84＋８Ｄで（ダイスを振る）ダイス目30、合計[image: ]点！

ＧＭ：だが、こちらの【物理防ぼう御ぎよ力りよく】が60点あります。受けたダメージは50点。

オトハ：結けつ構こう硬かたいのう。して、残金はいくら？

ＧＭ：二六万Ｇかな。ずいぶん減ったな。「あああああ～、あたしの金があっ!?」と、キンゾウの顔が青くなっていきます。

オトハ：これだけではすまんぞ？　いけ！　（ダイスを振る）クリティカルー!!

一同：おおおおおおおおおお～!!（拍はく手しゆ）

ＧＭ：（思わず立ち上がり）な？　ななななんだと!?

リン：すごい、今日の小島さんは目がいい！

オトハ：えっへっへっへっへっ！　今度は84＋12Ｄでいきます。てーい！　（ダイスを振る）……[image: ]点です！

ＧＭ：67点抜けてきたので六万七〇〇〇Ｇ減へらして、あと一九万三〇〇〇Ｇ。

リン：あと少し！

チンエン：これでラウンド終了か。

ＧＭ：いや、こっちには《アデンダム》がある！

チンエン：追加行動か。

ユーノス：こちらも《アデンダム》（＊）です。ここで金蔵ゴーレムを倒たおすことには意味があるのです。次のセットアップ、さっきの金貨のタワーを出される可か能のう性せいがありますから。

チンエン：そうだな、あれは全員判定にマイナス１Ｄという実にいやなものだった。

ＧＭ：では【行動値】を比較して、キンゾウ、ユーノスの順番で《アデンダム》を適用します。まずはキンゾウから。しかし、金を使うべきか悩なやむ……。

オトハ：ああ、所持金ほとんどないですしね（笑）。

ＧＭ：ここは思い切っていこう。マイナーで《ゴールドレイブ》でまず三万Ｇ。そしてメジャーアクションで《ゴールドレイン》！　おお、合計八万Ｇの消費。残り一一万三〇〇〇Ｇ。「おおおおおっ!?　わたしの金が！　お前たちが早く死なないからっ！」

ユーノス：いや、そんなこと言われましても（笑）。

ＧＭ：「くらえ、金の雨！」命中は29！

ユーノス：ここが撃ち時ですね。《インターフィアレンス》（＊）！　そして《アンプロンプチュ》で判定！　ららら～♪

ＧＭ：「ええい、どんな歌であろうと金の魔ま力りよくの前にはひれ伏ふすのだ！」

ユーノス：果たしてそうかな？　ここは出だし惜おしみしてもしょうがないので、フェイトを３点使ってしまいましょう。（ダイスを振る）よし、達成値は39。

チンエン：お、止めた！

ユーノス：ららら～ら～ら～♪

ＧＭ：「あたしの、あたしの金が……。八万Ｇ分の金の雨なんだぞ！」

ユーノス：ははははは！　ボクの歌は八万Ｇ以上の力があるということです！

ＧＭ：これでキンゾウの《アデンダム》は終了。

ユーノス：というわけでボクの《アデンダム》です。さらに《ジョイフルジョイフル》をチンエンに。（ダイスを振る）判定成功。ここで仕し留とめられなかったら後でひどいですよ（笑）。

チンエン：ふふふ、任まかせておけ。ムーブは《ランニングセット》で《クラッシュバリア》。マイナーで《フードファイト》によって轟ごう炎えん豆どう腐ふを食し、奥おう義ぎ大陸食道楽巡めぐり～！　お前の所持金で思いつくだけの高級料理を片かたっ端ぱしから作り換かえてやる！（一同爆笑）

ＧＭ：「ぎゃあああああ～、やめて～!?」

チンエン：くらえ《アースバレット》！　今は料理の演えん出しゆつに変更してるけどな。（ダイスを振る）23で命中！　いくぞ十じつ徳とく包丁、フルコースの準じゆん備びだ。

ＧＭ：（ダイスを振る）あ……だ、駄だ目めだ。

チンエン：では、ダメージにフェイトを２点突っ込み、81＋12Ｄでいこう。（ダイスを振る）よし、[image: ]点のダメージの【魔法防御力】無視。

ＧＭ：そ、それはすべての金が飛んでいく（笑）。




　熊くまの手の煮に込こみ、フカヒレの姿すがた煮に孔く雀じやく風、伊い勢せエビの炒いため物もの、魚の浮うき袋ぶくろのスープ、子こ豚ぶたの丸焼き、アワビのステーキ、ツバメの巣のデザート等々……。

　チンエンとその弟子十徳包丁たちが、ものすごい勢いきおいでフルコースを仕上げていく。

　高級そうな料理が並ならぶたび、キンゾウの顔が青くなっていくのだった。




チンエン：ダメージ[image: ]点は、一二万六〇〇〇Ｇなり！

ＧＭ：えー、それで金蔵ゴーレムの所持金は吹っ飛びます（一同笑）。

チンエン：明めい朗ろう会計いつもニコニコ現げん金きん払ばらい、ありがとうございましたー！

ユーノス：さすがのキンゾウも、超ちよう高こう級きゆうフルコースは払いきれなかったか（笑）。

ＧＭ：おのれ！　しかし、ここで《ラストアクション》（＊）！

チンエン：むおっ!?

ＧＭ：まずマイナーで《スマッシュ》！　メジャーでオリジナルのエネミースキル《ツインアーム》を宣言。これで二体に白兵攻撃です。対象は、オトハとリン！

チンエン：金蔵ゴーレム最後の攻撃か。

ＧＭ：破壊されながらも……（ダイスを振る）ともかく命中は26！

オトハ：（ダイスを振る）むー、17では避けられぬ。

リン：（ダイスを振る）こちらも15で回避できません。

ＧＭ：ふふん、ならばダメージいきます！

リン：このままだと、あたしは耐たえられないかもしれません。

オトハ：なら、《カバーリング》じゃ。二本とも、わたしが引き受ける！

ＧＭ：「ふん、仲間をかばうなど金にならぬことを！」　（ダイスを振る）おお、６が４つも出ている。ダメージは[image: ]点。

リン：では、あたしはアームの攻撃にフェイト３点を使って《プロテクション》です。……35点軽減！

オトハ：わたしも《トゥルーアイ》を使おう！

ＧＭ：（ダメージを計算して）それなら、オトハは抜けた分を倍にして90点ダメージです。

オトハ：なら、残り【ＨＰ】53点なのじゃ！

ユーノス：ふー、なんとか耐えきった！

ＧＭ：そして、もう残るはキンゾウひとり。というわけで、次のラウンドです。





（＊）《インペレイティブ》　セットアッププロセスのスキルをふたつ使うパラディンのスキル。

（＊）《セイクリッドソング》　カンナギのスキルのコストをマイナスＳＬするカンナギのスキル。

（＊）《チャネリング》　セットアッププロセスで《セイクリッドダンス》を使用するカンナギのスキル。

（＊）《セイクリッドダンス》　判定のダイスを＋１Ｄするカンナギのスキル。

（＊）《トリプルブロウ》　三回攻撃を行なうモンクのスキル。

（＊）《ソウルバスター》　受けたダメージと同じだけ相手にＨＰロスを与えるモンクのスキル。

（＊）《アデンダム》　再行動をするスカウトのスキル。

（＊）《インターフィアレンス》　対象の攻撃と対決を行ない、勝利すると打ち消すスカウトのスキル。

（＊）《ラストアクション》　戦闘不能になると同時に行動するガンスリンガーのスキル。






▼第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：ではセットアップ。でも、セットアップで使えるお金はもうない。キンゾウは血の涙なみだを流し「おおー、よくもあたしの五〇万Ｇを！」と、専せん用ようの黄金の刀を手に取ります。

ユーノス：金は使ってこそですよ、キンゾウさん。

チンエン：てか、こいつまだ自分で戦うのか。

ＧＭ：ちゃんとデータも作ってありますからね。

リン：では、こちらも本気で参りましょうか姫様。

オトハ：うむ、《限げん界かい突とつ破ぱ》じゃ！

ＧＭ：……おお、これで判定＋１Ｄ、ダメージ＋２Ｄ。

ユーノス：ボクは《ファイトソング》（＊）で《インタラプト》復ふつ活かつさせます。

リン：あたしは《インペレイティブ》で、まずは《コンポーズ》です。これで【行動値】＋15。これで27になってキンゾウの先手を取ります。もうひとつは《シャインストライク》。

チンエン：オレはまた《ファストイート》。今度は精霊のサラダを使ってダメージ＋１Ｄ。

オトハ：では、ここで御ご紋もんの印いん籠ろう！　みんなのダメージに＋２Ｄ！

ＧＭ：「あ、あたしが何をしたって言うんだ！」と、キンゾウは自棄やけになって叫さけびます。

オトハ：おぬしは欲よくに負け、人を不幸にした。許ゆるしがたし。

リン：前ぜん巻かんで、姫様はマンゴープリンに目が眩くらみましたが（笑）。

オトハ：しょ、食しよく欲よくはよいのじゃ！　食欲はっ!?（一同爆笑）

ユーノス：まあ、結果振ふり直したわけですし。誰だれも不幸になってませんしね（笑）。

オトハ：そうそう、そのとおりじゃ！

ＧＭ：では、セットアップは終了。リンからです。

リン：いきます。マイナーで《コールゴッド：タケフツ》で、与あたえるバッドステータスは［放心］にしましょう。で、《ペネトレイトブロウ》。今、命中は５Ｄ振れます。（ダイスを振る）命中は20きっかり。

ＧＭ：クラッチクローがあるので、避けられません。

リン：さらに《パニッシャー》を乗せて（ダイスを振る）……[image: ]点の防御力無視ダメージ。

ＧＭ：「ぶひゃ!?」

リン：掌しよう底ていで、衝しよう撃げき波はを内ない臓ぞうに叩たたき込こみます！

ＧＭ：放心を受けてしまった。では、ムーブで刀を抜ぬいて、マイナーで《ソードダンス》（＊）。

リン：踊おどりだした!?（笑）

ＧＭ：「おおおお、金の神様よ！　我われに力を与あたえたまえ～」と奇き妙みような踊りを神に捧ささげ、《ワイドアタック》でオトハとリンを攻撃！　（ダイスを振る）30ちょっきし！

リン：えい！　（ダイスを振る）16で回避失敗。

オトハ：では、《ストライクバック》と《スタイル：シンエイ》！　（ダイスを振る）あ、出た出た、36！　ダメージはなし、そっちが60点のＨＰロスじゃ！

ＧＭ：むおっ!?　では、オトハはダメージなし。というわけで、リンへのダメージ。（ダイスを振る）お？　けっこういいぞ、10Ｄ振って43、ダメージは83点！

リン：うわあ、絶ぜつ妙みよう～！　ちょっきり死にそうなので《アフェクション》！　刀を正せい拳けん突づきで止めます。拳こぶしは砕くだけ、指はあらぬ方向を向いていますが「神様ありがとう、指三本で済すみました」と神に感かん謝しやを。ダメージ０です（笑）。

チンエン：うおお、相変わらず怖えな、リン……。




　さすがは超ちよう実じつ戦せん派は殴なぐり巫女みこ、指の数本捨すてても勝ちを拾いにいく。




ユーノス：では、ボクは待機です。

チンエン：では、オレか。マイナーで《フードファイト》、メジャーで《アースバレット》に、《リゼントメント》（＊）だ。炎ほのおを噴ふくぐらい激げき辛から麻婆まーぼ豆腐を食わせてやる！　……達成値30！

ＧＭ：それはクリティカルしか（ダイスを振る）……おおおっ、ダイス目11、惜おしい!?

チンエン：ふう、危あぶなかった！　（ダイスを振る）なら、ダメージは[image: ]点の魔法ダメージだ！　全ぜん身しん全ぜん霊れいで、塵ちりも残さず味わうがいい！　大皿に山やま盛もりの麻婆豆腐を（笑）。

ＧＭ：すると、ぐつぐつ溶よう岩がんのように煮にえたぎった真っ赤な麻婆豆腐を、キンゾウはもしゃもしゃと掻かき込こんでいくわけですね。「ぐわあああ、脳のうが沸ふつ騰とうするくらい辛いっ!?　だが、美味うまいのでやめられない～！」

チンエン：……フッ、これだけ脂あぶらたっぷり刺し激げき物ぶつたっぷりの料理を一気に平らげて、五体満足でいられるかな？

ＧＭ：「ま、まさか、あたしの健康にダメージを!?」健康診しん断だんの結果を想そう像ぞうし、がくがく震ふるえるキンゾウ！

リン：アホか────!?（一同爆笑）

ＧＭ：この歳としになってくると、診断結果見るのも怖こわくなるじゃないですか（笑）。

オトハ：でも、健康へのダメージならたしかに物理も魔法も防御力は関係なさそう（笑）。

チンエン：……で、[image: ]点分を文字どおり食らったわけだが、生きているかね？

ＧＭ：い、生きてはいますとも！　【魔法防御力】10点を引いて[image: ]受けたうえに、［スリップ］してますけどね。

チンエン：では、オトハさん。とどめを刺さしてやってくれ。

オトハ：よし、覚かく悟ごするがよい、キンゾウ！　《ファストセット》で、《スマッシュ》《レイジ》、《限界突破》があるから５Ｄで命中判定じゃ。《ストラグルクラッシュ》で、そんでもってさらに《ボルテクスアタック》（＊）！　おりゃ！（ダイスを振る）

リン：ああ[image: ]!?

オトハ：ちょっ、なんじゃこの目は～!?（一同笑）

チンエン：１、１、１、１、５（笑）。

ＧＭ：やった！　やっぱりオトハさんはこっち側だと信じてましたよ！

オトハ：ち、ちがうもん！　もうファンブル侍ざむらいじゃないもーん!?（笑）

リン：姫様、そこで《バトルコンプリート》ですよ！




《バトルコンプリート》

　判定の直後に使用。攻撃の命中判定を振り直すウォーロードのスキル。




オトハ：《バトルコンプリート》で振り直し！　ほら、今度は16なのじゃ。命中は32！

ＧＭ：喜びは、束つかの間まだった（笑）。もう避よけようがないです。

オトハ：（ダイスを振る）[image: ]点！

ＧＭ：……とりあえず合計で[image: ]点くらってますが、まだ立っています。

オトハ：では二発目。36で命中！

ＧＭ：避けられない。「……あたしは、人生をどこで間ま違ちがえたのだろうか？」

ユーノス：ウサ耳小こ僧ぞうを裏うら切ぎった時点で終わっていたのですよ。

オトハ：ならば、この剣けんを受けて生まれ変わるがいい───。




　ウサ耳小僧を裏切り、五〇万Ｇをせしめた稀き代たいの悪あく党とう〝黄こ金がね虫むしの〟キンゾウ。

　金の魔力に魅み入いられたこの男を待っていたのは、稼かせいでも稼いでも欲ほしくなる無む間げん地じ獄ごく。

　金、金、金と……金の亡もう者じやとなったキンゾウに下すのは、おんみつ姫の破は邪じやの一刀。

　裂れつ帛ぱくの気合いを込こめて、オトハは剣を振ふり下おろす───。




ユーノス：さらに弔とむらいの《ディスコード》！　フェイトも３点使いましょう……＋29で。

オトハ：（ダイスを振る）[image: ]点、足すことの29で……[image: ]です!!

ＧＭ：[image: ]!?　そりゃもう金への執しゆう着ちやくも吹ふっ飛とんで、五六億七〇〇〇万年の彼方かなたを放ほう浪ろうするような気持ちになりますよ、ええ。

ユーノス：どういう意味だよ（笑）。

リン：まあ、とにかくすごいってことなんでしょう（笑）。

ＧＭ：キンゾウは、ばたーんと倒たおれ「……ああ、何故自分は生まれてきたのだろう？　金、人間、そして自分。一体、なんなんだろう……？」と呟つぶやき、やがて気を失います。

ユーノス：あまりのダメージに、哲てつ学がく的てき思考に陥おちいっているようですね（笑）。

チンエン：ともかく、これでオレたちの勝ちか。

ＧＭ：では、そうすると遠くから「御ご用ようだ、御用だ」という声とともに、御ご用よう提ぢよう灯ちん持ったウツミヤの捕とり方かたたちがやってくるようです。

ユーノス：騒さわぎを聞きつけたようですね。

チンエン：まあ、後はアヤメ姫に任まかせれば悪いようにはならんだろう。

オトハ：そうじゃな。

ユーノス：じゃあ、おキツさんの手を引いていきましょうか。

ＧＭ：じゃ、「う、うん……」と照れながらユーノスの手を取ります。

リン：では、姫様。

オトハ：うむ、これにて一件けん落着───!!





（＊）《ファイトソング》　スキルの使用回数を一回分増やすバードのスキル。

（＊）《ソードダンス》　ダメージに＋【敏捷】するダンサーのスキル。

（＊）《リゼントメント》　ダメージに［キャラクラーレベル×10］するメイジのスキル。

（＊）《ボルテクスアタック》　ダメージに［キャラクターレベル×10］するウォーリアのスキル。









ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆一〇〇万Ｇの後始末




〝黄金虫の〟キンゾウは、あえなくお縄なわとなった。

　ウツミヤに巣くっていた悪の芽は消え去り、ウサ耳小僧の無念も晴れた。

　しかし、おキツが盗ぬすみを働いたのも事実。

　さてさて、おんみつ姫の裁さばきは如何いかに？




ＧＭ：では、エンディングに移うつろうと思います。一件落着という形ですね。キンゾウ旅館から逃にげ出だし、おキツを連れてウサギ屋に帰ってきたところですかね。

オトハ：キンゾウが持ち出した、ウサ耳小僧の五〇万Ｇは？

ＧＭ：回収できますよ。金蔵ゴーレムのスキルで消費しましたが、あくまでも担たん保ぽであってなくなるわけじゃないです。キンゾウが五〇万Ｇ借金したことになりますが。

オトハ：なるほど（笑）。

チンエン：で、おキツは？

ＧＭ：そうすると、おキツは「ご、ごめんなさい！　タイクーン様の妹君だとはつゆ知らず、印いん籠ろうを盗ぬすんでしまって！」とその場で膝ひざをついて頭を下げます。で、妹のおカヨもやってきて「姉を許してあげてください！　悪気はなかったんです」と一いつ緒しよに頭を下げます。

オトハ：麗うるわしの姉妹愛じゃな。

チンエン：うーん。

ＧＭ：おや、どうしましたチンエンさん？

チンエン：やはり、妹がすべてを仕組んだように思えてな（一同笑）。

ＧＭ：それ、おカヨはドキッとして顔上げられなくなっちゃうじゃないですか（笑）。

オトハ：黒くない、妹は黒くないぞー（笑）。

チンエン：「すべては姉がいけないんです」（一同爆笑）

ＧＭ：だから言いませんよそんなこと!?

リン：どうしても、妹を黒くしたいようですね（笑）。

チンエン：いやあ、つい（笑）。

ＧＭ：ともかく、おキツは「みんな、あたしが悪かったんです、どうしても、父の無念を晴らしたくて」と神しん妙みようにしています。

オトハ：その心意気はよくわかる、が……。

ユーノス：まあ、そうは言っても盗みは盗みですからね。

オトハ：そこなのじゃ。どうしたものか。

リン：そこは、姫様が思うようにお沙さ汰たを下せばよいと思います。

オトハ：（少し考えて）……うむ。では、〝白ウサギの〟おキツ、沙汰を下す。

ＧＭ：「はっ、はい！」

オトハ：父の無念を晴らしたいとはいえ盗みは盗み。これはよくないことじゃ。が───。

一同：……が？

オトハ：おぬしはわたしが落とした印籠を届とどけてくれた。それに免めんじて今回は不問に処しよす！

一同：おおおおお～！

ユーノス：なるほど、印籠はあくまでも落としたものを届けてくれたと！

リン：印籠を悪事に利用したわけではありませんから、それもいいでしょう。

オトハ：これで盗みから足を洗あらい、今日からはしっかり働くようにな。

ＧＭ：「は、はいっ！」とおキツはしっかりと返事をします。

ユーノス：おキツさん、よかったですね。と手を差さし伸のべ。

チンエン：おお、いいシーン。

オトハ：（にっこり微笑ほほえみながら）これでよいかの、リン。

リン：見事なお裁きでございます、姫様。

ＧＭ：おキツはユーノスの手を取って立ち上がります。妹のおカヨも「なんという温おん情じようでございましょう」と、ちょっと目に涙を浮うかべながら。

オトハ：よかった、妹は黒くない（笑）。

ＧＭ：ちゃんと純じゆん真しんな子なんですから、ええ。

ユーノス：そういえば、結局ウサ耳小僧の残り五〇万Ｇはどこに？

ＧＭ：そうすると「こちらです」と、案内してくれます。




　ウサ耳姉妹が案内したのは、海岸沿ぞいにある洞どう窟くつだった。

　その奥おくに、千両箱が山と積まれていた。

　これこそ伝説の義ぎ賊ぞくウサ耳小僧が隠かくした五〇万Ｇである。




ＧＭ：洞窟の奥に眠ねむる千両箱の山を指差し「父が盗ぬすみ出だしたものです」と。

ユーノス：さすがは伝説の義賊。

チンエン：貧しいのに、このカネに手をつけなかったウサ耳姉妹も偉いじゃあないか。

リン：そうですね。

オトハ：どうしよう、これ？

ＧＭ：そこはオトハさんの一いち存ぞんに任まかせます。

オトハ：なら、このお金はアヤメ姫に届とどけよう。

ユーノス：そうですね、それが一番有ゆう効こうに使ってもらえますね。

ＧＭ：では、後日ウツミヤのお城しろの方に届とどけるということで。

リン：これで、ウサ耳姉妹の件は片かたづきましたね。

オトハ：うむ。

チンエン：あと、なんかあったっけ？

ユーノス：知ち賢けん玉ぎよくがウツミヤ藩はんにあるということだったはず。

オトハ：そうだった、すっかり忘わすれていた（笑）。

チンエン：でも、タイクーンの病気は治っちゃったんだろ？　今いま更さらそんなもんいるのか？

ユーノス：それについては、例の仮か面めん料理人がなんか言ってましたが。

チンエン：ああ、あいつか（笑）。そういえば言ってたな。

オトハ：じゃあ、まずアヤメ姫に会ってそのことを聞こう。一〇〇万Ｇのこともあるし。

リン：そうですね。

ＧＭ：では、次はそういうシーンにしますね。







◆Ending 02◆家か宝ほうはいずこへ？




　オトハたちはウツミヤの城へ一〇〇万Ｇを届け、その裁さい可かに任まかせることにした。

　城の応おう接せつ間まで、アヤメ姫から感謝の言葉を受ける。

　嬉うれしい言葉だが、聞かねばならぬことがあった。




ＧＭ：では、シーンを始めます。場所は、ウツミヤ城の応接間。すでにアヤメ姫に事じ情じようを話して一〇〇万Ｇを引ひき渡わたし、皆で面会しているところです。

オトハ：なるほど。

リン：というわけでございます。どうか一〇〇万Ｇをお預あずかりください。

ＧＭ：「わかりました。たしかにお預かりします」

オトハ：で、知賢玉なのじゃが。

ＧＭ：「おっしゃるとおり、父から聞くとウツミヤの藩はん祖そは初代タイクーン様とともにタマモを封ふうじる戦いに加わっていたそうです」

オトハ：おお、やはり！

ＧＭ：「それ以来、知賢玉は当家の家宝として代々受うけ継つがれてきたとのことです」

チンエン：サクザと仮面料理人が言ってるとおりなんだな。

ユーノス：仮面料理人、なんでこのこと知ってたんですかね？

チンエン：さあ？　なんかタマモには関係あるっぽいが。

リン：で、知賢玉は今はどこに？

ＧＭ：「……それが。我わが父タカノシンは、例の仕し掛かけを作るための資し金きんを稼かせぐために売っ払ってしまいまして」

一同：えええええええええ～っ!?（一同爆笑）

オトハ：そんな大事なものを!?

チンエン：何やってんだよあの親父おやじ！（笑）

ユーノス：ほんと、ろくでもない（笑）。

オトハ：ホーックックッと面おも白しろい笑い方をするだけだと思っていたのになー。

ＧＭ：あんたは面白さに気づかなかったでしょおおおおおっ!!（一同大だい爆ばく笑しよう）

チンエン：見事にギャグをスルーしたからな。

オトハ：そうであった。えへへ（笑）。

ユーノス：たんどー君の叫びに、喩たとえようもない哀かなしみがこもっていた（笑）。

ＧＭ：あのとき受けた傷きずは心の深い部分に達しましたからね（笑）。

リン：で、その父上は？

ＧＭ：「そのう、あの様子なので事情を聞くわけには……」とアヤメ姫が指差すと、縁えん側がわに座すわってぼーっと空を飛ぶ鷹たかを眺ながめているタカノシンが（笑）。

オトハ：こ、これは……。

リン：まあ、そんな調子だと強く問とい質ただすわけにはいきませんね（笑）。

オトハ：でも、一体どこに売うり払はらったのじゃ？

ＧＭ：「それが、商人の手を転々と渡わたったようで、わたくしも調べてみたのですが、行方ゆくえまでは追うことができませんでした。申もうし訳わけありません」

オトハ：いや、アヤメ姫が悪いのではない。

リン：急いで知賢玉の行方を追わねば。

ＧＭ：ともかく、ここでの情じよう報ほうは以上になります。

オトハ：では、去るとしようか。ながらくお邪じや魔ました。

ＧＭ：「いえいえ、お気になさらず」

リン：今後、謎なぞのクノイチとしての活動はお控ひかえなさった方がよろしいかと思います（笑）。

ＧＭ：「は、はい。謎のクノイチ二号は封ふう印いんということで」（笑）

リン：……この調子ですと、Ｖ３とかで出てきそう。

チンエン：あとは、お父さんを大事にな（笑）。

ＧＭ：では、シーンを終了します。







◆Ending 03◆仮面料理人の正体？




　浜はま辺べの砂すなは、夕ゆう陽ひによってすべて朱しゆ色いろに染そまっていた。

　あれだけ賑にぎわっていた砂浜も、今は静かである。

　そこの海の家で、仮面料理人は旅の支し度たくを始めていた。




ＧＭ：では、次はチンエンのエンディングとします。

チンエン：おや、ワタシか。どういうシーン？

ＧＭ：仮面料理人とのやりとりにしようかと。

チンエン：ああ、それはちょうどよかった。いろいろ聞きたいこともあるしな。

ＧＭ：夕方の海辺。ウサ耳姉妹の海の家ですね。一面が朱色に染まり、昼間は大おお勢ぜいいた客も引き上げて人ひと気けもなく、波の音とウミネコの鳴く声が聞こえてきます。

オトハ：あ～、なんだかもの悲しい光景じゃな。

ＧＭ：そこで、仮面両人が荷に造づくりをしています。

ユーノス：おや、旅にでも出るのですかね？

チンエン：では、そこに登場だ。ちゃんとメガネもかけてな。

リン：夕陽をバックに歩いてくる感じですね。

チンエン：どこへ行く気だ？

ＧＭ：では、仮面料理人は手を止めて答えます。「ここでの用は済すんだ。さて、次は風の向くまま気の向くまま」と答えます。

チンエン：はぐらかすのはやめてもらおう。お前は、オレたちが太陽石を得ようとしたときに現あらわれた。そして今度は知賢玉がこの地にあることを知っていた───。

ＧＭ：「…………」仮面料理人は、沈ちん黙もくしてチンエンの言葉を聞いています。

チンエン：太陽石、知賢玉……どちらも魔ま獣じゆうタマモを封じるのに必要だと言われる宝ほう石せきだ。貴き様さま、タマモに関かかわっているな？

ＧＭ：「フッ、勘かんにしてはまあまあだな」

チンエン：勘ではない！　推すい理りだ！

ユーノス：でも、まあまあって言っているってことは、認みとめているってことですよ。

チンエン：まあいい。つまり、お前の行く先には知賢玉がある。そうだな？

オトハ：あっ、そうか。仮面料理人はふたつの宝石の時に出てきたから、次にこいつが行くところに知賢玉があるかもしれないんだ！

チンエン：そういうこと。

ユーノス：やりますね、チンエンさん。

ＧＭ：「ふん、つきまとわれては迷惑だ───」

チンエン：お前がつきまとってるんじゃねえか！（一同笑）

ユーノス：まあ、そのとおり（笑）。

ＧＭ：「いいだろう、知賢玉の在あり処かを教えてやる」

チンエン：───何!?

ユーノス：売っ払われて、転々としているという話でしたが。

ＧＭ：「知賢玉はウツミヤ藩から離はなれたのち、数々の人の手を得て最終的にはオオドの豪ごう商しようエチゴ屋の手に渡ったのだ」

一同：なんだってー!?（笑）




エチゴ屋キュウベエ

　一巻かん第一話に登場した豪商。普ふ請しん奉ぶ行ぎようと組んで甘い汁しるを啜すすっていた。実は裏社会でも名を馳はせた凄すご腕うでのガンスリンガーでもあった。




ユーノス：あのオリジナリティ溢あふれるエチゴ屋、そんなことに関わっていたのですか。

リン：でも、エチゴ屋ってお取とり潰つぶしですよね？　……あっ！

オトハ：む、どうしたのじゃ、リン？

リン：エチゴ屋を取り潰して家か財ざいを調ちよう査さしたのは、知ち恵えサダですよ！

オトハ：えっ？　ああっ!?

リン：（一巻を開き）ほら、エンディングのマスターシーンで箱を見つけて「これが、例のものか……」とか、意味深なことを言ってますよ。

ユーノス：じゃあ、今知賢玉は知恵サダの手に？

チンエン：どういうことだ、仮面！

ＧＭ：「仮面とか略りやくすんじゃない。失礼じゃないか」

チンエン：細かいことは気にするな。

ＧＭ：もう自分が仮面の美形やるときはカッコつけるのに～（笑）。

チンエン：やかましい（笑）。




　チンエンを演えんじる菊きく池ちたけしは、ヘンな仮面や美形のＮＰＣを演じさせれば右に出る者はいないというＧＭなのである。




ＧＭ：「そう、エチゴ屋は手入れを受け、その財ざいはマツヒラ・サダノブが回収した。まっ、知賢玉が彼かれの手にあるかどうかは、想像の範はん疇ちゆうだがな」

チンエン：そうか……。

ＧＭ：「さて、行くとしようか」仮面料理人は、荷物を背せ負おって去ろうとします。

チンエン：最後にもうひとつ聞かせてもらおう───。

ＧＭ：すると、仮面料理人は立ち止まります。

チンエン：あなたは、兄者ではないのか？

ＧＭ：では、仮面料理人は振ふり向むかずにこう言います。「弟が大たい義ぎを追ってるときに、手助けをせず見ているだけの男が、兄のはずなかろう───」と。

チンエン：む！

ユーノス：……これは、兄であることを否ひ定ていした？

リン：いえ、不ふ甲が斐いない自分には兄を名乗る資し格かくはない……そう言っているようにも聞こえますよ。

オトハ：なんとも意味深な……。

チンエン：では、夕陽の中で去っていくヤツの背せ中なかを見送っていよう。

ユーノス：また、どこかで会うかもしれませんね。

ＧＭ：仮面料理人は夕陽の中へ去っていく。シーン終了。







◆Ending 04◆夏の空が呼よんでいる




　抜ぬけるように青い空に、もくもくと入道雲が浮うかんでいる。

　思わぬ夏休みだったが、それも終わりウツミヤ藩を旅立つときが来た。

　それはまた、短い恋こいの終わりでもあった。




ＧＭ：では、最後のシーンです。ウツミヤ藩での夏休みを終えてこれから旅立とうというところ。街かい道どうですね。夏の空は晴はれ渡わたり、入道雲がもくもくと浮かんでいます。

リン：しかし、思わぬ夏休みでした（笑）。

ユーノス：偽にせ物ものやら金の亡もう者じややら、ほんと濃こい連中ばっかりでした。

チンエン：いつものことだがな（笑）。

ＧＭ：皆さんが旅立とうとすると、ウサ耳姉妹が見送りにやってきます。

オトハ：おっ、ウサ耳姉妹。

ＧＭ：特に〝白ウサギの〟おキツが、「待ってよユーノス！」と息を切らして。

オトハ：ああ～、夏だし！

ＧＭ：そう、まさに夏（笑）。

ユーノス：おキツさん、ボクは旅人なのです。行かねばなりません。

ＧＭ：「行っちゃうの？　ひどいじゃない、あたしの心を勝手にノックしたくせに！」

一同：（にやにや笑ってる）

オトハ：な、なんか。こういうの、かゆいな～（笑）。

リン：まっ、見守ってましょう。

ＧＭ：「あたしの心は宙ちゆうぶらりんだよ。夏の海に浮うかぶクラゲみたいにさ……」

ユーノス：あなたはウサギ。どこまでも跳とんでいける。クラゲなんかじゃ、ありませんよ。

チンエン：なんだこのセリフの応おう酬しゆうは！（一同笑）

ユーノス：（まったく気にせず）あなたは、心を閉とざして自由に跳べないウサギだった。だから、ボクはあなたの心をノックした。でも、ボクはもっと高く飛ばなければならないのです。何故なぜならそう、ボクは夢と希望を届ける天使だから───。

オトハ：天使きたー（笑）。

ユーノス：だから、一いつ緒しよにはいられないのです。

ＧＭ：「……天使だなんて、冗じよう談だんばっかり。あたし、あんたがいれば、もっとちゃんとやっていける気がするんだよ」

ユーノス：大だい丈じよう夫ぶ。あなたには、妹さんがいるじゃないですか。姉妹力を合わせれば、どんな壁かべも乗のり越こえられます。ボクは、この目で実例を見たことがある！

一同：おおお～。

ユーノス：あなたはもうウサ耳小僧じゃない。普通の女の子です。これから、いろんな出会いがあるでしょう。あなたは、あなたの幸せを見つけてください。

ＧＭ：「あたしの、幸せ……？」ここで、波がざざ～ん。

オトハ：とくん！

リン：高鳴った！

ユーノス：きっとお父さんもそれを望んでいますよ。

ＧＭ：「……ふん。ウサギは、次の恋に向かって跳はねていっちゃうんだからね！」と明らかに強がった言い方で返します。

ユーノス：ええ、それでいいんです。ボクとのことは泡沫うたかたの夢と思ってください……。

オトハ：良いのかユーノス？　なんなら、ここに残っても良いのだぞ？

ユーノス：ボクは風ふう来らい坊ぼうの吟ぎん遊ゆう詩人。そんなのと一緒に旅をしては、危き険けんが多すぎますよ。

オトハ：そうかぁ……。

ＧＭ：では、おキツは去り行くユーノスに呼よびかけます。「たまに顔を見せに来るくらいなら許してやるから！　そんときはウチに泊とまってきなよ！」

ユーノス：ええ、また、いつか！




　熱く激はげしく儚はかない夏の恋は、終わった。

　あとに残るのは、仄ほのかな残り火。

　恋こい人びとたちは、そのかすかなぬくもりを胸むねに、明日へ向かって生きてゆく。




ＧＭ：と、ユーノスは空に帰っていった。

ユーノス：いや、一緒に旅しますって！　飛んだのは、雰ふん囲い気き！　雰囲気重じゆう視し！

オトハ：では、わたしらも帰るとしよう！




　降ってわいた、夏休み。久ひさしぶりのウツミヤで、またまた悪党始末のオトハたち。

　世間は夏休みだと言うけれど、悪いお人は休んじゃくれぬ。

　金の亡者に偽物に。ウサギ姉妹にウサ耳小僧。いろいろあって七しち転てん八ばつ倒とう快かい刀とう乱らん麻ま。

　雲を見上げにっこりと、微笑む笑え顔がおは一〇〇万Ｇ。

　最後にひと言。だって夏だし、おんみつ姫だし───。
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ＧＭ：……と、本日はここまで。

一同：お疲つかれ様でーす。

チンエン：ところで気になることがあるんだが、たんどー君。

ＧＭ：な、なんでしょうか？

チンエン：ポロリはどうなったんだね？（笑）

ＧＭ：へ？　あっ、う!?　いやその……。

オトハ：そう、ポロリですよポロリ！　ポロリはどこいったんですか！

ＧＭ：……ああ、セッションの中だけじゃなくて本当に夏休みがほしい!!

チンエン：お、おお……？

ＧＭ：（ぽんと膝を打ちつつ）……と！

一同：と？




「───本音がポロリ！」




一同：本音か──────っ!?（爆笑）

ＧＭ：……おあとがよろしいようで。きりっ。

チンエン：きりっ、じゃねえよ!?（一同笑）




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』

第五話「ドキッ、おんみつ姫だらけの夏休み」

─完─
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◆Preplay 01◆佳か境きように向けて




　前回第五話は、夏休みのお話であった。

　佳境に向けて物語が動き出す前に、ちょっと息いき抜ぬきというシナリオだ。

　一度緩ゆるめてから、急に動かす。ストーリーに緩かん急きゆうがあった方が面白いのである。

　つまり今回の第六話は、緩急の〝急〟に当たる。

　佳境に向けて、一気に話が進むシナリオでなければならない。

『ブレイド』は、オトハが世直しを行なうことを表のテーマとしつつ、タイクーン、アオイ・カゲユキを苛さいなむ呪のろいをもうひとつのテーマにして進んできた。

　これが戦せん乱らんを引き起こすという魔ま獣じゆうタマモによる呪いであり、これを解とくために三つの宝ほう石せきが必要であることも判はん明めいしている。

　タマモの正体について、お気づきの方もおいでだろう。

　あえて、そこはわかりやすく描えがいたつもりである。

　プレイヤーも気づいているはずだ。

　なので、この辺でタマモとの話を一気に進めてしまおう───。

　今回のシナリオはそんな話である。




　さて、そうこうしているうちに第六話の収しゆう録ろく日びがやってきた。

　会議室には、小こ島じまめぐみ、菊きく池ちたけし、久保田悠羅くぼた・ゆうら、田中信二たなか・しんじの、いつもの四人のプレイヤーたちが集まっていた。




ＧＭ：皆みなさんおはようございます。それでは『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』第六話の収録を始めたいと思いまーす。

一同：お願いします！

小島：もう六話目かぁ……（楽しそうに）今日のタイトルはなんでしょう？

ＧＭ：そ、そんなにタイトルが気になるので？

小島：だって、毎回毎回面白いじゃないですか。あまりに面白すぎるんで一回聞いただけで理り解かいできず、聞き直してばっかりですよ、わたし（笑）。

菊池：そういえばそうだな（笑）。毎回ネタまみれだし。

ＧＭ：や、たしかにネタ気味ではありますが、今回は普ふ通つうですよ。

小島：（この世の終わりのような表ひよう情じよう）あ、あぁ～……。

久保田：なんでしょんぼりするんですか（笑）。

小島：あ～……う～……。

田中：そんなに「普通」がイヤなのか（笑）。

菊池：今回はもしかして真面目な話なのか？

ＧＭ：まあ、わりと真面目な……いや、いやいやいや！　いつも真面目ですよ！（一同笑）

菊池：どこがだよ！

小島：たんどーさんが真面目になるわけないじゃないですかぁ～（笑）。

ＧＭ：ひでえ言われようだ（笑）

久保田：ネタばっかりだからね。

田中：前回の話は、正直すまんかったで始まる画期的なシナリオだったよね？（笑）

ＧＭ：いやあ、あれは苦笑いしただけで（笑）。

菊池：（優しい声で）胸むねに手を当てて考えてごらん？　世間に胸を張はれるかい？

ＧＭ：（ものすごく真面目な顔で）たとえネタが入っていても、お天てん道とう様さまに顔向けできないシナリオは作ってはいないつもりです、ええ。

菊池：一いつ瞬しゆん立りつ派ぱなこと言ったと思ったが、誤ご魔ま化かされないぞ（笑）。

ＧＭ：ああもう、では今回予告を読みます。今回予告！




●今回予告

　タイクーン、カゲユキの呪いは解とけた……かに見えた。

　だが、それは違ちがっていた。恐おそろしい呪いが進行していたのだ。

　……正直、遊んでる場合じゃなかったかもしれない。




小島：誰だれっ!?　遊んでたの誰───!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

菊池：別に遊んでたわけではないぞ。たぶん。

田中：一応、ウサ耳姉妹を助けましたし（笑）。




　一路オオドへと引き返すオトハ。

　そこで見たものは、タイクーンの号令のもとに集結する大だい征せい伐ばつの軍ぐん勢ぜいであった。

　戦国の世に翻ほん弄ろうされた、タマ姫ひめの想おもい。

　そして今明かされる歴史の真実。目覚めようとしている者の正体とは？




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』

　第六話「タマモ復ふつ活かつ。愛と恩おん讐しゆうのすえに」

　東方の神しん秘ぴがキミを待つ。




菊池：ほう。戦争が始まろうとしているのか。

小島：タイトルもう一回言ってください、もう一回！

ＧＭ：なんでですか（笑）。今回は真面目なタイトルのつもりですよ？

小島：だって、ヘンなタイトルじゃないから意外で（笑）。

田中：たしかにかっこよさげなタイトル。

小島：でも、「タマモ復活」って言ってましたよね。最終回？

ＧＭ：いや、まだまだ。お楽しみはこれからです。

小島：そうなんですか。で、〝おんしゅう〟って？




　実は、小島さんは几帳面にメモを取っていたりする。




ＧＭ：恩讐、難むずかしい漢字ですからね。恩讐っていうのは恩と恨うらみ、情なさけと仇あだって意味です。『恩讐の彼方かなたに』っていう小説がありますが、これは仇への恨みやわだかまりを超こえて、みんなでトンネルを掘ほっていく話です。

小島：なるほどー。

ＧＭ：では、ハンドアウトを発表しましょう。




◆アオイ・オトハ用ハンドアウト

コネクション：アオイ・カゲユキ　　　関係：兄

　兄にしてタイクーン、アオイ・カゲユキの病びよう状じようは回かい復ふくしていた。しかし、それは本当なのだろうか？　夏休みを終え、一路オオドの城しろへと戻もどるオトハ。

　そこで見たものは、タイクーンの名で発された大征伐に呼こ応おうする者たちであった。

　このままでは、ダイワに大たい乱らんが起きてしまう！




小島（以下、オトハ）：兄上、なんてことを。でも、大征伐が始まっちゃう？

菊池：はて、どこへ攻せめ込こもうとしているんだろう。

久保田：ダイワの北の方とかには、面めん従じゆう腹ふく背はいのダイミョウがたくさんいるんですよ。

田中：中央の目の届かない連中か。

ＧＭ：ですね。そういった連中は自分たちの勢力を拡大するために隙をうかがっています。

オトハ：兄上にとっては目障り……ということ？

ＧＭ：そうですね。完全な敵ではないけど、気を許せる味方でもない。

久保田：ダイワは完全に統とう一いつされていたわけではないからね。

ＧＭ：そうです。戦国の世なので、有力ダイミョウに「お前ここの管領ね」って地位を与あたえる代わりに言うこと聞かせているんですが、それで手なづけられないのもいるわけで。

久保田：まあ、厄介なことになってます。

ＧＭ：事ここに至り、カゲユキは遂に大征伐を決意した様子。

オトハ：大きな戦争が起きるけど、平和のためにってヤツですか。

ＧＭ：まあそうですね。ダイワは今もどこかで戦争が起きていますが、この大征伐はそんなの比じゃないくらいでかい戦争になります。

オトハ：うわぁぁ。戦はいやじゃぁぁぁ。

田中：タイクーンは何を考えてそんなことをしでかすんですかね？

オトハ：ん～……夏だから？（一同爆ばく笑しよう）。




　出兵の夏、征伐の夏。そんなわけはない。




菊池：そんな理由で戦争すんな！（笑）

ＧＭ：なんてことだ。そのひと言のせいでタイクーンが暑さでやられたみたいだ（笑）。

久保田：実じつ際さい、戦国時代だと夏とか春は農のう閑かん期きで戦争多いけどさ。

田中：いやあ、今にこやかな顔で北に向けて歩いていく兵士さんたちの顔が……。

オトハ：「そうだ、戦へ行こう」ってキャッチコピーですね（笑）。

ＧＭ：まあ、オトハのハンドアウトはこんなところです。次、リン。




◆リン用ハンドアウト

コネクション：おババ様　　　関係：師し匠しよう

　あるときはカンナギの師しとして。あるときは米を送ってくれる田舎いなかの母として。陰かげに日向ひなたに、リンを支ささえてくれたおババ様。

　現げん在ざい、おババ様は神しん殿でんに戻もどってタイクーンの呪いについて調べ直しているという。

　大征伐の号令を発し、タイクーンが豹ひよう変へんした今、おババ様なら知ち恵えを貸かしてくれるかもしれない。そんなとき、リンの鼻はな緒おはぷつんと切れるのだった───。




一同：おババ様死んだ──────!?（爆笑）

久保田（以下、リン）：死んだ、これはもう死んだ（笑）。

ＧＭ：いや、別に死んだと決まったわけではありませんよ？　鼻緒が切れただけで。

田中：だって鼻緒が切れたんでしょ？　ウルフマンもロビンマスクも死んだじゃん！

ＧＭ：リンさんは、別にテリーマンじゃないですし（笑）。

菊池：だから『キン肉マン』ネタは今どきわかんないって！

リン：ともかく、おババ様の身に何かが起こったのは、わかりました（笑）。

ＧＭ：次はチンエンのハンドアウトです。

菊池：はいはい。




◆チンエン用ハンドアウト

コネクション：仮か面めん料理人　　　関係：腐くされ縁えん

　仮面料理人……それは、とても気になる人物である。

　一いつ端たんは、その背せ中なかを見送った。だが、また会うことになるだろう。

　その仮面の下の素す顔がおは、もしかしたら……。

　その行動の真意は、今のところ不明だ。気をつけねばならない相手だ。




菊池（以下、チンエン）：またこいつか。

リン：また会うことになるらしいですよ。

チンエン：いいよ、もう（笑）。

田中：でも、意味深なことを言っていたような。

オトハ：そうそう。死んだはずのお兄さんかもしれないし、「背中を見送った」って書いてあるじゃないですか。

チンエン：そうだっけ？（笑）

ＧＭ：もう忘わすれている（笑）。

チンエン：ああ、そういえば知ち賢けん玉ぎよくの在あり処かとか知ってたもんな。

ＧＭ：では次、ユーノスのハンドアウトです。




◆ユーノス・ローリングスター用ハンドアウト

コネクション：マツヒラ・サダノブ　　　関係：いやなヤツ

　マツヒラ・サダノブこと、知恵サダ。何度会っても、嫌いや味みなヤツである。

　夏休みからオオドへ戻ってみれば、タイクーンが反抗的なダイミョウたちを討うつべく、大征伐を行なうという。その命めいをタイクーンに代わって伝えたのが、知恵サダだった。

　しかも、彼かれは三つの宝石のうち、知賢玉を密ひそかに手に入れているらしい。

　きっと、何か裏があるに違ちがいない。




田中（以下、ユーノス）：こっちのコネクションは知恵サダですか。

チンエン：〝関係：いやなヤツ〟ってのもアレだな（笑）。

オトハ：実際、いやなヤツですよあいつ！

ユーノス：そのうえ、なんかやらかすらしいですよ。タイクーンに代わって命令を伝えるというあたりが非ひ常じようにあやしい。知賢玉も手に入れたというし。

オトハ：なんかタマモの手下っぽいのう。

ＧＭ：さあ、どうでしょうね（笑）。

オトハ：くっ、あやしい微笑ほほえみだ（笑）。




●キャラクターの成長報ほう告こく

　ハンドアウトの発表ののちプレイヤーたちは成長作業に取りかかる。成長は次のとおり。




▼アオイ・オトハ（13レベル）の場合

ＧＭ：では、オトハさんから成長報告をお願いします。

オトハ：オトハのクラスはウォーロード／サムライで変わらず。【ＨＰ】[image: ]点、【ＭＰ】86点。スキルは《ハイボルテージ》を４レベルに伸のばしたので、武器攻撃の威い力りよくがさらに上昇♪

ＧＭ：なるほど、他ほかには？

オトハ：クリティカルすると防御力を無視するスキル《バーストスラッシュ》を取得。ただ、条件がクリティカルしなきゃいけないという点が……（笑）。

チンエン：６をふたつ以上出せばいいだけなんだが。

オトハ：……ちょっとダイス仕し込こんどいていいですか？（一同爆笑）

ＧＭ：駄だ目めです（笑）。

オトハ：残念！　……え～、あとは《フルスイング》を取りました。一シーン一回、武器ひとつの攻撃力二倍になるという、素敵なスキル。なお、アイテムは変わりないです。以上ですよー。




▼リン（13レベル）の場合

ＧＭ：次はリンの成長をお願いします。

リン：はい、リンです。パラディン／カンナギでクラスは変わらず。【ＨＰ】[image: ]、【ＭＰ】[image: ]。フェイトを２点上昇させて７となりました。

ＧＭ：そろそろフェイトも伸ばしておきたいタイミングですもんね。

リン：10レベルを超えると、フェイトの上昇も１点から２点になりますからね。

ユーノス：そうそう。

チンエン：『ＡＲ２Ｅ』から［（キャラクターレベル÷10）＋１］点上昇になったからな。

リン：スキルは《パニッシャー》のレベルを上げ、《レギリアス》を新たに取得しました。どちらもパッシブで、命中と防御力が上がってます。




《レギリアス》

【物理防御力】【魔ま法ほう防御力】を＋［ＳＬ×２］するパラディンのスキル。




ＧＭ：固定値ち上あげな感じですね。

リン：あとは、装そう備びとかは特に変更なしですね。

ＧＭ：なるほど。では、こんなところで。




▼チンエン（13レベル）の場合

チンエン：では、ワタシことチンエン。クラスは変わらずソーサラー／チューシ。【ＨＰ】[image: ]、【ＭＰ】[image: ]。新しい技わざは特になし。

ＧＭ：おっ、新しん規き取得スキルなしですか。

チンエン：今まで持っていた三つのスキル《ファストドロウ》《クラッシュバリア》《アンプリフィケイション》のレベルがそれぞれ１ずつ上がったくらいかな。

ＧＭ：でも、それ結けつ構こうでかいなー。

ユーノス：スキルのレベルが伸のびると、地味に強いですからね。

チンエン：装そう備び品ひんも特に変わってはいない。うん、それこそ日焼けしただけ（一同笑）。

リン：じゃ、アロハ着てるっていうのは？

ＧＭ：いや、イラストの指定が難むずかしくなっちゃいますから……（笑）。

チンエン：そうそう、最近筋きん肉にくのお手入れと健康も気になってきたから、食材もローファット、ノンカーボンを心こころ掛がけようかな？　フレーバーを変へん更こうして。

ＧＭ：ああ、魔法の肉にく団だん子ごも魔法のプロテイン団子みたいな方向で。

リン：前回、キンゾウの健康にクリティカルなダメージを与あたえましたからね（笑）。

オトハ：え～、なんか美味おいしくなさそうなのじゃ。

ＧＭ：まあ、美食と健康の両立は難しいですしね（笑）。では、次の方～。




▼ユーノス・ローリングスター（13レベル）の場合

ユーノス：はい。ユーノス・ローリングスターです。クラスは変わらずバード／スカウト。【ＨＰ】[image: ]、【ＭＰ】[image: ]。スキルですが、リビルドで後回しにしていた《ハードマインド》（＊）を取得しました。さらに、《アキュレイト》を新規に取得。これで手先が器用に！




《アキュレイト》

【器用】で行なう判はん定ていに＋１Ｄするスカウトのスキル。




オトハ：つまり、手に職しよくをつけたということ？

ＧＭ：ああ、とうとう現げん実じつを見て新しい職を探さがすために……（一同笑）。

ユーノス：違ちがう違う！　日ひ頃ごろからやってる早はや弾びきの特訓の成果ですよ。

チンエン：でも、このスキルってトラップ解かい除じよや鍵かぎ開けにも有ゆう効こうなんだよね。どっちかっていうと、とうとうピッキングの技ぎ術じゆつを身につけたみたいだよな（笑）。

ユーノス：そしてフェイトを伸ばし、合計11点！　装備は変化なしです。

ＧＭ：着実にフェイトを伸ばしますね～。では、皆さん、こんなところですね。





（＊）《ハードマインド》　【精神】判定の達成値に＋２するドゥアンの種族スキル。
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●ギルドサポートの決定

ＧＭ：えー、キャラクターの成長も終わりましたのでギルドサポートの決定にいきます。

リン：はい、今回で我々〝烈れつ風ぷう!!　世直し隊〟はレベルが一個こ上がりまして、レベル８になりました～。ぱぱ～ん♪

一同：（拍手しながら）ぱぱ～ん♪

オトハ：嬉うれしいな～。じゃあ、何を取ろうかな？

ユーノス：持ってけるサポートのレベル合計は、ギルドの一番高いＰＣのレベルまで……つまり13ですね。

オトハ：全部は持っていけないのう。

リン：ここは、軽めに１レベルのものを取るのがいいですよ。

チンエン：う～ん、そうだな。




　皆でギルドサポートの項こう目もくを、どれを取得しようかと眺ながめていると───。




リン：あっ、これなんてどうでしょう？　《料理人》。

チンエン：料理人？　このギルドに料理人はふたりもいらんぞ！

リン：何言ってるんですか。あなたが演えん出しゆつで一〇人ぐらい余よ計けいに出したでしょ！（笑）

チンエン：へ？　（しばし考える）……あっ、十じつ徳とく包丁な。そうそう、私わたしの弟で子しのね。

ユーノス：そこ、自分の演出を忘れないように（笑）。

ＧＭ：でも、《料理人》結構強いですよ。食料・料理の効果が＋３です。

チンエン：あれ、ワタシより有ゆう能のうじゃないか？（一同笑）

オトハ：弟子たちすごいな。

リン：ちなみに、これを持っていくと《高機動部隊》がまた持っていけません（笑）。

オトハ：あっ、それは残念じゃのう。

ＧＭ：〝烈風！　世直し隊〟の烈風の部分が（笑）。

チンエン：しかし、食材をバシバシ使うワタシがいると、このギルドサポートは強いな。

リン：思いつきで言っていた、十徳包丁の存そん在ざい感が増ましましたね（笑）。

チンエン：ワタシも皇こう帝てい陛へい下かお墨すみ付つきの料理人。プロデューサー的になってきて自分で料理は作らなくなる。で、有名人相手のときだけ率そつ先せんして作る（一同笑）。

ＧＭ：なんか、傲ごう慢まんな料理人として料理漫画でこき下ろされそうな人だ。




　結局、《料理人》を取得し、今回持っていくギルドサポートは《蘇そ生せい》《陣じん形けい》《祝福》《限げん界かい突とつ破ぱ》《情じよう報ほう網もう》《緊きん急きゆう招しよう集しゆう》《再さい行こう動どう》《料理人》となった。

　この他ほか、買い物等の準じゆん備びを整え、オープニングフェイズに移い行こうするのであった。







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆目覚めよと呼よぶ声あり




　ダイワ群ぐん島とう国を統すべるタイクーン、アオイ・カゲユキの居きよ城じようオオド城じよう。

　その本丸で、カゲユキは眠ねむりについていた。

　すやすやと眠り、ふと夢ゆめを見た。




ＧＭ：では、オープニングを開始します。最初はマスターシーンからとなります。場所はオオドのお城。夜よ更ふけ、カゲユキが寝しん室しつにて眠りの床とこについています。

オトハ：おお、兄上。病気もすっかりよくなったようで。

ユーノス：おかげでボクたちは夏休みを満喫できた（笑）。

ＧＭ：布団ふとんの中ですやすやと寝ね息いきを立てているカゲユキですが、だんだん表情が苦しげになっていき、うなされているようです。

オトハ：ああっ、兄上がうなされている。

ＧＭ：そして、シーンはカゲユキの夢の中───。

オトハ：おっ？

ＧＭ：カゲユキは暗くら闇やみの中をひとりさ迷まよっているのですが……気づくと、矢の刺ささった武む者しやの亡なき骸がらや破れた陣じん幕まく、燃もえ落ちた櫓やぐらなど……いかにも戦せん場じよう跡あとというような光景が広がっています。で、「ここは……」と呟つぶやく。

ユーノス：まさに悪あく夢むですね。

ＧＭ：そして、どこからかこんな声が聞こえてきます。




「め・ざ・め・よ……」




一同：目覚めよ!?（一同笑）

チンエン：何だ何だ、シリアスっぽいぞ（笑）。

ＧＭ：シリアスなんですよ！　こほん、え～、そして、たとえがたい衝しよう動どうが体の底から突つき上あげてくる。どくん───！

オトハ：……と、ときめき？

一同：違うわ───!!（一同爆笑）

ＧＭ：ときめきじゃないです、衝動！　〝とくん〟じゃなくて〝どくん〟ですから！

オトハ：おう、わかったのじゃ。

ＧＭ：すると、足あし下もとから地面を破やぶって巨きよ大だいな手が出しゆつ現げんし、カゲユキを捕とらえてしまいます。「は、放はなせー！」

オトハ：ああ、兄上～!?

ＧＭ：そこでがばっと目を覚ますカゲユキ。「はあ、はあ……」と息も荒あらく、うなされた声を聞きつけた小こ姓しようが襖ふすま越ごしに「上様、いかがいたしましたか！」と声をかけます。「な、何でもない」とカゲユキは答えますが、「うっ……!?」とまた胸を押おさえ始める。

チンエン：おお？

ＧＭ：そして顔を上げた瞬しゆん間かん、表情が今までとは別人のような凶きよう相そうへと変わります。

チンエン：目の下に隈くまができたり目つきが鋭するどくなったり（笑）。

ＧＭ：そして、「……いや、待て」と静かな声で小姓を呼よび止とめます。小姓、「はい？」と聞き返すとひと言。




「戦いくさの支し度たくをせよ───」




一同：戦の支度～!?

オトハ：それ、本当に兄上の言葉なんですか？

ＧＭ：はい。小姓もその言葉を疑うたがい、「い、今なんと……」なんて言うと、カゲユキは枕まくら元もとの刀を手に取り、襖を一いつ刀とう両りよう断だんにします。

オトハ：ええっ!?

ＧＭ：襖がばたんと倒たおれた向こうには、腰こしを抜ぬかした小姓がいます。で、冷たい目で睨にらみつけながら「余よの言葉が聞こえなかったのか」と、ついっと刀を小姓の首に。

チンエン：じゃあ、その小姓が「は、はぁっ！　ただちにっ！」と去っていく。

ＧＭ：はい。で、重臣たちは、「何、戦の支度じゃと……？」と突とつ然ぜんのことに驚おどろき、オオドのお城は大わらわになります。こう、大おお勢ぜいの重臣たちが袴はかまを持ち上げて走り回ったりして。

オトハ：兄上、ご乱心か？　一体どうして……。

チンエン：では、より禍々しい演出を挟もう。枕元に飾かざってあった花が見る見るうちにしおれていって、黒くなってばさりと落ちたりする（笑）。

オトハ：ええっ!?

ＧＭ：いいですね、採用しましょう。たしかに、そんな瘴しよう気きがカゲユキからは放たれています。「ぐ……っ」と苦しみながら、ふらついてはいますが。

リン：これは由々しき事態ですね、姫様。

オトハ：うむ。放ってはおけん！

ＧＭ：いったいなぜカゲユキが豹変したのか？　謎を孕はらみつつ、シーンは終了します。







◆Opening 02◆大だい征せい伐ばつの夏




　オオドへ続く街かい道どうを、オトハたちはのんびりと歩いていた。

　ウツミヤ藩はんでの夏休みを終え、今は帰路についている。

　だが、オオドに近づくにつれ、なにやら騒さわがしいようであった。




ＧＭ：では、次のシーン。カゲユキがそんなことになっているとはつゆ知らず、オトハさんたちは夏休みを満まん喫きつして帰ってくる途と中ちゆうです。

オトハ：わー、楽しい夏休みであった（笑）。

ユーノス：うってかわって能のう天てん気きですね、ボクたち（笑）。

ＧＭ：そう、夏休みがもう終わろうとしている時期。八月最後の週に差さし掛かかったときの切ない気持ちを味わいながら、都のオオドはもう少しってところの街道を歩いています。

オトハ：前回から、どのくらい経たっているの？

ＧＭ：ウツミヤで過すごしたのが、一週間くらい。行って帰ってくる道どう程ていが、一週間くらいとして、約二週間と言うところでしょうか。

オトハ：なるほど。

チンエン：で、ワタシたちはウツミヤ土産みやげなんかを買かい込こんで帰っていると。

リン：そうそう。サクザ殿どのにも、くさやとかそういう土産物を（笑）。

チンエン：くさやかい（笑）。売ってるのか？　まあ、売っていてもいいか。

ＧＭ：そして今、もうそろそろオオドに入ろうかというところです。

オトハ：じゃあ、団子を食べながら歩いてるのじゃ。むしゃむしゃ。

チンエン：せっかくだから、プロテイン団子をお食べ（笑）。

オトハ：タンパクな味で、いかにも旨みがなさそうなのじゃ。

チンエン：だが、筋肉の元になるぞ！　ハッハッハ。

オトハ：チンエン、本当に変わってしまって……（笑）。

ＧＭ：さて。オオドに入ったところで、でかい旗を立てた軍勢がざっざっざっと歩いているのを見かけます。馬に乗って甲かつ冑ちゆうをまとった武者やらが、城の方へ向かっている様子。

チンエン：なんだ、あの軍勢は？

ユーノス：ずいぶん物々しいですねえ。

ＧＭ：そうかと思えば、別の道からも違う旗印の軍勢が、ざっざっざっ。また別の軍勢がざっざっざっと、次々オオドのお城に入にゆう城じようしていきます。

オトハ：どこの軍勢じゃ？

ＧＭ：各地の管かん領れいや、タイクーンに臣しん従じゆうした親しん藩ぱん譜ふ代だいのダイミョウたちです。

オトハ：それが集まってきてるってこと？

ユーノス：近きん隣りんの藩から、それぞれ兵を募つのっているということなんですかね？

ＧＭ：ええ。お城にも、たくさんの幟のぼりが立ってますね。

オトハ：何事じゃー？

チンエン：うーん、夏だし？（一同笑）

オトハ：あ、夏だからかー！

リン：夏で済すむのかー!?




　済まないと思います。




ユーノス：一体、何が起こってるんでしょうね？

チンエン：後ろにいる足あし軽がるぐらいだったら話しかけられるんじゃない？

ＧＭ：そうですね。呼よび止とめて話を聞くことぐらいはできそうですね。

ユーノス：じゃ、じゃあ聞きます。後ろの人に。この軍勢、何かあったのか？

ＧＭ：では、足軽は「何ももかにももねえっぺよ。タイクーン様の大号令で、大征伐の始まりだっぺよ」

オトハ：だっぺよ（笑）。

ユーノス：きっと地方から来た足軽で訛なまってるんですね。でも、大征伐？　何やら似にたような響ひびきの言葉を聞いたことがあるような、ないような。

リン：何かあったんですかねえ？

チンエン：どこかの藩と大戦争でもするのか？

ＧＭ：「いやあ、急なこって詳くわしいことは俺おれたちもわかんねぇんだけんども」

チンエン：なるほど。呼び止めてすまなかった。

ＧＭ：で、その軍勢をオオドの人々も不安そうに見ています。

オトハ：戦となったら、みんなも巻まき込こまれるかもしれんしのう……。

リン：どうなさいます？

オトハ：城に戻る！




　オトハは、急いで城に乗のり込こんだ。

　城じよう内ないは、戦の準備でてんやわんやである。

　現在、タイクーンに使える重臣たちが大広間に集まっている。

　オトハは襖を勢いきおいよく開け、そこへ乗り込んでいった。




オトハ：一体、何事じゃー！　ぱーん！（←襖を勢いよく開ける音）

ＧＭ：と、一〇〇畳じよう敷じきの大広間には、百官たちがずらりと正せい座ざしていて、オトハの方に一いつ斉せいにぐるりと首を向けます。「あれは、オトハ姫ひめ様さま」「今いま頃ごろ何しに？」「なんでも夏休みだったそうな」「ああ、気楽でいいですのう……」と、ぼそぼそと（笑）。

オトハ：うっ、なんか居いづらい空気……（笑）。

ユーノス：まあ、ボクたちだけ夏休みだったわけで。

リン：ともかく、サクザ殿から事じ情じようを聞いてみては？

オトハ：そうじゃな、爺じいは？

ＧＭ：そうするとサクザが「た、大変でございます、姫様！」とおろおろしながら（笑）。

ユーノス：あなた、最近いいとこないですねえ……（一同笑）。

ＧＭ：「戦、戦でございまするーっ！」

オトハ：爺、これはどういうことじゃ？

ＧＭ：「そ、それが……」と言いかけると、ざざっとマツヒラ・サダノブが現あらわれます。

オトハ：知恵サダが来た！

ＧＭ：で、本来タイクーンが座すわる上かみ座ざに立ちます。

オトハ：え？　ちょ、ちょっと待って!?　どういうこと？

ユーノス：普ふ通つう、そんなことしたら首が飛びません？

ＧＭ：飛びます。ですので家臣たちもざわついていますが、知恵サダがびしっと「下」って書いてある書しよ状じようを突つきつけると、その場はしーんと水を打ったかのように静まり返ります。

オトハ：……した？

ユーノス：いわゆる「私の言葉はタイクーン様のお言葉である」という書状ですね。

チンエン：つまり、知恵サダはタイクーンからすべてを任まかされたという証しよう明めいだな。

オトハ：（驚いて）えええええっ!?　なんであんな嫌な奴に！

ＧＭ：「ただいま、上様から下げ知じがあった。オオドに軍勢を集め、いまだ従わぬ勢せい力りよくを征伐するとのこと。各おの々おの方がたは、戦の支度を急ぐことのように」

リン：タイクーンからの正式な命令……今、そんなことができる状じよう態たいなんですか？

ＧＭ：カゲユキがタイクーンになってから、管領を置くなどいろいろな措そ置ちを執とっていますが、タイクーンの権けん威いは失しつ墜ついしてますので、小康状態になっている程てい度どでまだまだ効果はありません。招集をかけても、従うダイミョウは半分もいませんし、征伐に乗り出しても成功するとは思えません。むしろ、それが原げん因いんで軍事バランスは崩ほう壊かいするでしょう。

リン：そこまで無む謀ぼうであると。

ユーノス：それに、お互たがいににらみ合ってたのが、そこが崩くずれたから「よーし俺もいくぜー」「いくぜー」っていうことになるんですね。

ＧＭ：はい。はっきりいって、天下はふたたび乱れますね。

チンエン：サクザはどんな反はん応のう？

ＧＭ：もちろん反はん論ろんしますよ。「ええい、待て待て！」と。とはいえ、表立ってここで反論するのはサクザだけですが。

チンエン：まあ、タイクーンに逆さからっているようなもんだからな。

ＧＭ：「今、そのような大戦をしてどうなると思う!?　せっかく収おさまりかけた戦が、この平へい穏おんが、すべて台無しになってしまうぞ！」

オトハ：さすが、言うべきものは言う。見直したぞ爺！

ＧＭ：しかし、知恵サダは「上様は、大征伐に従わぬ者は斬きれ。また、号令にもかかわらず馳はせ参さんじぬ者、遅ち参さんせし者も刃は向むかう者として討とう伐ばつせよとおっしゃった───」とタイクーンの言葉として突つっぱねます。

チンエン：無茶苦茶だな、おい！

ユーノス：逆らう者どころか、遅参も征伐の対象とは……。

オトハ：待て待てーい、知恵サダ！　その言葉、とても兄上の言葉とは思えぬ。兄上に会わせてもらいたい！

リン：さすが姫様。言ってやってください。

ＧＭ：（冷たい声で）「上様は、大征伐の必勝を祈願して天てん守しゆ閣かくにこもり、瞑めい想そうしておられる。その間、何なん人ぴとも近づけるなとのお達しである」

オトハ：な、なんじゃと～!?

チンエン：（甲高い声で）「この書状があるかぎり、今の上様はいわばこの私！」（一同笑）

ＧＭ：あ、そんな感じです（笑）。

ユーノス：おやおや。虎とらの威いを借る狐きつねとはまさにこのこと。

オトハ：ぐぬぬ～、こいつ斬りたい。斬って捨すてたい！

ＧＭ：刃にん傷じよう沙ざ汰たかーっ!!（笑）　それこそ、ここで刀を抜ぬいたら「殿でん中ちゆうでござるーっ!!」と一斉に取とり押おさえられますよ（一同笑）。

チンエン：まあ、そうなるよな～。

オトハ：い、一いち応おう、わたしは立場的には妹なわけじゃが……。

ユーノス：あっ、権けん力りよくに頼たよるんですね（笑）。

チンエン：しかし、向こうはタイクーンの代理だからな。

オトハ：この場合、どっちが上になるんですか？

リン：普通、代理が上です（笑）。

ＧＭ：タイクーンの妹なので、便べん宜ぎは図はかってくれるわけですが、現実的には役やく職しよくもないので権力はありません。あくまでも、尊重されるだけ。

チンエン：年齢も年齢だし、要するに、「政治の話に子供が口を挟むな」ということか？

ＧＭ：そうですね。周囲の重臣も、そんなオトハに対して困った人だなぁという視線を向けています。

リン：ここは分が悪すぎますね……。

オトハ：うー、そうかー。くっ、引き下がるしかないのか。

ＧＭ：そこに、タマ姫も出てきて「オトハ様」と語りかけてきます。

オトハ：おお、タマ姫！

ＧＭ：「ここはお静かに」と言いながら薄うすく微笑ほほえむも、有無を言わせぬ雰囲気です。

ユーノス：タマ姫、なんでそんなに落ち着いてるの？

ＧＭ：いつも落ち着いてる感じですよ？（笑）　普ふ段だんと変わらない雰ふん囲い気きです。

ユーノス：こんな状況下で落ち着く？　あやしい……。

ＧＭ：「もし、上様への言づてでしたら、わたくしに申してくださいませ。上様は、わたくしだけは通してよいとおっしゃいましたから」

チンエン：タマ姫だけ特別か！（笑）

ユーノス：ますます、あ・や・し・い……。

ＧＭ：「いかがですか。一いつ旦たん落ち着いて、わたくしとお茶でも？」

オトハ：お茶かー。話はしたいし、せっかくだからご一いつ緒しよしようかな。

チンエン：重臣たちは、戦支度のために去っていくと。

ＧＭ：はい、オトハとタマ姫は茶室へ。というとことでシーン終了です。







◆Opening 03◆乙女おとめたちの議ぎ論ろん




　ふたたびタマ姫に招まねかれ、オトハは茶室にいる。

　今度はリンもいるので、以前よりもなんとか落ち着くことができた。

　それでも、やはり独どく特とくの空気には慣れないものである。




ＧＭ：では、オトハとタマ姫が茶室にいるシーンです。登場は任にん意い。オトハが誘さそうのであれば、一緒に登場して構かまいません。

オトハ：じゃあ、リンを連れて行くのじゃっ。

リン：連れていかれます（笑）。

オトハ：それで、女同士の語らいをしています。

ＧＭ：ああ、ガールズトーク（笑）。

オトハ：そうそう、ガールズトーク。……どうも緊張感に溢れたトークになりそうじゃが。

ＧＭ：タマ姫は、「どうか緊きん張ちようなさらずごゆるりと。わたくしと、オトハ様の仲ではございませんか」と、くつろいだ様子ですよ。特に威圧的なところはありません。

オトハ：う、うむ。

ＧＭ：「ほら、気楽に気楽に」と、タマ姫は楽しそうです。

オトハ：えっと、じゃあ気楽にいこう。……タマちゃんって呼よんでいい？

チンエン：どっかのアザラシみたいだな（一同笑）。

リン：それは気楽というか、馴なれ馴なれしいというか（笑）。

ＧＭ：一瞬驚きますが「はい、嬉うれしゅうございます」とにっこり微笑みます。

リン：いいんだ（笑）。

オトハ：じゃあ、親しみを込こめてタマちゃんで（笑）。

ＧＭ：すると、タマ姫はふたり分のお茶を点たててくれます。

オトハ：飲んで心を落ち着かせよう。……苦いので、内心、甘い団子を食べたい（笑）。

ＧＭ：「……いよいよ、上様の大征伐が始まりますね」

オトハ：兄上は、どうして突とつ然ぜんこのような決けつ断だんをされたのでしょう？

ＧＭ：「上様は、ダイワの乱みだれた世を見て、常に心を痛いためておられました。それがようやく病やまいも癒いえ、思うように体も動くようになったので、ご決断なされたのでしょう」

オトハ：それにしても、突然ではありませんか？

リン：姫様の言うとおりです、タマ姫様。あまりにも突然、しかも武ぶ力りよくをもって地方を制圧するというのは、いかがなものなのでしょうか。

オトハ：何より、兄上らしくないのじゃ！

ＧＭ：「たしかに突然かもしれません。しかし、兵は拙せつ速そくを尊とうとぶと申しますゆえ」

オトハ：ど、どういうこと!?

ＧＭ：要するに、戦争っていうのは早くやっちゃった方の勝ちよ、てことです（笑）。

オトハ：えっ、そ、それは本当に兄上の意志？

ＧＭ：（きっぱりと）「もちろんでございますよ」

リン：言い切られた!?（一同笑）

チンエン：タイクーン、意外に好戦的だな！

ユーノス：まあ、基き本ほんといえば基本ですが。

オトハ：きゅぴーん！　ここで嘘うそを見抜いてやるっ！

ＧＭ：ああっ!?　《インサイト》か！　ガールズトークが一気に腹はらの探さぐり合あいに！（笑）

オトハ：判定しますよ？　いいですか？

ＧＭ：はい、どうぞ。そうですね、難易度18の【精神】判定と高めにしましょう。

オトハ：せいっ!!　（ダイスを振ふる）あっ!!　やったーっ!!

一同：うおーっ!!　クリティカル!?

ＧＭ：な、なにぃーっ!?　おおお……（ダイスを振る）な、何ということだ！　ずばっとまるっとお見通しされてしまったー!?（一同爆笑）

チンエン：すごいな小島さん！　美味しい、美味しいよっ！

オトハ：（胸を張る）えっへん！

ユーノス：オトハさん、やりますねぇ。

オトハ：本当に出て嬉しい（笑）　で、これは兄上の意志ですか？

ＧＭ：えーと、タイクーンの意志ではないと思います（一同笑）。

オトハ：ついに、ついにタマ姫を見み抜ぬいたっ！

ＧＭ：あ、さらに言っておきますと……タマ姫の意志でもないのかもしれません。

オトハ：……えっ、タマ姫のでもない!?

リン：それは、一体どういうこと？

ＧＭ：正せい確かくなことはわかりませんが、オトハは何となくそう思います。これは、クリティカルしたボーナスってやつですね。

チンエン：ここでは、明めい確かくに嘘をついていることがわかるわけか……。

オトハ：うーん、嘘だって見み破やぶったけど……あえて言わないっていうのもありかな？

ユーノス：まあ、ありでしょうね。

オトハ：ともかく、わたしは初めてタマちゃんに不信を抱いだきます。何かがおかしい。

リン：では、さらに質しつ問もんしてみましょう。「この大征伐によって、大きな戦が起こるのですよ。それでよいのですか？」

ＧＭ：「たしかに、大きな戦乱が起こるかもしれません。ですが、そうしなければ真の平和はいつまでも訪おとずれないものなのです」

リン：意外と、過か激げきな考え方をする人でしたね（笑）。

オトハ：でも、そうなったらいっぱい人が死ぬし……。

ＧＭ：「オトハ様、平和というものをどうお考えですか？」と問い返してきます。

オトハ：えっ!?

チンエン：ガールズトーク、平和について（一同笑）。

ユーノス：ガールズトークであつかうには重いテーマですよ、平和（笑）。

オトハ：平和かあ……。

チンエン：オトハって、そういうことに答えとか出せるのかね？（笑）

ユーノス：そもそも、オトハさんにとって平和の象しよう徴ちようって何なんですかね？

オトハ：う、うーん。それは……。

ＧＭ：「はい、それは？」

オトハ：……団子？

一同：だ、団子!?（大爆笑）

チンエン：なんで団子が平和の象徴なんだよ!?

ユーノス：実にオトハさんらしい答えですね。

リン：あちゃーって頭を抱かかえてます（笑）。

ＧＭ：えー、タマ姫もきょとんとしてます（笑）。

ユーノス：そらまあ、団子は平和じゃないと落ち着いて食えませんが（笑）。

オトハ：だって、平和じゃないと団子が串くしに四つ刺ささってたところが一個になって、しかも五Ｇで売られてたりするのじゃ！

リン：ありましたねえ、そんなことも（笑）。

ＧＭ：「お団子ですか。オトハ様らしいですね」と、微笑み。
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オトハ：わかってくれた、のかな……？

ＧＭ：「皆が微笑みながら団子を食べられる……そのような世の中は平和でございますね」

チンエン：なんかいい話にしたぞ（笑）。

オトハ：であろう、タマちゃんもわかってくれるか。

ＧＭ：「しかし、今のダイワにはその団子を食べられない人々がいるのです。だからこそ、大征伐という世直しが必要なのです」

オトハ：それはそうだけど！　だけど……。

チンエン：おお、『ブレイド』シリーズ初だ。主人公が葛かつ藤とうしているぞ（笑）。

オトハ：（頭を抱える）うーん、難しいのじゃ。

ＧＭ：「偽いつわりの平和というものは、誰だれかが団子を食べられない、その代わりにオトハ様が団子を食べられる。それがこのダイワが今ある状況。偽りの平和……」

オトハ：偽り……。

ＧＭ：「そう、誰かの犠ぎ牲せいによって生まれているから、今あるダイワの平和は偽り。誰かが微笑ほほえむために、誰かが人知れず泣いているのです」と言いながら、どこか遠い目をして語る。

オトハ：この人、何か……深いことを考えておるのじゃな。

リン：そこであたしが切り返しましょう。「では、真の平和とは何でしょうか？　タマ姫様はどう思われますか？」と。

オトハ：リンが切り返した！

ＧＭ：「それは皆が等しく、別け隔てなく心から微笑んでいられるような世界です。わたくしが望むのはそんな世界」

リン：切り返してみたら、さっくりと答えられてしまった……（笑）。

オトハ：ああ、リンが（笑）。

ＧＭ：「上様は、わたくしの願いを聞きき届とどけてくださったのです。上様は、わたくしの言うことでしたら、何でもお聞きくださいますから」（一同笑）

オトハ：の、のろけか……？（笑）

チンエン：本来は、のろけなんだけど……（笑）。

ユーノス：この状じよう況きようで言われると、いやな方向にしか考えが向かない（笑）。

オトハ：平和かあ……。難しいなあ。

ＧＭ：「そうですわね。難しいことだと、わたくしも思います」

リン：あっ、姫様の頭から湯気がっ！（一同笑）

オトハ：ぷしゅー（笑）。な、夏休みボケしてるから……。

ＧＭ：「全員が微笑みながら手を取り合う。簡かん単たんなように見えて難しいことなのですよ。難しいからこそ、大征伐という方法を採とらざるを得ないのです」

オトハ：う、うう。もっともなことを言っているような……。

ＧＭ：そんなオトハに対して「オトハ様も、上様の世直しを応おう援えんしてくださいね」と、にっこり微笑んで言いますよ。

オトハ：うわー!?　反論できないのに、できないのに!?

チンエン：とどめの言葉がきたな（笑）。

オトハ：いやっ！　ここで引き下がるわけにはいかぬ！　……そうだ「タマ姫の言うみんなとは、誰のことなのじゃ？」と聞きます！

ＧＭ：「はい。それはわたくしたちや下々の者を含ふくめた、ダイワのみんなでございます」

ユーノス：……当あたり障さわりのない感じですね。

オトハ：ええと、ならこう言おう。タマちゃんは、世界に出たことはあるか？

ＧＭ：「わたくしはありません。オトハ様は？」

オトハ：（自じ慢まんげに）セーリアにっ!!

ＧＭ：「まあ！」（一同笑）

オトハ：……あれっ、セーリアに行ったことって内ない緒しよだったっけ？

リン：内緒じゃないですかねえ（笑）。

ＧＭ：内緒だとは思いますが、この場で話すこと自体は秘ひ密みつにされますよ。茶室でのことですからね。




　古来、茶室は要人の密談に使われてきた。

　かの豊臣秀吉とよとみ・ひでよしも、茶室において千せんの利り休きゆうと内々のことを話し合ったという。




チンエン：外には漏もれないようになっていると。

ＧＭ：そうです。

オトハ：じゃあ、話を続けるのじゃ。私は世界を見てきた。世界にはいろんな人たちがいて、大征伐なんてやってしまったら、その人たちも犠牲になってしまう……！

ＧＭ：「…………」

オトハ：うかつに戦争を起こしたって、みんなの苦しみが広がるだけで、なんの解決にもならぬと思う！

ＧＭ：タマ姫はオトハをみつめた後、目を伏せます。「ねぇ、オトハ様」

オトハ：な、なんじゃ？

ＧＭ：で、オトハに「……もし、此こ度たびの上様のご命令がわたくしの仕し業わざであるとしたら、どうなさいます？」と、遠くの景色を眺めながら言います。

オトハ：……ん？　タマちゃんのせい、とは？

ＧＭ：そうすると「いえ、戯たわむれでございますよ」と言いながら。

チンエン：タマ姫の言葉を嘘だと見抜いたのを、何となく感じ取ったのではないかな？

オトハ：……なるほど。もし、それが兄上の願いではなかったとしたら。わたしは、あなたを斬きらねばならない、かもしれぬ。

ＧＭ：「……そうですか」

オトハ：あくまでも戯れ……ですよね？

ＧＭ：「そう、戯れでございますよ。わたくしとオトハ様の仲ではありませんか」

オトハ：う、うん。

ＧＭ：とまあ、そんな話をして「ああ、長らく引き止めてしまいましたわね」と。

オトハ：いえ。

ＧＭ：「お話し相手になっていただき、ありがとうございました」とにこりと微笑みます。

オトハ：こちらこそ。少し、あなたのことがわかったような気がします。

ＧＭ：「わたくしもですわ」

オトハ：この時間が、いつか迷まよいを生むだろうなあ……と思いつつ、ひとまず去るのじゃ。




　多くの言葉を交かわし、お互たがいの気持ちを探さぐり合あうようにして、茶室をあとにする。

　見送るタマ姫は、いつものように微笑んでいた。

　だが、そのいつもの微笑みの下には、何か別の感かん情じようが隠かくされているような気がした。




オトハ：……ふう、緊張したぁ。

ユーノス：オトハさんは、こういう腹の探り合いに慣なれてませんしね。

リン：姫様。

オトハ：なんじゃ？

リン：あたし、タマ姫様について気になることがございます。……おババ様に聞いて確かめようかと。

オトハ：おおっ!!　来たっ!!

ＧＭ：ではここで、鼻はな緒おがぷつんと───。

リン：……はっ!!（笑）

一同：鼻緒が～!?（笑）

オトハ：どうしたのだ……？

リン：いえ、鼻緒が……。なんだか胸騒ぎが（笑）。

ＧＭ：と、リンが呟つぶやいたところでシーン終しゆう了りようです。







◆Opening 04◆疑いが向く矛ほこ先さきは




　大広間で下げ知じが下されてから、しばらくのこと。

　ユーノスとチンエンは、一室に下がりサクザから事情を聞くことにした。

　どうも、今回の話はあやしいことが多すぎる。




ＧＭ：では、次のシーン。サクザとユーノス、チンエンが城の一室で話すシーンです。オトハとリンも登場して構いません。

ユーノス：さっそく事情を聞かねば。サクザさんサクザさん、これはどういうことですか。

ＧＭ：サクザはわなわなと全身を震ふるわせながら「くっ、何ということだ……」と。

ユーノス：わなわな。

チンエン：一体、どういうことですかな？　タイクーンは穏おん健けんな方であったはず。

ＧＭ：「上様の豹ひよう変へん、このサクザの目をもってしても見み抜ぬけなんだか！」（一同笑）

チンエン：節ふし穴あなだからなっ！　あんたの目は（笑）。

リン：急に上様の病気が治ったり、豹変したり。

オトハ：不安だな、ホント不安だなっ!!（笑）

ユーノス：前回の「正直すまんかった」のせいで……（一同笑）。

ＧＭ：「かくなるうえは、この腹をば切って……!!」くわっ（笑）。

ユーノス：あ、い、いやいやいや！　ボクはこう、英えい雄ゆうの華はなやかな物語が書きたいので、そういう血なまぐさいのはちょっと……まあまあ（笑）。

ＧＭ：「す、すまぬ……」

チンエン：それこそ戦場で鳴らしたサクザ殿ですから、このたびの戦いくさは腕うでが鳴るのではないですか？

ＧＭ：「たしかに戦とあらば、己の命など鴻こう毛もうの軽きに置くのがダイワのサムライにござる。しかし、無用の乱は好むものではない。そもそも、いきなりの大だい征せい伐ばつなど道どう義ぎも立たぬ」

ユーノス：しかし、上様はそんな過激な思想の持ち主だったのですか？

ＧＭ：「いや、そのようなことはなかった。上様は常に融ゆう和わを説く方であった。無む論ろん、戦を恐おそれるような御方ではないが……」

チンエン：戦を望むような人ではなかった、と。

ＧＭ：「まさしく。このダイワは戦乱の世であったが、そこに一時の平和をもたらしたのが御ご初しよ代だい様から続くアオイ家の統とう治ち。それが大征伐となれば、水すい泡ほうに帰してしまう」

ユーノス：いや、しかし皮肉な話ですなあ。ダイワの平和をもたらしたタイクーンが、今また乱を呼よぼうとするなど。

ＧＭ：「これこそが、タマモの呪のろいであったのだろうか……終わったと思ったのに……」

チンエン：大きな乱が起きると、それこそセーリアがつけ込こんできますな。

ＧＭ：それを聞くと、サクザはガタッ!!　と体勢を崩して驚きますね。「な、なんと!?」

ユーノス：チンエンさん、チンエンさん！（笑）

チンエン：いや、あくまでも個こ人じんの立場から言ったまでで。しかし、このままダイワが、乱みだれ、外国がつけ込んでこないとは言い切れまい？

ＧＭ：「うむむ、なるほど。はるか西方のヴァンスターという国も着々と領りよう土どを広げようとしておると聞く」

ユーノス：まあ、なんにせよ、あまりにも理がなさ過すぎる感じですねえ。

チンエン：しかし、今回のこれは、本当にタイクーンの命めいなのかな？　今は、誰も会えないというのは実にあやしい。

ＧＭ：「そ、そうじゃ！　サダノブめ、もしや上様を幽ゆう閉へいし、アオイ家を乗っ取ろうとたくらんでおるのでは!?」

ユーノス：しかも、知ち賢けん玉ぎよくをエチゴ屋から回かい収しゆうしていると言いますし。

ＧＭ：「それよ。たしかにサダノブは知賢玉を手に入れたらしい」

オトハ：むむっ！　やっぱりそうだったのか。

ユーノス：これまたややこしいことに……。

チンエン：そもそも知賢玉にはどのような効果があるんですかね？

ＧＭ：「知賢玉、金こん剛ごう眼がん、太陽石……この三つのことについて、おババ様があらためて調べておられた。知賢玉は実体を持たぬ霊れい体たいを斬きることができるようになるらしい」

チンエン：ほほう。

ＧＭ：「金剛眼は、正体を判明させる効果があり、太陽石の光は憑ひよう依いした霊体を分ぶん離りさせる効果があるという」

チンエン：なるほど。金剛石で正体を露あらわにし、太陽石で引っぺがして、知賢玉でぶった斬れるようになる……だからタマモを倒たおすには三つの宝石が必要だったということか。

ユーノス：なるほどなー。

オトハ：見えるぞーっ、ばすーっ！　とやっちゃうわけじゃな。

ＧＭ：「そういえば、おババ様が神殿に戻って調ちよう査さを続行しているとのこと。そちらのほうでもまた、何かがわかるのかもしれませんが……」

リン：しかし、鼻緒が切れたわけで（笑）。

チンエン：じゃ、こっちがお茶を飲んでる茶ちや碗わんにぴきっとヒビが……おや？（笑）

ユーノス：ボクのリュートの弦げんがびーんと切れ（一同笑）。

チンエン：飾ってある花が一輪ぽとっと落ち（笑）。

ＧＭ：ついでに黒くろ猫ねこまで「にゃー」と通っていく（笑）。

オトハ：なにこれ不吉!?（一同笑）

ＧＭ：「むむ、なにやら胸むな騒さわぎが」（笑）

オトハ：どんだけみんなに危き険けんを知らせてるんですか？（笑）

リン：では、その辺で茶室から戻ってきたということで。

オトハ：わたしもー。

ＧＭ：では、オトハとリンが襖ふすまをすいーっと開けて登場。

チンエン：おお、ふたりとも。

オトハ：そちらはどうじゃ？

ユーノス：やはり、今回の大征伐はどこかおかしいということですよ。

チンエン：知恵サダがタイクーンの下知を騙かたっているのではという話も出たぞ。

オトハ：……どうしよう？　いろいろあるけど、おババ様に会いに行った方がいいかな？

リン：それはもう、鼻緒は切れるわ茶碗は割われるわですからね。

オトハ：早く来てっていう信号なんじゃな！（笑）

ユーノス：おババ様が何か調べてるらしいですからねえ。

ＧＭ：わかりました。ではおババ様のところに向かうというところで、オープニングが終了となります。

リン：おババ様、無事だとよいのですが……。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆思わぬ出来事




　リンがおババ様につき修しゆ行ぎようした神しん殿でんにて。

　その書庫には、燭しよく台だいに灯ともった明かりを頼たよりに文ぶん献けんを読むおババ様の姿すがたがあった。

　その背はい後ごには、静かに迫せまる影かげ。




ＧＭ：それでは、ミドルフェイズの始まりです。オトハたちが皆みなでおババ様の神殿に向かったところからとなります。が、その前にちょっと描写を挿そう入にゆうします。

リン：えっ？

オトハ：なんじゃなんじゃ？

ＧＭ：神殿の書庫で、燭台の明かりを頼りに、文台の上に文献を並ならべてぺらぺらと目を通しているおババ様の姿があります。

リン：おババ様、ちゃんと調ちよう査さしていますね。

チンエン：でもこれ、きっと鼻はな緒おが切れたときのシーンだと思うぞ（笑）。

リン：……はっ!?（一同笑）

ＧＭ：で、おババ様が文献をめくる手を「……む？」と何かに気づいて止めます。

チンエン：それは、フラグなのでは？（笑）

ユーノス：ああ、重要な情じよう報ほうに気づいてしまい、消されるという……。

ＧＭ：「これは、そういうことであったか……」と、何かに気づいたおババ様。しかし、その後ろにはぬうっと忍しのび寄よる何者かの影が（笑）。

一同：おババ様──────!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：背後に迫る気配に気づき、振ふり返かえるおババ様。「はっ!?　お、おぬしは……」と気づいたところで、しゅっと刀が振り下ろされ、画面が暗転します───。

リン：ああ、おババ様……。




　オトハたちは、おババ様を訪たずねるために神殿に向かった。

　その途と中ちゆう、不吉な予感が皆の胸むねをよぎったままであった。

　鼻緒は切れ、茶ちや碗わんは割われ、空には不気味は暗雲が立ちこめている。

　そして、神殿に駆かけつけたオトハたちが見たものは───。




ＧＭ：そんなわけで、神殿にやってきました。全員登場です。

リン：おババ様ぁーっ！　ばーん！

ＧＭ：で、ばあん！　と扉とびらを開けると、そこには血まみれで倒たおれているおババ様が！

リン：ああ～!?

ＧＭ：書物の類たぐいがぶわーっと散さん乱らんしていて、倒れているおババ様の近くには知ち恵えサダがしゃがんでおります。

オトハ：知恵サダがっ!?

チンエン：もしや、お前が……？

ＧＭ：（狼狽した口調で）「ま、待て。私わたしじゃない!!」（一同爆笑）

ユーノス：ええーっ、この状じよう況きようでですか!?（笑）

オトハ：知恵サダ、どういうことじゃ～!!

チンエン：じゃあ、メガネをくいっとあげながら……これはこれは、知恵サダ殿ともあろうお方が、よもやこのような老ろう婆ばを……（笑）。

ＧＭ：「待て！　ま、まだ息はある！」

チンエン：（意にも介さず）衛えい兵へいっ！　衛兵っ!!（笑）

ＧＭ：「ええい、待てというに!!　そのような詮せん索さくは後回しだ！」

リン：まだ息がある、と？

ＧＭ：「そうだ！　早く医者を、医者をーっ！」（一同笑）

ユーノス：なんということだ。知恵サダの方がよっぽどまともだな（笑）。

リン：まったくです（笑）。とりあえず、おババ様を……。

ＧＭ：「うむ、まずは手当てを───」




　ともかく、おババ様の手当てを行なった。

　手当てが早かったおかげで、幸いにして命に別べつ状じようはなかった。




ＧＭ：とりあえず、一命は取とり留とめたという感じですね。

リン：よかった……。

ＧＭ：知恵サダも、「ふうー」と大きなため息をつきます。

リン：「ふうー」じゃないですっ！（笑）　何故なぜ、知恵サダ殿どのがおババ様を手にかけなければならなかったのですかっ！

ＧＭ：「いや、だから私ではない！　そちらこそ、このような場に何をしに来たのだ？」

チンエン：それはこちらのセリフというもの。

リン：あたしたちは、おババ様に聞きたいことが……いえ、おババ様に何かがあったのではないかと。不吉な予兆がありましたので。

ＧＭ：「ほう？」

ユーノス：鼻緒は切れる、茶碗が割れる、空も曇くもる（笑）。

チンエン：犬はにゃあと鳴き。

ユーノス：猫ねこはわんと鳴く（笑）。




　そこまでひどくはないです、きっと。




リン：こちらは事じ情じようを話しました。次はそちらの番ですよ？

ＧＭ：「私は、調べ物をしに来ただけだ」

ユーノス：ほうほう？　調べ物、とは？

一同：あ・や・し・い！

リンス：調べ物とは何を？　身の潔けつ白ぱくを証しよう明めいできるというなら、隠かくす必要もないはず。

ＧＭ：「そちらが私を疑うたがう道理もないはず」

リン：いやいやいや！（一同笑）

ユーノス：どう考えても、真っ先に疑われるでしょう、あなた！

ＧＭ：「では、どうすればよいかな？」

チンエン：簡かん単たんなこと。お腰こしのものを鞘さやから抜ぬいていただきたい。

リン：なるほど、血ち糊のりがあればもう言いい逃のがれできませんね。

オトハ：刀を見せろ、知恵サダ！

ＧＭ：では、知恵サダはためらうことなく、すっと刀を抜ぬきますよ。

チンエン：血とかはついてない？

ＧＭ：はい、血の跡あとはないです。

ユーノス：実はサダノブはすさまじい武ぶ術じゆつの達人で、手しゆ刀とうで斬きったとか（一同笑）。

リン：手刀で？　確かに、技を極めればそれくらいは造作もないハズ……！

ＧＭ：ねぇよ！（笑）

チンエン：でも、おババ様も達人だよね？　リンは神殿で習ったのだろ、闇やみの武術。

ＧＭ：たしかに、闇の武術を教えていたかもしれない（笑）。

ユーノス：まあ、リンさんの師し匠しようですからねえ。

ＧＭ：まあ、おババ様も達人だったということにしておきましょう。よく見れば、指先あたりが長年の鍛たん錬れんで猛もう禽きん類るいの爪つめみたいになってます（笑）。

ユーノス：すげえな、おババ様（笑）。

リン：不意を打たれたとしても、知恵サダ殿ごときに後おくれをとるおババ様ではありません。

ユーノス：おババ様ほどのすさまじい達人であれば、並なみの者では不意を打つことすら不ふ可か能のうであると。

リン：逆ぎやくに、知恵サダ殿にできるような業わざではないということです。

オトハ：あらら。

ユーノス：ああ、知恵サダ殿はあまり武ぶ芸げいが達者でない？

ＧＭ：一いち応おう剣けん術じゆつは身につけていますが、文官の才で出世したので人ひと並なみです。

オトハ：なるほど。

チンエン：よく時じ代だい劇げきでは、切り口を見て腕うで前まえを判はん断だんするってのがあるけど、今それをやれないものかな？。

ＧＭ：ああ、「こりゃ相当腕が立つな」とかってやつですね。

チンエン：そう。だから、オトハがやってみるっていうのはどうだろう？

ＧＭ：オトハは、一応、剣の達人レベルではありますからね（笑）。いいでしょう、難易度10の【知力】で判はん定ていしてください。

オトハ：【知力】……っ!!（笑）　低いけど、がんばろう。せいっ!!（ダイスを振ふる）おっ、達たつ成せい値ちは10。これでもまだがんばった方じゃ！

ＧＭ：それならわかりますね。オトハと同じ、シンエイ流の技わざによるものです。

オトハ：えっ、わたしと同じ!?

ユーノス：お、オトハさん。まさか……!!

オトハ：（首をブンブン振って）ちちちち違うっ！　わたしは無実じゃっ!!（爆笑）

ユーノス：……でも、シンエイ流ってオトハさん以外に使う者はいるのかな。

ＧＭ：タイクーン家の剣術指南はシンエイ流の達人が務つとめることになっています。

ユーノス：では、タイクーン家縁ゆかりの者いうことですかね？

チンエン：うーん、それなら神殿にも自由に出入りでき、おババ様も不ふ審しんに思わないのか。

リン：そして、おババ様を一刀で斬り捨すてられる腕を持っているとなると……。

ＧＭ：知恵サダは驚いたように「や、やはりオトハ様が……」と疑いの目を……。

オトハ：なんでそうなるのじゃ[image: ]!!（一同爆笑）

チンエン：条じよう件けんぴったりだし（笑）。

リン：いえ、オトハ様はわたしとずーっと一いつ緒しよにおりましたので！

オトハ：そうじゃ！　ガールズトークをしてたのじゃ！

リン：そう、タマ姫ひめ様さまが証明してくれるはずです。

ＧＭ：「わたくしそんなこと知りませんよぉ？」なんて言ったりして（一同爆笑）。

リン：ああーっ!?

チンエン：はめられとるーっ!!（笑）

ＧＭ：やっ、たとえばの話です、たとえば（笑）。

オトハ：心しん臓ぞうに悪い……（笑）。

ユーノス：まあ、シンエイ流を習っているのはオトハさんだけではないんですよね？

ＧＭ：もちろん、アオイ家にはたくさんいます。実は、カゲユキは病弱ながらシンエイ流の達人ですよ。

オトハ：おっ、さすがは兄上。ん……？　ということは。

ユーノス：……やめましょう。よくない考えにたどり着きそうだ。

オトハ：そ、そうじゃな（笑）。

リン：ともかく、おババ様が調べていた文献を調べてみましょう。

チンエン：何か欠けてる感があるとか？

ＧＭ：いえ、欠けた形けい跡せきはないです。資し料りようは、ダイワの歴史ですね。

リン：ダイワの歴史？

ＧＭ：はい。初代タイクーンが即そく位いするにいたるまでや、それ以前の戦せん乱らんの話などです。くわしく調べるのであれば、難易度15の【知力】判定になります。

リン：あ、あたしの【知力】は２です……（笑）。

オトハ：任まかせたっ！

チンエン：ははは、任せい。よっ（ダイスを振る）……お、21。

ＧＭ：じゃあ、余よ裕ゆうでわかりますね。

リン：な、何故なぜそんなにくわしいのですか……（笑）。

チンエン：料理の歴史は人類の歴史でもある。味を追究するうち、歴史にもくわしくなった……ということにしよう（笑）。

ＧＭ：わかりました。文献の内ない容ようですが、タイクーン統とう治ち以前に、かつてダイワの乱世を統すべようとした英えい雄ゆうがいたという話が記されています。

リン：英雄？

ＧＭ：その名をオワリ・ノブカタという───。




　文献にはこうあった。

「オワリ・ノブカタはダイワ統一を目指し、数多くのダイミョウを武力で従えた。だがあるとき、彼の前にひとりの美女が現れ、ふたりは恋に落ちた。以降、ノブカタは残虐な性格となり、遂には自ら魔王と称す───」




チンエン：なるほど。して、その美女の名前は？

ＧＭ：タマモ、として残っています。

リン：伝説のとおりですね。

ＧＭ：で、ノブカタはタマモから不死身の力を得た、という伝でん承しようもあります。

ユーノス：ほう！

チンエン：魔ま人じんになったのか。

ＧＭ：ええ。で、初代タイクーンは、ノブカタの部下でありました。しかし、残虐な魔ま物ものに変わってしまった主君を討うつことを決意します。しかし、不死身となったノブカタを倒たおすことはできないので、タマモを先に封ふう印いんし、これを討つことに成功したのです。

ユーノス：つまり、元を断たって不死身じゃなくなったところを成敗したと。

チンエン：意外とこすいな（笑）。

ユーノス：まあ、相手も不死身ですから、そうしないと勝てませんよね。

ＧＭ：で、お話の続きですが……ノブカタはその最さい期ごに「この怨うらみ、晴らさずにおくべからざるや。アオイ家に七代祟たたり、その血ち筋すじを絶たやさん」との呪のろいの言葉を残したそうです。

リン：七代祟る……呪いとしては定番ですね。

ユーノス：ところで、カゲユキさんは何代目なんですかね？

ＧＭ：初代から数えて第八代タイクーン。初代の子孫としては七代目に当たりますね。

一同：ああーっ!?

ユーノス：それは、もろに呪いを浴びせられてるじゃないですか。

チンエン：まさか、タイクーンの病気はそのノブカタの呪いだったのか？

ＧＭ：で、タマ姫ひめの家か系けいについても調べていまして、彼かの女じよの家はハヤカワ藩はんという藩を治める家で、初代タイクーンとともにタマモを封ふうじるために戦った家臣の家系です。お取とり潰つぶしの憂うき目めに遭あっていますが、代々タマモを封じた塚つかを監かん視しする役目を負っていました。

チンエン：お？　その監視する役目の家がなくなってしまった。

リン：そんな大事な役目なのにっ!?（笑）

ＧＭ：なにせ、八代も前の伝承ですからねえ。

ユーノス：でも、だんだんわかってきましたよ。今のタイクーンが行なおうとしている大だい征せい伐ばつ……まるで、この伝承に登場するかつての英雄のようではありませんか。

チンエン：うむ。オワリ・ノブカタの亡ぼう霊れいが憑ひよう依いしているのかもしれん。

ユーノス：それはそれとして、サダノブさん。

ＧＭ：「……なにか？」

ユーノス：あなた、タマモを封じるための三つの宝ほう石せきを集めているらしいではないですか。

チンエン：そうそう、知ち賢けん玉ぎよくをあなたが持ってることはすでに知っておるのだよ。ちなみに、我われ々われの手には太陽石がある。

ＧＭ：「ふむ、たしかに私の手には知賢玉がある。それは、上様にかけられた呪いを解とくためにござる───」

チンエン：おおっ！

ユーノス：顔が急にキリっとなってますよー（一同笑）。

チンエン：……こいつ、実はいいやつだったのか？（笑）

リン：では、サダノブ殿も呪いのことをご存じだったのですか？

ＧＭ：「うむ。アオイ家に七代祟ると言い残した、このノブカタの呪いを調べていた。タマモという名は初耳だが」

ユーノス：ほほう。でも、自分から率そつ先せんして大征伐を進めようとしてましたね？

ＧＭ：「……それは、従っているように見せなければならなかったため」

オトハ：つまり、敵てきを欺あざむいてたってこと？

ＧＭ：「いかにも。たしかに上様からの命令を受けた。これに逆さからえば私が斬きられる。私が斬られてしまえば、この秘ひ密みつを知る者も止めようとする者もいなくなってしまう！」

チンエン：おお、なるほど！　そういうことだったのか。

リン：嫌いや味みな性格も、実は演えんじていたものなのですね！

ＧＭ：「いや、あれは地じだ」（一同大だい爆ばく笑しよう）

チンエン：地かよっ!?

オトハ：嫌味なのはただの性格か！（一同笑）

ＧＭ：性格上、つい余よ計けいな嫌味を言わずにはおられないという。

ユーノス：くそう、こいつまで面おも白しろくなってきた（笑）。

オトハ：……で、いつから兄上の不審な点に気づいておったのだ？

ＧＭ：「上様にお仕えしたときからですよ、オトハ様。調べるうち、上様が病弱であったことも、もしかしたら呪いなのではないかと」

チンエン：ひとりで調べていたのか。じゃあ、むしろ信用できるな、こいつ。

ユーノス：脳のう筋きんなサクザさんよりよっぽど使えますよ（笑）。

ＧＭ：「まったく、私もサクザ様には困こまっておるよ！」（一同笑）

チンエン：我々もだよ!?（爆笑）

オトハ：爺じいを悪く言うなー！　ああ見えても、がんばっておるのじゃぞ！

リン：そうです。目は節ふし穴あなかもしれませんが、いろいろ手回ししているのです！

オトハ：リン、それほめてない（笑）。




　さんざんな言われようのサクザであった。




リン：まあでも、夏休みの間調べていたのもサクザ殿ですし。

オトハ：あー、そう言えばそうか。ところでサダノブ、ひとつ聞いてもよいか？

ＧＭ：「はっ、なんでしょう？」

オトハ：……おぬし、タマ姫のことをどう思う？

ＧＭ：では、タマ姫のことについて話しますよ。「たしかに、タマ姫はタイクーン家に恨うらみがあっても仕方がないと思いますが」

オトハ：何故なぜじゃ？　この書物によると、タマ姫の家は御ご初しよ代だい様とともにタマモを封じるという役目を持っていたはず。

ＧＭ：「先代様のときに、ハヤカワ藩は謀む反ほんの疑うたがいをかけられお取り潰しとなりました。このとき、藩はん主しゆを含ふくめ家臣一同が反はん論ろんもせず、粛しゆく々しゆくとお沙さ汰たに従ったと言います。しかし、これは当初から濡ぬれ衣ぎぬという噂うわさがあり……おそらくそのとおりであったかと」

リン：謀反など企たくらんではいなかったと？

オトハ：それは、タマ姫が恨みに思っても仕方がない……。

リン：で、サダノブ殿はこれからどうされるおつもりです？　いろいろ調べていたババ様は、意い識しき不明の重じゆう態たいですし……。

ＧＭ：「できるかぎりの協力はする所存」

ユーノス：では、知賢玉はどこに。

ＧＭ：「ここに」と持ってます、肌はだ身み離はなさず（笑）。

オトハ：持っていたんだ！

ユーノス：すごい、本当にこいつ用心深いですよ。使えるなぁこいつ！（一同笑）

リン：では、それをこちらに渡わたしてもらえますか？

ＧＭ：「入り用とあらば」と渡してくれます。

オトハ：おお、ありがとう！

ユーノス：え？　え？　だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　あまりにもスムーズに行いき過すぎて、あわわわわって感じなんですけど!?（一同笑）

ＧＭ：「ここで使えるところをアピールしておきたいと思って」（一同笑）

チンエン：なんというしたたかなヤツ！

ユーノス：さすが、知恵サダと言われるだけのことはありますね（笑）。

リン：それじゃあ、金こん剛ごう眼がんについて何かご存じではありませんか？

ＧＭ：「金剛眼は、御初代様がずっと大切にしておられたというお話があります」

ユーノス：御初代様が？

ＧＭ：「そのような文献は見たことがありますが、今はどこにあるのやら」

リン：ともかく、金剛眼があれば知賢玉、太陽石と揃そろい……って、あれ？　ちょっとおかしくありませんか？

オトハ：リン、どうしたのじゃ？

リン：いえ、太陽石はずっとセーリアにあったのに……ダイワにあった宝石ふたつだけで、どうやってタマモを封印したのかと。

オトハ：あっ、本当だ。

チンエン：封印後に太陽石が向こうに渡ってしまったのかもしれん。昔からセーリアにあったものだったのか？

ＧＭ：文献もありますので判定してください。判定は【知力】、難易度は18です。

チンエン：知力なら高い。（ダイスを振る）ほら、23。

ＧＭ：では、わかりますが、太陽石が揃そろわなかったらしく、封印は不完全であったのではないかと推すい測そくされます。その証しよう拠こに、実じつ際さいカゲユキが病気になったり豹ひよう変へんしてますので。

チンエン：……ふむ。ちゃんと分ぶん離りできていなかったのかもしれない。

リン：どちらにしろ、ちゃんとカゲユキ様を助けるためには金剛眼が必要なわけですよね。

ＧＭ：「残る金剛眼の在あり処かについては私もいろいろと調べてはみましたが、さっぱり見当がつきません」

オトハ：これを知っている人がいるのかなあ。……爺は駄だ目めだしなぁ（笑）。

チンエン：節穴だからな（笑）。

オトハ：三つの宝石はともかく、何とか兄上と会うことはできぬか？

ＧＭ：「それはできませぬ。今上様がお目通りを許ゆるすのは、タマ姫のみ」

オトハ：タマ姫か……。

ユーノス：さて、これから我々はどうします？

オトハ：まず、ハヤカワ藩に行ってみようと思う。

ユーノス：実家は潰つぶれているようですが、タマ姫についていろいろ聞けるかもしれません。

リン：そうですね。それにタマモのことを調べられるかもしれません。

ＧＭ：では、ハヤカワ藩に行くということであれば、シーンを切ります。







◆Middle 02◆今は滅ほろび、悲しみは後に




　オトハたちは、旧ハヤカワ藩に足を運んだ。

　かつて、謀反を企たくらんでお取り潰しになったという。

　そこは、荒あれ放ほう題だいであった。




ＧＭ：では、皆で旧ハヤカワ藩にやってきました。カラスがかーかーと鳴き、道みち端ばたでは骸むくろが転がっている。家々は荒れ放題です。

オトハ：うーん。タマ姫も自分の故こ郷きようがこのようになっては……。

チンエン：じゃあ、虚こ無む僧そう姿で「南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ、南無阿弥陀仏───」と。

リン：この世界、仏ぶつ教きようないから（笑）。

チンエン：あ、そうか。「南無アーケンラーヴ、南無アーケンラーヴ」

ユーノス：城しろの残ざん骸がいとか、あったりするんですかね？

ＧＭ：ああ、そういうのもありますね。

ユーノス：ゴーストタウン、朽くち果はてた城しろ、か……。

ＧＭ：すると、荒れ放題の墓ぼ地ちで、しゃがんでご飯を供そなえている人ひと影かげがあります。

チンエン：おい、そこな娘むすめ。

ＧＭ：娘じゃないです（笑）。

オトハ：あれ、違ちがうんですか？

ＧＭ：呼よび止とめられて振ふり返かえったのは、仮か面めんをかぶった料理人です（一同爆笑）。

ユーノス：お前かよ!?

ＧＭ：「そろそろ来る頃ころだとは思っていた」と仮面料理人は振り返ります。
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オトハ：お、おぬし、何でここに!?（笑）

チンエン：常つねに先回りしてるな、こいつ。

ＧＭ：「まあ、運命の導みちびきというやつだ」と言いながら立ち上がります。

ユーノス：う、運命ですか？

ＧＭ：「さて。お前たちはタマモについて調べに来たのだろう？」

チンエン：おお、話が早い！

ＧＭ：「……フッ、知りたいと言うのならば教えてやろう」（一同笑）

ユーノス：むしろ知りたくなくても教えてやる、ぐらいの勢いきおいですよね（笑）。

ＧＭ：「ただし、真実を知るためには困こん難なんが付きまとうぞ？」

チンエン：お？　まさか料理対決か（一同笑）。

リン：でも、この人あっさりチンエンに負けましたよね？

チンエン：いかにも。そのうえ、今のワタシは大だい皇こう帝ていお墨すみ付つきのチューシ。

リン：しかも、今度は弟で子しの十じつ徳とく包丁までいる（笑）。

ＧＭ：「料理勝負はもういい───」

チンエン：もういいのかよ!?（一同爆笑）

ユーノス：料理人でしょあなた!?

チンエン：……ともかく、情報を教えに来たんだな？

ＧＭ：「まあ、そんなところだ」

ユーノス：でも、その情報を得るには困難がつきまとう、と。

チンエン：構かまわん。こちらのオトハさんなら、いかなる試練でも乗のり越こえていこう。

オトハ：困難など、百も承しよう知ちじゃ！

ＧＭ：「……わかった。では、ついて参れ」

オトハ：ついていくけど……どこに連れてかれるんですか？

ＧＭ：寂さびれた神殿ですね。

オトハ：神殿？

ＧＭ：墓地からそう離はなれていない場所に、荒あれ果はてた神殿があるのです。かつては、荘そう厳ごんな建けん築ちく物ぶつであったでしょうが、今は見る影もありません。

ユーノス：おお。ここだとやはり神殿もエキゾチックな感じですねえ。

ＧＭ：というところで、シーンを切ります。







◆Middle 03◆悲しみも憎にくしみも




　誰だれも近づけるなとタイクーンの命があった、オオド城の天てん守しゆ閣かく。

　息を荒あらげて苦しむのは、誰あろうタイクーン・カゲユキ。

　その意識は混こん濁だくし、息も荒い。

　そんな彼かれにつきしたがい見守るのは、タマ姫ただひとりであった。




ＧＭ：では、シーンの最初にちょっと描写を挿入します。オオドのお城、天守閣です。その最上階にタイクーンはこもっているのですが、そこではあはあと息を荒らげているカゲユキの姿があります。

ユーノス：苦しそうですね、タイクーン。

オトハ：兄上は一体、どうしてしまったのじゃ……。

ＧＭ：「余よは一体何を……どうしたというのだ？」と呟つぶやき、ふと見ると、目の前に一振ふりの刀があります。

チンエン：おう、刀？

ＧＭ：その刀を手に取ると、刀身にはべったりと血が「……血？　こ、これは……うわあっ!?」と言って投げ出してしまいます。

リン：では、おババ様を斬ったのは……。

オトハ：まさかっ！

ＧＭ：「ぐ、う、うおおっ！」と苦しみのたうつタイクーンをタマ姫がただひとりで見守っています。「上様、おつらいでしょうが耐たえてくださいませ」と。

ユーノス：ふむふむ。

ＧＭ：タマ姫は、思い出していくように語り出します。「私が上様と出会ったのは、我わがハヤカワ藩がお取りつぶしの憂き目に遭ったときのことでございましたね───」と。




　苦しむタイクーンに、タマ姫は語る。

「父も母も、一族郎ろう党とうが反はん逆ぎやく者しやとして刑けいに処しよされました。反逆など、濡ぬれ衣ぎぬでございました。ですが、父は無用な乱を生まぬために、先代様のお沙さ汰たに従うことにしたのです」

　胸の内に秘ひめていたことを、今告白する。その表ひよう情じようは、どこか悲しげでもあった。




オトハ：やっぱり、濡れ衣だったんだ……。

リン：先代様は政せい治じにあまり興きよう味みを持っていなかったと言いますし、他のダイミョウや重臣たちの言うがままだったんでしょう。陥おとしいれられたのかもしれません。

ＧＭ：「上様は、反逆者の子であるわたくしを、助けてくださいましたね」

チンエン：お？

ユーノス：そういえば、タマ姫はタイクーンの助命嘆たん願がんによって助かったんですよね。

ＧＭ：「それでも、わたくしは、上様をお恨うらみしました。上様は、親の仇かたきの子でございます。恨んで恨んで、どれだけ恨んだことでしょう。でも、恨みきることはできなかった……」

ユーノス：おや、急に可か憐れんな（笑）。

オトハ：恨みきれてないって……？




「上様、もう少しの辛しん抱ぼうでございますよ。もう、あの方が目覚めてしまいます」

　タマ姫は、静かにカゲユキにそう告げた。

　すると、カゲユキの苦しみがすうっと静まっていった。




ＧＭ：というようなところで、シーンが暗転。場所はさっきの寂れた神殿の中。一同、床ゆかの上に座すわっていて、仮面料理人が腕を組んで話をしようとしているところです。

ユーノス：神殿の中はどんな感じですか？

ＧＭ：そりゃもうボロですね。その辺に遠慮なく蜘蛛の巣が張られていて、朽ちかけた神像が見下ろすように並んでいます。

オトハ：うむ、ならば話せ。すぐ話すのじゃ！

ＧＭ：「まあ、待て。話は順じゆん序じよよく聞くものだ。まずはこのハヤカワ藩が取り潰しになった経けい緯いは知っているか？」

オトハ：さっき書物で。

ユーノス：というかさっきの描写で（笑）。濡れ衣でお取り潰しにあったと。

ＧＭ：「そんな境きよう遇ぐうのタマ姫が、タイクーンに対する復ふく讐しゆうを胸に抱いだいていても、何らおかしくはない───」

オトハ：うん。

ＧＭ：「その復讐を遂とげるために、タマモの封印を破やぶった。そう考えるのが妥だ当とうだな」

ユーノス：たしかに、その可か能のう性せいもありますね。

オトハ：はっとするけど……。

ユーノス：それは本当なんですか？　証拠がある？

ＧＭ：「その目で確たしかめるとよい」

リン：はい？

ＧＭ：……と言った瞬しゆん間かん、あなた方が座っている場所の床がばーんと開きます。

一同：ちょっ──────!?（爆笑）

オトハ：えええーっ、罠わなだったの～!?（笑）

チンエン：き、貴様ぁぁぁぁっ!?

ＧＭ：チンエンが手を伸ばしても、もう届きません。

チンエン：じゃあ、みんなで落ちていくのか。

ＧＭ：そうです。がしゃ、だーん！

ユーノス：フッ、ボクには翼つばさがある！




　突然、床にぽっかりと穴が開いた。

　暗闇の中に、皆が真っ逆さまに落ちていく。




リン：あ、じゃあ、みんなでユーノスの足につかまって！（一同笑）

チンエン：よし、オレは右足を。がしっ！

オトハ：ユーノス、飛ぶのじゃ！

ユーノス：ちょ、ちょちょちょ！　わーっ！（笑）

オトハ：定員オーバーじゃな。

ＧＭ：まあ、ムーブアクションで《ウィング》を展開する間もありませんでしたしね（笑）。

ユーノス：それでもボクは必死こいて飛びますよ。ぱたぱたぱた～。じょ、上じよう昇しようできませーん！　メーデー、メーデー！（笑）

ＧＭ：そして、ばたーん！　とみんなで一いつ斉せいに落ちていく。そこでシーン終しゆう了りようです。







◆Middle 04◆仄ほの暗ぐらい地の底に




　神しん殿でんから、今は洞どう窟くつへ。

　仮面料理人によって案内されたオトハたちは、薄うす暗ぐらい洞窟に落とされた。

　その真意はともかく、明かりを用意して周囲を照らすことにした。




ＧＭ：では、シーンが変わります。皆さんが、神殿の床から落ちたところ。地下は、洞窟のようになっています。

リン：……ふう。ここはどこでしょう？

ＧＭ：灯あかりを点つければわかりますが、上に登って外に出ることはできなさそうですね。

リン：では、冒ぼう険けん者しやセットからランタンを使いましょう。

ユーノス：おお、これで明るくなる。

チンエン：しかしあの野や郎ろう、何故我々をこんな目に遭あわせたのだ。

ユーノス：よくわかりませんね。これが真実を知るための困難なんですかね？

オトハ：と、とにかくランタン使って周りを見てみます！（笑）

ＧＭ：周囲を照らすと、ここは深い洞窟で通路のようになっていて先に進めます。

オトハ：ぴちょん、ぴちょん（←水すい滴てきの音）。

リン：とにかく、先に進むしかなさそうですね。

オトハ：進んでみます。

ＧＭ：……進んでいくと、数多くの骸むくろが転がっていますよ。

オトハ：えええええ～!?

ユーノス：ちょちょちょちょっ、骸って!?

ＧＭ：武ぶ装そうした武む者しや姿です。皆、白はつ骨こつ化かしていますが。

リン：……どうやら、ずいぶん前のものみたいですね。

チンエン：これは、危き険けん感知が一番高い者を先頭に立てて、残りはエンゲージせずに進んでいこう。それぞれ【感知】を報ほう告こくだ。

リン：えっと……５！

オトハ：【感知】３じゃ！

チンエン：こっちは４。

ユーノス：ボクは、７……。

リン：ユーノス、任まかせましたよ（笑）。

ユーノス：まあ、こうなることはわかってましたよ。とりあえず、警けい戒かいしながらランタン掲かかげて進んでいきます。ぽろーん、ぽろーん。




　ユーノスを先頭に、一行は洞窟の先へと進んでいった。

　か細いランタンの灯りを頼りに歩くと、やがて広い空間に突つき当あたる。

　そこには、先ほどとは比くらべものにならないほどの骸が転がっていた───。




ＧＭ：そうして皆さんが進んでいくと、広い空間に出ます。そこには、武者姿の亡なき骸がらが無数に横たわっていますね。

オトハ：お、おおっ……こ、これは!?

ユーノス：ここの藩のサムライだったんでしょうかね？

オトハ：戦いくさがあったんじゃろうか？

ＧＭ：で、さらに奥おくに大きな塚がありますが、それが崩くずれています。

オトハ：……塚？

ユーノス：……もしかして、タマモを封印していた塚、ですか？

ＧＭ：どうやら、そのようです。

ユーノス：このまがまがしい気配、まさかここは……。

オトハ：何か嫌いやな予感がする。

リン：では、その死体の山にお祈いのりを捧ささげましょう。

オトハ：じゃあ、その崩れた塚に近ちか寄よって調べよう。

ＧＭ：すると、骸たちががしゃがしゃと起き出してきます。

オトハ：なんとーっ!?

ユーノス：こ、こういうのはノーサンキューなんですけど！（笑）

ＧＭ：「恨うらメシィィィィ……」

オトハ：ひいーっ!?　何じゃこれはー!?

ＧＭ：その骸や、一帯にはよどんだ瘴しよう気きが漂ただよっています。

ユーノス：や、やはり、これはハヤカワ藩の方々なんじゃないですかねぇ？

オトハ：じゃあ、タイクーン家を恨んでおるのか？

ＧＭ：「タイクーンじゃと？　恨メシィィィ、恨メシィィィィィ！」

ユーノス：やっぱり、彼らの意識はオトハさんに向いているようです。

リン：「この中に、アオイの血を引いているものがおるぅぅぅ……！」

オトハ：やっぱりわたしか……。

ＧＭ：「におう、におうぞぉ！　アオイ家のにおいじゃ！」（一同笑）

チンエン：これは、戦せん闘とうになるのかな？

ＧＭ：はい、一度シーンを切り、戦闘に突入します！







◆Middle 05◆亡ぼう霊れい武む者しやたちとの死し闘とう




　洞どう窟くつに封ふうじられるようにしていた、亡霊武者たち。

　生者の侵しん入にゆうに、かたかたと骨ほねを鳴らして反はん応のうする。

　それぞれ武ぶ器きを手にして、オトハたちに襲おそいかかるのだった。




ＧＭ：では、戦闘となります。敵てきですが、まず骸がい骨こつの亡霊武者が一体。こいつは立りつ派ぱな鎧よろいを身につけ、骨の馬に乗っています。

リン：どうやら、それが大たい将しよう格かくですね。

ＧＭ：そして、太刀たちをはいた鎧武者のモブが四グループほどエンゲージしています。これがＰＣのエンゲージから五メートル先にいます。で、そのエンゲージから、五メートル後方の左右には、弓を構かまえた鎧武者のモブが二グループいます。

ユーノス：もう、相手方はやる気満々ですね。

リン：明度は？

ＧＭ：明度ですが、ランタンの明かりがあれば、この戦闘で気にすることはありません。

チンエン：なるほど。配置はわかった。さて、戦闘だな。




▼第１ラウンド

ＧＭ：まずは【行動値ち】を申告してください。弓を構えた鎧武者、こちらが11。

ユーノス：意外と速い。

チンエン：ワタシは11。

ユーノス：ボクが13。

オトハ：10じゃ。

リン：あたしは12です。

ＧＭ：大将格の亡霊騎き馬ば武者が14。モブが９です。




・行動値

亡霊騎馬武者　　　14

ユーノス　　　　　13

リン　　　　　　　12

チンエン　　　　　11

亡霊弓武者×２　　11

オトハ　　　　　　10

亡霊武者×４　　　９
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チンエン：ということは騎馬武者が先か。

ＧＭ：では、まずはセットアップ。こちらで速いのは14。

ユーノス：そっちが先ですね。

ＧＭ：亡霊騎馬武者が《集しゆう団だん統とう率そつ》を宣せん言げん。




《集団統率》

　指し揮き下にあるモブを対象とし、即そく座ざにメインプロセスを行なわせるエネミースキル。メインプロセスを行なったモブは行動済ずみになる。




ユーノス：ということは、このタイミングで一いつ斉せいにモブが動いてくる！

ＧＭ：ふふ、まずは亡霊弓武者。ムーブはなしでマイナーで《バッドステータス付ふ与よ：ノックバック（２）》を宣言。《範はん囲い攻こう撃げき》を持っているから、四人全員狙ねらえます！

チンエン：ワタシはアオイ家に関係ない者ですよ？　それでも狙ってくると？

ＧＭ：「アオイ家に与くみするなら同じことぉぉぉぉっ！」

チンエン：とばっちりだぁぁぁっ！（笑）

ＧＭ：絶叫を意にも介さず弓を撃ちます。……クリティカル！（笑）

オトハ：ああー、絶ぜつ対たい当たるー!?

ユーノス：恨うらみの力、すごいですねー。

ＧＭ：きっと、矢の一本一本に人ひと魂だまが宿りながら飛んでくるのですよ。




　雨あめ霰あられと跳んでくる、恨みの矢。

　オトハたちは、全員回かい避ひする術すべもなく射い貫ぬかれていく。




オトハ：……全員回避失敗じゃ。

ＧＭ：では、ダメージいきますかねー。

オトハ：リン、《カバーリング》は必要かな？

リン：まだ大丈夫かと思います。

ＧＭ：では、ダメージロール行きますよ？

オトハ：（胸を叩いて）よしこい！

ＧＭ：（ダイスを振ふる）お、なかなかの目！　47点です。１点でもダメージが通るとノックバック（２）を受け【行動値】がマイナス10に。

リン：《ワイドプロテクション》を宣言！　（ダイスを振る）全員17点軽けい減げんです。

ユーノス：……【物理防ぼう御ぎよ力りよく】を引いても21点くらいました。

チンエン：こっちは19点。

リン：あたしは17点です。

オトハ：こっちは15点か。痛いたかったぞー。

ＧＭ：だが、それが一発では終わらない！　次の亡霊弓武者が、続いて28で命中！




　判定の結果、やはり全員が回避に失敗した。




ＧＭ：ではダメージ。４Ｄ振って21、固定値を足してダメージは43点！

リン：《ワイドプロテクション》……24点引いてください。

チンエン：すごいな。８点になったぞ。大した効こう果かだ。まだ立ってられる！




　この攻撃によって、リンは６点、ユーノスは10点のＨＰダメージを受ける。オトハは《トゥルーアイ》を使用してダメージを受けなかった。




ＧＭ：では、次。刀を構えてた亡霊武者が、ガシャガシャとやってきます。まず、ムーブアクションで移い動どうしてエンゲージ。マイナーはなし、でオトハを斬きる！

オトハ：受けて立つ。こい！

ＧＭ：《脚止め》（＊）でエンゲージを封ふう鎖さ、さらに《妨ぼう害がい》（＊）も持っているのでエンゲージしている任にん意いの対象が行なう判はん定ていにマイナス１Ｄですよ。

オトハ：厄介な奴じゃ！

ＧＭ：まずはオトハへ。どりゃー！　……これは低い。命中は18。

オトハ：でも、ダイスが１Ｄしか振れないので、避けようがない（笑）。

リン：《ストライクバック》からの《スタイル：シンエイ》という手もありますが？

オトハ：（しばし考え）……ん、今は使わない。大将格のために取っておくのじゃ！

ＧＭ：なるほど。では、オトハは回避できないので自動的に命中。骸がい骨こつの武者たちがまとわりついて動きを封ふうじているところへ、刀がずんばらりんと。

オトハ：ひーっ！

ＧＭ：ダメージはちょうど40点。

リン：《プロテクション》！　（ダイスを振る）ああ、微び妙みよう。15点軽減です。

オトハ：じゃあ、25点から【物理防御力】を引いて10点。あっ、《トゥルーアイ》で弾はじくとダメージ０点じゃ！

ユーノス：おっと、オトハさんが刀で弾いた。うん、これはいい題材になりそう。ボクの創そう作さく意い欲よくがうなぎ登りですよ！

オトハ：喜んでないでなんとかせい！（笑）

ＧＭ：次の攻こう撃げきも、またまたオトハへ。命中は22です。

オトハ：これもかわせない。

ユーノス：ひたすら《トゥルーアイ》で耐たえる展てん開かいですね。

ＧＭ：（ダイスを振る）よし、今度は高めで50点！

リン：姫ひめ様さま、《プロテクション》でお守りします。……19点軽減。

オトハ：ということは、31点だから、【物理防御力】を引いて16点抜ぬけてくる。《トゥルーアイ》で13点軽減じゃ。

ＧＭ：ちいい、通ったダメージは３点だけか。防ぼう御ぎよが豆とう腐ふなユーノスを狙ねらうしかない……。

ユーノス：ふふふ、来なさい。

ＧＭ：では、もう一グループがムーブでエンゲージし、（ダイスを振る）19で命中！

ユーノス：判定のダイスが１Ｄ減っている。でも、ダイスを振って８以上なんですよ。

リン：大だい丈じよう夫ぶ、２Ｄで８なら出ますよ。

ユーノス：いや、念には念を入れてフェイトを１点使っておきましょう。これで大丈夫でしょう。（ダイスを振る）……あ、うーわー！　７!?　１足りない。

ＧＭ：やったー！

ユーノス：ま、まあ、フェイトを使って振り直しておきますよ！　……ほうら、今度は８！

ＧＭ：なんと、きっかり８か。しかし、フェイトを２点使わせたのは大きい。

ユーノス：くっ、こんなところで２点も使う羽目になるとは。

ＧＭ：このまま押おすしかない。やはり、もう一グループもユーノス。命中は24。

ユーノス：（ダイスを振る）うーん、出ません。今度はさすがに命中ですよ。

オトハ：ユーノス、あぶなーい！　《カバーリング》じゃ！

ＧＭ：お、なんと。（ダイスを振る）ならば、ダメージ39点！

リン：で、《プロテクション》！　（ダイスを振る）今度は23点軽減。

オトハ：それなら、《トゥルーアイ》を使わなくても１点ですむのじゃ！

ユーノス：ふう、これで騎馬武者のセットアップがようやく終しゆう了りよう。

チンエン：そうか、まだセットアップだったんだな。

ＧＭ：ええ、そうです。で、ユーノスのセットアップ。

ユーノス：えー、《クイックソング》《エチュード》《ガルドル》。《ガルドル》しないと、敵までパワーアップしちゃいますからね。




《ガルドル》

「対象：範はん囲い」の呪じゆ歌かと同時に使用し、「対象：範囲（選せん択たく）」にするバードのスキル。




ユーノス：ダイスはマイナス１Ｄですが……（ダイスを振る）呪歌判定は成功です。このシーンの間、皆みなさんの攻こう撃げき力りよく＋20です。

オトハ：おおー！

ユーノス：（竪琴をかき鳴らすしぐさ）チャララ～ン♪　さあ皆さん、反はん撃げきの時ですよ～。

チンエン：《ファストイート》で魔ま法ほうの肉にく団だん子ごを食べておく。シーンの間、魔ま術じゆつ判定＋２。

リン：次はあたし。セットアップで《チャネリング》＋《セイクリッドダンス》。判定は【精せい神しん】。マイナス１Ｄですが……（ダイスを振る）はい。成功。

ＧＭ：これでセットアップは終了。イニシアチブプロセスとなって、亡霊騎馬武者の行動。まずは、ムーブアクションでエンゲージ！　マイナーはなし。メジャーで《連続攻撃》（＊）！

ユーノス：連・続・攻・撃！　それはイヤですねぇ。

ＧＭ：対象は、やはりオトハ。「アオイ家のにおいがするぅぅぅぅっ！」ぶーんと馬上から槍やりを振ふり回まわしてきますよ。（ダイスを振る）まずは、30で命中！

オトハ：それを待っていたのじゃ！　《ストライクバック》と《スタイル：シンエイ》！　……あっ、でもダイスがマイナス１Ｄされてるんだった!?

リン：30ですから、３Ｄを振って13が出るならば……。

ユーノス：それはきついですねえ。

オトハ：じゃあ、フェイト１点使って、行くのじゃ。勝負、せい！（ダイスを振る）

ＧＭ：……なにぃ、クリティカルだと!?

オトハ：よっしゃ──────!?

ＧＭ：ぐわあぁぁぁぁぁっ!?

ユーノス：これはいい。素す晴ばらしいですよオトハさん！

オトハ：《スタイル：シンエイ》の効果で、攻撃を回避しながら亡霊騎馬武者に65点ＨＰロスじゃ！

ＧＭ：「うおぉぉぉぉぉ、おのれぇぇぇぇいっ!!」亡霊騎馬武者は、それにも怯ひるまず二撃目を叩たたき込こんできますよ。（ダイスを振る）おおし、こっちもクリティカルッ!!

ユーノス：なんと、たんどー君と小島さんがクリティカル合戦とは！

チンエン：ていうか、今日はふたりともダイス目いいなぁ。死ぬんじゃない？

オトハ＆ＧＭ：死にませんよ!?（一同笑）

ＧＭ：ともかく、一撃目は上手うまく返したと思ったが、さすが相手は戦場の強つわ者もの、一発ぐらいでは怯みもしません。

オトハ：今度は《ストライクバック》はなし。ダイス減っているのでもう避よけられない。

ＧＭ：それでは、《スラッシュブロウ》を宣言し＋６Ｄ追加。（ダイスを振る）86点！

リン：《プロテクション》は17点軽減です。

オトハ：《トゥルーアイ》を宣言して……結局41点抜けてきた。槍が深々と刺さるけど……まだまだ、これしきの傷！

リン：そうです姫様！　痛みや出血など気合と根性で何とかなります！

オトハ：うむ！

ユーノス：すごいコンビだなぁ……（笑）。

ＧＭ：これで、こちらの行動は終了。

リン：はー、終わったー。

チンエン：やっと向こうの攻撃が終わったか……。

ユーノス：まあ、ボクは待機でございます。

リン：姫様がモブを倒してくれることを期待して、待機です。

チンエン：同じく、待機。

オトハ：では、ご期待に応こたえて《トルネードブラスト》じゃ。まずは《ファストセット》で、《スマッシュ》と《フルスイング》。で《トルネードブラスト》！

ＧＭ：では、命中判定をどうぞ。

オトハ：（ダイスを振る）えーい、命中は28！

ＧＭ：では、まずモブから回避しましょう。（ダイスを振る）……うーん、全員駄目。先にネタバレしますと、モブのレベルは14です。

オトハ：じゃあ、13＋１だから……14レベルのモブは消えるのじゃ。ちょっきり！

ＧＭ：そして騎馬武者。こいつには、リアクションで使うスキルがあるのですよ。

オトハ：なんと!?

ＧＭ：オリジナルのエネミースキル《瘴しよう気きの反撃防御》。対象が行なった白兵攻撃に対するリアクションを命中判定で行なう。勝利すると対象に15点のＨＰロスを与あたえる。ただし、対象の攻撃は自動的に命中する。（ダイスを振る）よし、28ちょうど！

チンエン：あー、おしい！

ＧＭ：では、オトハのＨＰが15点減へります。

オトハ：ぶしゅー。でも、こっちのダメージはいくのだな？

リン：そのとおりです。

オトハ：なら、《スラッシュブロウ》も乗せて……（ダイスを振る）[image: ]点！




　オトハの豪剣がうなる！

　無数の亡霊武者が、瞬時に砕き割られた。

　だが、大将格はいまだ健在───。




ＧＭ：だが、そのくらいのダメージではやられはしません。

チンエン：ならば、待機しているワタシからいこう。ムーブで《ランニングセット》を使い《クラッシュバリア》。さらに《フードファイト》。《リゼントメント》を宣言し、《アースバレット》で騎馬武者を攻撃だ！

ＧＭ：うおおお、くるか！

チンエン：（ダイスを振る）……くっ、３Ｄ振って６とか出ているんですけど（一同笑）。

ＧＭ：なんだ、大おお袈げ裟さなわりに大したことはない（笑）。

チンエン：さすがにフェイトで振り直そう。（ダイスを振る）今度は30だ。

ＧＭ：クリティカルのみか。とう！　（ダイスを振る）惜しい。６と４！

チンエン：あっぶねー。ともかくダメージいくぞ。（ダイスを振る）[image: ]点防御力無視。

ＧＭ：「ぐぼあぁあぁぁぁあっ!?」

チンエン：さらに、［スリップ］も同時に与えるぞ。

ＧＭ：そうすると、騎き乗じよう状じよう態たい解かい除じよか。落馬により２Ｄの貫通ダメージ。……５点。

リン：落馬したならすかさずそこに！　《コールゴッド：タケフツ》からの《ペネトレイトブロウ》！　与えるバッドステータスは、［毒（１）］です。……じぇぇぇぇえいっ！

ＧＭ：うおっ、ど、毒!?

リン：ほほほ、実は左手をそのように鍛きたえていたのです。密かにつけていた手袋を脱ぎ去ると、その下からはおぞましい色に染まった毒手が！（ダイスを振る）命中は18。

ＧＭ：［スリップ］してるから《デモンズウェブ》の効果で判定がマイナス１Ｄされてるうえにクラッチクローまである。避けられない……。

リン：ダメージいきまーす。固定ダメージが49、《パニッシャー》使用も宣言。

ユーノス：なら、《ディスコード》も宣言。

リン：いきまーす。91点。

ユーノス：それに＋21。

リン：というわけで、[image: ]点ダメージの防御力無視。クリンナップに５点ずつＨＰが減ります。肉も骨も、触れただけで腐り始める秘伝の毒ですよ！

ＧＭ：ああ、骨がじゅわわわ～っと変色していく（笑）。

ユーノス：では、ボクの番。ムーブとマイナーで離脱。

ＧＭ：お、離はなれた。

ユーノス：オトハさーん、がんばって。《ジョイフルジョイフル》。（ダイスを振る）成功。

オトハ：じゃあ、《スマッシュ》と《ストラグルクラッシュ》じゃ！

リン：姫ひめ様さまご安心を。《ソウルメイト》でコストはあたしが肩かた代がわりします。

オトハ：（ダイスを振る）えい！　あ、クリティカル!?

ＧＭ：げええええ、なんてことだ！

リン：そうすると《バーストスラッシュ》（＊）が発動です。防御力無視ですよ！

ＧＭ：しかも判定はマイナス２Ｄ。《瘴しよう気きの反はん射しや防御》ですら当たるかどうかわからない。（ダイスを振る）うおー、４と６。クリティカルしなかった！

オトハ：じゃあ、ダメージ。えい！　（ダイスを振る）あっ、10Ｄ振って47。

一同：高っ!?

オトハ：今日は出目が調子いいなぁ。ダメージは[image: ]点です。

ＧＭ：……うーん、まだ生きてます。

オトハ：では、二発目……28で命中！

ＧＭ：も、もう回避できません。

オトハ：（ダイスを振る）ダメージは[image: ]点。さっきより低いけど……？

ＧＭ：しかし、その攻撃でスパーンと亡霊武者の首が落ちます。

オトハ：やった！




　亡霊武者の怨おん念ねんを振ふり払はらうように、オトハは刀を薙なぐ。

　その一刀は見事に亡霊武者の首を捉とらえ、ことりと落とした。




ＧＭ：大将格がやられると、他の亡霊武者もがらがらと崩くずれます。シーン終了です。





（＊）《脚止め》　エンゲージを封鎖するエネミースキル。

（＊）《妨害》　エンゲージしている対象の判定にマイナス１Ｄするエネミースキル。

（＊）《連続攻撃》　対象に武器攻撃を二回行なうエネミースキル。

（＊）《バーストススラッシュ》　両手持ちの武器攻撃の命中判定がクリティカルすると、対象の防御力を０にするウォーロードのスキル。









◆Middle 06◆秘ひめられた歴史の真実




　亡霊武者たちは、がらがらと崩くずれていった。

　その途端、場を覆っていた瘴気は消え去る。

　戦いは終わったのだ。




ＧＭ：では、次のシーン。戦闘に勝利した直後、洞窟の広間です。

リン：とりあえず、《ヒール》ですね。

チンエン：こっちも《パーベイヤー》（＊）で料理を補ほ給きゆう。ついでに、《ソウルフード》で《リゼントメント》を使用可か能のうに回かい復ふくしておこう。




　オトハたちは戦闘で受けたダメージを回復することにした。

　チンエンの料理とリンの《ヒール》によって、オトハとユーノスの【ＨＰ】と【ＭＰ】は全ぜん快かい。チンエン、リンは【ＨＰ】は全快するものの、【ＭＰ】はリン51点、チンエン83点まで回復するだけに留とどまった。




リン：このくらい残っていれば大だい丈じよう夫ぶですね。《祝福》もありますし。

ユーノス：というわけで、なにやらさっきの骨のやつらを尋じん問もんしたいのですが。

ＧＭ：そうすると骨は「あぁぁぁ、あぁぁぁ……。我われらに染しみついた瘴気が晴れていく」と、何か恨みから解放されていくようです。

ユーノス：タマモの瘴気に侵おかされていたのですかね？

ＧＭ：そんな感じです。で、さっきの大将格の骸骨が「武ぶ士しの情なさけでござる。我わが末まつ裔えい……タマ姫は今はどうしておるのだぁぁぁぁぁ……」と、聞いてきます。

チンエン：我が末裔？　……この骨、もしかしてハヤカワ藩はんの初代か？

ユーノス：ああ、初代タイクーンとともにタマモを封ふうじるのに同行したという。

リン：この人は、タマ姫のことを心配していたみたいですね。

ユーノス：では、タイクーンのお側そばにいることを伝えましょう。

ＧＭ：「……そうであったか。おおお、なんと不ふ憫びんな娘むすめじゃ」

ユーノス：どういうことですか？　なんかやったんですか、タマ姫さん。

ＧＭ：「タマ姫は、この封ふう印いんの塚つかを崩し、タマモを復ふつ活かつさせ、その身に宿した」

ユーノス：やはり、そうだったのですか。ハヤカワ藩を潰つぶした復ふく讐しゆうのためにそこまで……。

ＧＭ：「いや、復讐など望んではおらぬだろう。それはタイクーンのためなのじゃ……」

ユーノス：……は？　えっ!?　ど、どういうことです？

オトハ：兄上のために？

リン：言っていることが、よくわからないのですが……。

オトハ：えっ、タマモを復活させたのは、タマ姫のみずからの意い志しで……それは兄上のためなの？　えっ、えっ？

ＧＭ：「……タマモは本来、人をたぶらかし、戦せん乱らんを起こす魔ま獣じゆうなどではなかった。このダイワを見守る霊れい獣じゆうであったのだ」

チンエン：おお、おおお。そうだったのか。

リン：もともと、九きゆう尾び狐ぎつねは霊獣ですから。

ＧＭ：「かつて、ダイワの戦乱を収おさめようとした英えい雄ゆうがいた。それが───」

オトハ：……オワリ・ノブカタ。

ＧＭ：「いかにも。タマモは若わかき日のノブカタに出会い、その才気と器量に感じ入り、その力を貸かすことにしたのじゃ。ダイワに平へい穏おんをもたらすことを願ってのう」

ユーノス：……惚ほれたということですかね？

オトハ：タマモがたぶらかしたのではなかったのか！

ＧＭ：「タマモは、ノブカタとともにあることを願い、みずからの魂たましいの半分を託たくした」

ユーノス：霊獣が英雄を見み込こんで魂の半分を。おおお、なんかいい話ですよ！

ＧＭ：「これによって、ノブカタは文字どおり不死身の勇者となった。だが、ダイワではいたるところに火種があった。ノブカタは、戦い、戦い、戦い……終わることのない戦いによって、いつしか魂を蝕むしばまれていったのじゃ……」

ユーノス：今、返り血浴びて戦火の中で笑うノブカタの姿すがたがイメージできましたよ。

リン：戦うことは、人の恨みや何やらも浴びる対象になったりしてますからねぇ……。

チンエン：さすがの英雄も、相次ぐ戦に心が保もたなかったか。

オトハ：ううむ……。




　絶たえ間まない戦は、人を人でないモノに変えてしまう。

　戦乱は死を呼よび、怒いかりを生み、恨みを募つのらせ、悲しみを残す……。

　オトハは、あらためて戦の恐おそろしさを知った。




ユーノス：いやしかし、ノブカタの呪のろいだというのはわかりましたが……それとタマ姫がタイクーンのためにタマモの封印を解といたのが、どう関係するのですか？

ＧＭ：「それは───」と、骸骨が語り始めたところで、マスターシーンを挿そう入にゆうしましょう。

オトハ：おお？





（＊）《パーベイヤー》　料理を用意するチューシのスキル。









◆Middle 07◆それは遠い過か去この物語




　遠い、遠い過去のこと。ダイワは、その頃ころも戦国の乱らん世せいであった。

　その地を見守る霊獣タマモは、乱みだれた世に起こる悲しみに心を痛いためていた。

　そんなとき、ひとりの若わか武む者しやと出会う。

　この若者なら、ダイワを変えてくれる。そう信じたのだった。




ＧＭ：では、一いつ旦たんシーンが切きり替かわりまして、マスターシーンとなります。場所は、天てん守しゆ閣かくの最上階。そこで意い識しきを失っておとなしくなっているカゲユキと、それを見守るようなタマ姫の図というところです。タマ姫の背はい後ごに、ふわっーとタマモの霊が浮うかびあがります。

ユーノス：おっ、タマモが。

チンエン：何か意味深だな。

ＧＭ：その霊がふっと空を見上げながら「初めて会ったノブカタ様は、本当に凛り々りしいお方でした……」と、回想が始まります。

オトハ：おお、回想が。

ＧＭ：それは、今よりずっと昔のこと。若武者ノブカタと美しい女じよ性せいに化けていたタマモが出会いました。

チンエン：おお。

ユーノス：急に背はい景けいがキラキラキラ～。

ＧＭ：白馬で遠乗りした若いノブカタと、泉いずみのほとりで出会うタマモ。

チンエン：あれだな。ノブカタはタマモの不思議な魅み力りよくに、タマモはノブカタのはつらつとした若さに惹ひかれていくんだな。

ＧＭ：そうです。で、逢おう瀬せを重ねるうちに心を通わせ、ノブカタは白馬の背せにタマモを乗せて、小高い丘おかの上に駆かけ上のぼって言うんですよ。「見よ、このダイワを。美しい地であろう」

ユーノス：（回想のノブカタになって）「私わたしはこのダイワに必ず平和をもたらしてみせる」

ＧＭ：そう、まさにそんなことを言うのです。

チンエン：あれだよね。ノブカタがタマモにかんざしとかプレゼントするんだよね。

ＧＭ：それいいですね、採さい用ようしましょう。「お前に似に合あうと思って、都まで買いにいった珊さん瑚ご玉だまのかんざしじゃ。つけてくれ」と、桜さくらの木の下で仲なか睦むつまじいやりとりがありました。

リン：だがそれも、長くは続きませんでした、という話になるのですよね……。

ＧＭ：そうです。度たび重なる戦いは、徐じよ々じよにノブカタの心を蝕んでいく───。

チンエン：ああ、信じていた家臣が裏うら切ぎったり。

ユーノス：平和のためにどこかに攻せめ入いったり。

ＧＭ：まさに戦国乱世。強くなければ生き残れない。ノブカタはやがて優やさしさを捨すて、人を信じなくなり、暴ぼう虐ぎやくの限かぎりを尽つくすようになってしまう。

オトハ：ああ……。

リン：戦が、人を変えてしまったのですね。

ＧＭ：そうです。そしてその傍かたわらには、悲しげに彼を見守るタマモの姿が。

チンエン：燃もえ落ちる城しろを眺ながめながら「見よ、タマモ。我に逆さからう者はすべてあのようになる。はははははは！」とか高笑いするシーンがカットイン（笑）。

ＧＭ：ここで、タマモの語りが入ります。「請こわれてわらわの力を貸かし与あたえたばかりに、ノブカタ様は道から外れてしまいました……」

チンエン：なんか、大たい河がドラマのナレーション風だな（笑）。

ＧＭ：「そして、その魂の半分を貸し与えたがゆえ、わらわもまた瘴気に染そまり、戦乱を求める魔ま獣じゆうに変わり果て、長き封印につきました」

ユーノス：人間であるノブカタを愛したゆえに、霊獣から魔獣になったと。

ＧＭ：はい、そしてノブカタの暴虐を止めるために初代タイクーンは立ち上がり、タマモを封印することになったのです。

オトハ：悲しい話じゃ……。

ＧＭ：「ですが、その封印も不完全。ゆえにノブカタ様の怨おん念ねんがカゲユキ様を苛さいなむ形に。我わが身の因いん果ががこのふたりに悲しい宿命を背せ負おわせてしまうことになろうとは……」と、タマモは嘆なげくように呟つぶやきます。

ユーノス：つまり、タマモ的には封印の中でノブカタの魂とずっと一いつ緒しよにいられたら、それでよかったんですね。

チンエン：愛だな。

オトハ：愛じゃ……。

ＧＭ：と、回想を終えたところで、シーンはまた洞窟にいる皆さんのところに戻もどります。骸骨は、タマモの回想するようなことを語ってくれます。




　髑しやれ髏こうべが語る、ノブカタとタマモの物語───。

　それは、戦国の世が生んだ悲ひ劇げきであった。




ユーノス：おっと、ではこのシーンでの情じよう報ほうをボクたちは知っていていいんですね。

ＧＭ：はい、そのとおりです。

チンエン：タマモとノブカタが悪に落ちたのは、結局のところ戦国の世のせいか。

ＧＭ：そうです。「タマモは魔獣と化してしまう前にセーリアに渡わたり、みずからを封じるのに必要な太陽石を得ようとしたが、間に合わなんだ」

チンエン：大だい皇こう帝ていの話だと、セーリアで災わざわいを起こしたというしな。

ユーノス：偽にせチンエンはタマモから力をもらったと言ってましたが、そのときの縁えんが残っていたりしたんでしょうかね？

チンエン：まあ、おそらくはな。

ＧＭ：「ダイワに戻ってきたときには、その身は瘴気を発し、戦いくさを呼よぶ魔獣と化しておった。我らは、不死身となったノブカタを倒たおすためには、タマモも封ふうぜねばならなかった」

チンエン：力の源みなもとだからな。

ＧＭ：「ゆえに、我らは初代タイクーン様とともに、この地にタマモを封じた」

ユーノス：なるほど。しかし、その封印は不完全だったと。

ＧＭ：「そう、不完全であった。ノブカタの怨念はまだ生きておる。……タマ姫は、その怨念を断たち切きろうと、タマモの身をその身に宿し、共に滅ほろびようと考えたのじゃ」

リン：ノブカタの怨念は、タマモを滅ぼさないかぎりなくなりません。タマモの魂の半分を与えられたことによって、不死身となったわけですから。

ユーノス：だから、タマ姫はタマモの霊を自分に宿したわけですか。タマモが封印されているかぎり、ノブカタの怨念は消えないことを知って……。

オトハ：じゃあ、タマ姫は兄上をノブカタの呪いから救おうとしていたってこと!?

チンエン：どうやら、そういう話のようだ。

ＧＭ：そして、タマ姫によってタマモの封印が解とかれ、そのとき一緒に溢あふれた瘴気に触れてしまい、この骸たちは怨念に突つき動うごかされる亡霊武者となってしまったわけです。

ユーノス：そうだったのですか。

ＧＭ：すると髑髏は「どうか、この戦国の因果を断たってほしい……」と願い、サラサラと崩れていきます。

オトハ：ああっ!?

チンエン：オトハさん、最さい期ごにひと言言ってあげてはどうか。

オトハ：わかった。……その因果、必ず断つと約束しよう！

ＧＭ：「おお、その言葉が聞きたかった……」と、風の前の塵ちりのごとく消えていきます。




　今、オトハたちは戦国の世が生んだ因果を知った。

　その因果を、断ち切ると約束した。それは、容よう易いなことではないのかもしれない。

　しかし───。




オトハ：つまり、タマちゃんは何にも悪くないのか。

リン：そうですね。タイクーンを救おうとしているようですし。

ユーノス：毎回エンディングのマスターシーンであやしい言動を繰くり返かえしていましたが、今から読み返してみると意味深なことを言っているんですね。

チンエン：意識を失ったタイクーンを見守っていたりしたが、あれはノブカタがタイクーンを乗っ取っていくのを止めようとしていたんだな……。

ユーノス：「ダイワの世直しが始まるのでございます」と言っていたのも、この因いん縁ねんを滅ほろぼそうとしてのことだったのですね。

ＧＭ：毎回、マスターシーンで冷たい表ひよう情じようだったりあやしく微笑ほほえんでいたりしますが、そこには隠かくされた涙なみだがあったのです。

チンエン：ただあやしいだけじゃなかったんだな（笑）。

オトハ：じゃあ、このままタマちゃんを討うっても駄目なのじゃ！

チンエン：しかし、タマモを封ふうじないとノブカタも滅びないから、タイクーンも救えないんじゃないか？

オトハ：ええとそれは……そうじゃ、だから、タマモを封じる三つの宝ほう石せきがあればよいのじゃ！

ユーノス：たしかにそうですが、今手元にあるのは太陽石と知ち賢けん玉ぎよくだけ。

リン：金こん剛ごう眼がんがないと、タマモを封じることができません。

ユーノス：そうでしたね。金剛眼は初代タイクーンが家か宝ほうとして手に入れていたという話なのですが。

ＧＭ：はい、常つねに肌はだ身み離はなさず持っていたとのことでした。

オトハ：金剛眼があれば、みんなを助けられるのに～。

チンエン：ともあれ、今はとりあえずここを出よう。

ユーノス：そうですね、地上に戻もどらないと話にならない。

ＧＭ：塚の裏うらから地上に続く通路があるようです。

オトハ：じゃあ、戻るのじゃ！

ＧＭ：おっと、その前にオトハは【感知】で判定してみてください。

オトハ：【感知】？　（ダイスを振る）11じゃ。

ＧＭ：では、オトハはその塚にキラッと光るものを見つけました。

オトハ：なんだろう？　もしや金剛眼!?

リン：まさか（笑）。

ＧＭ：見てみると、珊瑚玉の付いたかんざしですね。

一同：ああっ！

オトハ：さっきの回想シーンで出てきたヤツじゃ！

チンエン：ちゃんと拾ってくれるとはありがたい。

ＧＭ：せっかく演出したんですから、出しておきますよ（笑）。

オトハ：では、それを拾って地上に戻ろう。




　暗く、悲しい洞どう窟くつから地上へ。

　そこで待っていたのは、意外な人物であった。




ＧＭ：では、塚の裏の道から地上に出たところです。

ユーノス：やっぱり、仮か面めん料理人が待っているんですか？　あの人、もしかしてこのことをボクたちに教えたかったんですかね？

チンエン：まあ、真意はまだよくわからんが……。

ＧＭ：で、地上に出ると、そこにはサダノブが待っております。

リン：え、サダノブが？

オトハ：サダノブ？

ＧＭ：ええ、サダノブだけで仮面料理人の姿はありません。

リン：実は、仮面料理人の正体はサダノブだったとか（笑）。

一同：まさか[image: ]!?（爆ばく笑しよう）

チンエン：たしかに、同一シーンで現あらわれたことはなかったが？

ＧＭ：ないですから！




　もしそうなら、ＧＭもびっくりである。




ＧＭ：ともかく、サダノブがオトハを見つけて駈かけ寄よってきます。

オトハ：おお、サダノブ。何故、おぬしがここに？

ＧＭ：「姫様たちが、こちらから出てくるだろうと仮面の男から伝えられましたので」

ユーノス：ああ、そういうことだったのですか。

チンエン：まあ、あいつに洞窟に落とされたわけだしな。

リン：で、何がありましたか？

ＧＭ：「今、続々と地方から軍ぐん勢ぜいが集まり、大だい征せい伐ばつの出しゆつ陣じん式しきが始まろうとしております」

チンエン：ま、まずいな……。

リン：もう時間がないということですか。

ＧＭ：「その前に、タマモを討って上様をお救いせねば！」

チンエン：タマモの霊は、封印から解放されタマ姫に宿っていたが……。

ＧＭ：「やはりそうであったか！　ならば、すぐにでもタマ姫を討うちましょう」

オトハ：いや、駄目じゃ！　今タマ姫を討ってはならぬ！

ＧＭ：「な、なんと!?」

ユーノス：事情を語っている時間はありませんが、タマ姫はタイクーンを救おうとしているのです。

オトハ：そうじゃ。タマ姫も救わねばならない。

リン：でも、そのためには金剛眼が……。

オトハ：そうなのじゃ、金剛眼は一体どこへ！

チンエン：うーん、そういうものが安置されてそうなのは、初代タイクーンの墓はかとか祀まつった神しん殿でんとかだよな？

ユーノス：そういうものはあるんですかね？

ＧＭ：初代タイクーンを祀った霊れい廟びようはあります。

ユーノス：じゃあ、金剛眼もその霊廟に収おさめたんですかね？

ＧＭ：いや、そうでないものも一品あったりするんですよ（笑）。

ユーノス：なんですか、それは？

ＧＭ：そこは推すい理りしていただけると。

ユーノス：え、推理？

ＧＭ：実は、ここまでヒントはいろいろ出しています。

オトハ：ヒント？　初代タイクーンは、肌身離さず持っていたとは聞いたが……。

リン：……そういえば、金剛眼の能のう力りよくというものはどのようなものでしたか？

ＧＭ：金剛眼の能力は、妖よう魔まや魔族の正体を判はん明めいさせるというものです。

リン：（何かに気づき）……あっ！　もしかして、その能力はこれまであたしたちの前で使われたことがありましたよね!?

ＧＭ：はい、ありますよ（笑）。

オトハ：ああーっ！（ぽんと手を打つ）

チンエン：あ、まさかっ！

オトハ：そう、隠かくした正体を明らかにした！　ショーリン館で！

ユーノス：そうか、シュウネンのときですね！

オトハ：そう、そのときじゃ！




シュウネン

　第三話に登場した、セーリアの件くだんの聖せい地ちショーリン館で修しゆ行ぎようしていた修行者。

　実は、大だい聖せい堂どうに安置されていた宝ほう物もつや書物を狙ねらって忍しのび込こんでいた魔族であった。

[image: ]




オトハ：あのとき印いん籠ろうを出したら、シュウネンの正体がわかったのじゃ！

リン：初代タイクーンが肌身離さず持っていた、印籠ですね。

オトハ：わたしも、肌身離さず持っていたものはないかと思って、アイテム欄らんを見ているうちに気づいたのじゃ（笑）。

チンエン：なんというメタな気づき方（笑）。

リン：姫様、さっそく印籠を！

オトハ：うむ。懐ふところから出して、カパッ！

ＧＭ：……と開けると、中にはキラキラと輝かがやく宝石が！

一同：これだー!!

オトハ：こんな身近にあったのじゃな！

ユーノス：なんと！　灯台もと暗しとはこのこと。

チンエン：この印籠にはきっと秘ひ密みつがあると睨にらんでいたが、こういうことだったか（笑）。

リン：というか、さすがに授さずかった印籠の中はあらためませんよね。

チンエン：きっと、サクザもこのことを見み越こして印籠を授けたのだろう（笑）。

オトハ：いや、どうかなー？（笑）

ＧＭ：そこは信じてあげてください（一同笑）。

チンエン：タマモを封じるための三つの宝石……金剛眼、太陽石、知賢玉はここに揃そろった。

ＧＭ：では、三つの宝石が揃うと、ひときわ輝かがやきを増ましたように感じます。

チンエン：ピカー、ピカー、ピカーと。

オトハ：よし、これでタマ姫も助けられる！

リン：というわけで、急ぎましょう。

オトハ：うむ！

ＧＭ：では、みんなでオオドの城に急行するところでシーンを変えましょう。







◆Middle 08◆戦いの地は天守閣




　オトハたちは、オオドの城へと急ぐ。

　城には幟のぼりが並ならび、鬨ときの声こえが聞こえてくる。

　各地より兵が集まり、大征伐は始まろうとしていた。




ＧＭ：では、ハヤカワ藩から一路オオドのお城へと向かいます。

オトハ：急ぐぞー！

ＧＭ：オオドが見えて来ますと、まるでお城の天守閣を包むように、黒くあやしい雲が空をおおっています。

チンエン：おっ、風雲急を告げるというヤツか！

リン：何かまずい気配ですわね。

ＧＭ：城にはいくつも旗が翻ひるがえり、遠くからも鬨の声が「えい、えい、えい、おーっ」と響ひびき渡わたるのが聞こえてきます。

リン：それ出しゆつ陣じんの声じゃないですか。

ＧＭ：そんなお城の様子を、民みん衆しゆうも不安そうに見守っています。

チンエン：城じよう下か町まちの民衆もみんな息を潜ひそめて「ああ、戦いくさが始まる」って呟つぶやいてる感じか。

ＧＭ：そうですね。「この国はどうなるんじゃ……」とか、不安を口にしています。

チンエン：「誰だれかこの世を直してくれる方はいないのかしら」とかな。

リン：そこで、子こ供どもが呟くのですよ。「そうだ、おんみつ姫が！」と。

チンエン：子供たちが噂うわさし合うんだよ。「おんみつ姫ならきっと来てくれる！」ってな。

ＧＭ：そうです、大人は言うのです、「おんみつ姫だって？　そんな夢ゆめ物もの語がたりみたいなことがあるわけないじゃないか！」と（一同笑）。

オトハ：じゃ、その横を駆かけていきます！




　オトハは駆ける。

　今、大きな戦が起ころうとしている。

　だが、誰かが願えばそれは止まるものだと伝えたい。

　世の中、悪いこともあるけれど、それだけではないと伝えたい。




ＧＭ：その颯さつ爽そうと駆けていく姿をみた子供たちが「あ、あれは!?」と指を指し。

ユーノス：ボクたちは、その後を追いかけていきます。

オトハ：しゅたたたたっ！

ＧＭ：そして、お城の門の前までやってきます。

ユーノス：開門、開門ーっ！

ＧＭ：門は閉とざされています。開門の声にも、反応しません。

チンエン：なら、無理矢理にでも開こう。判定はいるか？

ＧＭ：いえ。閉ざしているのがエキストラなので宣言だけで構かまいません。

チンエン：なるほど。なら、弟で子しの十じつ徳とく包丁とともに無理矢理にでも開こう。ふううん！

ＧＭ：そうすると、ぎ、ぎぎぎぎぎーと門がゆっくりと開きますが、そこには大おお勢ぜいの鎧よろい武む者しやの姿があります。

オトハ：……ここ、通れるんですか？

ＧＭ：どうやらそうはいかないようです。集まっている者たちが「それ以上は何なん人ぴとたりとも通すわけにはいかん！」と、門を塞ふさいでおります。

リン：ここにおわすお方は上様の妹君ですよ。

オトハ：そうじゃ、わたしはアオイ・オトハじゃ！

ＧＭ：「たとえ上様の妹君であろうとも！」

チンエン：むう、聞く耳持たぬって感じだな。

リン：……これ、もう目がいっちゃってるのでは？

ＧＭ：彼らは、目の光がなく虚うつろですね。

オトハ：ああっ！　これはノブカタの瘴気の影響か……。

ユーノス：……すでに戦争の準じゆん備びが整っているみたいです。時間的な猶ゆう予よはないでしょう。

オトハ：うむ！　そこをどけい！　押おし通る！




　剣光一閃！

　オトハの《トルネードブラスト》が、立ちふさがる軍勢をまたたく間に打ち倒してゆく！

　だが、その場に血は一滴も流れない。

　すべて、峰みね打うち。非殺ころさず、有う情じようの剣。

　おんみつ姫の剣舞、高みに達す───。




チンエン：ずらーっと居い並ならんだ槍そう兵へいが「てやぁ！」と同時に四方八方から槍やりを繰くり出だすと「はっ!?　い、いない……」となって上を見上げると、そこにオトハの姿が！

オトハ：（剣を振る仕草）しゅんっ！

ＧＭ：飛とび降おりると同時に、ばばばばばーんと薙ぎ倒されていく！

ユーノス：そして、弓がぱぱぱぱーんと放たれても、ききききんと叩たたき落おとし！

オトハ：しゅぱんっ！

ＧＭ：太刀たちを構えて「でりゃー」と斬きりかかってくるやつらも、きんきん！　とたたき伏ふせて一気に走はしり抜ぬけていく！

オトハ：なんか、わたしかっこいい！

ユーノス：もうＢＧＭを流して盛もり上あげちゃいますよ。

ＧＭ：そして、その様子を見ている謎なぞの人ひと影かげがひとつ（一同笑）。

リン：仮面料理人きたーっ!!（爆笑）

ユーノス：お前かよっ！

ＧＭ：すると、仮面料理人は「これでようやく、約束がひとつ果たせた」と呟く。

チンエン：約束？

ユーノス：なんなんだ（笑）。

ＧＭ：「頼たのんだぞ。オトハ殿どの、チンエン」とオトハの突とつ破ぱを見守っています。そして「くっ……！」と胸むねを押おさえて苦しみ出します。

オトハ：ええーっ!?

ＧＭ：「どうやら私に残されている時間も……長くはないようだ」

チンエン：そ、そうだったのか（一同笑）。

ＧＭ：はい、そんなカットインがありつつ、ずざーっとタイクーンがこもる天守閣への道が、まるで潮しおが引いていくように開けていきます。

オトハ：では、一直線に突つき進すすむぞ！

ＧＭ：というところで、クライマックスとなります！







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆愛と恩おん讐しゆうの果てに




　行く手をふさぐ兵たちを掻かき分わけ、オトハはタイクーンがこもる天てん守しゆ閣かくを目指す。

　いよいよというときに現あらわれたのは、いつものように微笑ほほえむタマ姫ひめの姿すがた。

　その笑みが意味するのは、優やさしさか悲しみか。




ＧＭ：では、クライマックスです。

オトハ：はいっ！

チンエン：ワタシたちは、天守閣目指してどんどん走っていくわけですね。

ＧＭ：そうです。雑ぞう兵ひようどもを掻き分けて天守閣まで進んでいるわけです。天守閣からはあやしげな瘴しよう気きが漂ただよっているのを肌はだで感じます。

ユーノス：うおお、もうやばいって感じですね。

ＧＭ：そして、その天守閣の前にひとりたたずむ女じよ性せいが。

リン：それはやはり……。

オトハ：タマちゃん、じゃな。

ＧＭ：はい。そして優やさしげに「お待ちしていましたよ、オトハ様」と微笑ほほえみます。

オトハ：タマ姫……。わたしは、すべてを知ってしまったのじゃ。

ＧＭ：「すべてですか。それはどこまで？」

オトハ：話せば長いので、かくかくしかじか、と（一同笑）。

リン：タマモのこととか。

チンエン：ノブカタのこととか。

オトハ：あとは、タマモの封ふう印いんを解といたことも聞いたのじゃ。

ＧＭ：「いかにも……わたくしがタマモの封印を解きました。その荒ぶる霊れいは、今もこの身に宿っております」

オトハ：それも聞いたのじゃ。兄上を助けるためだと。

ＧＭ：「いいえ、それは思おもい違ちがいですよ。すべては復ふく讐しゆうのためです」

オトハ：……復讐のため？

リン：それはタイクーン家への復讐ですか？

ＧＭ：「それもあるかもしれません。ですが、わたくしが復讐したかったのは、このダイワ……この戦国の世でございます」

オトハ：戦国の世そのものに？

チンエン：う、ううむ。

ＧＭ：「ご存ぞんじのとおり。わたくしの家は反はん逆ぎやくの汚お名めいを着せられました。濡ぬれ衣ぎぬであっても、ダイワに無用な乱らんを起こさじと、甘あまんじて刑けいに処しよされました。父や母、わたくしの家族が犠ぎ牲せいにならざるを得なかったのは、ダイワに無用な乱を起こしたくなかったからです」

オトハ：そのことは、本当にかわいそうに思う……。先代タイクーンのせいだというなら、わたしが謝あやまる！

ＧＭ：「オトハ様に謝ってもらったところで、わたくしの家族は帰ってきません」

オトハ：……うっ!?

ＧＭ：「わたくしの父母は、何故なぜ死なねばならなかったのでしょう？　そう考えたとき、この乱みだれた世が悪いのだと気づきました」

ユーノス：だから、タイクーンを操あやつって大だい征せい伐ばつを行なわせていると？

チンエン：しかし、それはまたダイワに大きな戦せん乱らんを生むだけかもしれないというのに。

ＧＭ：「だったら、滅ほろびてしまえばいい───」

一同：なんとっ!?

ユーノス：今、すごいことをさらっと言いましたよ、この人！

ＧＭ：「皆みなが笑って暮くらすことができない世の中なら、いっそなくなった方が幸せというものでしょう。すべてが無に還かえれば、悲しみも苦しみも生まれないのですから」

チンエン：そこまで虚きよ無む的てきな考え方をしていたと……。

ＧＭ：「そう。悲しんで悲しんで悲しみ抜ぬいて、わたくしはその身にタマモを宿し、修しゆ羅らになったのです」

一同：…………。

ＧＭ：「わたくしは、もはやただ一匹の修羅。すべてを滅ぼすことこそ喜び……」

オトハ：───嘘うそだっ!!

一同：おおっ!?

ユーノス：オトハさんが言い切った！

オトハ：わたしにはわかる。彼女は嘘をついておる。

リン：姫様……？

オトハ：だって、わたし、《インサイト》の判定でクリティカルしたもん!!

一同：そうだった───!!（一同笑）

チンエン：オープニングの《インサイト》でクリティカルしたから、本心を見抜いているんだったな（笑）。

オトハ：（真面目な口調で）……タマ姫、あなたは優やさしい人です。

ＧＭ：「な、何を言うかと思えば……」ちょっと動どう揺ようするタマ姫。

オトハ：兄上の呪のろいって、本当はノブカタの呪いだったんですよね？

ＧＭ：そのとおりです。

オトハ：だから、タマ姫はタマモを宿して一いつ緒しよに滅ほろびようとしているんですよね!?

チンエン：そうしないと、元げん凶きようであるノブカタの怨おん念ねんを滅ぼすことができないからな。

リン：あえて姫様に討うたれるため、本心ではないことを語ったのでしょうね。

オトハ：なら、もう一回《インサイト》で見抜きます！

ＧＭ：わかりました、どうぞ！

オトハ：せい！　（ダイスを振ふる）……達たつ成せい値ちは13！

ＧＭ：では、これまで彼かの女じよが語ったことは本心ではないことがわかります。

オトハ：わたしは、あなたがずっと兄上に付つき添そう姿を見てきました。優しい、目だった。

ＧＭ：「はっ……!?」

オトハ：あれが嘘だったとは、わたしには思えません。

ＧＭ：「そ、それは、カゲユキ様をたぶらかすためで……」

オトハ：愛ではないのですか？

ＧＭ：「あ、愛などと……！」

オトハ：愛ではないのですかっ!?

リン：繰くり返かえした!?（笑）

オトハ：このオトハの目に、嘘は通じないのじゃ！

ＧＭ：「あ、愛などと……涙なみだが涸かれ果はてたときに捨すてたというのに……！」というタマ姫ですが、その瞳ひとみからはらりと涙がこぼれてしまいます。




　それは涙───。

　悲しんで悲しんで、悲しみ抜いて、とうに涸れたと思っていたもの。

　みずからの命とともに、戦国の世が生んだ因いん果がを断たつこと。

　それが彼女が果たそうとした戦国への復讐。

　オトハの瞳は、タマ姫の心を見抜いていた。




ＧＭ：「オトハ様、何故わたくしを討うってくれないのです？　わたくしは、カゲユキ様を救いたかった。あなたに討たれるなら、本望だと思っていたのに……」

オトハ：あなたは言いましたね？　偽いつわりの平和とは、誰だれかが微笑むために誰かが泣いているものだと。そんな平和はいやだと。

ＧＭ：「………」タマ姫は静かに聞いています。

オトハ：わたしも、平和のために誰かが犠牲になるのは間ま違ちがっていると思うのです。そう、あなた自身が犠牲になることも！

ＧＭ：「はっ!?」

チンエン：そうだな。この人はタイクーンを救うために犠牲になろうとしてた。

ユーノス：愛ゆえの悲しい決意ですね。

リン：ですが、それも間違いだと。犠牲の上の平和はタマ姫自身が望んでいなかったはず。

ＧＭ：「……しかし、わたくしに宿ったタマモの魂たましいを滅ほろぼさなければ、カゲユキ様を呪いから救うこともできないのですよ？」

オトハ：わたしは、あなたも兄上も救ってみせる！

ユーノス：そう、今ボクたちには三つの宝ほう石せきが揃そろっています！

リン：姫様、今こそ金こん剛ごう眼がんを！

オトハ：じゃあ、金剛眼が入っている印いん籠ろうをかざす！

ＧＭ：そうすると印籠をかざした途と端たん、淡あわい光がタマ姫に向けて放たれ「はっ！　こ、この力は……！」と、その背はい後ごに白はく面めん金きん毛もう九きゆう尾びの狐きつねの霊が浮うかび上あがります。

オトハ：ぶわっ！

チンエン：じゃあ、メガネをキリッとかけて太陽石をかざそう。

リン：あたしは知ち賢けん玉ぎよくを！

ユーノス：そしてボクはかざす宝石がないので、ひたすら音楽を奏かなでているっ!!　うおおお、盛もり上あがってきたぁぁ!!（一同爆ばく笑しよう）

チンエン：いいんだよそんなことしなくてっ!!（笑）

ユーノス：いやあ、手持ちぶさただったので、つい。

ＧＭ：では、金剛眼の光で浮うかび上あがったタマモの霊が、太陽石の力でふわっと引ひき離はなされ、知賢玉で照らすと、完全に物ぶつ質しつ化していきます。

ユーノス：ここに、タマモの姿が。ボクは今、伝説を目まの当たりにしている！

ＧＭ：そこでタマ姫がフッと糸が切れたように倒たおれ、巨きよ大だいな狐の姿のタマモが顕けん現げんしました。「よもや、三つの石を揃えるとは……」

リン：ぴかー。

ＧＭ：タマモは語ります。「タマ姫とともに滅ほろびることを願っておりましたが、まさかこのような方法を取るとは……」

オトハ：できれば、あなたとも戦いたくはないが……。

リン：ですが、伝でん承しようを信じるならもう魔ま獣じゆうとなっているはず。

ＧＭ：はい、本来は神こう々ごうしい姿だったのかもしれませんが、その身はすでに魔獣。生きているかぎり瘴しよう気きを発し、本人の意志とは別に周囲の生き物を邪じや悪あく化させてしまうのです。

チンエン：ともあれ、倒たおさねばならんな。

ＧＭ：「今のわらわは、魔ま王おうノブカタ様の復ふつ活かつを心待ちにする魔獣のひとり。ひとたび息を吐はけばそれは瘴気となり、人を魔に変える。望むものは、戦で流れる血と悲鳴。頭ではわかっていても、心は戦乱を求めてしまうのです。邪じや魔まをするというのであれば───」

ユーノス：なるほど、それが邪悪化した魔獣の性さがなのですか……。

リン：姫様、あの魔獣の悲しみ、止めてやりましょう！

オトハ：うむ！　世直しじゃ！

ＧＭ：というところで、戦せん闘とうになります！　タマモは屋根をブチ破って天守閣の屋根へと登ります。さらに、その周囲が暗雲に包まれて結界のようになっていきます。

オトハ：面白い。いくぞ、みんな！

一同：おうっ！
















▼第１ラウンド

　ついにその姿を見せた魔獣タマモ。

　天守閣の一階かい層そう分にも匹ひつ敵てきするその巨きよ体たいを前に、オトハたちは決意を新たにする。

　振ふり袖そでにたすきを掛かけて、万ばん能のうの霊器たる刀に気合いを込こめる。




ＧＭ：それでは、タマモとの戦闘になります。空に立ちこめる暗雲から稲いな光びかりがピシャー！　タマモから発せられる瘴気は草木を枯からしていきます。

チンエン：戦いの場は、天守閣の屋根の上か。かっこいいな！

オトハ：じゃあ、わたしも気合いを入れてたすきがけにしよう。

ユーノス：おお、凛り々りしいではないですか。

ＧＭ：それでいきましょう。まずは戦闘の配置から。タマモの距きよ離りは、ＰＣたちのエンゲージから一〇メートル。天守閣の屋根の上で睨にらみ合あっております。

チンエン：さて、問題は向こうの【行動値】だが。

ＧＭ：こちらの【行動値】は21！

ユーノス：速いな～!?




・行動値

タマモ　　　　　21

ユーノス　　　　13

リン　　　　　　12

チンエン　　　　11

オトハ　　　　　10
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ＧＭ：では、セットアップ。タマモはオリジナルのエネミースキル《幻げん炎えん》を使います。これは、三〇メートル以内の範はん囲い（選せん択たく）の対象と【精せい神しん】の対決を行なう。

ユーノス：それに敗北した場合は？

ＧＭ：20点のＨＰロス。さらにリアクションの判はん定ていにマイナス１Ｄ。ラウンド終しゆう了りようまで持続という効こう果かです。

チンエン：それはまずいな。オトハの《ストライクバック》が成立しなくなる。

ＧＭ：ではダイス振ふります（ダイスを振る）。

オトハ：低い目出ろ～、低い目出ろ～。

ＧＭ：はっはっはっはっ、達成値は21！

リン：では、あたしからいきましょう。【精神】は高いのですが、念を入れてフェイト１点使います。（ダイスを振る）……あら、クリティカル！

ＧＭ：ぬおおっ!?　リンの鉄の精神は幻まぼろしの炎ほのおごときでは揺ゆるがない！

チンエン：オレは普ふ通つうにリアクション。（ダイスを振る）駄だ目めだ、命中。

ユーノス：ボクは23で成功！

オトハ：お願い！　（ダイスを振る）……あ、失敗!?

ＧＭ：というわけで、チンエンとオトハは20点ロスのうえ、このラウンドが終わるまでリアクションのダイスをマイナス１Ｄです。

チンエン：つ、つらい……。

オトハ：いいや、まだまだ！




　妖しげな炎が、オトハとチンエンの身と心を焦がしてゆく。

　だが、ここで挫ける訳にはいかない。

　刀を握る手に力を込め、歯をかみしめて耐えるオトハであった。




リン：次が、ユーノスのセットアップですね。いつものお願いします。

ユーノス：《クイックソング》からの《エチュード》……判定成功。これでダメージに＋20。

オトハ：よし、ここで《陣じん形けい》で一気にエンゲージじゃ！

リン：……あ、待ってください。あたしがあと一メートル近づけません（笑）。

ユーノス：ということは、オトハさんがタマモにエンゲージ、リンさんが一メートル手前にいるということですか。

チンエン：で、オレはユーノスとのエンゲージを切ろう。範囲攻撃をくらわないようにな。

ユーノス：了りよう解かいです。これで、《陣形》の移動は終了。

リン：あたしは《インペレイティブ》から《チャネリング》《セイクリッドダンス》を使用。さらに《コンポーズ》。（ダイスを振る）あら、判定がクリティカル。

ＧＭ：こ、こんなところで（笑）。

リン：クリティカルの意味があまりありませんね。でも、【行動値】27になります。

チンエン：速いな!?

リン：大技なんで、これで【ＭＰ】が半分になってしまいました～。

チンエン：じゃあ、次はオレのセットアップ。《ファストイート》で十じつ徳とく包丁たちが作った精せい霊れいのサラダをもりもりと食おう。これで、〈地〉属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージに＋１Ｄ！

オトハ：では、一気にいくのじゃ。印いん籠ろうの効果を使う！　皆の者、ダメージに＋２Ｄじゃ！

一同：おおっ！

リン：一気にいくなら《限げん界かい突とつ破ぱ》もいっちゃいましょう、姫様。

オトハ：うん、いっちゃうか。《限界突破》！　さらに判定に＋１Ｄ、ダメージに＋２Ｄ！

ＧＭ：で、セットアップは終わり。では、イニシアチブ！

リン：はい、あたしからです。

ＧＭ：ちっ、一気に【行動値】が上がって抜ぬかれてしまった……。

リン：ムーブで一メートル踏ふみ出だしてタマモにエンゲージ、マイナーは《コールゴッド：タケフツ》。メジャーは《ペネトレイトブロウ》で攻撃。バッドステータスはどうしましょう？

ユーノス：また毒でいきますか？

チンエン：ここで意味がありそうなのは放心かな？

リン：では、放心でいきましょう。平衡感覚を司る三さん半はん規き管かんを破は壊かいする一いち撃げきを頭部に叩き込みます！　今、命中は８＋５Ｄ！

ＧＭ：げえええ、高い！　さすが一気にいろいろ使っているだけある！

リン：（ダイスを振る）ダイス目18で、命中26！　ケエェェェッ！

ＧＭ：ほわぁ！　（ダイスを振る）……駄目でした。ダイス目５では回かい避ひなんて無理（笑）。

リン：では、ダメージロール直前に《パニッシャー》を宣せん言げん！　……ひくっ！　ダイスの目は３以下しかない。84点防御力無視ダメージ＆放心です。

ＧＭ：（データを見ながら）放心、入っちゃうな……。

リン：あ、入った！

チンエン：こいつ、バッドステータスが有ゆう効こうだ！

ＧＭ：では、リンがタマモの眉み間けんに掌しよう底ていをポンと当てると……天守閣の瓦かわらが木葉のように吹ふき飛とび、衝しよう撃げき波はがずどんと地面まで滲しん透とうしていきます。

ユーノス：おお、すごい。さすがはリンさん。

リン：魔ま獣じゆうといえど、脳のうや三半規管までは鍛えられません。壊れなさい！

ＧＭ：くらくらと放心を受けます。メジャーの判定にマイナス１Ｄか……。

リン：クリンナップで回かい復ふくしますけど、その代わりこのラウンド中は継けい続ぞくです。

ＧＭ：ではこちら。マイナーアクションで、九本あるうちの尾おが一本ぴんと立ちます。

ユーノス：尻尾しつぽが立った!?

ＧＭ：《縁えん起ぎの尾》というオリジナルのエネミースキルを使用します。これは、尾が五本以上の時に使用ができるもので、攻撃の対象を範囲（選択）にするものです。そしてメジャーアクションで白兵攻撃！　（ダイスを振る）……おっ、高くないな。

チンエン：命中で４Ｄ振ふれるのか。しかし、そのダイス目じゃあ……。

ＧＭ：いやいや、ここで今度は《万象の尾》を使います。

チンエン：ほう、その効果は？

ＧＭ：尾が六本以上のときに使し用よう可か能のうなスキルで、一ラウンドに一回使用可能。効果は、メジャーアクションで振ったすべてのダイスの目を６に変えます。

一同：なんだそりゃあぁぁぁあぁぁぁぁっ!?

ユーノス：えっ、じゃあクリティカルのうえ、ダメージ＋４Ｄが確かく定ていですか!?

チンエン：なんという強きよう烈れつな効果だ！

ユーノス：ならば、《インターフィアレンス》！

リン：でも、向こうはクリティカルしていますよ？

ユーノス：ご安心を。こっちもクリティカルすればいい。ちなみに、ボクは６が一個こでも出れば《ハードラック》（＊）がありますから。

チンエン：おおっ！

ユーノス：フェイトを２点使っておきましょう。（ダイスを振る）おっ、６が一個でました。

ＧＭ：うおー、出たか！

ユーノス：では、《ハードラック》。３を６に変えて、クリティカル！




　その力で幻げん影えいを生むタマモ。ひと振ふりの爪つめが、一〇にも一〇〇にも見える。

　惑まどわされたオトハたちに、かわす術すべはないかに思えた。

　だが、奇き跡せきは起きた───。

　ユーノスの奏かなでる曲は、その幻影をかき消し、逆ぎやくにタマモを幻げん惑わくするのだった。




ユーノス：フッ、幸グツド運ラツクと踊ってダンスみました。

ＧＭ：打ち消された!?　オトハを爪にかけたと思ったらそれが幻だった。

ユーノス：フッ、これが音楽の力。今ひとつの伝説がボクの胸むねに。

ＧＭ：「こ、この曲は……!?」

ユーノス：あなたが思おもい描えがいた光景を曲にさせていただきました。

ＧＭ：タマモは、幸せだった頃ころ……ノブカタの姿なんか思おもい浮うかべたりする。

リン：で、次ユーノスですよ。

ユーノス：いつものように待機、お茶でも飲んでます。

オトハ：さっきまでかっこよかったと思ったら（笑）。

ＧＭ：では、次はチンエンですね。

チンエン：ムーブアクションで《ランニングセット》を宣言し、《クラッシュバリア》を使用。次に、マイナーで《フードファイト》を使って轟ごう炎えん豆どう腐ふを食ってダメージ上じよう昇しよう！

オトハ：おお、チンエンの料理が唸る！

チンエン：たまには自分でも料理しよう！　あ～めんどくせぇめんどくせぇといいつつも、真剣な目で《アースバレット》を《リゼントメント》つきで。

ＧＭ：いきなり本気の一撃だ！　判定をどうぞ。

チンエン：（ダイスを振る）命中は27。

ＧＭ：……それは避よけられません。

チンエン：ダメージは……[image: ]点の防御力無視ダメージ＆スリップ！

一同：高ッ!?

ＧＭ：ぐわああああ、それは痛いたい!?

チンエン：しかも、《デモンズウェブ》の効果であらゆる判定にマイナス１Ｄだ。

ＧＭ：そして九本の尻尾のうち、二本が吹ふき飛とびました！

ユーノス：おっ、尻尾が吹き飛んだ！　さっきのスキルでも、尻尾何本以上で使えるとか言ってましたから、やはりダメージを与あたえると尻尾がなくなるんですね。

ＧＭ：そのとおり。ダメージを[image: ]点受けるたびに尻尾が一本落ちます。というわけで、現げん在ざい尻尾は二本吹き飛び、残り七本です。

チンエン：なら、どんどん尻尾を叩たたき落おとしていくしかないな！

ＧＭ：なので、こっちは尻尾があるうちにスキルを使っていきます。で、三本以上のとき使える《鏡きよう写しやの尾》を宣言。

チンエン：きょうしゃのお？

ＧＭ：すなわち、鏡写しの尾……こっちがくらったダメージの分だけ、ＨＰロス！

チンエン：げええええええええええっ!?（一同笑）

ＧＭ：タマモを攻撃したチンエンの魔法でしたが、鏡写しで返ってきます！

チンエン：うおおお、オレは灰はいになってしまう!?　……だが！

ＧＭ：おっ？

チンエン：《エスピオナージ》を宣言！　トラベラーズマントが代わりに吹ふき飛とぶ。

ＧＭ：おっ、チンエン最大の攻撃を返したと思ったら……実は生きていた！

チンエン：まあ、なんとかね。

ＧＭ：十徳包丁が「師し匠しようーっ!?」と心配し、もう死んだと涙を流すものの、実はマントがひらひらと落ちてくるだけだったという。

チンエン：危あぶないところだった。【ＨＰ】10点で復活する。弟で子しども、オレはあれくらいでは死なんよ。

ＧＭ：「おおっ！」「さすがは師匠っ！」と、弟子たちもひと安心です。

リン：久ひさ々びさに《エスピオナージ》が活かつ躍やくしましたね。

チンエン：ああ、危ないところだった。

ＧＭ：では、次はオトハさんですね。

オトハ：はい！　ムーブで《ファストセット》と《スマッシュ》。マイナーで《フルスイング》を使います。ねぇねぇ、《ボルテクスアタック》どうしよう？

ユーノス：使っちゃっていいんじゃないでしょうか。

リン：やれるうちにイケイケドンドンですよ、姫様！

オトハ：うむ、ならば《バッシュ》と《ボルテクスアタック》もじゃ！　命中達成値は38！

ＧＭ：はい、回避は無理です。命中しました。

オトハ：さらに《スラッシュブロウ》を宣言！　……ええと、ダメージは[image: ]＋18Ｄ！

ＧＭ：ちょっ!?　なんですかそのダメージロールは!?

ユーノス：さらにフェイト３点使用して《ディスコード》！

オトハ：てやあぁぁぁぁぁっ!!　（ダイスを振る）よし、ダイス目は64、[image: ]点！

ユーノス：それに（ダイスを振る）29点足してください。

オトハ：で、一発目は[image: ]点！

ＧＭ：……ものすごいダメージだ。【物理防ぼう御ぎよ力りよく】25点を引いて、[image: ]点くらってしまった。これで、尻尾が二本落ちます。残り五本、使えるスキルがいろいろなくなってしまった。

チンエン：さっきのダイス目を６にするヤツはもう使えないな。

オトハ：続いて二発目！

ユーノス：お願いします、オトハさん！

オトハ：これでクリティカルが出れば……（ダイスを振る）ああ、駄目か。

チンエン：振り直すと出るかもよ？

オトハ：もう絶ぜつ対たい出しますよ！　《バトルコンプリート》で振り直し！　……あっ、駄目！

チンエン：さて、どうするか？

オトハ：……ん～、いきます！　フェイトを１点使ってもう一回振り直します！（←さっきとは違ちがうダイスを持ちつつ）

ＧＭ：お、小島さんがダイスを変えた!?

オトハ：こっちなら出ますよ。えーい！　……あっ、やった!!

一同：出た──────!!

オトハ：クリティカルです！

ＧＭ：こっちはリアクション不ふ可か能のうー！

オトハ：じゃあ、今度のダメージロールは[image: ]＋17Ｄ。さらに防御力無視！　いきます！

リン：姫様、どうぞ！

オトハ：（ダイスを振る）[image: ]点ダメージ！　どうじゃ！




　オトハは俊敏に立ち回りながら、次々とタマモの尾を断ち斬ってゆく。

　その数、実に三本！




ＧＭ：一気に残り四本になってしまった……。

リン：さすがです、姫様！

ユーノス：そして、待機していたボクに行動が回ってくるわけですね。ふう、今お茶を飲み終えたところです。オトハさんに、《ジョイフルジョイフル》～♪　（ダイスを振る）判定成功。さあ、オトハさん。もう一度攻撃するのです。

オトハ：おお～、体が軽い。もう一度やってやるのじゃ！　ムーブは《ファストセット》で《スマッシュ》。マイナーで《レイジ》。メジャーで《ストラグルクラッシュ》！

ＧＭ：とうとう《レイジ》がきたか！

ユーノス：オトハさんが、刀を折る覚かく悟ごを決めた！

オトハ：いくのじゃ！　（ダイスを振る）命中は35！

ＧＭ：もう避よけられません。尻尾を斬きり飛ばされたのが効きいている！

オトハ：せーい！　（ダイスを振る）まずは[image: ]点！

ＧＭ：今度は防御力も有効！　[image: ]点くらう。尻尾は、一本がちぎれ……。

オトハ：そして二発目。命中は35！

ＧＭ：ああーううー、避けられない……!?

オトハ：ダメージは、[image: ]点！

ＧＭ：ぶつん！　また尻尾が飛んでしまいました！

オトハ：刀を深々と突き込んで、へし折れるのもかまわずに強引にねじ斬ったぞ。

チンエン：九本もあったが、もう二本になったか。

ＧＭ：ここでようやく全員行動済ずみか……。こちらは《二回行動》を宣言。全員が行動済になると、未行動になるスキルです。

リン：で、こちらは《再さい行こう動どう》を宣言ですね。

オトハ：うむ！

ＧＭ：くっ、《再行動》はさせない！　それに対抗してオリジナルのスキル、《破魔の尾》を使います。これは、尻尾が一本以上残っていれば使える、１シナリオ１回のみギルドサポート打ち消しのスキル！

ユーノス：させません！　その打ち消しを、《インタラプト》で打ち消し！

ＧＭ：ぐぐぐぐぐ！　これで《再行動》が通った、通ってしまった……!?

チンエン：それでは、こっちは全員未行動だ。

リン：じゃあ一番手、あたしからいきまーす。次のバッドステータスは何にしようかしら？

ＧＭ：その、バッドステータスを選んでいくのが怖こわい（笑）。

リン：［威い圧あつ］にしましょう。それでは《コールゴッド：タケフツ》と《ペネトレイトブロウ》を使って、先ほどと同じく防御力無視の攻撃を！　（ダイスを振る）命中は24！

ＧＭ：もうすでに避けられません

リン：ダメージロールで《パニッシャー》。バッドステータス中なので《アディショナルブロウ》の効果でダメージ＋６Ｄ。72＋12Ｄして……（ダイスを振る）[image: ]点防御力無視！

ＧＭ：そのダメージで尻尾が一本飛びますが……《抵てい抗こう性せい：威圧》があるので、［威圧］は受けない！

リン：おっと、そんなものをピンポイントで持っていたのですね。

ＧＭ：尻尾の残りは一本。しかし、まだまだここから！　ここで、ようやく《二回行動》での順番が回ってきた！

チンエン：しかし、数々のバッドステータスがある。命中のダイスも減へっているはず。

ＧＭ：実はそこが痛い。まず、ムーブアクションで［スリップ］を解かい除じよ。ここで使えるのは《破は邪じやの尾》！　三〇メートル以内の範囲（選択）への特殊攻撃。貫通ダメージですよ。対象は、エンゲージしているオトハとリン！　（ダイスを振る）26で命中！

リン：（ダイスを振る）あ、惜おしい９。片方６が出ているのに。

オトハ：せーの！　（ダイスを振る）クリティカルしなかったので、回避できないのじゃ。

ＧＭ：ならば、65点の貫通ダメージ！

リン：まずは姫様に《プロテクション》を18点軽けい減げん！

オトハ：リン、助かるのじゃ。

ＧＭ：しかし、リンにはダメージが直抜ぬけですよ。

リン：フッ、そこは65点をそのまま《ソウルバスター》です！

ＧＭ：くっ、だからダメージを軽減する気がなかったのか（笑）。

リン：血反吐を吐きつつも、執念のクロスカウンター。で、ユーノスの番です。

ユーノス：ボロロンボロロン♪　ボクは待機。

チンエン：続いてオレの番。《ファストセット》《クラッシュバリア》《フードファイト》で【魔法防御力】無視となった《アースバレット》をくらうがいい！　使うのは轟炎豆腐。（ダイスを振る）……命中は32！

ＧＭ：（ダイスを振る）くっ、回避は20。命中です。

チンエン：（ダイスを振る）[image: ]点の防御力無視だ！

ユーノス：これで尻尾は全部切れたんじゃないですかね。

ＧＭ：はい、尻尾は全部斬り落とされました。しかし、まだ倒たおれるわけではないです。

ユーノス：なんと、まだ動く！

オトハ：次は、わたしだ！

ＧＭ：その前に、尻尾が全部切れたことにより《完全邪悪化》が発動。ここでパッシブのスキルがびびびっと発動ですよ。

オトハ：なんと!?

チンエン：尻尾が全部切れてからが本番というデータか！

ＧＭ：そのとおり。まず、武ぶ器き攻撃の射しや程ていを視界に延えん長ちよう、対象を任にん意いの三体に。

ユーノス：げっ、どこにいても攻撃される!?

チンエン：しかも、三人分か。

ＧＭ：ふふふ、しかもこれ同一対象に三回でも構かまわないのです。

チンエン：それはまずいな！　《プロテクション》が足りない……！

ＧＭ：さらに、《魔獣の尾》というのが新しく生えてきます。これは、直後のイニシアチブプロセスにメインプロセスを発生させます。振ふり立たてる爪に炎がまとわれ、白兵攻撃は魔法ダメージに！

リン：姫様、攻撃が割わり込こんできますよ！

オトハ：でも、この攻撃に耐たえきれば……！

ＧＭ：さて、できますか。「さあ、わらわの爪を避けてみるがいい！」と三回の攻撃はすべてオトハに叩たたき込こみます！

リン：姫様、《ストライクバック》でございます。

チンエン：まだクリンナップがきていないから、リンの放心が効いている。がんばれ！

オトハ：さあ、こい！

ＧＭ：（ダイスを振る）まず、一撃目は29！

オトハ：じゃあ、《ストライクバック》＋《スタイル：シンエイ》じゃ！

ＧＭ：……あっ、いやちょっと待った！　オトハさん、あなたの刀は先ほどの《レイジ》で折れているはず！

オトハ：あーっ、しまったー!?

ＧＭ：「刀が折れてしまえば、わらわに立ち向かうこともできまい！」勝かち誇ほこって、爪を振ふり上あげるタマモ！

オトハ：か、刀がないと《ストライクバック》ってできないの？

リン：……姫様、もしかして素す手でで《ストライクバック》をやるつもりですか？

オトハ：うん！（一同爆笑）

ユーノス：ちょっ、ちょっとオトハさん!?

チンエン：ここにきて素手かよ（笑）。

オトハ：だって、武器の攻こう撃げき力りよく関係ないですよね？

チンエン：……あ、そうか。ＨＰロスは65点って決まってるんだったな！

ＧＭ：（ルールブックを確かく認にん）たしかに素手でも《ストライクバック》はできます。ただし、刀を使ってないから《アームズマスタリー：刀》と《アームズロジック：刀》の２Ｄが命中判定につかないことに注意してください。

オトハ：《限界突破》の１Ｄがあれば大だい丈じよう夫ぶだもん。

ユーノス：……すごい。これが本場のサムライか（笑）。

オトハ：では改めて、一撃目の攻撃に《ストライクバック》《スタイル：シンエイ》じゃ。来いッ！（両拳を構える）




　シンエイ流の奥義は、後の先を取ることにある。

　敵に先手を取らせるのは、それを読み切って反撃を行なうため。

　その教えは、無手の技にも通じる。

　見事に爪をかわすと同時に、オトハはタマモの眉間に拳を叩き込んだ！




ＧＭ：一撃目はこちらが一方的に65点のＨＰロスですね。ふたつめは……クリティカル！

オトハ：クリティカルなら《ストライクバック》は使用しない。

ＧＭ：では88点の〈火〉魔法ダメージ。

リン：《プロテクション》で21点軽減です！

オトハ：ありがたいのじゃ！　まだ立っておるぞ。

ＧＭ：しかし三発目が飛びます。命中達成値は28ですよ。

オトハ：ここで《ストライクバック》じゃ。うりゃぁぁぁっ！（ダイスを振る）……あっ、やった！　クリティカルッ!!

ＧＭ：な、なんとー!?（一同爆笑）

チンエン：ここでクリティカルかよ！　終しゆう盤ばんになってダイス目の調子が変わってきたな！

オトハ：リンの見み様よう見み真ま似ねでオトハ世直しパンチじゃ！

チンエン：タマモとクロスカウンターか（笑）。

ＧＭ：こっちは65点のＨＰロスを受けますが……オトハにも89点の魔法ダメージ！




　燃もえ盛さかるタマモの爪と、オトハの拳こぶしが交差する。

　壮そう絶ぜつな相あい撃うちであった。

　思わぬ反はん撃げきだったが、タマモはなんとか耐たえた。

　一方のオトハは、がっくりと膝ひざをついたのだが……。




オトハ：ううっ、89点だと死んでしまう……。

リン：そんなことはありません。その前に《蘇そ生せい》で全ぜん快かいしてください。

オトハ：一気に回復して81点くらうから……残り【ＨＰ】は73点。半分以上ＨＰを失っているけど、まだ大丈夫なのじゃ！

ＧＭ：「そこまでして、あなたは立つというのですか……」

オトハ：立つ！　兄上とともにダイワの世を良くすると誓ちかった！

ユーノス：なんという気き迫はく！

ＧＭ：では、オトハの行動です。

リン：その前に割わり込こみます、《クイックヒール》……魔術判定は成功。姫様、61点回復してください。

オトハ：なら、[image: ]点まで回復。これだけあれば安心じゃ。

ＧＭ：これに耐えて、ラウンドが回ってくれば……！

オトハ：そうなる前に、決着をつける！　まずはムーブアクションで予よ備びの小こ烏がらす丸まるを抜ぬきます。マイナーで《スマッシュ》。メジャーで《ストラグルクラッシュ》！　（ダイスを振る）最初の《バッシュ》の命中は32！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗！　さっきのオトハパンチでふらついている（笑）。

オトハ：ではダメージじゃ。せい！　（ダイスを振る）一発目、[image: ]点！

ＧＭ：ま、まだまだ……！

オトハ：二発目、（ダイスを振る）37！

ユーノス：ここは、振り直してクリティカル狙ねらってもいいところですよ。

オトハ：では、フェイトを１点使って、振り直し……と、駄目だった。命中は37。

ＧＭ：とぅあ！　（ダイスを振る）さすがにその数字は避けられない。命中です。

オトハ：二発目、ダメージは……[image: ]点。

ＧＭ：……現在、ダメージ合計が１７５９点。まだ、なんとか平気。

チンエン：結けつ構こういってるな。それで倒たおれないというと……。

リン：【ＨＰ】は２０００点あるみたいですね。残り[image: ]点いけば倒れるかもしれません。

ユーノス：ならば、ここで《ジョイフルジョイフル》。オトハさん、任まかせました。

リン：さらに《祝福》ですね。【ＭＰ】全快！

オトハ：回復しましたー。

ＧＭ：さて、満まん身しん創そう痍いのタマモですが、ダイワの戦乱を背せ負おった魔獣としてここで倒れるわけにはいかない。なんとしても耐えきってみせる！

オトハ：わたしは、ダイワの戦乱を鎮しずめるために───。




　オトハは、刀を八相に構かまえると瞳を閉とじて祈いのった。

　ダイワの戦乱は、ノブカタとタマモを瘴しよう気きに染そめた。

　そして今また、新たな悲しみと乱を生もうとしている。

　その因果を、ここで断たち切きらねばならない。それこそが、世直し。

　その切っ先に破は邪じやと鎮ちん魂こんの祈いのりを込こめて。




オトハ：いざ、《スマッシュ》と《ストラグルクラッシュ》！　一発目、クリティカルせず。

ユーノス：また振り直しますか？

オトハ：うんフェイト１点で振り直し。せい！　（ダイスを振る）32！　クリティカルはしないけど、当たるはず！

ＧＭ：（ダイスを振る）……くっ、クリティカルせず。避けられない。

オトハ：ダメージは[image: ]点！

ＧＭ：では、95点抜けてきます。

オトハ：返す刀で、いきます！　（ダイスを振る）……クリティカルッ!!

ユーノス：しかも、６が三つも！

ＧＭ：なんと、ここで!?　てや！　（ダイスを振る）……よっ、惜しい!?　６と４！

チンエン：ふう～。

リン：さあ、姫様……どうぞ！

オトハ：ダメージ、いきまず！　……[image: ]点、防御力は無視！

ＧＭ：ぐはぁっ!?




　振ふるう剣けんは雲間に輝かがやく稲いな妻ずまか、返す刀は流星か。

　今、オトハの剣が魔獣タマモを斬り裂さいた。それは、身を断たち、骨ほねを断ち、怨おん念ねんを断つ。

　巨体を捻ひねり最さい期ごの咆ほう吼こうを上げるタマモ。四方よもを劈つんざく断だん末まつ魔まは、いつまでも響ひびき───。

　やがて、哀かなしげな声へと変じていき、絶たえるのであった。




ＧＭ：これで、合計２０００点を越えました。タマモは断末魔を上げて倒たおれます。

オトハ：うわ、危あぶなかった～!?

ユーノス：クリティカルしてなかったら、防御力無視にならずに生きていたかも。

チンエン：それよりも素手《ストライクバック》分がなかったら今でも生きてたぞ（笑）。

オトハ：ほんとだ!?

ユーノス：あの判はん断だんがこんなところで生きてくるとは（笑）。

リン：ていうか、切り札ほとんど使いましたし、苦戦しましたよ。

ＧＭ：「ああ、ようやく終わる……」何かから解かい放ほうされたように、タマモは呟つぶやいて倒れます。

オトハ：……タマモもまた、タマ姫と同じように戦国の犠ぎ牲せい者しやであったのじゃな。

ＧＭ：それでは、エンディングに移うつりましょう。





（＊）《ハードラック》　判定のダイスのうちひとつを６にするスカウトのスキル。
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◆Ending 01◆魔王復活




　魔獣タマモの巨体は、天守閣の屋根から転がり落ちた。

　そして今、滅ほろびを迎むかえようとしている。

　それこそが、魔獣へと堕おちた彼女が求めたものであったかもしれない。

　だが、果たしてそれでよいのだろうか───。




ＧＭ：それでは、エンディングになります。オオドの城しろは天守閣。見事タマモを倒たおしたところからとなります。

オトハ：はい。タマモは？

ＧＭ：タマモは「……見事です。これで、わらわもようやく滅びることができます」と、今は瘴しよう気きの衝しよう動どうから解放され、魔獣ではなく霊れい獣じゆうの顔を取とり戻もどしたようです。

チンエン：思えば、不ふ憫びんなヤツでもあるが。

ユーノス：ノブカタを愛したゆえですからねえ。

ＧＭ：「わらわが滅びれば、ノブカタ様も滅ぼすことができるはず。後は、頼たのみましたよ……」とオトハに告げ、徐じよ々じよに体が薄うすれていきます。

リン：これがタマモの願いだったのですね……。

オトハ：……リン、なんとか助けてやれないものか？

リン：タマモをですか？

オトハ：そうじゃ。タマモは何も悪くないのじゃろ？

リン：それはそうですが……。

チンエン：しかし、タマモが滅びないとタイクーンは助けられないんだろ？

ユーノス：ボクたちがタマモを倒すのも、ダイワとタイクーンのためだったわけで。

オトハ：でも、誰かを犠牲にしての平和はタマ姫もわたしも望んではおらん。

リン：……では、きちんと封ふう印いんするというのはどうでしょう？

オトハ：封印？

リン：初代タイクーン様は、三つの宝石を揃そろえることができなかったので、不完全な封印をするしかなかったのですよね。

オトハ：そういう話であった。太陽石が揃わなかったと。

リン：今は、手元に三つの宝石がありますから……ちゃんと封印ができるはずです。

ユーノス：おお、なるほど！

リン：どうでしょう、ＧＭ。なんでしたら、あたしには《ミュトスノウリッジ》がありますので、神話伝承について知る場合、判定にボーナスがつきますが（笑）。

オトハ：さすがはリン！

ＧＭ：（しばらく考え）そうですね。では、せっかくですから【知力】で判定してもらうことにしましょうか。難なん易い度どは10としましょう。

リン：……【知力】は２しかありませんが、挑ちよう戦せんしましょう。では、判定します！　（ダイスを振る）ダイス目は９。よし、達成値は11ですわ！

チンエン：おお、さすが！

ＧＭ：では、三つの宝石を揃そろえているので完全に封印することができるということがわかります。条じよう件けんはタマモを戦闘不ふ能のうにすることにしましたが……もうしてますね（笑）。

オトハ：うむ。苦労したが。

ＧＭ：では、三つの宝石を逆から使うと、その魂を何かに封ふうじることができるとします。

ユーノス：逆から使う……まず、金剛眼で正体を見み破やぶって、太陽石でふわっと引ひき離はなし、知賢玉で実体化させるんでしたね。

リン：では、知賢玉で実体化を解き───。

チンエン：太陽石で何かに封じるのか？

ＧＭ：そうですね。何か物品に封じるといいと思います。

ユーノス：うーん、何かこう象しよう徴ちよう的てきな物品がよさそうですよね。

チンエン：なんか、適てき当とうなものはないものか。

オトハ：……あっ、いいものあった！　あれじゃ、かんざし！

リン：ああ、ありましたね！

ユーノス：かつて恋こい人びとだったノブカタからもらったかんざしに宿る……タマモも、それなら本ほん望もうでしょう。なにより美しいじゃないですか。歌の一曲も歌いたくなりますよ。

チンエン：まさか、適当に演えん出しゆつしたものがこんなところで役立つとは。

ＧＭ：ＧＭとしてもちょっと感動です（笑）。

オトハ：では、タマモをかんざしに封じるぞ。「よいか。この中にお前を封じることができれば、お前を救いノブカタも討うつことができる……！」と伝えよう。

ＧＭ：そうすると「わらわを、救うつもりなのですか？」と意外そうに答えます。

オトハ：そのとおり。「これを覚えておるか？」と、かんざしを見せる。

ＧＭ：「……これは、ノブカタ様からいただいたもの!?」

オトハ：封印の塚つかに安置されておった。

リン：おそらく、封印されるあなたが、少しでも心安らかにあってほしいからという願いとともに、誰かが塚に忍しのばせたのではないでしょうか？

ＧＭ：「……そうであったのですか」

オトハ：では、しばしの間このかんざしに宿るがいい。

リン：では、知賢玉をぴかーっと。

チンエン：同じく、太陽石をぴかーっと。

オトハ：最後に、金剛眼をぴかーっと。




　三つの宝石の光が、タマモをかんざしに封じていく。

　その身が朽くちるより早く、タマモは霊体に戻もどされ、かんざしへと封じられた。

　その顔は、とても安らかなものであった。




ユーノス：やはり、宝石がないボクはぽろろ～んと演えん奏そうを（笑）。

ＧＭ：タマモは、三つの宝石の力でかんざしに封じられました。

オトハ：ふう、これでひと安心。ところで、タマ姫は？

ＧＭ：タマモの霊を抜ぬき出だしたときに気き絶ぜつして倒れています。さいわい、戦闘には巻まき込こまれていないようです。

オトハ：よかったぁ……。

リン：では、抱だき起おこして介かい抱ほうしてあげましょう。

ＧＭ：するとすぐに意い識しきを取り戻します。「わたくしは……」

オトハ：今まで、つらかったであろうな。

ＧＭ：「わたくしは、オトハ様にご迷めい惑わくをかけてばかりですね」と、詫わびます。

オトハ：よいのです。兄上を救いたい気持ちは、わたしも一緒なのだから。

ＧＭ：「オトハ様……」

ユーノス：なんという優しさ。これこそ、サーガに残すにふさわしい。

チンエン：めでたしめでたし、か。

ＧＭ：（低い声で）……いえ、そうはいきません。

一同：なにっ!?

ＧＭ：上空を覆おおう暗雲から、雷かみなりがぴしゃーっと天守閣を直ちよく撃げきします。

オトハ：……えっ、空って晴れたんじゃなかったの!?

ＧＭ：晴れてなんていません。で、天守閣からは黒い瘴気があふれ出してきます。

ユーノス：……もしかして、魔王ノブカタ様ご降こう臨りんですか？

ＧＭ：ご名答です。

ユーノス：マジで!?　こういうときは、ちょっと間を置くのがたしなみじゃないですか！

ＧＭ：ジェットコースター的展てん開かいです（笑）。そもそも、タマモというリミッターが封印されたのですから、ノブカタは今目覚めます。

ユーノス：そ、そうかー！

ＧＭ：ごぱぁっと天守閣からあふれてくる瘴気は、雑兵を呑のみ込こむと妖よう魔まに変え、そこから低級な魔族もじゅばじゅぱと生まれてきます。

チンエン：こここっ、これは何事だ！

ＧＭ：これが、長らく続いた戦乱によって生まれた魔王の力です。その瘴気は揺ゆらめく炎のようだったのですが、やがて天守閣を包んだかと思うと、巨大な人の姿となります。

リン：その姿を見て「あれが、ノブカタ……」と呟つぶやきます。

ＧＭ：そして、「お、お、お、お、おおおおおおおぉぉぉぉぉっ……!!」と復活した歓かん喜きの声とも、果てなき怨えん嗟さの声ともつかぬ声が響ひびき渡わたります。




　誰もが、その声を茫ぼう然ぜんと聞くしかなかった。

　誰もが、こんな声を聞いたことがなかった。

　それは、みずからを魔王と称しようしたノブカタの雄お叫たけび。

　すべての者に、戦乱の始まりを告げる声でもあった───。

[image: ]




ユーノス：と、とうとう復活したのですか……。

ＧＭ：すると、心に直ちよく接せつ「戦いくさを。戦を。戦を」という声が聞こえてきます。聞こえてくるというより、戦を求める衝動そのものを肌で感じると言った方がいいのかもしれません。

チンエン：感かん情じようがビリビリ感じられるというヤツか（笑）。

ＧＭ：そうです。で、ぶはーっと放たれた瘴気から逃にげ遅おくれた兵士は、それに呑み込まれると、「戦を。戦を。戦を……」と先ほどの声と同じようなことを呟く妖魔となります。

チンエン：まずいな。ここは逃にげろ。

オトハ：兄上は？

リン：この様子では、もうノブカタの霊に乗っ取られたとしか……。

ＧＭ：で、妖魔となった兵士たちは「戦ををををををっ！」とオトハに斬きりかかっていくのですが、すんでのところでやってきたサクザが槍やりで受け止めます！　がしっ！

オトハ：おおっ、爺じい！

ＧＭ：サクザは、完全武ぶ装そうで甲かつ冑ちゆうをまとってます。「姫様、無事でござるか！」

オトハ：もちろん無事じゃ！

ＧＭ：「ならば、ここは爺に任まかせて一いつ旦たん退しりぞくのです！」と。

オトハ：いや、しかし！

ＧＭ：すると、その横でもサダノブが刀を抜いて応おう戦せんしています。「姫様、ここは私わたしたちにお任せください！」

リン：知ち恵えサダまで!?

ユーノス：こいつ、株かぶ上げましたね。

ＧＭ：「姫様、今天守閣に近ちか寄よってはなりませぬ！　早く、早く逃にげるのです！」と、サクザは大おお勢ぜいの妖魔を食い止めつつ言います。

オトハ：逃げると言っても、どこに？

ＧＭ：「御ご初しよ代だい様の霊れい廟びように決まっておろう！　そこにいけば、力を授さずけてくれるはず」

オトハ：霊廟か、わかった！

ＧＭ：すると、地面がゴゴゴゴゴゴゴッと激はげしく揺ゆれ始めます。

オトハ：じ、地じ震しん？

ＧＭ：いえ、地震ではないようです。ぐわわわわわ～っと天守閣が地面から持ち上がり、空へと浮うき上あがり始めました。

一同：ええええええええええっ!?

チンエン：ちょっ、浮うき上あがるのか！

ユーノス：なんというスペクタクル！

ＧＭ：終盤に向けての怒ど涛とうの展開です。ぼけっとしていると、呑み込まれますよ？

ユーノス：これはいよいよいけません。《ウィング》で飛びますよ！

リン：姫様、脱だつ出しゆつしませんと。手を引いて、無理にでも逃げます！

ＧＭ：浮き上がった天守閣から響ひびくのは「我われこそは魔王ノブカタ。戦乱のダイワを統すべる者なり───」という、カゲユキのものともこの世の者ともつかぬ声が響きます。

オトハ：（悲痛な声で）兄上───ッ！




　いよいよ戦国の魔王オワリ・ノブカタが甦よみがえった。

　第八代タイクーン、アオイ・カゲユキの体を乗っ取り、現げん世せへと顕現した。

　ダイワは、このまま大きな戦火に呑まれてしまうのか？

　果たして、真の平和が訪おとずれる日は来るのか？

　嗚呼ああ、オトハ姫。

　留とどまることを知らぬ試練の数々に、どうか負けないでほしい。

　風雲、急を告げつつ……次巻かんへ!!




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』

第六話「タマモ復活。愛と恩讐のすえに」

─完─







あとがき




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』の三巻かんをお届とどけすることができました。

　エリンディル東方は広大な地ち域いきです。

　振ふり返かえってみると、オトハたちの冒ぼう険けんは、第一巻でダイワ群ぐん島とう国に巣くう悪を糺ただし、第二巻でセーリア大だい帝てい国こく、タルタル・ハン国と巡めぐり、今回また故こ郷きようであるダイワへ帰ってくるという大おお掛がかりな旅になりました。




　この三巻を収しゆう録ろくしたのは、猛もう暑しよの到とう来らいを予感させる暑い日が続く時期でした。

　お手元に届いている頃ころには、もう秋になって涼すずしくなっているかと思います。

　夏というと、いろんなイベントがある季節です。

　海水浴、夏祭り、花火、そして『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』発売……。

　それに、なんといっても夏休みですね。

　皆みなさま、この夏はいかがお過すごしになりましたか？

　ちなみに、自分はお仕事でした。忙いそがしいのは、嬉うれしいことです。

　ＴＲＰＧがあれば強く生きていけると信じています、ええ。

　実は、『ブレイド』シリーズも佳か境きように入っております。

　その前に、ちょっとした息いき抜ぬきを挟はさみつつ、後半に向けてお話を盛もり上あげようというのが三巻執しつ筆ぴつにあたっての命題でした。

　クライマックスに向けて、ストーリーに山あり谷ありの起き伏ふくをつけるということです。

　せめてセッションの中でも、夏休み気分を満まん喫きつしたいという思おも惑わくもありましたが。




　さて、夏休みのことだけではなく、本書のサブタイトル『ハルマゲドンラヴァーズ』についても、ちょっとだけ説明しておきましょう。

　第六話にて、タイクーンによる大だい征せい伐ばつの号令が出されます。

　これがハルマゲドン……最終戦争の引き金になるかもしれないということ。

　そして戦国の世に生まれ、翻ほん弄ろうされる恋こい人びとたちが登場すること。

　このふたつの要よう素そから思いついたものです。

　……あっ、先に断ことわっておきますが、オトハに恋こい人ができたとかはありませんから。

　彼かの女じよの場合、色気より食い気ですからね。




　では、各話について解かい説せつしていきたいと思います。ここから先はネタバレを含ふくむ内ない容ようなりますから、本ほん編ぺんをお読みになってない方は気をつけてください。




●第五話

　第五話は、夏休みのお話です。

　夏休みにしたのは、今後いろいろと畳たたみかける前にひと休みしておこうという意図の他に、主役の偽にせ物ものが出しゆつ現げんするという時じ代だい劇げきの定番をやってみたかったというのもあります。また、ヒロインを姉妹にしたのも、前作の『レジェンド』シリーズの貧乏姉妹に参加した、ユーノスに反応してもらおうと思ったからです。

　オープニングでオトハの印いん籠ろうが盗ぬすまれる判はん定ていがありますが、このときオトハの達たつ成せい値ちが高かったなら、印籠は盗まれず跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする偽にせおんみつ姫を追つい跡せきするという展開になる予定でした。この場合、御ご紋もんの印籠の効こう果かはミドルフェイズでも使えることになります。

　突とつ発ぱつ的てきに起こったユーノスの恋れん愛あい話なんてものもありましたが、夏の恋らしくぱっと咲さいてぱっと散ったようです。ちなみに、ユーノスとおキツのバカップルぶりも、ハルマゲドンラヴァーズというサブタイトルをつけるひとつの要よう因いんであります。




●第六話

　第六話は、『ブレイド』のラスボス登場となるお話です。

　いよいよタマモがその正体が判はん明めいし、オトハたちと戦うことになるわけです。これまでオトハの兄にしてタイクーン、アオイ・カゲユキに寄より添そいながらも、マスターシーンであやしげな動きをしていたタマ姫ですが、単たん純じゆんな悪役にしないようにしました。

　カゲユキとタマ姫、そしてダイワの歴史の中で生まれたオワリ・ノブカタとタマモ……このふた組の恋人が〝ハルマゲドンラヴァーズ〟なのです。

　タマ姫も彼女に取とり憑ついているタマモも、戦国の世に運命を翻弄された女じよ性せい（後者は元もと霊れい獣じゆうですが）として描えがくことで、オトハに本当に世直しに必要なものはなんであるかを、少し考えてもらいたかったからです。

　なかなか難むずかしいテーマですが、茶室でのガールズトークにて、小島さんはオトハらしく実に明めい確かくな答えを出してくれました。《インサイト》でクリティカルしたおかげで、クライマックスでのタマ姫とのやりとりもけっこう盛もり上あがっています。




　さて、この『ブレイド』シリーズですが、次回四巻で完結となります。

　当初は三巻で終しゆう了りようする予定でしたが、それが延えん長ちようされる形となりましたのは、皆さまの応おう援えんあってのものです。ここで、あらためてここでお礼を。

　それでは、次回四巻でお会いしましょう。




二〇一一年九月　丹藤武敏たんどう・たけとし
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